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Oracle SOA Suite
Oracle SOAおよびBPM Suiteのインストレーションおよび管理
ここでは、Oracle Business Process Management Studioの新機能および変更された機能について説明し、追加情報の参照先を示します。
このリリースに追加された新機能はありません。このリリースのガイドには、メジャーなバグ修正があります。
使用しているスキンによっては、このガイドで示される画面は実装状態と異なる場合があります。相違点は軽微なものです。
既知の問題のリスト(リリース・ノート)については、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentation/soaknownissues122120-3111966.htmlを参照してください。
この章では、Oracle Business Process Management Studioの概要について説明します。また、BPMプロジェクトの作成方法と使用方法、およびプロセスの作成方法とプロセス・エディタの使用方法についても説明します。
この部は、次の章で構成されています。
この章では、Oracle BPM Studioの概略を紹介し、Oracle BPM Suite内部でのOracle BPM Studioの使用方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPM Suiteは、プロセスをモデリングするためのBusiness Process Composerと、プロセスを実装するためのBusiness Process Management Studioで構成されています。
Oracle Business Process Composerは、Webベースのコラボレーション・アプリケーションであり、これによって、ビジネス・アナリストはビジネス・プロセスをモデル化し、ビジネス・プロセスで使用されるアーティファクトのいくつかの基本的な実装を行えます。
Oracle Business Process Management Studioは、デスクトップIDEアプリケーションであり、これによって、プロセス開発者はビジネス・アナリストがモデル化するプロセスを実装できます。プロセス開発者は、Oracle BPM Studioを使用してBPMNプロセス・モデルおよびアーティファクトを編集し、その実装を完了します。
Oracle BPM Studioを使用してビジネス・プロセスを作成およびモデル化することもできますが、BPMNプロセスをモデル化するにはBusiness Process Composerの方が適しています。
Oracle BPM StudioはOracle JDeveloper IDEの一部であり、Oracle SOA Suiteで使用されるJDeveloperユーザー・インタフェース要素の多くを共有しています。
これらのツールのアプリケーション開発ライフサイクルへの適合方法については、「アプリケーション開発ライフサイクルの概要」を参照してください。
BPM Studioでは、次のアセットを編集できます。
アプリケーション開発のライフ・サイクルは、モデリング、実装およびデプロイメントの3つのステージに分けられます。実際のアプリケーション開発環境においては、これらのステージの区別が明確に定義されていないこともあります。
最終的な本番アプリケーションは、モデリングと実装を何度も繰り返した後で稼働アプリケーションとしてデプロイされる場合があります。また、テストのためにデプロイされたアプリケーションが、さらに絞り込まれるために再びモデリングおよび実装のステージに渡され、その後で本番環境にデプロイされる場合もあります。
図1-1は、Process ComposerおよびBPM Studioの両方を使用してアプリケーション設計を実行する一般的なワークフローを示しています。
図1-1 Studioを使用したモデリング、実装およびデプロイ

次の手順は、このワークフローの各ステージを説明しています。
プロセスを実装した後、開発者はビジネス・アセット・マネージャを使用してビジネス・アナリストとビジネス・プロセスを共有できます。
Oracle BPM StudioはOracle JDeveloperの統合部分なので、ユーザー・インタフェースで他のOracle製品と同じコンポーネントを多く使用しています。
図1-2は、LoanApplicationサンプル・プロジェクトが表示されたOracle BPM Studioのレイアウトを示しています。
図1-2 Oracle BPM Studio

「アプリケーション」ウィンドウに、プロジェクトのコンポーネントの階層ビューが表示されます。ナビゲータに表示されるコンポーネントは、ビジネス・プロセスのモデリングと実装に関連したものです。
表1-1 Oracle BPMのプロジェクト・コンポーネント
| コンポーネント | 説明 |
|---|---|
BPMNプロセス | このプロジェクトのビジネス・プロセスが含まれます。「アプリケーション」ウィンドウに、プロセスのIDが表示されます。 |
ビジネス・コンポーネント | このプロジェクトに対して定義されているビジネス・コンポーネントが含まれます。 |
シミュレーション | このプロジェクトに定義されているプロセスおよびプロジェクト・シミュレーション・モデルが含まれます。 |
ビジネス・ルール | このプロジェクトに対して定義されているビジネス・ルールが含まれます。 |
ヒューマン・タスク | このプロジェクトに定義されているヒューマン・タスクが含まれます。 |
アクティビティ・ガイド | このプロジェクトに定義されているマイルストンが含まれます。 |
組織 | このプロジェクトに定義されている組織要素が含まれます。 |
図1-3は、「アプリケーション」ウィンドウに表示された、LoanApplicationサンプルのファイルのいくつかを示しています。
図1-3 アプリケーション・ナビゲータ

プロセス・エディタを使用すると、コンポーネント・パレットからフロー・オブジェクトと呼ばれるBPMNコンポーネントをドラッグ・アンド・ドロップすることにより、ビジネス・プロセスをモデリングできます。図1-4は、プロセス・エディタで開かれる見積要求サンプル・プロセスを示しています。ツールバーのフロー・オブジェクトのドロップダウン・メニューを使用してオブジェクトを挿入することもできます。
図1-4 プロセス・エディタ

「コンポーネント」ウィンドウには、Oracle BPMでサポートされるBPMNフロー・オブジェクトのリストが含まれています。「BPMコンポーネント」ウィンドウからこれらのフロー・オブジェクトをプロセス・エディタにドラッグ・アンド・ドロップすることにより、ビジネス・プロセスをモデル化できます。
BPMNフロー・プロジェクトは、「アクティビティ」、「イベント」、「ゲートウェイ」などのタイプに応じて、「コンポーネント」ウィンドウでグループ化されます。グループは、さらにサブタイプに分けられることがあります。図1-5では、「BPMコンポーネント」ウィンドウで「アクティビティ」グループが展開され、「デフォルト」および「対話型」の2つのアクティビティ・タイプが表示されています。
図1-5 「コンポーネント」ウィンドウ

プロセス・アセット・マネージャ・ナビゲータで、プロセス・アセット・マネージャ・リポジトリに格納されているプロジェクトを表示および使用できます。プロセス・アセット・マネージャの詳細は、「プロセス・アセット・マネージャを使用したBPMプロジェクトの共有」を参照してください。
図1-6 プロセス・アセット・マネージャ・ナビゲータ

「構造」ウィンドウには、その構造内のダイアグラム、ナビゲータ、エディタとビューア、および「プロパティ・インスペクタ」のウィンドウのうちアクティブなウィンドウ内で現在選択されているコンポーネント内のデータが構造的に表示されます。
「構造」ウィンドウに表示される構造コンポーネントは、通常、プロジェクト・ナビゲータまたはアプリケーション・ナビゲータで選択されたコンポーネントです。
「構造」ウィンドウから、次のような様々なタスクを実行できます。
図1-7は、「アプリケーション」ウィンドウでBPMNプロセスが選択されている場合の「構造」ウィンドウを示しています。
図1-7 「構造」ビュー

プロセスの構造は、「構造」ウィンドウで、「アクティビティ」、「ビジネス・インジケータ」、「会話」、「相関」、「測定」、「プロセス・データ・オブジェクト」、「プロジェクト・データ・オブジェクト」のカテゴリに分けられます。プロセスが再利用可能なプロセスの場合、2つの追加カテゴリ(「プロセス入力引数」および「プロセス出力引数」)が表示されます。カテゴリにはサブカテゴリがある場合があり、たとえば、「アクティビティ」はさらに「アクティビティ」、「ゲートウェイ」および「イベント」に分けられます。Oracle BPMでサポートされているBPMNフロー・オブジェクトの詳細は、Oracle Business Process Composerを使用したビジネス・プロセスの開発を参照してください。
「サムネイル」ウィンドウを使用すると、プロセス・エディタで開いているアクティブなビジネス・プロセスのサムネイル表現を表示できます。「サムネイル」ビューはプロセス・エディタと同期されているため、プロセス・エディタのウィンドウに適さない大きなプロセスのナビゲートに役立ちます。
デフォルトでは、「サムネイル」ウィンドウは、図1-8に示すように「構造」ウィンドウの隣にあります。「サムネイル」ビューの白い長方形は、プロセス・エディタのビューに現在表示されているプロセスのセクションを示します。「サムネイル」ビューで白い長方形をドラッグすると、プロセス・エディタのプロセスをパンして、プロセス・エディタに表示するプロセスのセクションを変更し、プロセスの指定のオブジェクトにすばやくナビゲートできます。
図1-8 「サムネイル」ビュー

「シミュレーション」ビューでは、プロジェクトのシミュレーション・モデルを実行し、その結果を表示できます。図1-9には、シミュレーションの結果が棒グラフで表示されています。
図1-9 「シミュレーション」ビュー

「ドキュメント」ウィンドウでは、プロセスのエンド・ユーザーおよびユース・ケースのドキュメントを作成できます。プロセス全部に対するドキュメントを追加することも、プロセス内の各フロー・オブジェクトに対するドキュメントを追加することもできます。図1-10は、「ドキュメント」ウィンドウを示しています。
図1-10 「ドキュメント」ウィンドウ

この章では、Oracle BPM Studioを利用してプロジェクトを作成および使用する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
BPMプロジェクトは、Oracle BPMで作成されるビジネス・アプリケーションを作成し、サポートするためのリソースのコンテナです。
Business Process Composerで新しいプロジェクトを作成し、Oracle BPM Studioでそれらを編集してプロセスの実装を開発します。
プロジェクトはBusiness Process ComposerとOracle BPM Studioの間で共有できます。また、プロジェクトをBPMランタイムにデプロイすることもできます。開発ライフサイクルにおけるプロジェクトの使用方法の詳細は、「アプリケーション開発ライフサイクルの概要」を参照してください。
各BPMプロジェクトには、1つ以上のビジネス・プロセスが含まれており、ビジネス・プロセスやアプリケーション全体で使用される他のリソースが含まれることもあります。アプリケーションを他のアプリケーションおよびシステムに接続できる他の再利使可能なリソースを含めることもできます。
Oracle BPMプロジェクトの主なリソースを次に示します。
これには、関連するビジネス・プロセスおよびプロセス関連のアセット(ヒューマン・タスク定義、サービス、ルール定義、データ定義(ビジネス・オブジェクト)、ビジネス例外、ビジネス・イベントなど)が含まれます。これらの再利用可能な共有アセットは、BPMプロジェクト内のビジネス・カタログに含まれています。BPMプロジェクトには、ビジネス・カタログに加えて、シミュレーション、組織モデルおよびXSLTマッピングなどが含まれています。
これらのリソースそれぞれには、「アプリケーション」ウィンドウの「プロジェクト」セクションからアクセスできます。他のアプリケーション・リソースには、「アプリケーション」ウィンドウの他のセクションからアクセス可能です。
Oracle BPMはプロセス・アセット・マネージャ(PAM)リポジトリを使用して、他のOracle BPM StudioおよびBusiness Process Composerのユーザー間でプロジェクトおよびプロジェクト・テンプレートを共有します。
プロセス・アセット・マネージャは、Oracle Business Process Management Suiteの設計時リポジトリです。デフォルトでは、これは埋込みソース制御システムに接続しており、外部ソース制御システムを使用するように構成できます。さらに、認証および認可のためにIdentity Managerを使用して接続します。プロセス・アセット・マネージャは、Business Process ComposerとOracle BPM Studioにわたるプロセスの開発のための統合されたソースを提供します。
BPM StudioとBusiness Process Composerの間でプロジェクトおよびプロジェクト・テンプレートを共有する方法の詳細は、「アプリケーション開発ライフサイクルの概要」を参照してください。
プロセス・アセット・マネージャの詳細は、「プロセス・アセット・マネージャを使用したBPMプロジェクトの共有」を参照してください。
プロジェクトの作業では、新しいプロジェクトの作成、既存プロジェクトのオープン、プロジェクトのインポートとエクスポート、およびプリファレンスの編集を行います。
プロセス・アセット・マネージャを使用したプロジェクトの作業の詳細は、「プロセス・アセット・マネージャを使用したBPMプロジェクトの共有」を参照してください。
Oracle BPMプロジェクトの作成方法は、他のタイプのSOAコンポジット・アプリケーション・コンポーネントの作成方法と同じです。
新規のOracle BPMプロジェクトを作成するには:
注意:
プロジェクト名には、ASCII文字のAからZ、aからz、0から9、「_」のみを使用します。名前はAからZ、aからzで開始してください。
デフォルトでは、「次のものを使用するコンポジット」というBPMNプロセス・テンプレートを使用して、BPMプロジェクトが作成されて構成されます。
新規のプロジェクトが作成され、「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。プロジェクトおよびコンポジット・ファイルが作成されると、「BPMNプロセスの作成」ウィザードが自動的に起動します。新規プロセスを作成するか、ウィザードを取り消すかを選択できます。
新しいBPMNプロセスの作成の詳細は、「新しいビジネス・プロセスの作成方法」を参照してください。
ファイル・システムからOracle BPMプロジェクトを直接開くことができます。通常、これは以前閉じたローカル・プロジェクトを開く場合に使用します。
他のユーザーと共有するプロジェクトは、エクスポート元のOracle BPMプロジェクトからインポートするか、またはOracle BPM MDSを使用してインポートします。
プロジェクトを開くには:
.jpr)ファイルを選択します。「アプリケーション」ウィンドウにプロジェクトが表示されます。
注意:
ファイル・システムからプロジェクトを開いても、プロジェクトの位置は元のままです。これは、Oracle JDeveloperの作業ディレクトリにコピーされません。
エクスポートしたプロジェクトを使用すると、他のOracle BPM Studioユーザーとプロジェクトを共有できます。この方法は、プロジェクトをOracle BPM MDSに公開して共有することが適切でない場合に便利です。
プロジェクトをエクスポートするには:
Oracle BPMプロジェクトをOracle BPM StudioまたはOracle Business Business Process Composerからエクスポートした後、再びOracle BPM Studioにインポートできます。これにより、Oracle BPM MDSを使用せずにファイル・システムから直接プロジェクトを共有できます。
プロジェクトをインポートするには:
.expファイルの場所を参照し、「開く」をクリックします。プロジェクト・プリファレンスを編集して、次のようにOracle BPMプロジェクトの動作を構成できます。
プロジェクト・プリファレンスを編集するには:
特定のプロジェクト・プリファレンスの詳細は、オンライン・ヘルプのプロジェクト・プリファレンスに関する項を参照してください。
この章では、Oracle BPM Studioでビジネス・プロセスを作成および使用する方法について説明します。ここではビジネス・プロセスの全般的な概要を示し、プロセス・エディタ・ウィンドウについて説明します。また、プロセスを作成して使用する手順、およびプロセスでフロー・オブジェクトを使用する手順についても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
ビジネス・プロセスは、Oracle BPM Suiteで作成されたプロセスベースのビジネス・アプリケーションのコア・コンポーネントです。
プロジェクトは、ビジネス・アプリケーションのすべてのリソースを含む上位レベルのラッパーであり、プロジェクト内のプロセスはアプリケーションの動作を決定します。
ビジネス・プロセスとは、明確に定義された結果が実行後に発生するような一連のタスクです。
一般にビジネス・プロセスを作成するのは、必要なビジネス要件を決定し、Business Process Composerを使用して対応するプロセス・フローを定義するビジネス・アナリストです。その後は、そのビジネス・プロセスを、プロセス・アセット・マネージャ(Oracle BPM Suiteが提供する設計時リポジトリ)を使用してプロセス開発者と共有します。
このフローは様々なBPMNフロー・オブジェクトによって定義されます。BPMN (Business Process Modeling Notation)は、ビジネス・プロセス・モデルを取得するためのグラフィカルな表記です。これは、ビジュアル・フローおよび実装プロパティを取得します。Oracle BPM Suiteでは、BPMN 2.0を使用してBPMNプロセスをモデル化および実装します。
Oracle BPMを使用して、実行する必要がある作業に応じて、様々なタイプのBPMNプロセスを作成します。表3-1は、Oracle BPMでサポートされているプロセスのタイプを示しています。
表3-1 プロセス・タイプ
| プロセス・タイプ | 説明 |
|---|---|
同期サービス | 同期サービスは、他のプロセスまたはサービスから同期的に起動できるプロセスです。同期サービスでは、コール側プロセスは、起動されたプロセスが完了するまで待ってから続行します。 |
非同期サービス | 非同期サービスは、他のプロセスまたはサービスから非同期的に起動できるプロセスです。非同期サービスでは、コール側プロセスは、起動されたプロセスが完了するまで待たずに続行します。 |
手動プロセス | 手動プロセスは、ユーザー相互作用を必要とするプロセスです。手動プロセスは開始イベントおよび終了イベントなしで開始および終了します。開始イベントの直後に、参加者がUIフォームを発行したときにプロセスをトリガするイニシエータ・タスクがあります。 |
再使用可能なプロセス | コール・アクティビティから起動できるプロセスです。再使用可能なプロセスは、コール・アクティビティからのみ起動できます。また、再使用可能なプロセスは、None開始イベントおよびNone終了イベントによっても開始および終了します。 Oracle BPMでは、再使用可能なプロセスは、None開始イベントが1つのみ含まれるものとされています。また、プロセス・フローにイニシエータ・ノードが存在しません。None開始イベントが別のタイプに変更されたり、イニシエータ・ノードがプロセス・フローに追加された場合、このプロセスは再使用可能であるとみなされなくなります。たとえば、イニシエータ・パターンを使用したユーザー・タスクまたは作成インスタンスとして実装された受信タスクがNone開始イベント直後に追加されると、このプロセスは再使用したり別のプロセスからコールすることができなくなります。 |
ビジネス・プロセスはOracle BPMプロジェクト内に作成されます。1つ以上のプロセスをプロジェクトに追加できます。
新しいビジネス・プロセスを作成するには:
BPMN 2.0プロセス・ウィザードが表示されます。
プロセス・タイプの詳細は、プロセスのタイプを参照してください。
「プライマリ・プロセス」を選択して、コンポジットのプライマリ編成プロセス・フローとしてプロセスをマークします。チェックすると、Business Activity Monitoring (BAM)はコンポジットのプライマリ・プロセス・フローのみに対してデータ・オブジェクトをフィルタおよび分析できます。
プロセス・エディタで新規プロセスが開きます。
新規ビジネス・プロセスは、デフォルト・シーケンス・フローで接続されている開始および終了イベントを使用して作成されます。開始および終了イベントのタイプは、作成したプロセスのタイプに応じて異なります。
Oracle BPMプロジェクトを開いた後、このプロジェクトに含まれる任意のプロセスを開くことができます。プロセスはプロセス・エディタ・ウィンドウで開きます。
ビジネス・プロセスを開くには:
プロセス・エディタ・ウィンドウでプロセスが開きます。プロセス・エディタでのプロセスの処理の詳細は、「プロセス・エディタの概要」を参照してください。
プロセス・エディタには、プロセスのモデルの作成に使用できるキャンバスが用意されています。また、会話を介して他のBPMNプロセスを処理することもできます。
図3-1は、プロセス・エディタの例を示しています。
図3-1 プロセス・エディタ

各プロセス・エディタの下部には、次の2つのエディタ・タブがあります。
プロセス・エディタという用語は、明示的に他に指定されていないかぎり、エディタの設計者モードを表します。
プロセス・エディタ・ウィンドウでプロセスを開く場合は、キャンバスの上部に表示されるフロー・オブジェクト・ツールバーを使用して、様々なBPM表記を挿入できます。キャンバスの下部にあるステータス・バー上のコントロールを使用して、エラーや警告を表示して修正したり、レイアウトを構成したり、ズーム・レベルを変更できます。また、プロセス・エディタは、「サムネイル」ウィンドウにおけるプロセスのビューと同期化されています。サムネイルの詳細は、「「サムネイル」ビュー」を参照してください。
フロー・オブジェクト・ツールバーおよびドロップダウン・メニュー
フロー・オブジェクト・ツールバーを使用すると、一般的なBPMフロー・オブジェクトに簡単にアクセスできます。フロー・オブジェクトは、ツールバーの次のドロップダウン・メニューから使用できます。
ドロップダウン・メニューのフロー・オブジェクトは、コンポーネント・パレットで使用されるものと同じです。BPMNフロー・オブジェクトの詳細は、『Oracle Business Process Composerによるビジネス・プロセスの開発』の「BPMNフロー・オブジェクト・リファレンス」を参照してください。
検索
その名前を使用している特定のフロー・オブジェクトを検索できます。
コンポジット・エディタを開く
このツールバー・アイテムを使用すると、SOAコンポジット・エディタが開きます。
図3-2 プロセス・エディタのステータス・バー

強調表示レベル
このステータス・バー・アイテムを使用すると、特殊なオーバーレイ記号を使用してプロセスで強調表示されるメッセージの重大度レベルを変更できます。このアイテムの使用方法の詳細は、「プロセスでメッセージの強調表示レベルを変更する方法」を参照してください。
ズーム
このステータス・バー・アイテムを使用すると、プロセスのスケールを変更できます。ズーム・ツールの使用方法の詳細は、「プロセスでズーム・レベルを変更する方法」を参照してください。
「レイアウト」と「グリッドの表示」
これらのステータス・バー・アイテムを使用すると、プロセスで自動レイアウト・ユーティリティを使用および構成したり、グリッド・オーバーレイのオンとオフを切り替えることができます。詳細は、「プロセスでレイアウト・プロパティを構成する方法およびグリッドを使用する方法」を参照してください。
プロセス・エディタでプロセスを使用するときは、複数のプロセスを開く、プロセスをイメージとしてエクスポートする、メッセージの強調表示レベルを変更する、ズーム・レベルを変更する、またはレイアウト・プロパティを構成することができます。
エディタ・ウィンドウでは、プロセスを1つ以上開くことができます。各プロセスは、エディタ・ウィンドウの上部にある「ドキュメント」タブで、プロセス名によって識別されます。処理できる(アクティブにできる)プロセスは、常に1つのみです。
プロセス設計全体はPNGファイルにのみエクスポートできます。
プロセスをエクスポートするには:
プロセス内のフロー・オブジェクトに対してエラー・メッセージや警告メッセージが表示される場合、プロセス・エディタのフロー・オブジェクト・アイコンが、赤色のエラー記号または黄色の警告記号によってオーバーレイで強調表示されます。
プロセスで強調表示されるメッセージの重大度レベルを変更できます。使用できる強調表示レベルは次のとおりです。
注意:
プロセス・エディタで設定した強調表示レベルが影響を及ぼすのは、アクティブなプロセスのフロー・オブジェクトのみです。他のプロセス・エディタ・タブですでに開かれている他のプロセスは、影響を受けません。ただし、アクティブなプロセス・エディタで設定した強調表示レベルは、その後、同じプロジェクトで新規プロセスを開いたり作成すると、そのすべてに影響を及ぼします。これは、プロセス・レベルで強調表示を変更した時点で、「プロジェクト・プリファレンス」ダイアログ・ボックスの「強調表示レベル」プリファレンスが同じ値に更新されるためです。
プロジェクト内のすべてのプロセスに対して強調表示されるようメッセージの重大度を設定するには、「プロジェクト・プリファレンスを編集する方法」を参照してください。
プロセスで表示されるメッセージの強調表示レベルを変更するには:
影響を受けるフロー・オブジェクト上で、エラー記号または警告記号のオン/オフが、設定したレベルに応じて切り替わります。
プロセスでの現在の強調表示レベルは、プロセス・エディタのステータス・バーに表示されるアイコンとラベルにより示されます(エラーの場合には赤色の円にxが表示され、警告の場合には黄色の三角形に!(感嘆符)が表示されます)。重大度レベルが設定されていない場合は、ラベル「なし」が表示されます。
注意:
プロセスでフロー・オブジェクトに関連付けられるメッセージを表示するには、「フロー・オブジェクトのエラーまたは警告を表示および修正する方法」を参照してください。
プロセス・エディタには3つのステータス・バー・アイテムが提供されており、これらのアイテムを使用して、アクティブなプロセスのスケールを簡単に変更できます。
プロセスでズーム・レベルを変更するには:
[これは、アクションがアクティブなプロセスのみに影響を与える強調表示レベル動作と矛盾しています。ここでは、あるプロセスでレイアウト/グリッドを変更すると、エディタ・ウィンドウ内で開いている他のすべてのプロセスの設定に即時に影響を与えますが、1回実行ユーティリティは例外で、アクティブなプロセスのみに影響を与えます。この矛盾する動作は後で修正するとDevは言っています。]
自動レイアウト・ユーティリティを使用するようプロセスを構成できます。自動レイアウトがオンの場合は、フロー・オブジェクトがプロセスに追加されると、JDeveloperにより配置の位置合せが自動的に行われ、フロー・オブジェクトが上下または左右に並べて表示されます。自動レイアウトがオフの場合は、プロセスのバックグラウンドで横線や縦線のグリッドを使用して、フロー・オブジェクトの位置合せに活用できます。
プロセスでレーンの最適化をアクティブ化することもでき、可能な場合にこれを行うと、JDeveloperによりすべてのアクティビティが指定した他のレーンに移動されて、不要なレーンが削除されます。
プロセスで自動レイアウト・ユーティリティを使用し、レーンを最適化するには:
レーンの最適化は、自動レイアウト・ユーティリティがオンになっている場合にのみ使用可能です。
プロセスでグリッドを使用するには:
注意:
「レイアウトを1回実行」ユーティリティを除き、レーンの最適化、自動レイアウトまたはグリッドをプロセスでアクティブ化または非アクティブ化すると、「プロジェクト・プリファレンス」ダイアログ・ボックスの類似する構成設定が、同時に同じ値に更新されます。これは、ダイアログ・ボックスやプロセス・エディタのステータス・バーでいずれかのプリファレンスを変更するまで、プロジェクト内のすべてのプロセスで同じ設定が使用されることを意味します。
プロジェクトでレイアウトまたはグリッドのプリファレンスを設定するには、「プロジェクト・プリファレンスを編集する方法」を参照してください。
いくつかの異なる方法で、フロー・オブジェクトをプロセスに追加できます。また、プロパティを編集したり、コピーして貼り付けたり、フロー・オブジェクトをドラフトとしてマークすることもできます。さらに、シーケンス・フロー・プロパティを使用し、エラーや警告を修正することもできます。
BPMNフロー・オブジェクトの詳細は、Oracle Business Process Composerでのビジネス・プロセスの開発のBPMNフロー・オブジェクト・リファレンスを参照してください。
BPMNフロー・オブジェクトは「コンポーネント」ウィンドウから追加できます。
「コンポーネント」ウィンドウからフロー・オブジェクトを追加する手順は次のとおりです。
特定のフロー・オブジェクト・プロパティの詳細は、フロー・オブジェクトのオンライン・ヘルプを参照してください。
プロセス・エディタ・ツールバーには、コンポーネント・パレットで使用されるものと同じBPMNフロー・オブジェクトに対するドロップダウン・メニューが含まれています。これは、プロセス・エディタ・ウィンドウを全画面モードに最大化したため、フロー・オブジェクトを追加するのにコンポーネント・パレットを使用できない場合に役立ちます。
プロセス・エディタ・ツールバーからフロー・オブジェクトを追加するには:
ツールバーのメニュー・アイコンが、選択したオブジェクトのアイコンに変わります。カーソルも同じアイコンに変わります。選択したオブジェクトをプロセスに追加しないで選択解除するには、[Esc]を押します。
特定のフロー・オブジェクト・プロパティの詳細は、フロー・オブジェクトのオンライン・ヘルプを参照してください。
注意:
ドロップダウン・メニューから最後に選択したオブジェクトが、このメニューに対するデフォルトの選択されたオブジェクトとなります。デフォルト・オブジェクトは、ツールバーのメニュー・アイコンによって示されます。これにより、次回このメニュー・アイコンをクリックしてキャンバスをクリックしたときに、デフォルト・オブジェクトがプロセスに追加されます。
BPMNフロー・オブジェクトは、プロセス・エディタ・キャンバス上のコンテキスト・メニューを使用して追加できます。
コンテキスト・メニューからフロー・オブジェクトを追加するには:
特定のフロー・オブジェクト・プロパティの詳細は、フロー・オブジェクトのオンライン・ヘルプを参照してください。
「プロパティ」ダイアログ・ボックスを使用して、プロセス内の各フロー・オブジェクトのプロパティを編集できます。
フロー・オブジェクトのプロパティを編集するには:
プロセスまたはプロセス内のオブジェクトにエラーや警告が発生すると、「アプリケーション」ウィンドウのプロセス・アイコンまたはプロセス・エディタのフロー・オブジェクト・アイコンに、エラーを表すxを含む赤色の円記号または警告を表す!(感嘆符)を含む黄色の三角形記号が表示されます。
プロセス・エディタでは、ステータス・バーの上部にあるメッセージ領域を使用して、フロー・オブジェクトに関連するエラー・メッセージおよび警告メッセージを表示したり、プロセス内のすべてのエラーや警告のリストを表示できます。その後、修正提案を使用できる場合は、修正する問題を選択できます。
フロー・オブジェクトのエラーまたは警告を表示して修正するには:
図3-3に示すように、選択したフロー・オブジェクトに関連するメッセージがメッセージ領域にリストされます。エラーの場合にはxを含む赤色の円記号、警告の場合には!を含む黄色の三角記号が表示されます。
修正提案を使用できるものについては、メッセージの横のマージンに電球アイコンが表示されます。すべての問題に修正提案が表示されるわけではありません。たとえば、実装が存在しないノード、またはユーザー・タスク・プロパティやデータ・アソシエーションに問題があるノードの場合は、修正提案が表示されます。
ポップアップが開き、問題に対して使用可能な1つ以上の修正提案が表示されます。
注意:
問題のあるすべてのフロー・オブジェクトに対するすべてのエラーと警告を表示するには、メッセージ領域がすでに展開されているプロセス・エディタで選択されたオブジェクトを選択解除します。メッセージ領域が非表示になっている場合は、プロセス内のオブジェクトを何も選択しないで「表示」をクリックします。
フロー・オブジェクトがドラフトとしてマークされている場合、これは、このオブジェクトにデータ・オブジェクト値を設定できるデフォルトの実装があることを意味します。プロセスにおいてドラフト・フロー・オブジェクトは、デフォルトのカラー・アイコンの場所にグレーのアイコンが表示されることによって示されます。
ドラフトとしてマークされたフロー・オブジェクトは未実装とみなされます。ただし、ドラフト・フロー・オブジェクトが含まれたプロセスをデプロイすることは可能ですが、警告が発行されます。
ドラフトとしてマークできるのは、イベントおよびアクティビティのみです。実装がすでに定義されているイベントやアクティビティもドラフトとしてマークできます。ただし、既存のデータ・アソシエーションは、ドラフト・ステータスを変更すると、実装で削除されます。
ドラフト・フロー・オブジェクトのデータ・オブジェクトは、「データ・アソシエーション」ダイアログ・ボックスでカスタム割当てを使用して初期化できますが、そのダイアログ・ボックスでは実装引数は使用できません。ドラフト・フロー・オブジェクトでデータ・アソシエーションを定義しようとすると、図3-4に示すように、「データ・アソシエーション」ダイアログ・ボックスの上部にエラー・メッセージが表示されます。
図3-4 「データ・アソシエーション」ダイアログ

データ・オブジェクトおよびデータ・アソシエーションの詳細は、第8章「プロセス設計の情報の処理」を参照してください。
フロー・オブジェクトをドラフトとしてマーク/マーク解除するには:
フロー・オブジェクト・アイコンの色がグレーに変わります。
フロー・オブジェクトの色が元の色に戻ります。
注意:
フロー・オブジェクトの「プロパティ」ダイアログ・ボックスにある「ドラフト」チェック・ボックスを使用して、フロー・オブジェクトのドラフト・ステータスを切り替えることもできます。「プロパティ」ダイアログ・ボックスの使用方法の詳細は、「フロー・オブジェクト・プロパティを編集する方法」を参照してください。
プロセス内またはプロセス間で、1つ以上のフロー・オブジェクトをコピーして貼り付けることができます。シーケンス・フロー、境界および測定は、次の条件が満たされる場合にのみコピーされることに注意してください。
注意:
イベント・サブプロセス内のオブジェクトをコピーして貼り付けることはできません。
プロセス内でフロー・オブジェクトをコピーして貼り付けるには:
「コピー」がコンテキスト・メニューに表示されない場合、これは、選択したオブジェクトがコピー不可であることを意味します。
スイムレーンの外に貼り付ける場合は、新規ロールがプロセスに追加され、新規フロー・オブジェクトがそこに貼り付けられます。ロールおよびスイムレーンの詳細は、Oracle Business Process Composerでのビジネス・プロセスの開発のBPMNフロー・オブジェクト・リファレンスを参照してください。
必要に応じて、「レイアウト」ポップアップの「レイアウトを1回実行」ユーティリティを使用し、オブジェクトの位置合せを自動的に行います。プロセス・エディタの自動レイアウトの詳細は、「プロセスでレイアウト・プロパティを構成する方法およびグリッドを使用する方法」を参照してください。
新規ビジネス・プロセスは、シーケンス・フローによってすでに接続されている開始イベントおよび終了イベントを使用して作成されます。フロー・オブジェクトをプロセスに追加するときには、シーケンス・フローに沿って任意の場所にオブジェクトを追加すると、JDeveloperにより、この新規オブジェクトが自動的にフローに接続されます。
ただし、独自のシーケンス・フローが適用可能で必要な場合には作成できます。たとえば、2つの条件シーケンス・フローおよび1つのデフォルト・シーケンス・フローを含むゲートウェイを追加する必要がある場合があります。
シーケンス・フローおよびゲートウェイによるプロセス・フローの制御の詳細は、Oracle Business Process Composerでのビジネス・プロセスの開発のBPMNフロー・オブジェクト・リファレンスを参照してください。
シーケンス・フローで使用される矢印線のスタイルを変更したり、接続されたオブジェクトをあるシーケンス・フローから別のシーケンス・フローへ移動することもできます。
シーケンス・フローを使用して2つのオブジェクトを接続するには:
送信シーケンス・フローが開始できるオブジェクト上では、カーソルが+(プラス記号)に変わります。たとえば、送信フローはゲートウェイ・オブジェクトから開始できますが、送信フローがすでに含まれている開始イベントからは開始できません。
カーソルをドラッグすると、先端に矢印の付いた線がキャンバスに描画されます。カーソルが受信シーケンス・フローを配置できるオブジェクト上に置かれると、+(プラス記号)が表示されます。
デフォルトでは、2つのオブジェクトは直交スタイルのシーケンス・フローによって接続されます。
シーケンス・フローのスタイルを変更するには:
選択した線の既存のスタイルは、コンテキスト・サブメニューでグレー表示されています。
接続したオブジェクトをあるシーケンス・フローから別のシーケンス・フローに移動するには:
シーケンス・フローで接続されたオブジェクトには、受信および送信の接続フローがすでに含まれています。
この新規のポイントは、同じプロセス内の別のシーケンス・フローに含まれている必要があります。ターゲット・フローが青色に変わると、ドラッグしたオブジェクトをその新規のポイントに挿入できることを示します。
選択したオブジェクトが元のシーケンス・フローから切断され、ターゲット・シーケンス・フローに再接続されます。
ドラフト・プロセスとは、実装が未定義のフロー・オブジェクトを1つ以上含むプロセスです。ドラフト・プロジェクトを使用すると、すべてのフロー・オブジェクトが実装される前に、完了しているプロセス部分をテストできます。
ドラフト・プロセスを作成するには、プロセス内の1つ以上のフロー・オブジェクトをドラフトとしてマークします。
ドキュメント・エディタを使用すると、プロセスを追加したり、プロセスおよびフロー・オブジェクトのユース・ケース・ドキュメントを追加できます。
ドキュメント・エディタには、ツールバーおよびドキュメントを入力できるエディタ・ペインが含まれています。
図3-5は、ドキュメント・エディタを示しています。
図3-5 ドキュメント・エディタ

ツールバーでは、ドキュメントのタイプや言語(製品に追加の言語を定義した場合)を選択できます。
ドキュメント・エディタ・ツールバーの詳細は、オンライン・ヘルプを参照してください。
これらのいずれかのタイプのドキュメントをプロセスに追加するには、ドキュメント・エディタを使用します。
プロセス内のフロー要素にドキュメントを追加するには:
プロジェクト内の各プロセスをリストし、各プロセスに関する詳細情報を表示するレポートを生成できます。
プロセス・レポートを生成するには:
「プロセス・レポート」ダイアログが表示されます。
図3-6 「プロセス・レポート」ダイアログ

これらのレポートの詳細は、「プロセスのドキュメント化」を参照してください。
この部では、Oracle BPM Studioを使用してビジネス・プロセスをモデリングする方法について説明します。ここではアプリケーションの全般的な概要を示します。また、Oracle BPMN 2.0の実装についても詳しく説明します。
この部は、次の章で構成されています。
この章では、Oracle BPMを使用してビジネス組織をモデル化する方法について説明します。BPMNプロセス内でロールを定義する方法とBPMプロジェクトに組織を追加する方法を示します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPMを使用すると、人やロール、およびその他の実世界の組織の局面を表すモデルを作成できます。プロジェクトのデプロイメント時に、モデリングした組織のコンポーネントが実際の組織にマッピングされます。
Oracle BPMの組織には次の要素が含まれます。
組織はプロジェクト・レベルで定義されます。組織情報は、他のプロジェクト内で使用するためにエクスポートできます。
注意:
Business Process Composerを使用して組織図、カレンダまたは休日を作成することはできません。ロールを定義して、スイムレーンに割り当てることができます。
組織内のコンポーネントを作成および編集するには、組織エディタを使用します。組織エディタには、これらの各コンポーネントのタブ付きペインが含まれます。図4-1は、「ロール」タブが選択された組織エディタの例を示しています。
図4-1 組織エディタ

組織には、組織単位、カレンダ、休日といった複数の種類のコンポーネントがあります。
次の各項では、組織のコンポーネントの作成方法および編集方法について説明します。
1つの組織内に複数の組織単位を作成できます。
組織単位を作成するには:
これにより、最上位レベルの組織単位が定義されます。
組織にさらにレベルを追加する必要がある場合は、ステップ6と7を繰り返します。
組織単位に割り当てることができるカレンダを作成できます。
カレンダを作成するには:
カレンダに割り当てることができる休日ルールを作成できます。
休日ルールを作成するには:
ロールによって、組織内の職務や職責を表す職責領域を定義できます。プロセスベースのアプリケーションでユーザーとの相互作用が必要となる場合、プロジェクト内に少なくとも1つのロールを定義する必要があります。
ロールは抽象的であり、企業内の個人の職責を定義および模倣するのに役立ちます。ロールは参加者にマッピングする必要があります。
受注デモ・サンプル・プロセスでは、承認者や営業担当者を含む複数のロールが定義されます。これらのロールは、組織内の特定の人物ではなく、プロセス内の作業の実行者のタイプを表しています。ロールは垂直のスイムレーンに割り当てられます。これは、プロセス内のアクティビティおよびタスクを完了する責任のあるロールをグラフィカルに表したものです。またロールには、実際のプロセスベース・ビジネス・アプリケーションを使用するエンド・ユーザーに対応するメンバーも含まれています。
ロールは、プロセス内のアクティビティおよびタスクの実行担当者を定義します。ロールにメンバーを追加することにより、アクティビティおよびタスクを担当する実際の組織のメンバーを指定します。
次の各項では、ロールの作成方法および編集方法について説明します。
ユーザー・タスクでは、ロールをプロセス・モデルに追加するには、まずロールを定義する必要があります。
新しいロールを作成するには:
このタスクを実行する前に、アプリケーション・サーバーへの接続が構成されていることを確認する必要があります。
注意:
このタスクを実行する前に、アイデンティティ・サービス接続が作成されていることを確認する必要があります。
ロールにメンバーを追加するには:
組織図とは、組織の構造をモデル化したものです。
プロジェクトごとに1つの組織図があります。この組織図は、組織の構造および階層を反映する複数の組織単位に分割できます。
組織単位は、組織の構造を定義したものです。組織図には1つの最上位レベルがあり、さらにネストされた複数レベルの組織単位が含まれることもあります。図4-2は、組織単位を使用した組織の構成例を示しています。
図4-2 ネストされた組織単位の例

この例では、MyCompanyが最上位レベルの組織単位です。MyCompanyの下に、ネストされた各レベルの組織単位があります。
各組織単位に対して、組織内の人物を表すメンバーを割り当てることができます。メンバーはOracle WebLogic Serverで定義し、Oracle Identity Serviceを使用して割り当てます。
次のメンバーを定義できます。
ビジネス・パラメータは、情報を指定するグローバル変数です。BPMプロジェクト内のプロセスはすべてグローバル変数を使用できます。
たとえば、週の勤務時間が40時間を超える従業員に対して承認を必要とするビジネス・プロセスが会社にあるとします。ビジネス・パラメータMAX_WORKED_HOURSが定義され、40に設定されています。このビジネス・パラメータが、プロセス・フローの駆動に使用されます。たとえば、1か月間の会社の作業量が大量に増加したとします。このため、すべての従業員が承認なしで週に45時間勤務できるようにします。プロセスを監視しているプロセス所有者が、MAX_WORKED_HOURSの値を45に変更して、変更を有効にします。プロセスの再デプロイも変更も必要ありません。
プロセスがデプロイされて実行されている間に、プロセスの設計を変更することなく、ビジネス・パラメータを変更できます。
ビジネス・パラメータの値を変更すると、プロセス定義の変更やプロセスの再デプロイを行わなくても、プロセスの動作に影響を与えることができます。
ビジネス・パラメータによって、プロセスの実行中に変更可能な、プロセス・フローを制御する変数を作成できます。
ビジネス・パラメータを追加する手順は次のとおりです。
「組織」エディタが開きます。
「ビジネス・パラメータ」ページが表示されます。
「ビジネス・パラメータの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ビジネス・パラメータ名は大文字にする必要があります。
使用可能なタイプは、「文字列」、「ブール」、「整数」および「倍精度浮動小数点」です。
これは、BPMプロジェクトをデプロイするときに、ビジネス・パラメータによって使用される値です。
ビジネス・パラメータが「ビジネス・パラメータ」表に表示されます。
次の方法で、ビジネス・パラメータに値を割り当てることができます。
ビジネス・パラメータは、データ・アソシエーションの入力および出力引数セクションに表示されます。ビジネス・パラメータを表示するには、「ビジネス・パラメータ」表を開きます。データ・アソシエーションの使用方法の詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
BPMスクリプトを使用して、ビジネス・パラメータに値を割り当てることができます。詳細は、「ビジネス・パラメータの使用方法」を参照してください。
この章では、データ・オブジェクトおよびプロジェクト・データ・オブジェクトを使用してプロセス内の情報を処理する方法について説明します。また、プロセスとともにその情報を渡す方法と、必要な場合に情報を変換する方法についても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
プロセスは情報を活用し、さらにそのタスクから情報を生成します。プロセス・フローは、情報の値に影響される可能性があります。
Oracle BPMでは、この情報を追跡する次のデータ構造をサポートしています。
さらに、データ・アソシエーションを使用して、異なるプロセス要素間で情報を受渡しすることができます。データ・アソシエーションを使用すると、プロジェクト・データ・オブジェクトやプロセス・データ・オブジェクトの値をフロー・オブジェクト実装の入力引数と出力引数にマッピングできます。
「構造」ウィンドウには、プロジェクト内の様々なデータ構造(データ・オブジェクト、プロジェクト・データ・オブジェクトおよびビジネス・インジケータ)が表示されます。コール可能プロセスの場合には、引数も表示されます。
図5-1は、ビジネス・インジケータおよびプロセス・データ・オブジェクトを定義するプロセスの「構造」ウィンドウを示しています。
図5-1 「構造」ウィンドウ

基本データ・オブジェクトは、整数、ブール、文字列などの基本データ型を使用して定義されます。
複合データ・オブジェクトはビジネス・オブジェクトを使用して定義され、データをグループ化できます。ビジネス・オブジェクトの定義方法の詳細は、「ビジネス・オブジェクトのモデリング」を参照してください。
ビジネス・オブジェクトには、基本データ・オブジェクトに基づくデータ構造が含まれます。たとえば、従業員名、従業員ID、従業員給与という各データ型を含む、従業員という複合データ・オブジェクトを作成できます。
複合データ・オブジェクトの構造は、プロセスのいずれのプロセス・インスタンスでも同じです。ただし、それに含まれるデータ値は、プロセスの各インスタンスに固有です。
図5-2は、基本データ・オブジェクトと複合データ・オブジェクトの関係を示しています。
図5-2 基本データ・オブジェクトと複合データ・オブジェクト

ビジネス・プロセスの主要要素は、タスクおよびそれらのタスクに関連する情報です。プロセス・インスタンス内の情報は、プロセスが実行されると変更されます。プロセス・インスタンス内の情報によって、任意の時点におけるプロセス・インスタンスの状態が定義されます。
この情報によってプロセスの動作も決定され、その実行フローが変更されることもあります。この情報を監視したり、外部システムに格納することができます。
営業見積サンプル・プロセスでは、次の情報が使用されます。
Oracle BPMでは、プロセスに関連する情報を格納するためにデータ・オブジェクトが使用されます。これらの変数の値は、プロセスを実行するたびに変わることもあります。
Oracle BPMのデータ・オブジェクトは次のような特性を持ちます。
データ・オブジェクトには、作成した各プロセス・インスタンスに関連する情報が格納されます。これらのデータ・オブジェクトの値はプロセス内のインスタンスごとに異なります。ただし、データ・オブジェクトの構造はいずれのプロセス・インスタンスでも同じです。
プロセスを定義する際は、情報を格納するデータ・オブジェクトを定義する必要があります。また、プロセスのどの部分でこれらのデータ・オブジェクトに値を割り当てるかを定義する必要もあります。データ・オブジェクトの値はユーザー入力や外部システムから提供されることも、他のデータ・オブジェクトに基づいて計算されることもあります。
インスタンスを作成すると、プロセス・エンジンによって、そのプロセスに定義されているすべてのデータ・オブジェクトのデフォルト値としてNULLが割り当てられます。その後、プロセス内のアクティビティによってこれらの変数に値が割り当てられます。
受注プロセスにおいては、注文ごとに合計金額、支払タイプおよび顧客IDがあります。このデータは、このプロセス情報を格納するデータ・オブジェクトを定義することによりモデリングできます。
データ・オブジェクトのデータ型は次のいずれかです。
注意:
バイナリ・データ型は、XMLスキーマ・タイプの要素をマップするためにのみ使用されます。バイナリ・データ型で操作を実行することはできませんが、異なるコンポーネントおよびフロー・オブジェクト間でバイナリ・データ型を渡すことはできます。
データ・オブジェクトを自動的に初期化されるように構成した場合、BPMNエンジンによってこのデータ・オブジェクトにデフォルト値が割り当てられます。デフォルト値は、データ・オブジェクトのタイプによって異なります。
表5-1に、サポートされているデータ型のデフォルト値を示します。
表5-1 デフォルト値
| データ型 | デフォルト値 |
|---|---|
文字列 | "" |
時刻、日付 | 'now' |
整数、倍精度浮動小数点、小数 | 0 |
ブール | false |
期間 | '0' |
通常、プロセス内のサービスによってプロセス内のデータ・オブジェクトの値が変更されますが、データ・オブジェクトに初期値を割り当てたり、プロセス中にデータ・オブジェクトの値を変更することもできます。
作業対象のプロセスに新規のプロセス・データ・オブジェクトを追加できます。また、これらのデータ・オブジェクトを編集または削除することもできます。
BPMNプロセスで使用する値を格納するプロセス・データ・オブジェクトを追加できます。
プロセス・データ・オブジェクトを追加するには:
複合タイプを使用するには、「<コンポーネント>」を選択します。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
タイプを見つけるには、「検索」テキスト・ボックスに名前を入力します。タイプが存在しない場合は、入力した名前が赤色で表示されます。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、選択したタイプの完全な名前が「参照タイプ」ボタンの横にあるフィールドに表示されます。
注意:
また、シンプルな式ビルダー、XPath式ビルダーおよび「データ・アソシエーション」ダイアログで、「データ・オブジェクト」ツリーからプロセス・データ・オブジェクトを追加することもできます。
既存のプロセス・データ・オブジェクトの名前およびタイプを変更できます。
プロセス・データ・オブジェクトを編集するには:
データ・オブジェクトの名前とタイプを編集するためのダイアログ・ボックスが表示されます。
使用しないデータ・オブジェクトや不要なデータ・オブジェクトは削除できます。
データ・オブジェクトを削除する手順は、次のとおりです。
スクリプト・タスクを使用して、プロセス・データ・オブジェクトに値を割り当てることができます。
プロセス・データ・オブジェクトに値を割り当てるには:
データ・アソシエーションの定義方法の詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
変換の定義方法の詳細は、「変換の概要」を参照してください。
一部のデータは、プロセスのステータスと同様に、定義したすべてのプロセスに適用されます。このデータを使用して、値に基づいてイベントをトリガーしたり、サービスへの入力としてデータを提供することができます。どちらの場合も、プロセス・フローはこのデータの値に依存します。Oracle BPMでは、事前定義済のアクティビティ・インスタンス属性セットを使用してこのデータが追跡されます。
これらのアクティビティ・インスタンス属性には、通常のデータ・オブジェクトへのアクセスと同じ方法でアクセスできます。ただし、これらの属性に新しい値を割り当てることはできません。
アクティビティ・インスタンス属性には、次のコンポーネントからアクセスできます。
表5-2に、様々なプロセス要素に対して使用可能なアクティビティ・インスタンス属性の詳細情報を示します。
表5-2 アクティビティ・インスタンス属性
| 名前 | タイプ | 説明 | アベイラビリティ |
|---|---|---|---|
state | 文字列 | インスタンスの状態を指定します。 可能な値は次のとおりです。
| 複合ゲートウェイで |
loopCounter | 整数 | エンジンがこのアクティビティを実行した回数を指定します。プロセス・エンジンは、新しいループを実行するたびにこの変数を更新します。 | ループ・マーカーを使用するアクティビティ。 |
loopCounter | 整数 | このアクティビティの各アクティブ化を識別する順序番号を指定します。BPMNエンジンは、アクティビティを実行する際にこの番号を各アクティブ化に割り当てます。 | マルチインスタンス・マーカーを使用するアクティビティで。 |
numberOfInstances | 整数 | マルチインスタンス・アクティビティに対して作成されるアクティブ化の数を指定します。この値には、メイン・インスタンスからのみアクセスできます。 | マルチインスタンス・マーカーを使用するアクティビティで。 |
numberOfActiveInstances | 整数 | マルチインスタンス・アクティビティのアクティブな内部インスタンスの数を指定します。この値には、メイン・インスタンスからのみアクセスできます。 連続するマルチインスタンス・アクティビティの場合、この値は1または0です。 パラレルなマルチインスタンス・アクティビティの場合、この値は、事前定義済のデータ・オブジェクトnumberOfInstancesで指定されている値以下となります。 | マルチインスタンス・マーカーを使用するアクティビティで。 |
numberOfCompletedInstances | 整数 | マルチインスタンス・アクティビティの完了済の内部インスタンスの数を指定します。この値には、メイン・インスタンスからのみアクセスできます。 | マルチインスタンス・マーカーを使用するアクティビティで。 |
numberOfTerminatedInstances | 整数 | マルチインスタンス・アクティビティの終了された内部インスタンスの数を指定します。この値には、メイン・インスタンスからのみアクセスできます。 | マルチインスタンス・マーカーを使用するアクティビティで。 |
activationCount | 整数 | ゲートウェイの受信シーケンス・フロー内のトークンの数を指定します。 | 複合ゲートウェイで。 |
一部のプロセス要素では、アクティビティ・インスタンス属性がサポートされています。これらのアクティビティ・インスタンス属性を使用して、プロセスのフローを制御できます。
通常、アクティビティ・インスタンス属性の値はプロセス・エンジンにより割り当てられますが、ユーザーが値を割り当てる必要のあるアクティビティ・インスタンス属性もあります。
特定のサブプロセスに対してデータ・オブジェクトを定義できます。これらのデータ・オブジェクトは、そのサブプロセスの実行中にのみ使用できます。インスタンスがサブプロセスを終了すると、サブプロセス・データ・オブジェクトの値は失われます。
サブプロセス・データ・オブジェクトを使用すると、次のような利点があります。
サブプロセス内から、プロセス・データ・オブジェクトおよびサブプロセス・データ・オブジェクトにアクセスできます。サブプロセス・データ・オブジェクトの名前がプロセス・データ・オブジェクトの名前と一致している場合、データ・オブジェクトにアクセスすると、サブプロセス・データ・オブジェクトの値が取得されます。
サブプロセスに新規のプロジェクト・データ・オブジェクトを追加できます。必要に応じて、プロジェクト・データ・オブジェクトを編集または削除できます。
サブプロセスにデータ・オブジェクトを追加できます。このデータ・オブジェクトには、サブプロセス内からのみアクセスできます。
データ・オブジェクトをサブプロセスに追加するには:
展開されたノードに、サブノード「アクティビティ」、「イベント」および「ゲートウェイ」が表示されます。
複合タイプを使用するには、「<コンポーネント>」を選択します。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
タイプを見つけるには、「検索」テキスト・ボックスに名前を入力します。タイプが存在しない場合は、入力した名前が赤色で表示されます。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、選択したタイプの完全な名前が「参照タイプ」ボタンの横にあるフィールドに表示されます。
既存のサブプロセス・データ・オブジェクトの名前およびタイプを変更できます。
サブプロセス内のデータ・オブジェクトを編集するには:
展開されたノードに、サブノード「アクティビティ」、「イベント」および「ゲートウェイ」が表示されます。
データ・オブジェクトの名前とタイプを編集するためのダイアログ・ボックスが表示されます。
不要なサブプロセス・データ・オブジェクトや使用しないサブプロセス・データ・オブジェクトは削除します。削除したデータ・オブジェクトを使用するフロー・オブジェクトがサブプロセス内にある場合は、これらの参照を手動で削除する必要があります。
サブプロセスからデータ・オブジェクトを削除するには:
展開されたノードに、サブノード「アクティビティ」、「イベント」および「ゲートウェイ」が表示されます。
プロジェクト・データ・オブジェクトを使用すると、特定のプロジェクト内のすべてのプロセスで1つのデータ・セットが追跡されます。この場合、各プロセスでこのデータの値を割り当てて、値を更新する必要があります。
BPMプロジェクト内の複数のプロセスが1つのデータ・セットを共有することはよくあります。たとえば、受注プロセスとリクエスト承認プロセスの両方が、リクエストを作成した従業員またはリクエストの優先度の値を追跡する場合などです。このデータの値は各プロセス内のインスタンスごとに異なり、両方のプロセスはそのデータを追跡する必要性を共有するのみです。
BPMプロジェクト内のプロセスは、プロジェクト・データ・オブジェクトのデータ定義のみを共有します。それらの実際の値ではありません。各BPMNプロセスは、プロジェクト・データ・オブジェクトのそれ自体のコピーを保持し、その値は異なる場合も異ならない場合もあります。
プロジェクト・データ・オブジェクトをビジネス・インジケータとしてマークすると、プロセス・エンジンによりその値がプロセス分析データベースに格納されます。この情報を使用して、ビジネス・プロセスのパフォーマンスを監視できます。
プロセス分析の詳細は、「プロセス分析の使用」を参照してください。
プロジェクト・データ・オブジェクトを定義することの主な利点は、プロジェクトの公開後にこれらの変数の値が表示されるようにプロセス・ワークスペース・ビューを構成できることです。これは、プロジェクト・データ・オブジェクトを使用した場合にのみ可能です。
もう1つの利点は、データ・オブジェクトの定義を変更する場合に、同じデータ・オブジェクトを定義するプロジェクト内のすべてのプロセスで何度も変更しなくても、1回の変更で済むということです。
作業対象のプロジェクトに新規のプロジェクト・データ・オブジェクトを追加できます。また、これらのデータ・オブジェクトを編集または削除することもできます。
注意:
BPMプロジェクトのデプロイ後にプロジェクト・データ・オブジェクトのデータ型を変更することはお薦めしません。この場合、プロセス・ワークスペースがデータ型の変更前に作成されたインスタンスの値のレンダリングを試行すると問題が発生することがあります。
注意:
プロジェクト・データ・オブジェクトに、プロセス・データ・オブジェクトと同じ名前を使用しないようにします。プロセス・データ・オブジェクトとプロジェクト・データ・オブジェクトに同じ名前を付けると、データ・アソシエーション・エディタでプロジェクト・データ・オブジェクトにアクセスできなくなります。
プロジェクト・データ・オブジェクトを追加するには:
注意:
既存のプロセス・データ・オブジェクトの名前を使用することはできません。
使用可能なタイプは、「文字列」、「整数」、「倍精度浮動小数点」、「小数」、「ブール」、「時間」です。
注意:
また、シンプルな式ビルダー、XPath式ビルダーおよび「データ・アソシエーション」ダイアログで、「データ・オブジェクト」ツリーからプロセス・データ・オブジェクトを追加することもできます。
既存のプロジェクト・データ・オブジェクトの名前およびタイプを変更できます。
プロジェクト・データ・オブジェクトを編集するには:
プロジェクト・データ・オブジェクトのプロパティを編集するためのダイアログ・ボックスが表示されます。
使用しないプロジェクト・データ・オブジェクトや不要なプロジェクト・データ・オブジェクトは削除できます。削除したプロジェクト・データ・オブジェクトを使用するプロセスがプロジェクト内にある場合は、これらの参照を手動で削除する必要があります。
プロジェクト・データ・オブジェクトを削除する方法:
スクリプト・タスクを使用して、プロジェクト・データ・オブジェクトに値を割り当てることができます。
プロジェクト・データ・オブジェクトに値を割り当てるには:
データ・アソシエーションの定義方法の詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
変換の定義方法の詳細は、「変換の概要」を参照してください。
引数は、プロセス内の異なるコンポーネント間でデータを受渡しするために使用します。
コンポーネントを起動すると、特定のデータの入力を要求されることがあります。このデータを渡すには、入力引数を使用します。コンポーネントを実行すると、その出力引数を介して結果が提供されます。
引数を設定できるプロセス・コンポーネントは、次のとおりです。
プロセス・データ・オブジェクト、プロジェクト・データ・オブジェクトおよび引数の名前は、特定の規則に従う必要があります。
次のルールに従う必要があります。
プロセス・データ・オブジェクト、サブプロセス・データ・オブジェクト、プロジェクト・データ・オブジェクトおよび引数のスコープとアクセスは、情報の格納に使用する構造に応じて異なります。
図5-3は、入力引数、プロセス・データ・オブジェクト、サブプロセス・データ・オブジェクトおよび出力引数のスコープを示しています。このイメージは、1つのBPMNプロセスを示しており、変数名が付いた赤い線は、それらの変数を使用できるスコープを示しています。
図5-3 プロセス内のデータ構造のスコープ

図5-4は、プロジェクト・データ・オブジェクトのスコープと存続期間を示しています。このイメージは、BPMプロジェクトの各種BPMNプロセスを示し、それらの上にはプロジェクト・データ・オブジェクトのスコープを示す赤い線があり、各プロセスの下にはそれらの存続期間を示す緑の線があります。
図5-4 プロジェクト・データ・オブジェクトのスコープおよび存続期間

データ・アソシエーションは、特定のコンテキストにおいてデータ・オブジェクトに格納された情報を受渡しするために使用します。
データ・アソシエーションを使用すると、データを受渡しできます。
表5-4に、データ・アソシエーションを定義できるフロー・オブジェクトをリストしています。また、実装されるオブジェクトもリストしています。
表5-3 データ・アソシエーションを受け入れるフロー・オブジェクト
| フロー・オブジェクト | 実装 |
|---|---|
メッセージ開始および終了イベント | サービスおよびその他のBPMNプロセス |
メッセージ・スロー・イベントおよびキャッチ・イベント | サービスおよびその他のBPMNプロセス |
送信タスクおよび受信タスク | サービスおよびその他のBPMNプロセス |
スクリプト・タスク | 実装は含みません。データ・アソシエーションを介してデータ・オブジェクトを受渡しするために使用します。 |
ユーザー・タスク | Oracle Human Tasks |
ビジネス・ルール・タスク | Oracle Business Rules |
サービス・タスク | サービスおよびBPMNプロセス |
エラー・イベント | 例外 |
シグナル・イベント | イベント |
データ・アソシエーションを使用して、フロー・オブジェクトから外部サービスまたはプロセスへの入力と出力を定義できます。
入力と出力はフロー・オブジェクトのデータ・アソシエーション内に定義しますが、定義済の値は実装されたシステムおよびサービスに渡されることに注意してください。
式を使用して、入力値と出力値を評価および変更できます。
データ・アソシエーション・エディタを使用すると、フロー・オブジェクトとその実装の間で受渡しされる入力値と出力値を構成できます。
図5-5は、営業見積サンプルにおける見積入力ユーザー・タスクのデータ・アソシエーションを示しています。
図5-5 データ・アソシエーション・エディタ

表5-4で、データ・アソシエーション・エディタの各領域について説明します。
表5-4 データ・アソシエーション・エディタのユーザー・インタフェース
| UI領域 | 説明 |
|---|---|
「入力」タブ | フロー・オブジェクト内に実装されるサービスまたはプロセスへの入力として割り当てられたデータ・オブジェクトを表示するテキスト・ボックスが表示されます。各テキスト・ボックスの横には、式エディタを起動するアイコンがあります |
「出力」タブ | フロー・オブジェクト内に実装されるサービスまたはプロセスからの出力として割り当てられたデータ・オブジェクトを表示するテキスト・ボックスが表示されます。 |
「フロー・オブジェクト」ツリー | 展開されたすべての引数をリストする「引数」ノードが含まれます。選択したタブに応じて、入力引数または出力引数がリストされます。複合データ・オブジェクト内の特定の基本データ・オブジェクトにマップする複合データ・オブジェクトを展開できます。 |
「データ・オブジェクト」ツリー | すべてのデータ・オブジェクトが表示されます。このツリーには、プロセス・データ・オブジェクト、事前定義済データ・オブジェクトおよびプロジェクト・データ・オブジェクトが含まれます。複合データ・オブジェクト内の特定の基本データ・オブジェクトにマップする複合データ・オブジェクトを展開できます。 |
XSL変換を使用すると、プロセス内のデータ・オブジェクトの値を、入力引数としてフロー・オブジェクトに渡す前に変換できます。また、XSL変換では、フロー・オブジェクト実装の出力引数の値を、プロセス内のデータ・オブジェクトに割り当てる前に変換することもできます。
変換をデータ・アソシエーションを組み合せて使用できるのは、それらを異なる引数に適用する場合のみです。
注意:
変換とデータ・アソシエーションを使用して同時に1つの引数の値をマッピングすることはできません。
変換を定義する際は、XMLスキーマまたはタイプを使用して作成したビジネス・オブジェクトに基づくデータ・オブジェクトのみをソースとして使用できます。
作成した変換は、SOA XLSエディタを使用して編集できます。SOA XLSエディタの使用方法の詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発を参照してください。
XSLT変換を定義して、フロー・オブジェクトの実装との間で受渡しするデータを変換できます。
変換を定義するには:
「データ・アソシエーション」ダイアログ・ボックスが表示されます。
変換の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
「ソース」リストには、XMLスキーマまたはタイプを使用して作成したビジネス・オブジェクトに基づくデータ・オブジェクトのみが表示されます。
「選択された要素」リスト内にソースが表示されます。
この部では、シミュレーションおよびプロセス分析を使用してビジネス・プロセスのパフォーマンスを分析する方法について説明します。
この部は、次の章で構成されています。
この章では、シミュレーションを使用して、指定の条件でのビジネス・プロセスの動作を予測する方法、出力がメトリックの目標に合致しているかを検証する方法、およびボトルネックを特定する方法について説明します。ここでは、シミュレーションを実行して、既存のプロセス設計に対する変更の影響をテストする方法についても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPMでユーザー定義シミュレーションを実行して、プロセスの効率を判断します。シミュレーションで実際のデータまたは予測されるデータを反映できます。
次の操作を実行できます。
シミュレーションを実行する前に、プロセスの各要素の動作を指定する必要があります。シミュレーションを定義するには、BPMプロジェクトで次の要素を作成して構成する必要があります。
個々のプロセス・モデルの動作を定義できます。いずれのプロセス・モデルにも複数のシミュレーション・モデルを作成できるため、多様なシナリオを模倣できます。
シミュレーション・シナリオを定義するプロセスおよびリソースを定義できます。シミュレーション定義では、プロセスに関連付けられたシミュレーション・モデルを選択して、シミュレーションに参加するプロセスを指定します。1つのプロセスに複数のシミュレーション・モデルが定義されている場合もあります。プロセスに複数のシミュレーション・モデルが定義されている場合は、それらのモデルのうちの1つを選択して、シミュレーション定義で使用する必要があります。
シミュレーションは、プロセス内の個々のタスクをコールしません。たとえば、シミュレーションはサービス・タスクに関連付けられているサービスを実行せず、変数に値は割り当てられず、外部リソースは更新されません。
ただし、シミュレーションは、シミュレーション・エディタを使用して定義できる次のシミュレーション変数を使用してアクティビティの動作を模倣します。
シミュレーション・モデルを使用すると、個々のプロセスの動作をシミュレートできます。シミュレーション定義の一部としてプロセスの動作を指定できます。
各プロセスに複数のシミュレーション・モデルを定義し、リソース割当てとアクティビティ動作の様々な組合せに基づいて様々なシミュレーションを作成できます。
シミュレーション・ウィザードを使用してプロセスに基づいたシミュレーション・モデルを作成することも、最初から作成することもできます。
ビジネス・プロセスからシミュレーション・モデルを作成するには:
シミュレーション・ウィザードが表示されます。
「シミュレーション定義」ウィザードが表示されます。
使用可能なオプションは次のとおりです。
シミュレーション・モデルを作成および構成するには:
「新規ギャラリ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「プロセスの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「モデル・シミュレーション」ダイアログ・ボックスが表示されます。
シミュレーションモデルが「アプリケーション」ウィンドウの「シミュレーション・モデル」ノードの下に表示され、シミュレーション・モデル・エディタが開きます。
注意:
指定した期間が終了するまで、またはインスタンスの最大数に達するまで、プロセス・シミュレーションが実行されます。
選択したアクティビティのタイプに応じて、「フロー・ノード」ツリーの右側に次のタブ・ページが表示されます。
表6-1 シミュレーション・モデルの「フロー・ノード」の「期間」ページのオプション
| オプション | 説明 |
|---|---|
定数 | シミュレーション・モデルが期間プロパティに指定された値を使用して、プロセス内のすべてのアクティビティの完了時間を算出するように指定します。 |
均一 | アクティビティの完了に必要な期間を、常に「差異」プロパティで指定した差異を考慮して決定します。このオプションを選択した場合は、次の各オプションを指定するように要求されます。
|
指数 | 特定期間内に完了するインスタンス数を指定することにより、シミュレーション・アクティビティの完了までの時間を決定します。このオプションを選択した場合は、次のオプションを指定するように要求されます。
|
標準 | ガウス・ベル分布を使用して、シミュレーション・アクティビティの完了までの時間を決定します。平均分布と標準分布を指定する必要があります。このオプションを選択した場合は、次のオプションを指定するように要求されます。
|
実数 | 特定の時間間隔についてシミュレーション・アクティビティを完了するために必要な時間を指定できます。このオプションを選択した場合は、次のオプションを指定する必要があります。
|
表6-2 シミュレーション・モデルの「フロー・ノード」の「コスト」ページのプロパティ
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
固定基本コスト | シミュレーション・アクティビティを実行するために必要なコストを定義します。 |
固定基本コスト+リソース・コスト | 定義された時間当たりのコストと、リソースがインスタンスの実行にかかる時間に基づいて計算されます。このプロパティは、ユーザー・タスクでのみ使用可能です。 |
アクティビティが境界イベントを含む場合、境界イベントのフローはこのページに表示されます。構成する境界イベントの詳細は、「境界イベントの構成」を参照してください。
シミュレートするBPMNプロセスに境界イベントが含まれている場合、これらのイベントの発生確率を指定する必要があります。
「送信フロー」ページで様々な境界イベントの確率を指定できます。
境界イベントの確率を指定する方法は、イベントのタイプに応じて異なります。
アクティビティのすべての連続しない境界メッセージおよびエラー・イベントの確率には、関連性があります。これらの確率を追加する場合、結果は常に1である必要があります。
シミュレーション・モデル・エディタには、これらのアクティビティを構成するためのスライダのセットが表示されます。スライダを移動すると、他のスライダの値が自動的に調整されます。スライダの横にあるロック・アイコンをクリックすると、値をロックできます。値がロックされると、他のスライダを移動しても、シミュレーション・モデル・エディタはその値を変更しません。シミュレーション・モデル・エディタでは、2つ以上の値がロック解除された状態になるようになっています。
連続する境界メッセージ・イベントまたはエラー・イベントの確率は、他のイベントの発生確率から独立しています。この確率のこの値は、0から1の間で変化します。
シミュレーション・モデル・エディタには、連続する境界メッセージまたはエラー・イベントごとにスライダが表示されます。このスライダを移動して、0から1の間の任意の値を指定できます。
境界タイマー・イベントの確率を指定するには、イベント発生の時間間隔を定義する必要があります。BPMNプロセスでのタイマー・イベントの実装に式を使用する場合、シミュレーション中に使用する固定の時間間隔を定義する必要があります。BPMNプロセスでのタイマー・イベントの実装に固定の時間間隔を使用する場合は、シミュレーション用のBPMNプロセスで定義した間隔を使用できるため、時間間隔の再定義は必要に応じて行います。
シミュレーション・モデル・エディタには、連続しないタイマー・イベント用の表と、連続するタイマー・イベント用のもう1つの表が表示されます。これらの表を使用して各イベントの時間間隔を再定義できます。
図6-1は、各種の境界イベントを持つ見積の承認ユーザー・タスクを示しています。図6-2は、見積の承認ユーザー・タスクのシミュレーション構成ページを示しています。
図6-1 複数の境界イベントを持つ見積の承認ユーザー・タスク

図6-2 見積の承認タスクの「送信フロー」タブ・ページ

シミュレーション定義を作成して、シミュレーション・モデルのグループのためのシミュレーション・シナリオを表すことができます。シミュレーション定義に含まれているシミュレーション・モデルのグループから実行するシミュレーション・モデルを選択できます。
シミュレーション・ウィザードを使用してシミュレーション・モデルを作成した後で、シミュレーション定義を作成することもできます。シミュレーション・ウィザードを使用してシミュレーション・モデルおよびシミュレーション定義を作成する方法の詳細は、「ビジネス・プロセスからシミュレーション・モデルを作成する方法」を参照してください。
シミュレーション定義で次のパラメータをカスタマイズして、それがプロジェクトのパフォーマンスにどのように影響するかを確認できます。
シミュレーション定義を作成および構成するには:
「新規ギャラリ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「シミュレーション定義の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
シミュレーション定義は「シミュレーション定義」ノードの下に表示され、シミュレーション定義エディタが開きます。図6-3は、シミュレーション定義エディタを示しています。
図6-3 シミュレーション定義の「プロジェクト」ページ

表6-3 シミュレーション定義の一般的なパラメータ
| パラメータ | 説明 |
|---|---|
開始時間 | シミュレーションの開始時間を定義します。この時間はロギングにのみ使用されます。スケジュール目的では使用されません。 |
期間 | シミュレーションの実行期間を定義します。この間隔は、月単位、日単位、時間単位、分単位および秒単位で指定します。 |
シミュレーションが終了する前に実行中のインスタンスを完了 | これを選択した場合、シミュレーションは、指定された数のインスタンスの完了後に終了します。これを選択しない場合、シミュレーションはシミュレーション期間が経過すると停止します。その時点で完了していないインスタンスはすべて、「処理中」または「キュー」ステータスで表示されます。 |
「プロジェクト」ページで、表6-4で説明されているようにパラメータを指定します。
表6-4 シミュレーション定義の「プロジェクト」のパラメータ
| パラメータ | 説明 |
|---|---|
プロセス | このシミュレーションに含めることができるプロセスがリストされます。 |
モデル | プロセスごとに、「シミュレーション・モデルを作成および構成する方法」で指定したモデルがリストされます |
シミュレーションを含む | プロセスをシミュレーションに含めるかどうかを指定できます。 |
「プロジェクト」ページでパラメータを指定した後、「リソース」タブを選択します。
シミュレーションに含まれるすべてのプロセスが、これらのリソースを共有します。各リソースのコストは、時間単位で定義されます。
リソースを定義するには、次のボタンをクリックします。
図6-4は、「リソース」ページの例を示しています。
図6-4 シミュレーション定義の「リソース」ページ

注意:
シミュレーションを実行する前に変更を保存したことを確認します。変更を保存していない場合、シミュレーション・エンジンはシミュレーション実行時にその変更内容を使用しません。
シミュレーションを実行すると、プロジェクト・エディタにアニメーションが表示されます。
シミュレーションを一時停止、停止、または最後まで実行することができます。シミュレーションを停止した場合は、最初から再開する必要があります。
シミュレーションを実行するには、シミュレーション・モデルおよび1つ以上のシミュレーション定義を事前に作成しておく必要があります。
シミュレーションを実行するには:
シミュレーションが開始されます。
プロジェクト・エディタにシミュレーションのアニメーションが表示され、指定した内容に応じて結果が「シミュレーション」ページに表示されます。
注意:
チャートの列の上にマウス・ポインタを置くと、アクティビティまたはインジケータの値を示すツールチップが表示されます。
「シミュレーション」ビューでは、シミュレーションを構成して実行できます。図6-5は、「シミュレーション」ビューを示しています。
図6-5 「シミュレーション」ページの例

「シミュレーション」ビューのツールバーでは、次の操作を実行できます。
注意:
シミュレーションを停止した場合は、最初から再開する必要があります。
「チャート」タブのツールバーでは次が可能です。
「シミュレーション」ウィンドウで「チャート」タブまたは「ログ」タブをクリックして、シミュレーション結果をチャートまたはログ・ファイルとして表示できます。
「ログ」タブには、シミュレーションされたプロセスのすべてのインスタンスの動作を追跡するログが表示されます。ログの各行には、次の情報が示されます。
「チャート」タブでは、シミュレーションの結果を表示するチャートのタイプを選択できます。このチャートは、監視するリソースが表示されるように構成できます。チャートがリソースの使用状況の測定に使用する単位を選択することもできます。
「チャート」タブでは、次を構成することによってシミュレーションの結果のチャートを表示する方法を構成できます。
チャートを使用してシミュレーションの結果を分析するには:
使用可能なタイプを次に示します。
「構成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
インジケータの使用可能なタイプは、次のとおりです。
チャートには、選択した変数とインジケータが表示されます。
シミュレーションの結果を含むシミュレーション・レポートを生成できます。
シミュレーション・レポートを生成するには:
シミュレーションを実行する方法の詳細は、「シミュレーションを実行する方法」を参照してください。
「シミュレーション・レポート」ダイアログ・ボックスが表示されます。
次のオプションを使用して、含めるアクティビティを指定できます。
レポートに表示するインジケータを個別に選択することも、インジケータのタイプを選択してそのタイプのインジケータすべてを表示することもできます。
プレビューには、選択したグラフィックの例が表示されます。
この章では、プロジェクト内でプロセスのアクティビティを監視するためにBPMプロセス分析を使用および構成する方法について説明します。プロセス分析を使用すると、プロジェクト内のプロセスのパフォーマンスおよびワークロードのメトリックを取得できます。これらのメトリックを使用して、プロセスに関する意思決定を行うことができます。
この章の内容は次のとおりです。
ビジネス・プロセス分析では、デプロイ済プロセスのパフォーマンスを監視できます。プロジェクト内で主要パフォーマンス・インジケータが測定され、データベースに格納されます。プロセス・アナリストは、プロセス・ワークスペース・ダッシュボードまたはOracle BAM 12cプロセス分析ダッシュボードを使用して、BAM 12cに保存されているメトリックを参照できます。
プロセス・アナリストは、標準の事前定義済メトリックおよびプロセス固有のユーザー定義メトリックを監視できます。プロセス開発者は、ビジネス・インジケータを使用してプロセス固有のメトリックを定義できます。ビジネス・インジケータは、プロジェクト・データ・オブジェクトにバインドできます。バインドすると、BPMNプロセスの実行時にBPMNサービス・エンジンによってビジネス・インジケータ値がプロセス分析ストアに公開されます。
プロセス開発者は、プロセスの開発時に監視対象の主要パフォーマンス・インジケータを定義します。ビジネス・アナリストは、即時利用可能なプロセス分析ダッシュボードをそのまま使用するか、それらをカスタマイズします。さらに、プロセス内のカスタム・ビジネス・インジケータによって定義されるカスタム・メトリックが、デプロイメント時にBAM 12cプロセス固有データ・オブジェクトで公開されます。ビジネス・アナリストは、これらのプロセス固有データ・オブジェクトからカスタム・ダッシュボードやビューを作成することもできます。
プロセス分析では、次のメトリックが追跡されます。
さらに、プロセス内の主要パフォーマンス・インジケータは、ビジネス・インジケータを使用して格納できます。デフォルトでは、BPMNサービス・エンジンにより、すべてのBPMNプロセスに共通の事前定義済のメジャーおよびディメンションの値が公開されます。
次に、BAM 12c PROCESSおよびACTIVITY論理データ・オブジェクトで使用可能なメジャーおよびディメンション列のいくつかを示します。
サポートされている事前定義済のメジャーは、次のとおりです。
サポートされている事前定義済のディメンションは、次のとおりです。
また、ニーズに合ったカスタム・メジャーを定義することもできます。カスタム・メジャーを定義するには、ビジネス・インジケータを使用します。様々なタイプのビジネス・インジケータを使用すると、特定の値の測定、カテゴリの追跡、およびインスタンスが1つ以上のアクティビティを完了した回数のカウントを行うことができます。
Oracle BPMは、プロセス分析データの格納に使用できるBAM 12cプロセス・メトリックを提供します。また、そのデータをBAM 11g Monitor Expressに格納したり、両方のシステムを同時に使用することもできます。
プロセス分析では、プロセスの完了までにかかる時間と、そのプロセス内の各フロー・オブジェクトが完了するまでにかかる平均時間を追跡します。
注意:
アクティブおよび完了したアクティビティ、測定間隔、マーク、およびカウンタ・インスタンスに関する情報は、アクティビティ・データ・オブジェクトに格納されます。
フロー・オブジェクトが同期サービス操作を起動すると、プロセス・インスタンスは、同期サービスからの応答を受信するまでフロー・オブジェクトを終了しないため、アクティビティ・パフォーマンス・メトリックに同期サービス操作の実行にかかる時間が含まれます。ただし、起動されたサービス操作が非同期の場合、プロセス・インスタンスは、サービスの起動後、サービスの完了を待たずにプロセスを終了するため、アクティビティ・パフォーマンス・メトリックには、サービス操作の実行にかかる時間は含まれません。
一般的なプロセス分析ワークフローには、BAM 12cプロセス・メトリック、BAM 11g Monitor Expressあるいはその両方を使用するようにプロセスを構成するなど、いくつかのタスクが含まれます。
次のリストに、BPMプロジェクト内でプロセス分析を使用する際に実行する一般的なタスクを示します。
図7-1に、BPMNプロセスのデプロイおよび実行後に、プロセス分析データが通過するサイクルを示します。
図7-1 プロセス分析データのサイクル

プロジェクトをデプロイする前に、ターゲットBAM 12cまたはBAM 11gサーバーが起動済で使用可能であることと、分析の公開のためのグローバル・フラグが有効化されていることを確認します。
注意:
グローバル分析フラグを有効化する前またはBAM 12cサーバーが停止しているときにBAM12c分析データ・ターゲットとともに構成されたBPM 12cコンポジットをデプロイする場合、そのコンポジットからBAM 12cプロセス・スター・スキーマに公開されるすべてのデータは永続的に無効化されます。BAM 12cサーバーが停止した場合、BAM 12cサーバーが復帰しても、無効化はそのままです。
無効化は、コンポジットのデプロイメント時間中に実行時分析移入の有効化に必要ないくつかの必須アーティファクトをBAM 12c内に作成できないために発生します。これらのコンポジットがBAM 12cプロセスのスター・スキーマにデータを公開できるようにするには、BAM 12cサーバーが稼働された状態で、グローバル分析フラグが有効化されているBPM 12cコンポジットを再デプロイする必要があります。
分析公開のためのグローバル・フラグが有効化されていることを確認します。
たとえば、ドメインはsoainfraまたはbase_domainです。
「システムMBeanブラウザ」が表示されます。
analytics属性のリストが表示されます。
BPMNサービス・エンジンは、プロセス内のアクティビティを実行するとき、プロセスに関するデータをBAM 12cプロセス・メトリックに格納します。このデータは、プロジェクト内で定義されているサンプリング・ポイントからのものです。プロジェクト内のどのプロセスまたはアクティビティでサンプリング・ポイントがこれらのデータベース内に生成されるかを構成できます。
デフォルトでは、プロセス、アクティビティ、HWFタスク・イベントおよびCASEライフサイクル・イベントを測定に使用できます。これらのポイントのいずれかを測定するには、プロジェクト、プロセスおよびアクティビティ・レベルでオーバーライド動作を指定します。測定は、プロセスおよびアクティビティ標準サンプリングのすべてのディメンション、属性およびメジャーを取得します。デフォルトのプロジェクトレベル設定は、BPMプロジェクトの場合は対話型を生成することであり、SOAプロジェクトの場合は対話型を生成しないことです。デフォルトでは、プロジェクトは対話型アクティビティに対してのみサンプリング・ポイントを生成するように設定されています。
サンプリング・ポイント生成は、次のレベルで構成できます。
プロジェクトに含まれるプロセス内のすべてのアクティビティに対してサンプリング・ポイントを生成するようにプロジェクトを構成できます。また、このプロジェクト内のプロセスに対してサンプリング・ポイントを生成しないように選択することもできます。BPMNプロセスがプロジェクトのデフォルト設定を使用するように構成されている場合は、この値が使用されます。
プロジェクトで定義されているサンプリング・ポイント生成の設定とは異なる設定を使用するようにプロセスを構成できます。通常、これはプロジェクトのパフォーマンスを向上させるために行います。たとえば、プロジェクト内に多数のアクティビティからなるプロセスがある場合、このプロセスに対してプロセス・メトリックを取得する必要がなければ、サンプリング・ポイントを生成しないようにプロセスを構成します。あるいは、測定する対象がプロジェクト内の1つのプロセスのみの場合、サンプリング・ポイントを生成しないようにプロジェクトを構成しておいて、その特定のプロセスのみサンプリング・ポイントを生成するように構成します。
デフォルトでは、プロセスはプロジェクトのサンプリング・ポイント構成を使用するように構成されています。
また、プロセス内の1つ以上のアクティビティを、プロセス内で使用されるサンプリング・ポイント設定とは異なる設定を使用するように構成することもできます。たとえば、サンプリング・ポイントのメトリックでは関連情報を取得できないと思われる場合は、サンプリング・ポイントが生成されないようにプロセス内のすべてのゲートウェイ・アクティビティを構成します。
デフォルトでは、アクティビティはプロセスのサンプリング・ポイント構成を使用するように構成されています。プロセスがプロジェクト構成を使用するように構成されている場合、アクティビティはプロジェクトで指定された構成を使用します。
単一、カウンタ・マークおよび時間隔の測定を定義できます。
単一測定によって、プロセスの特定のポイントでのインジケータのサンプリングが可能になります。単一測定は、遷移に対して指定され、定義で指定されたメジャーのみを取得し、すべてのディメンションおよび属性を取得します。
カウンタ・マーク測定では、アクティビティに対してカウンタを定義できます。カウンタ・マーク・メジャーは、定義で指定されているカウンタをサンプリングし、すべてのディメンションおよび属性を取得します。
間隔測定では、開始ポイントと終了ポイントで論理アクティビティを定義できます。間隔測定は、定義で指定されているメジャーのみと、すべてのディメンションおよび属性を取得します。
HWFに対する測定を有効化するには、BPMプロジェクト・プリファレンスの「プロセス分析サマリー」セクションを編集し、「プロジェクト・サンプリング・ポイント」値を「対話型に対して生成」に設定します。プロジェクトのサンプリング・ポイント生成を構成する方法の詳細は、「プロジェクトのサンプリング・ポイント生成を構成する方法」を参照してください。
ケース測定を有効化するには、BPMプロジェクト・プリファレンスの「プロセス分析サマリー」セクションを編集し、「プロジェクト・サンプリング・ポイント」値を「ケースに対して生成」に設定します。このオプションは、BPMプロジェクトに対してケースを定義した場合にのみ表示されます。プロジェクトのサンプリング・ポイント生成を構成する方法の詳細は、「プロジェクトのサンプリング・ポイント生成を構成する方法」を参照してください。
サンプリング・ポイント生成はプロジェクト・レベルで構成できます。
プロジェクトのサンプリング・ポイント生成を構成するには:
| オプション | 説明 |
|---|---|
プロセスに対して生成 | プロセス・イベントのみを有効化します。 |
対話型に対して生成 | HWFタスクおよび割当てイベント、ユーザー・タスク・アクティビティ・イベント、およびプロセス・イベントを有効化します。 |
ケースに対して生成(BPMプロジェクトのみ) | ケース・イベント、HWFタスクおよび割当てイベント、ユーザー・タスク・アクティビティ・イベント、およびプロセス・イベントを有効化します。 このオプションは、BPMプロジェクトに対してケースを定義した後にのみ使用できます。 |
すべてに対して生成 | すべてのイベントを有効化します。 |
生成しない | すべてのイベントを無効化します。 |
プロジェクト内に作成したプロセスはいずれも、その特定のプロセスに別の構成を使用するようにプロセス・プロパティを編集していないかぎり、そのプロジェクトに定義されているサンプリング・ポイント構成を使用します。
サンプリング・ポイント生成はアクティビティ・レベルで構成できます。
アクティビティ・ガイドのサンプリング・ポイント生成を構成するには:
| オプション | 説明 |
|---|---|
プロセスのデフォルトの継承 | BPMNサービス・エンジンは、このアクティビティに対してサンプリング・ポイントを生成するかどうかを決定するためにプロセスのサンプリング・ポイント構成を使用します。 |
生成 | このアクティビティに対してサンプリング・ポイントを生成します。 |
生成しない | このアクティビティに対してサンプリング・ポイントを生成しません。 |
ビジネス・インジケータは、プロセスのキー・パフォーマンス・インジケータを取得するために使用されます。ビジネス・インジケータは、プロジェクト・データ・オブジェクトにバインドできます。
ビジネス・インジケータ・バインディングまたは構造ペインのプロジェクト・データ・オブジェクト・ノードを使用して、ビジネス・インジケータをプロジェクト・データ・オブジェクトにバインドできます。便宜上、ビジネス・インジケータは「構造」ウィンドウ内にそれぞれのエントリを持ちます。
主要パフォーマンス・インジケータはプロセス内の関連情報を表すもので、プロセスが正しく動作しているかどうかの判断に役立ちます。
一般的なビジネス・インジケータの例は次のとおりです。
ビジネス・インジケータを使用すると、測定対象のインジケータの値をプロセスに格納したり、測定した値のグループ化に使用するカテゴリをプロセスに格納することができます。
ビジネス・インジケータは、格納する情報のタイプに応じて次のように定義できます。
注意:
カーディナリティが低いインジケータの場合は、ディメンション・ビジネス・インジケータを使用します。たとえば、顧客タイプや注文ステータスなどです。カーディナリティが高いビジネス・インジケータ(インスタンスごとに値が一意である識別キーなど)の場合は、属性ビジネス・インジケータを使用してください。
ビジネス・インジケータのタイプによって、使用できるデータ型が決まります。表7-1に、各ビジネス・インジケータ・タイプに使用可能なデータ型を示します。
表7-1 ビジネス・インジケータ・タイプに使用可能なデータ型
| ビジネス・インジケータ・タイプ | 使用可能なデータ型 |
|---|---|
ディメンション |
|
メジャー |
|
カウンタ |
|
属性 |
|
メジャー
メジャーは、測定できる主要パフォーマンス・インジケータの値を格納します。メジャーでは、連続型のデータ型のみが許可されます。メジャーは測定マークとともに使用する必要があります。営業見積プロセスにおいては、取引金額や割引率などがメジャーの例です。
ディメンション
ディメンションは、プロセス内のメジャー・ビジネス・インジケータの値のグループ化に使用できる主要パフォーマンス・インジケータの値を格納します。連続型のデータ値を使用してディメンションを定義する場合、少なくとも1つの範囲を追加する必要があります。データ値が連続型であれば、プロセス分析データベースには範囲値のみが格納されます。営業見積プロセスにおいては、取引範囲や業界タイプなどがディメンションの例です。
カウンタ
カウンタは、インスタンスが特定のアクティビティを完了した回数を追跡します。カウンタはカウンタ・マークとともに使用する必要があります。カウンタ・ビジネス・インジケータは、実際の値を格納せず、その値は常に1です。インスタンスがアクティビティを完了した回数を示す値は、プロセス分析データベースで直接更新されます。カウンタ・ビジネス・インジケータの値を監視するには、そのカウンタ・ビジネス・インジケータを追跡するように構成されたカウンタ・マークに基づいて、ダッシュボードを作成する必要があります。カウンタの構成方法の詳細は、「プロセス内のアクティビティへのカウンタの追加」を参照してください。
属性
属性ビジネス・インジケータを使用すると、ディメンションまたはメジャーとして分類されない高いカーディナリティ値を取得できます。ただし、情報をフィルタしたり、他の情報を参照することができます。一般に、属性ビジネス・インジケータは識別キー(注文IDやサービス・リクエストIDなど)の値を格納するために使用されます。
ビジネス・インジケータをプロジェクトに追加するプロセスには、次の手順があります。
ビジネス・インジケータを使用すると、プロジェクト内で測定する主要パフォーマンス・インジケータを定義できます。ビジネス・インジケータをプロジェクトに追加するには、次の方法のいずれかを使用できます。
ビジネス・インジケータ・エディタの使用
「ビジネス・インジケータ」画面に、様々なタイプのビジネス・インジケータのリストが表示されます。使用可能なオプションは、「カウンタ」、「メジャー」、「属性」、「ディメンション」です。
「作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
名前の最大長は28文字です。
注意:
使用可能なデータ型は、選択したビジネス・インジケータのタイプによって異なります。表7-1に、各ビジネス・インジケータ・タイプに使用可能なデータ型を示します。
「ビジネス・インジケータの作成」ダイアログ・ボックスが閉じ、作成したビジネス・インジケータが保存されます。
プロジェクト構造ペインの使用
使用可能なオプションは、「カウンタ」、「メジャー」、「属性」、「ディメンション」です。
ビジネス・インジケータのバインド・ダイアログ・ボックスが表示されます。
「ビジネス・インジケータの作成」ダイアログが表示されます。
名前の最大長は28文字です。
注意:
使用可能なデータ型は、選択したビジネス・インジケータのタイプによって異なります。表7-1に、各ビジネス・インジケータ・タイプに使用可能なデータ型を示します。
「ビジネス・インジケータの作成」ダイアログ・ボックスが閉じ、作成したビジネス・インジケータが保存されます。
ユーザー定義測定マーク・ユーザー・インタフェースの使用
ユーザー定義測定マーク・プロパティ・ユーザー・インタフェースからは、メジャー・タイプのビジネス・インジケータのみを作成できることに注意してください。
メジャー・マーク・プロパティ・ダイアログ・ボックスが表示されます。
「メジャーのバインド」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「メジャーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
名前の最大長は28文字です。
注意:
使用可能なデータ型は、選択したビジネス・インジケータのタイプによって異なります。表7-1に、各ビジネス・インジケータ・タイプに使用可能なデータ型を示します。
デフォルト値の詳細は、「デフォルト値」を参照してください。
「ビジネス・インジケータの作成」ダイアログ・ボックスが閉じ、作成したビジネス・インジケータが保存されます。
ビジネス・インジケータを作成した後は、そのビジネス・インジケータをプロジェクト・データ・オブジェクトにバインド(マップ)する必要があります。実行時に、BPMによって、ビジネス・インジケータの値がそれに関連付けられたデータ・オブジェクトから決定されます。次のノードのいずれかの「プロジェクト構造」ペインを使用して、ビジネス・インジケータをプロジェクト・データ・オブジェクトにバインドします。
「ビジネス・インジケータ・バインディング」ノード
ビジネス・インジケータのバインド・ダイアログ・ボックスが表示されます。
必要に応じて、新しいプロジェクト・データ・オブジェクトの名前を他の一意の新しい名前に変更することもできます。
デフォルト値の詳細は、「デフォルト値」を参照してください。
ビジネス・インジケータ・バインディングおよび新しいプロジェクト・データ・オブジェクトが追加されます。
「プロジェクト・データ・オブジェクト」ノード
ビジネス・インジケータのバインド・ダイアログ・ボックスが表示されます。
デフォルト値の詳細は、「デフォルト値」を参照してください。
ビジネス・インジケータ・バインディングが追加されます。
次のステップは、プロジェクト・データ・オブジェクトのデータ・アソシエーションを定義することです。プロジェクト・データ・オブジェクトにバインドされたビジネス・インジケータは、そのプロジェクト・データ・オブジェクトから実行時値を取得します。
アクティビティに対するBPMプロセス・データ・アソシエーションを実行します。「データ・アソシエーション」ユーザー・インタフェースを起動するには、次のように実行します。
プロジェクトに追加したビジネス・インジケータを使用して、監視するプロセスに関するデータを格納できます。
一部のビジネス・インジケータでは、BPMNサービス・エンジンが値をプロセス分析データベースに格納するように指定する別のアーティファクトをプロセスに追加する必要があります。
BPMNサービス・エンジンは自動的に、分析データベースを処理するためにプロセスに定義されている事前定義済サンプリング・ポイントおよびカスタム・サンプリング・ポイントでデータをディメンション・ビジネス・インジケータに格納します。ディメンション・ビジネス・オブジェクトは、BAMプロセス・スター・スキーマ・データ・オブジェクトに書き込まれます。
事前定義済のメジャーは、サンプリング・ポイントを生成するように構成されているすべてのフロー要素で常に測定されます。
測定マークを追加してポイントを指定したり、BPMNサービス・エンジンがタイプ測定のカスタム・ビジネス・インジケータを測定および格納するプロセス・セクションを追加することができます。測定マークの追加方法の詳細は、「プロセスへの測定マークの追加」を参照してください。
BPMNサービス・エンジンがカウンタ・ビジネス・インジケータの値を格納するアクティビティにカウンタ・マークを追加する必要があります。カウンタ・マークの追加方法の詳細は、「プロセス内のアクティビティへのカウンタの追加」を参照してください。
BPMNサービス・エンジンは自動的に、プロセスに定義されている事前定義済サンプリング・ポイントおよびカスタム・サンプリング・ポイントを使用してデータを属性ビジネス・インジケータに格納します。
測定マークを使用すると、プロセス内の特定の位置、またはプロセスの特定のセクションにおいて、タイプが測定のビジネス・インジケータを測定できます。
1つの測定マークを使用して、複数の測定ビジネス・インジケータを測定できます。
測定マークによって、プロセス分析データベースに次のデータが保存されます。
BPMNサービス・エンジンでは、測定ビジネス・インジケータの値が保存されるときに、プロセスに定義されたディメンションの値も保存されます。後でプロセスを監視するためにダッシュボードを構築するときに、これらのディメンションを使用して値を様々なカテゴリにグループ化できます。たとえば、営業見積プロセスでは、承認済見積金額の合計を地域ごとに表示できます。
定義できる測定マークのタイプは次のとおりです。
測定マークは、フロー要素に関連付けらます。タイプが間隔の開始である測定マークは、それに先行するフロー要素の実行前に、ビジネス・インジケータの値を追跡します。カウンタ・マーク、タイプが間隔の停止である測定マーク、および単一測定マークは、それに先行するフロー要素の実行後にビジネス・インジケータの値を追跡します。
単一測定
プロセス内にメジャー・ビジネス・インジケータを定義した場合は、プロセス内のこれらのビジネス・インジケータの測定ポイントに単一測定マークを追加する必要があります。単一測定マークは、BPMNサービス・エンジンがプロセス内のそのポイントで、その測定マークに関連付けられているメジャー・ビジネス・インジケータの値を格納する必要があることを示すものです。またBPMNサービス・エンジンは、デフォルトのプロセス・メジャーの値およびディメンション・ビジネス・インジケータもプロセス内のこのポイントで格納します。
図7-2 単一測定マーク

「間隔の開始」と「間隔の停止」
プロセスのセクション内でビジネス・インジケータを測定する場合は、「間隔の開始」測定マークを使用してセクションの開始を指定し、「間隔の停止」測定マークを使用してセクションの終了を指定する必要があります。これらの測定マークを使用すると、デフォルトのビジネス・インジケータや、プロセスのセクション内に定義したビジネス・インジケータを測定できます。一般に、これらの測定マークは、プロセスの中のクリティカルなセクションを監視するために使用します。たとえば、ボトルネックとして特定したプロセス部分の中のインスタンス量を監視する場合などです。
図7-3 「間隔の開始」および「間隔の停止」測定マーク

単一測定マークを使用して、プロセス内の特定ポイントでビジネス・インジケータを測定できます。
単一測定マークをプロセスに追加するには:
図7-4は、「測定マーク・プロパティ」ダイアログ・ボックスを示しています。
注意:
1つの測定マークで複数のビジネス・インジケータを測定できます。
注意:
ビジネス・インジケータを選択しない場合、Oracle BPM Studioで警告メッセージが表示されます。「測定マーク・プロパティ」ダイアログ・ボックスを開いた状態でビジネス・インジケータを追加するには、「選択済」リストの下にある「新規」ボタンをクリックします。
BPMNサービス・エンジンは、単一測定マークの実行時に次のビジネス・インジケータの現在の値をプロセス分析データベースに格納します。
注意:
アクティブおよび完了したアクティビティ、測定間隔、マーク、およびカウンタ・インスタンスに関する情報は、アクティビティ・データ・オブジェクトに格納されます。
測定マークを使用して、特定のビジネス・インジケータを測定するプロセス内のセクションを定義できます。
注意:
1つの間隔の開始の測定マークに対して1つの間隔の停止の測定マークを定義する必要があるだけです。間隔の停止の測定マークを複数定義することはサポートされておらず、予期しない動作が発生する可能性があります。
プロセス・セクション内でビジネス・インジケータを測定するには:
注意:
1つの測定マークで複数のビジネス・インジケータを測定できます。
注意:
ビジネス・インジケータを選択しない場合、Oracle BPM Studioで警告メッセージが表示されます。「測定マーク・プロパティ」ダイアログ・ボックスを開いた状態でビジネス・インジケータを追加するには、「選択済」リストの下にある「新規」ボタンをクリックします。
「測定の開始」リストが「名前」テキスト・フィールドを置き換えます。
カウンタ・マークを使用して、プロセスに対して定義したカウンタ・ビジネス・インジケータの値を更新できます。
1つのカウンタ・マークで複数のカウンタ・マーク・ビジネス・インジケータを更新できます。
カウンタ・マークが定義されているアクティビティにトークンが到着すると、BPMサービス・エンジンによって、それに関連付けられたカウンタの値が含まれているイベントがプロセス分析データベースに公開されます。
注意:
カウンタ変数の実際の値はプロセス分析データベースに格納されます。カウンタ変数のデフォルト値は変更されないため、プロセスでカウンタ変数を使用して計算を実行しないでください。カウンタ変数の値は常に1です。
通常、カウンタ・マークは次の目的で使用します。
通常は、監視対象のプロセス・パスごとに1つのカウンタ・ビジネス・インジケータを定義します。次に、そのプロセス・パスに含まれるすべてのアクティビティにカウンタ・マークを追加します。最後に、アクティビティが含まれるパスに対応するカウンタ・ビジネス・インジケータを、カウンタ・マークに関連付けます。
カウンタ・マークをアクティビティに追加して、インスタンスがこのアクティビティを実行した回数を追跡できます。
プロセス内のアクティビティにカウンタを追加するには:
ビジネス・インジケータの追加方法の詳細は、「プロジェクトへのビジネス・インジケータの追加」を参照してください。
同じカウンタ・マークに複数のカウンタ・ビジネス・インジケータを追加できます。
BPMNサービス・エンジンは、カウンタ・マークを含むアクティビティを実行するときに、それに関連付けられたカウンタの値が含まれているイベントをプロセス分析データベースに公開します。
分析ビュー識別子は、コンポジットの既存のすべてのバージョンのデータを提供するプロセス分析ビューを識別します。
この識別子は、デプロイされたすべてのプロセスで一意である必要があります。複数のプロセスに対して同じ識別子を使用すると、プロセスのデプロイメントが失敗します。分析ビュー識別子を作成し、Oracle SQLでビューを問合せできるようにします。
分析ビュー識別子を作成する目的は、そのビューを問い合せることでプロセス・メトリックへのOracle SQLによるアクセスを可能にすることです。形式の詳細は、「プロセス・スター・スキーマ・ビュー」を参照してください。
Oracle Business Activity Monitoring (BAM) 12cは、事前定義済プロセス・スター・スキーマのセットおよび自身のプロセスのアクティビティの監視に使用できるダッシュボードを備えています。
コンポジット・レベルで、デフォルトでBPMコンポジットがBAM 12cに公開されます。システム(グローバル)レベルで、BAM 12cへの移入はデフォルトで無効化されており、このデフォルト設定はコンポジットレベルの設定をオーバーライドします。システム・レベルでBAM 12cプロセス・スター・スキーマ・データ移入を有効化するには、AnalyticsConfig MBeanのDisableProcessMetricsパラメータをfalseに設定します。
即時利用可能なBAM 12cプロセス分析ダッシュボードで、BAM 12cプロセス・スター・スキーマ・データ・オブジェクトに格納されているデータを表示できます。
BAM 12cプロセス・メトリックによって、プロセス・アナリストは様々なパースペクティブからプロセス・メトリックを分析できます。パースペクティブは、プロセスを定義するときに定義します。メジャーは、ディメンションにより分類できる数値ファクトです。たとえば、営業見積サンプル・プロセスにおいては、製品のディメンションと取引金額のメジャーを定義して、製品別の取引金額を分析する必要があります。
BAM 12cプロセス・メトリックでは、次のディメンションがサポートされています。
また、次のメジャーもサポートされています。
BAM 12cプロセス・メトリックでは、アクティビティに関連するデータはACTIVITYデータ・オブジェクトに格納されます。プロセスに関連するデータはPROCESSデータ・オブジェクトに格納されます。また、プロセスに関連するデータは「プロセス・パフォーマンス」(BPM_CUBE_PROCESSPERFORMANCE)表および「ワークロード」(BPM_CUBE_WORKLOAD)表にも格納されます。参加者に関連するデータはHWF ASSIGNMENTデータ・オブジェクトに格納されます。
PROCESSとACTIVITYの各データ・オブジェクトには、完了済および進行中のプロセスやアクティビティに関するデータがそれぞれ含まれています。タスク・パフォーマンス表には完了したアクティビティに関連するデータが、「プロセス・パフォーマンス」表には完了したプロセスに関連するデータが含まれます。同様に、TASKとASSIGNMENTの各データ・オブジェクトには、参加者への完了済および進行中のタスク割当てに関するデータが含まれています。
アクティビティおよびプロセスのデータ・オブジェクトのデータは、アクティビティまたはプロセスが開始または完了したときに計算されて永続化されます。
即時利用可能なサンプリング・ポイントに対しては、すべてのディメンションおよびメジャーが格納されます。ユーザー定義のサンプリング・ポイントに対しては、選択したディメンション、メジャーおよびカウンタが格納されます。
BAM 12cプロセス・メトリックを使用してプロジェクトのパフォーマンスを監視する場合は、開発時にプロセス・メトリックの生成を有効にする必要があります。アプリケーションをデプロイするときに、BPM 12cによってこの構成が使用されてBAM 12cプロセス・メトリックが有効になります。
プロジェクトでBAM 12cプロセス・メトリックを有効化する手順は次のとおりです。
BPMNサービス・エンジンは、定義したサンプリング・ポイント構成を使用して、アクティビティを実行したり、プロセスを完了するたびに、事前定義済BAM 12cプロセス・メトリックに分析情報を公開します。サンプリング・ポイントを生成しないようにプロセスを構成した場合、BPMNサービス・エンジンはこの情報を公開しません。
注意:
連携して動作するには、Oracle BAMとOracle BPMが同じWebLogicドメインに存在する必要があります。
測定サンプリング・ポイントおよびビジネス・インジケータで構成されているBPMプロジェクトがデプロイされるときに、BAM 12cプロセス・スター・スキーマで次のアクションが実行されます。
COMPOSITE_DEFINITION、ACTIVITY_DEFINITION、PROCESS_DEFINITION、TASK_DEFINITION、ROLE_DEFINITIONなど)に、コンポジットから適切なメタデータ情報が移入されます。 Oracle BAM 11gを使用すると、Oracle BPMの使用中にOracle BAM 11gの機能を活用できるため、プロジェクト内のプロセスのアクティビティを監視できます。Oracle BAM 11gは事前定義済Oracle BAM 12cプロセス・メトリックとともに使用でき、また、それを無効化することも選択できます。
プロジェクト内でOracle BAM 11gを有効化する前に、Oracle BAM 11gを適切に構成する必要があります。Oracle BPMと連携するようにOracle BAM 11gを構成する方法の詳細は、『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』の「Oracle BPMNプロセス・サービス・コンポーネントとエンジンの構成」の章を参照してください。
BPMプロジェクトをデプロイすると、Oracle BAM 11gはそのBPMプロジェクトに対してカスタムBAMデータ・オブジェクトと事前定義済BAMデータ・オブジェクトを自動的に作成します。
プロジェクト内でOracle BAM 11gを有効化する手順は次のとおりです。
BAMアダプタにはeis/bam/soapというラベルが付いています。JNDI名は、BAMアダプタが使用する接続プールを指定します。
デフォルトのパスは、/Samples/Monitor Expressです。
Oracle BAM 11gが有効化されているプロセスを実行するときに、BPMNサービス・エンジンによって、そのプロセスで測定されるビジネス・インジケータに関する情報がOracle BAM 11g Monitor Expressデータ・オブジェクトに移入されます。この情報は、プロジェクト内に定義した「サンプリング・ポイント」プリファレンスに基づいて生成されます。
BAM 11gのデータ・ターゲットを有効化した場合、そのプロセスをデプロイするときにBAM 11gデータ・オブジェクトが自動的に作成されます。Monitor Expressダッシュボードを使用するには、自動的に作成されたデータ・オブジェクトをインポートする必要があります。
最初のプロセスをデプロイすると、カスタム・ビジネス識別子とすべての共通データ・オブジェクトがrecommended/Samples/Monitor Expressフォルダに作成されます。後続のデプロイメントでは、すべてのプロセスで共通データ・オブジェクトが使用され、新しいカスタム・ビジネス識別子のみが作成されます。
この部では、ビジネス・カタログの全般的な概略を示します。また、ビジネス・カタログに格納できる各コンポーネントについても詳しく説明します。
この部は、次の章で構成されています。
この章では、ビジネス・カタログを使用して、BPMプロジェクトにプロセスを実装するために必要なコンポーネントを格納および編成する方法について説明します。また、BPMプロジェクトのアーティファクトがビジネス・カタログでどのように表されるのかについても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
ビジネス・カタログは、BPMプロジェクト内のディレクトリであり、BPMNプロセスへのフロー・オブジェクトの実装に使用するコンポーネントが格納されます。ビジネス・カタログ内のアセットは、BPMプロジェクト内の複数のプロセス間で共有および再利用できます。
ビジネス・カタログには、次のタイプのコンポーネントが格納されます。
コンポーネントによっては、特定のアクティビティや複数のフロー・オブジェクトを実装したり、フロー・オブジェクトのデータ・アソシエーションを定義する目的で使用できます。
表8-1は、フロー・オブジェクトの実装でフロー・オブジェクトにより使用されるビジネス・カタログ内のコンポーネントを示しています。
表8-1 フロー・オブジェクトの実装
| コンポーネント | フロー・オブジェクト |
|---|---|
エラー |
|
ビジネス例外 |
|
イベント |
|
ヒューマン・タスク | ユーザー・タスク |
ビジネス・ルール | ビジネス・ルール・タスク |
サービス・アダプタ |
|
メディエータ |
|
BPELプロセス |
|
ビジネス・オブジェクト | ビジネス・オブジェクトは、次のタスクまたはイベントのデータ・アソシエーション内で引数として使用できます。
|
列挙 | 列挙の属性を、次のデータ・アソシエーションの引数として使用できます。
|
ビジネス・カタログでは、コンポーネントのタイプに応じて、2種類の方法でコンポーネントが格納されます。コンポーネントは、ビジネス・カタログでの格納方法によって次のカテゴリに分類できます。
ビジネス・カタログによって、これらのコンポーネントの情報とともにファイルが格納されます。BPMプロジェクトを開くと、ビジネス・カタログにより作成されたファイルが、コンポーネントをロードするために読み取られます。
次のコンポーネントは合成されません。
ビジネス・カタログによって、SOAコンポジットに含まれるSOAコンポーネントやXMLタイプまたは要素に基づいて、コンポーネント構造が動的に生成されます。これらのコンポーネントは変更できません。コンポーネントは、そのタイプに応じて異なる事前定義済モジュールに含められます。コンポーネントを別のモジュールに移動することはできません。コンポーネントを変更する場合や、別のモジュールに格納する場合は、サービスまたはタイプをカスタマイズする必要があります。
ビジネス・カタログは、合成コンポーネントに対してはいずれのファイル・タイプも格納しません。合成コンポーネントの構造は、その合成コンポーネントが表すXMLコンポーネントまたはSOAコンポーネントに基づいて動的に生成されます。
合成コンポーネントを変更したり、別のモジュールに移動することはできません。これらのコンポーネントは動的に生成されるため、その基になっているXMLスキーマまたはSOAコンポーネントに行った変更は自動的に合成コンポーネントに反映されます。
次のコンポーネントは合成されます。
コンポーネントをビジネス・カタログに追加する方法は、コンポーネントのタイプによって異なります。
注意:
欠落または破損しているリソースを参照するコンポーネントを追加すると、ビジネス・カタログには、この欠落している依存関係がエラー・ノードで示されます。ノードのラベルには、リソースのパスが表示されます。欠落しているリソースの詳細は、ノードにマウスを置いてツールチップを表示するか、BPMプロジェクトを構築してください。BPMプロジェクトを構築すると、欠落しているリソースを必要とするコンポーネントを検索できます。
モジュールを使用して、ビジネス・カタログ内のビジネス・オブジェクトを別々のグループに編成できます。一般に、関連するコンポーネントはすべて1つのモジュールにまとめます。
営業見積サンプルでは、プロセスで使用される見積情報の管理に使用されるすべてのコンポーネントを格納するためのQuotesという名前のモジュールを作成できます。
複数のモジュールはネストできます。モジュールをネストすると、コンポーネントの構成を反映する階層構造を作成できます。
営業見積サンプルにおいては、プロジェクト内の情報を処理するすべてのモジュールを1つのモジュールにまとめることができます。これを行うため、QuotesモジュールやContractsモジュールなどを含むDataという名前のモジュールを作成できます。
モジュールを使用してコンポーネントを編成すると、次のような利点があります。
ビジネス・オブジェクトをビジネス・カタログのルート・レベルに追加することはできません。必ず、ビジネス・オブジェクトを格納できるモジュールを作成する必要があります。
モジュールの名前にはわかりやすい識別子を使用することをお薦めします。これにより、コンポーネントを見つけやすくなり、他の開発者がプロジェクトを理解しやすくなります。
ビジネス・カタログには、次の事前定義済モジュールが含まれています。
これらのモジュールはビジネス・カタログの永続的な部分であり、削除や名前の変更はできません。Studioでは、これらの名前を使用して新規の最上位レベルのモジュールを作成することはできません。
これらの事前定義済モジュール内に新規のモジュールを作成することはできません。事前定義済モジュールに格納されているコンポーネントは合成されるため、コンポーネントの名前を変更したり、他のモジュールに移動することはできません。
図8-1 カスタム・モジュールおよび事前定義済モジュール

ビジネス・カタログでは、新規のモジュールを作成して、プロジェクト内のビジネス・オブジェクトを格納および編成できます。
モジュールは、ビジネス・カタログのルート・レベルに追加することも、別のモジュール内に追加することもできます。
ビジネス・カタログ内のカスタム・モジュールは削除できます。事前定義済モジュールは削除できません。
モジュールを削除すると、そのモジュール内のすべてのコンポーネントも削除されます。
合成タイプをカスタマイズして、わかりやすい名前に変更すると、プロセス・アナリストおよびプロセス開発者がコンポーネントの用途を理解しやすくなります。
タイプをカスタマイズする際は、カスタマイズしたタイプを格納するユーザー定義モジュールを入力する必要もあります。
合成タイプをカスタマイズして、名前を変更したり、ユーザー定義モジュールに移動することができます。
合成タイプをカスタマイズするには:
ビジネス・オブジェクトの作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
列挙を使用して、同じタイプの値からなるコレクションをモデル化できます。列挙によって、コンパイル時に特定の引数の値を確認および制限し、実行時のバグおよびエラーを回避できます。
列挙の名前を入力すると、単純式エディタの自動完了機能によって、使用可能な属性とそれらの値のリストが表示されます。このリストから、使用する属性を選択できます。
列挙を作成すると、値からなるコレクションをモデル化できます。
列挙を作成する手順は次のとおりです。
「列挙の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
新しいモジュールを作成するには、「宛先モジュール」フィールドにその名前を入力するか、「検索」ダイアログ・ボックスからそれを作成します。
使用可能なタイプは次のとおりです。
各タイプから1つの列挙のみ追加できます。
列挙エディタが表示されます。
詳細は、「列挙への属性の追加方法」を参照してください。
列挙を作成した後、モデル化しているコレクションの一部となる属性を追加し、それらに値を割り当てる必要があります。
列挙に属性を追加する手順は次のとおりです。
アイテムの作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
名前は、属性ごとに一意であり、Java予約語でなく、数字で始まり、空白も特殊文字も含まれていない必要があります。
新しい属性が列挙エディタに表示されます。
この章では、プロセス・アセット・マネージャにビジネス・アセットを格納する方法について説明します。プロセス・アセット・マネージャは、構成するアプリケーション・サーバー内で実行されます。
この章の内容は次のとおりです。
プロセス・アセット・マネージャは、BPMプロジェクトおよびOracle Business Process Architectプロジェクトの一部である様々なビジネス・アセットを管理するための統一された方法を提供します。
プロセス・アセット・マネージャを使用すると、プロジェクトで作業している様々な人の間でBPMプロジェクトを共有できます。Oracle BPM Studioを使用しているプロセス開発者は、彼らのBPMプロジェクトを、他のプロセス開発者やOracle Business Process Composerを使用しているプロセス分析者と共有できます。開発ライフ・サイクルの詳細は、「アプリケーション開発ライフサイクルの概要」を参照してください。
プロセス・アセット・マネージャからプロジェクトをチェックアウトした後、JDeveloper SVN機能が有効化されます。プロセス・アセット・マネージャを使用するか、SVNのバージョニング機能を使用するのかを選択できます。たとえば、プロセス・アセット・マネージャの保存アクションまたはSVNのコミット・アクションを使用してプロジェクトを公開できます。プロセス・アセット・マネージャからチェックアウトしたプロジェクトは、JDeveloperのSVNプロジェクトです。
プロセス・アセット・マネージャは、次のものをサポートしています。
複数のユーザーが同じプロジェクトを同時に作業できるようになります。
ビジネス・アセットに対するファイングレイン・セキュリティおよびアクセス制御を提供します。カタログにアクセスするアプリケーションによって、アプリケーションのプリンシパルに付与される適切なアクセス権が決定されます。
同じビジネス・アセットの複数のバージョンを格納します。
異なるユーザーが1つのビジネス・アセットを同時に変更した場合、プロセス・アセット・マネージャで、それらの異なるバージョン間の差分を表示し、それらの間の競合を解決し、変更をマージできます。
ビジネス・アセットを、最初のブレーンストーミングから開発およびテストへ、そして統合テストおよび最終的な本番でのデプロイメントへと完成できる柔軟なライフサイクル・モデルをサポートします。
ビジネス・アセットの詳細なレポートを、カタログおよびそれらの履歴で提供します。
ハードウェアの障害、ソフトウェアのバグおよびヒューマン・エラーの発生時に、変更内容をプロジェクトの安定したバージョンに戻すことができます。
この項では、環境の設定や、BPMプロジェクトの追加とエクスポートなど、プロセス・アセット・マネージャの一般的なユース・ケースを示します。
「プロセス・アセット・マネージャに格納されているBPMプロジェクトの変更方法」を参照してください。
プロセス・アセット・マネージャに格納されているBPMプロジェクトの使用を開始する前に、接続を構成してBPMプロジェクトをチェックアウトすることで環境を設定する必要があります。
環境をセットアップする手順は次のとおりです。
「プロセス・アセット・マネージャ接続の作成方法」を参照してください。
「プロセス・アセット・マネージャへのBPMプロジェクトの保存方法」を参照してください。
プロセス・アセット・マネージャからチェックアウトしたBPMプロジェクトを変更し、その変更内容をプロセス・アセット・マネージャに保存し、それらを他の開発者と共有できます。
プロセス・アセット・マネージャに格納されているBPMプロジェクトを変更する手順は次のとおりです。
「ローカルBPMプロジェクトの更新方法」を参照してください
「プロセス・アセット・マネージャへのBPMプロジェクトの保存方法」を参照してください。
作成してローカルに格納していたBPMプロジェクトをプロセス・アセット・マネージャに追加できます。
プロセス・アセット・マネージャにBPMプロジェクトを追加する手順は次のとおりです。
「プロセス・アセット・マネージャ接続の作成方法」を参照してください。
「プロセス・アセット・マネージャへのBPMプロジェクトの保存方法」を参照してください
プロセス・アセット・マネージャ内のBPMプロジェクトをzipファイルにエクスポートし、それをローカルに格納できます。
BPMプロジェクトをエクスポートする手順は次のとおりです。
PAMからのプロジェクトのエクスポート・ウィザードが表示されます。
次回、プロジェクトをエクスポートするときにようこそページを表示しないようにする場合、「次回にこのページを表示しない」を選択します。
「組込みファイル」ページが表示されます。このページには、エクスポート・ファイルに含まれるすべてのファイルが表示されます。
「終了済」ページが表示されます。このページには、エクスポート操作が正常に行われたかどうかが表示されます。
プロセス・アセット・マネージャでは、接続の作成、BPMプロジェクトのチェックアウトと保存、BPMプロジェクトのローカルでの更新、プロジェクトの削除、および変更履歴の表示がサポートされています。
「プロセス・アセット・マネージャ接続の作成方法」を参照してください
「プロセス・アセット・マネージャへのBPMプロジェクトの保存方法」を参照してください
「ローカルBPMプロジェクトの更新方法」を参照してください
「プロセス・アセット・マネージャからのBPMプロジェクトの削除方法」を参照してください
「変更履歴の表示方法」を参照してください
プロセス・アセット・マネージャの使用を開始する前に、プロセス・アセット・マネージャが格納されるサーバーを見つけるためのプロセス・アセット・マネージャ接続を構成する必要があります。
プロセス・アセット・マネージャ接続を作成する手順は次のとおりです。
プロセス・アセット・マネージャ・ナビゲータが、画面の左側に開きます。
プロセス・アセット・マネージャ接続の作成ウィザードが表示されます。
「接続名」ページが表示されます。
次回、プロジェクトをエクスポートするときにようこそページを表示しないようにする場合、「次回にこのページを表示しない」を選択します。
「ステータス」フィールドに、プロセス・アセット・マネージャ・サーバーへの接続が正常に行われているかどうかが表示されます。
「プロセス・アセット・マネージャ・ナビゲータ」に新しい接続が表示されます。
プロセス・アセット・マネージャから特定のバージョンのBPMプロジェクトをチェックアウトして、それをローカルに格納できます。このローカル・プロジェクトにローカルな変更を行い、それらをプロセス・アセット・マネージャにチェックインできます。
プロセス・アセット・マネージャからBPMプロジェクトをチェックアウトする手順は次のとおりです。
PAMからのプロジェクトのチェックアウト・ダイアログ・ボックスが表示されます。
プロセス・アセット・マネージャによってプロジェクトがチェックアウトされている間は、「プロジェクトのチェックアウト中」ボックスが表示されます。
選択したBPMプロジェクトはローカルの宛先に格納され、「アプリケーション」ウィンドウに表示されます。プロセス・アセット・マネージャからチェックアウトされたBPMプロジェクトには、そのプロジェクトのステータスを示すアイコンが表示され、そのステータスを表示するには、ノードの上にカーソルを移動し、ツールチップが表示されるまで待ちます。
BPMプロジェクトをプロセス・アセット・マネージャに格納すると、それを他のユーザーと共有し、同じプロジェクトに対して一緒に作業できます。この手順を使用すると、新しいBPMプロジェクトを格納したり、プロセス・アセット・マネージャにすでに格納されているBPMプロジェクトに対して行った変更を保存できます。
プロセス・アセット・マネージャにBPMプロジェクトを保存する手順は次のとおりです。
変更を保存する前に、更新を行い、発生する可能性がある競合を解決する必要が生じることもあります。
「接続の選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「PAMにプロジェクトを保存」ダイアログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスには、BPMプロジェクトのソース、およびBPMプロジェクトを格納する接続およびスペースが表示されます。
プロセス・アセット・マネージャにBPMプロジェクトが表示され、プロセス・アセット・マネージャを使用する他のユーザーが使用できるようになります。
注意:
プロジェクトがBusiness Process Composerからロックされている場合は、変更を保存できません。変更を保存するには、最初にBusiness Process Composerからのロックを解除します。
プロセス・アセット・マネージャ内のBPMプロジェクトに行った変更で、ローカルBPMプロジェクトを更新できます。
ローカルBPMプロジェクトを更新する手順は次のとおりです。
プロセス・アセット・マネージャによってローカルBPMプロジェクトが更新されている間は、「ローカル・ソースの更新中です」ダイアログが表示されます。
図9-1 「ステータスの更新」ダイアログ

プロセス・アセット・マネージャからプロジェクトを削除できます。
プロセス・アセット・マネージャからBPMプロジェクトを削除する手順は次のとおりです。
「BACからのプロジェクトの削除」ダイアログ・ボックスが表示されます。
プロセス・アセット・マネージャによってプロジェクトが削除されている間は、「プロジェクトを削除しています」ボックスが表示されます。
BPMプロジェクトがプロセス・アセット・マネージャに追加されたとき以降のその変更の履歴を表示し、それらの変更それぞれの詳細を参照できます。
変更履歴を表示する手順は次のとおりです。
「履歴」ダイアログ・ボックスが表示されます。履歴表に、そのBPMプロジェクトの履歴における各変更の日付、作成者およびコメントが表示されます。変更を選択すると、「影響を受けるコンポーネント」表に、変更されたアーティファクトおよびファイルが、選択したタブに応じて表示されます。図9-2は、BookFlightプロジェクトの「履歴」ダイアログ・ボックスを示しています。
図9-2 「履歴」ダイアログ

この章では、BPMプロジェクトでビジネス・オブジェクトを使用する方法について説明します。ビジネス・オブジェクトを使用すると、プロセス内のデータを効率的に管理でき、既存のコンポーネントを再利用できます。また、プロセスの複雑さが軽減されるため、プロセスの管理が容易になります。
この章の内容は次のとおりです。
ビジネス・オブジェクトを使用すると、オブジェクト指向パラダイムを使用して、プロセスの一部であるビジネス・エンティティをモデリングおよび開発できます。ビジネス・オブジェクトを使用すると、ビジネス・オブジェクトで表されるビジネス・エンティティに関連付けられたデータおよびビジネス動作をカプセル化することで、プロセス内のデータの管理を簡略化できます。
ビジネス・オブジェクトは、属性のセットとメソッドのセットで構成されます。属性は、モデリング対象のエンティティに関連するデータを格納します。メソッドはこれらの属性の値を操作したり、属性の値に基づいて計算を実行します。
通常、ビジネス・オブジェクトは実際のビジネスにおけるエンティティを表しますが、特定のエンティティに関連付けられていないビジネス・ロジックをカプセル化するためにビジネス・オブジェクトを使用することもできます。
通常、プロセスに多数のデータ・オブジェクトが含まれている場合、同じアイデンティティを示すデータ・オブジェクトどうしを1つのビジネス・オブジェクトにまとめることができます。たとえば、営業見積サンプルでは、次のデータを見積オブジェクト内にまとめることができます。
ビジネス・オブジェクトを使用して関連するデータのグループを管理する場合、複数のプロセス・データを、定義したビジネス・オブジェクトのタイプの単一データ・オブジェクトに置き換えて、プロセスの複雑さを大幅に軽減できます。また、他に「ビジネス・オブジェクトを使用したモデリングのメリット」で説明されているようなメリットもあります。
営業見積サンプルには、次のビジネス・エンティティがあります。
これらの各エンティティは、関連性の高いデータのセットをグループ化します。このデータは、ビジネス・オブジェクトの属性内で表現されます。属性によって、同じビジネス・エンティティを定義および説明します。これらの属性の値によって、ビジネス・オブジェクトの状態が定義されます。
BPMプロジェクト内で定義したビジネス・オブジェクトは、ビジネス・カタログ内のユーザー定義モジュールに格納されます。ビジネス・オブジェクトを開くと、そのエディタにビジネス・オブジェクトの説明およびそれを構成する属性が表示されます。
ビジネス・オブジェクトは、継承をサポートしており、それらによって定義されるデータおよび動作の再利用を可能にします。継承の詳細は、「ビジネス・オブジェクト継承の概要」および「ビジネス・オブジェクト継承の使用」を参照してください。
Oracle BPM Studioには、ビジネス・オブジェクトの構造を表示および編集するためのエディタが備わっています。エディタを使用すると、次のことができます。
図10-1では、手動で作成した見積オブジェクトをビジネス・オブジェクト・エディタで編集しています。
図10-1 ビジネス・オブジェクト・エディタ

ビジネス・オブジェクトの特性と機能は、ビジネス・オブジェクトを作成した方法によって決まります。
ビジネス・オブジェクトの作成方法を次に示します。
ビジネス・オブジェクトを使用してプロセス内のデータを管理すると、次のようなメリットがあります。
ビジネス・オブジェクトをBPMプロジェクトに追加して、プロジェクト内のプロセスに関連するデータを格納できます。追加したビジネス・オブジェクトは、ビジネス・カタログに格納されます。
ビジネス・カタログの詳細は、「ビジネス・カタログの使用」を参照してください。
ビジネス・オブジェクトの開発時には、ビジネス・オブジェクトを変更、名前変更または削除できます。また、ビジネス・オブジェクトの機能がわかるドキュメントや、その使用方法を説明するドキュメントを追加することもできます。
ビジネス・オブジェクトをビジネス・カタログに追加して、BPMNプロセスにデータを格納するためのビジネス・エンティティをモデリングできます。
ビジネス・オブジェクトを追加するには:
注意:
同じモジュール内で1つの名前を繰り返すことはできません。ただし、別のモジュール内のビジネス・オブジェクトに同じ名前を割り当てることはできます。
ビジネス・オブジェクトがビジネス・カタログ内に生成されます。このビジネス・オブジェクトを使用して、BPMNプロセス内に次の要素のタイプを定義できます。
既存のビジネス・オブジェクトは、次の方法で変更できます。
「ビジネス・オブジェクト属性を追加する方法」を参照してください
「ビジネス・オブジェクト属性の削除方法」を参照してください
「ビジネス・オブジェクト・メソッドの追加方法」を参照してください
「ビジネス・オブジェクト・メソッドの削除方法」を参照してください
「ビジネス・オブジェクト属性をドキュメント化する方法」を参照してください
「ビジネス・オブジェクト・メソッドをドキュメント化する方法」を参照してください
使用しないビジネス・オブジェクトや不要なビジネス・オブジェクトは削除できます。削除したビジネス・オブジェクトを使用するフロー・オブジェクトまたはデータ・アソシエーションがプロジェクトに含まれる場合は、手動でそれらを削除する必要があります。
ビジネス・オブジェクトを削除するには:
確認メッセージが表示されます。
Oracle BPM Studioによって、ビジネス・オブジェクトがビジネス・カタログから削除されます。削除したビジネス・オブジェクトを使用しているフロー・オブジェクトがプロセス内にある場合、これらの参照を手動で削除する必要があります。
ビジネス・オブジェクトの機能やデータ構造が他のプロセス開発者にわかるように、ドキュメントをビジネス・オブジェクトに追加できます。
ビジネス・オブジェクトをドキュメント化するには:
ドキュメントを作成および編集する方法の詳細は、「ドキュメント・エディタの概要」を参照してください
ビジネス・オブジェクトには、プロセスに関連するデータが格納されます。このデータ・オブジェクト内の情報は、プロセス内のいずれのアクティビティからでも更新できます。
プロジェクト内でビジネス・オブジェクトを使用するには、データ・オブジェクトをプロセスに追加し、そのタイプを作成済のビジネス・オブジェクトに設定します。
ビジネス・オブジェクトを使用してデータ・オブジェクトのタイプを定義する複合データ・オブジェクトをプロセス内に作成できます。
プロセス内でビジネス・オブジェクトを使用するには:
プロセス・データ・オブジェクトを追加する方法の詳細は、「プロセス・データ・オブジェクトを追加する方法」を参照してください。
注意:
データ・オブジェクトのタイプを選択する際は、「その他のタイプを参照します。」ボタンを使用して、完全なタイプ・リストを表示します。次に「<Component>」を選択して、使用可能なビジネス・オブジェクトのリストを表示します。
ビジネス・オブジェクトはXMLスキーマ要素または複合タイプに基づいて作成できます。ビジネス・オブジェクトの作成に使用するXMLスキーマ要素または複合タイプは、BPMプロジェクトの一部である必要があります。
要素を含むXMLスキーマや複合タイプはプロジェクトに追加できます。あるいは、WSDLファイル内にインラインで定義されているタイプを使用することもできます。後者の場合、Webサービス・タイプのSOAアダプタを追加することにより、WSDLファイルをプロジェクトに追加する必要があります。
ビジネス・オブジェクトはXSDスキーマに基づいており、ビジネス・オブジェクト要素はそれらのXSD定義に基づいて初期化されます。デフォルトのデータ値は、データ・オブジェクトを処理するためにのみ適用でき、ビジネス・オブジェクトのためには適用できません。デフォルトのデータ値をビジネス・オブジェクトに対して適用した場合、スキーマ定義は履行されません。
XMLスキーマ要素を使用してビジネス・オブジェクトを作成すると、選択した要素が結果のビジネス・オブジェクトの属性になります。
XMLスキーマ要素を使用してビジネス・オブジェクトを作成すると、選択した要素が結果のビジネス・オブジェクトの属性になります。
WSDLファイルに含まれるスキーマに基づいてビジネス・オブジェクトを作成した場合、結果のビジネス・オブジェクトを別のビジネス・オブジェクトの属性のタイプとして使用することはできません。
この手順を実行する前に、ビジネス・カタログにビジネス・オブジェクトのベースとして使用するXMLスキーマが含まれていることを確認してください。
XMLスキーマまたは複合タイプに基づいてビジネス・オブジェクトを追加するには:
「ビジネス・オブジェクトの作成」ダイアログが表示されます。
ビジネス・オブジェクトを変更したり、ビジネス・オブジェクトに属性を追加することはできません。ビジネス・オブジェクトの構造は、XMLスキーマ要素またはタイプの構造に基づいています。
「ビジネス・オブジェクトの作成」ダイアログ・ボックスから、XMLスキーマをプロジェクトに追加できます。
XMLスキーマをBPMプロジェクトに追加するには:
「タイプ・チューザ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「スキーマ・ファイルのインポート」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「SOAリソース・ブラウザ」が表示されます。
XMLスキーマに他のタイプへの参照が含まれている場合、そのインポートを確認するためのダイアログ・ボックスが表示されます。
「リソースの参照」ダイアログ・ボックスが閉じ、「タイプ・チューザ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
属性は、ビジネス・オブジェクトを定義および説明するデータを格納します。ビジネス・オブジェクトにおける属性は、オブジェクト指向におけるインスタンス変数に相当するものです。
営業見積サンプルでは、見積オブジェクト内に次の属性があります。
これらの属性は製品を説明するもので、プロセスに関連しています。IDまたはSKUは、選択された製品を識別する役割を持ちます。説明はユーザーに製品の用途を示すために使用されます。価格は製品価格を顧客に示し、以降のプロセスで合計金額を計算するために使用されます。
属性を定義する際には、次の項目を指定する必要があります。
さらに、次の項目も定義できます。
次の表に、ビジネス・オブジェクトの属性でサポートされるデータ型を示します。
表10-1 サポートされるデータ型
| データ型 | 説明 |
|---|---|
文字列 | 英数字の値 |
整数 | 整数 |
ブール | trueまたはfalseの値 |
倍精度浮動小数点 | 倍精度浮動小数点数値 |
小数 | 定義済精度の小数部分 |
日時 | 時間のユニット。日付と時刻を格納します |
ロング | ロング数値 |
期間 | 時間間隔 |
base64Binary | バイナリ値(例: イメージ、ファイル) |
浮動小数 | 浮動小数数値 |
バイト | 8ビット符号付き2の補数の整数 |
ショート | 16ビット符号付き2の補数の整数 |
日付 | 時間のユニット。日付のみを格納します |
時間 | 時間のユニット。時間のみを格納します |
配列 | 指定されたデータ型の要素の集まり |
複合タイプ | その他のビジネス・オブジェクト |
ビジネス・オブジェクトをモデリングするには、その属性を追加する必要があります。これらの属性は、プロセスに関連するデータを格納します。
属性は必要に応じて追加、変更および削除できます。また、格納されているデータの説明とビジネス・オブジェクトのユーザーに必要な情報が記載されたドキュメントに、これらを追加することもできます。
初めから作成したビジネス・オブジェクトをモデリングするには、属性を追加する必要があります。
既存のビジネス・オブジェクトに属性を追加するには:
注意:
前述した手順の他に、「属性」セクションでビジネス・オブジェクトを編集して「追加」ボタンをクリックする方法もあります。
注意:
次の予約語は、属性名には使用できません。
abstract、any、as, assert、boolean、break、byte、case、catch、char、class、const、continue、def、default、do、double、else、enum、extends、false、final、finally、float、for、goto、if、implements、import、instanceof、int、interface、long、native、new、null、package、private、protected、public、return、short、static、strictfp、super、switch、synchronized、this、threadsafe、throw、throws、transient、true、try、void、volatile、while
注意:
配列型を使用するには、「その他のタイプを参照します。」ボタンをクリックし、配列の型を選択し、「配列」チェック・ボックスを選択します。
プロジェクトに役立たなくなったビジネス・オブジェクトは削除できます。
既存のBPMオブジェクトから属性を削除するには:
確認メッセージが表示されます。
ビジネス・オブジェクトの機能が他のプロセス開発者にわかるように、ドキュメントをビジネス・オブジェクト属性に追加できます。
ビジネス・オブジェクト属性をドキュメント化するには:
「ドキュメント」ダイアログが表示されます。
ドキュメントを作成および編集する方法の詳細は、「ドキュメント・エディタの概要」を参照してください
ビジネス・オブジェクトには、それに含まれているデータを操作および処理を実行するメソッドを含めることができます。これらのメソッドは、そのビジネス・オブジェクトの動作を表します。
属性は必要に応じて追加、変更および削除できます。また、実行する操作の説明とビジネス・オブジェクトのユーザーに必要な情報が記載されたドキュメントに、これらを追加することもできます。
ビジネス・オブジェクトのデータに基づいて操作および処理を実行するビジネス・オブジェクト・メソッドを定義できます。
ビジネス・オブジェクト・メソッドを追加する手順は次のとおりです。
「メソッド」ダイアログ・ボックスが表示されます。
新しいメソッドが「メソッド」セクションに表示されます。
BPMスクリプトの詳細は、「BPMスクリプトの記述」を参照してください。
ビジネス・オブジェクト・メソッドのシグネチャは、名前または戻り型を変更するか、入力引数を変更することで変更できます。
ビジネス・オブジェクト・メソッドのシグネチャを変更する手順は次のとおりです。
「シグネチャの変更」ダイアログ・ボックスが表示されます。
使用しなくなったビジネス・オブジェクト・メソッドは削除できます。
ビジネス・オブジェクト・メソッドを削除する手順は次のとおりです。
ビジネス・オブジェク・メソッドの機能が他のプロセス開発者にわかるように、ドキュメントをそれに追加できます。
ビジネス・オブジェクト属性をドキュメント化するには:
「ドキュメント」ダイアログが表示されます。
ドキュメントを作成および編集する方法の詳細は、「ドキュメント・エディタの概要」を参照してください
ビジネス・オブジェクトをファイルにエクスポートしてからインポートすることで、異なるプロジェクト間でそれらを共有できます。
単一のビジネス・オブジェクトまたは複数のビジネス・オブジェクトのエクスポートを選択できます。複数のビジネス・オブジェクトをエクスポートするときは、例外もエクスポートできます。エクスポートしたビジネス・オブジェクトを含むファイルには、.bob拡張子が付きます。ビジネス・オブジェクトが他のビジネス・オブジェクトに依存している場合は、これらの依存関係もエクスポート・ファイルに含められます。
このエクスポート・ファイルから他の任意のプロジェクトに、ビジネス・オブジェクトをインポートできます。ビジネス・オブジェクトをインポートするときに、Studioでは、それが格納されていたモジュールが存在しない場合はそのモジュールもインポートされます。
ビジネス・オブジェクトをエクスポートして、他の開発者と共有できます。
ビジネス・オブジェクトをエクスポートするには:
「オブジェクト・ファイルの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
エクスポートしたビジネス・オブジェクト・ファイルが、選択したディレクトリに格納されます。
継承によって1つのビジネス・オブジェクトで定義されているデータおよび動作を再利用できます。これにより、重複するデータ構造およびスクリプトが回避され、保守が簡単になり、エラーが発生しにくくなります。
継承を使用するには、ビジネス・オブジェクトを、再利用する属性およびメソッドを定義する別のビジネス・オブジェクトの子として作成します。後者を親オブジェクトと呼びます。
子オブジェクトには、それによって定義されているかのように、親オブジェクトの属性およびメソッドへのアクセス権があります。
会社の給与計算を管理するビジネス・プロセスでは、ビジネス・オブジェクトEmployeeを定義し、Employeeのデータおよびメソッドを継承してそれらのいくつかを再定義する子ビジネス・オブジェクトManagerを定義します。
子ビジネス・オブジェクトは、親オブジェクトで定義されているメソッドを再定義し、それらにその子ビジネス・オブジェクト固有の異なる動作を割り当てることができます。再定義されたメソッドの入力引数および戻りパラメータは、親オブジェクトのメソッドのものと一致する必要があります。
子ビジネス・オブジェクトは、親ビジネス・オブジェクトのサブタイプです。つまり、親ビジネス・オブジェクトの型を使用してデータ・オブジェクトを定義し、それに子ビジネス・オブジェクトのインスタンスを割り当てることができます。これを行う場合、親ビジネス・オブジェクトで定義されている属性およびメソッドにのみアクセス権を持つようになります。ただし、子ビジネス・オブジェクトで再定義されたメソッドは、それらが子オブジェクトで定義されたように動作します。
ビジネス・オブジェクト継承を使用してデータおよびメソッドを再利用すると、コードの重複を回避し、保守を容易にすることができます。
この項では、子ビジネス・オブジェクトの作成方法と、オブジェクトを抽象としてマークする方法について説明します。
子ビジネス・オブジェクトを作成すると、ビジネス・オブジェクトで定義されている属性およびメソッドを再利用できます。
子ビジネス・オブジェクトを作成する手順は次のとおりです。
ビジネス・オブジェクトの作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
子ビジネス・オブジェクトが表示されたビジネス・オブジェクト・エディタが開きます。どれが親フィールドであるのかを示す親フィールドがあることに注意してください。
注意:
既存のビジネス・オブジェクトに対してその親オブジェクトを選択することで、子オブジェクトを定義することもできます。
この章では、ビジネス・カタログでのヒューマン・タスクの表示および処理方法について説明します。また、更新タスクを使用したユーザー・タスクの更新方法についても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
ヒューマン・タスクの作成、編集および構成方法の詳細は、「Oracle BPMでのヒューマン・タスクの設計」を参照してください。
ヒューマン・タスクは、エンド・ユーザーによって実行される対話型手順であり、ユーザー・タスクの実装に使用されます。ヒューマン・タスクには、エスカレーション、通知およびリマインダを定義するペイロード(ヒューマン・タスクに関連付けられたデータ)、フォームおよびポリシーが含まれています。
ユーザー・タスクを実装する際、ヒューマン・タスクを定義する必要があります。既存のヒューマン・タスクを使用するか、新しいヒューマン・タスクを定義できます。
プロジェクトにヒューマン・タスクが含まれている場合、ビジネス・カタログのHumanTasks事前定義済モジュールに自動的に表示されます。
新規のヒューマン・タスクをプロジェクトに追加するには、次の方法があります。
ビジネス・カタログでヒューマン・タスク・コンポーネントをダブルクリックすると、Oracle BPM StudioによりSOAヒューマン・タスク・エディタが開かれます。このエディタを使用してヒューマン・タスクを編集できます。
図11-1は、営業見積サンプルのヒューマン・タスク・コンポーネントを示しています。
図11-1 ビジネス・カタログ内のヒューマン・タスク・コンポーネント

ヒューマン・タスクの参加者は、BPMNプロセスのスイムレーンを使用するか、プロセス・データに基づいた評価および式によって動的に定義できます。ヒューマン・タスクに使用されるワークフロー・パターンによって、参加者の数が定義されます。ワークフロー・パターンの詳細は、「Oracle BPMでのヒューマン・タスク・パターンの使用」を参照してください。
実行時に、トークンがユーザー・タスクに到達すると、制御がBPMNプロセスからOracle Human Workflowに渡されます。両方ともOracle BPMランタイムの一部ですが、ヒューマン・タスクが完了するまで、制御はBPMNプロセスに戻されません。
ワークフローが完了すると、制御はBPMNプロセスに渡され、必要なデータ・オブジェクトがユーザー・タスクに戻されて、トークンはプロセスの次のシーケンス・フローに移動します。
ただし、ヒューマン・タスクはBPMNプロセスから独立しています。ユーザー・タスクの実行中にBPMNプロセスを終了した場合でも、関連するヒューマン・タスクの実行は独立して続行されます。詳細は、「SOAコンポジットとSOAコンポーネント間の関係の理解」を参照してください。
ヒューマン・タスクが完了する前にプロセス・インスタンスがユーザー・タスクを離れても、そのヒューマン・タスクの実行は続行され、このタスクへのアクセスは依然として可能です。これは、ヒューマン・タスクがBPMNプロセスから独立しているためです。プロセス・インスタンスが対応するユーザー・タスクを離れた後に、ヒューマン・タスクに変更を行った場合、その変更は監査証跡には現れません。
注意:
BPMでヒューマン・タスクを定義すると、コールバックが暗黙的に定義されます。
ヒューマン・タスク・パターンを使用すると、ヒューマン・タスクの作成に事前定義済のフローを使用できます。これらの事前定義済のパターンには、すべてのビジネス・プロセスに共通の標準プロセス・フローが含まれています。
Oracle BPMでは、次のヒューマン・タスク・パターンをサポートしています。
パターンを使用するヒューマン・タスクを追加するには、コンポーネント・パレットの対話型アクティビティ・セクションで特定のユーザー・タスクを選択するか、または一般的なユーザー・タスクを追加し、ヒューマン・タスクの作成時に、使用するパターンを選択できます。
ヒューマン・タスク・パターンの詳細は、「承認管理の使用」を参照してください。
更新タスクを使用すると、プロセス内の特定のユーザー・タスクの特定のプロパティを更新できます。特定のユーザー・タスク、すべてのユーザー・タスクを更新するか、またはユーザー・タスクのIDを動的に生成し、式を使用して更新するかを選択できます。更新タスクにタスクIDまたはコンテキストを指定する必要はありません。
ユーザー・タスクを使用すると、プロセスのステータスまたはプロセス・インスタンスが使用する様々なパスに基づいて更新操作を実行できます。更新タスクを使用すると、ビジネス・プロセスの更新シーケンスをモデリングできるため、プロセス・フローが理解しやすくなります。
更新できるのは、アクティブなユーザー・タスクのみです。完了済のユーザー・タスクや、まだ開始されていないユーザー・タスクは、更新タスクを使用して更新することはできません。
更新タスクを使用すると、ユーザー・タスクの実装に使用されるヒューマン・タスクのいくつかのプロパティ値を変更できます。様々な操作に含まれるプロパティの詳細は、「Oracle BPM Studioによるヒューマン・タスクの作成」を参照してください。
更新タスクがサポートする操作は次のとおりです。
更新タスクを使用して、ビジネス・プロセスからユーザー・タスクの様々なパラメータを更新できます。
更新タスクを使用してユーザー・タスクを更新するには:
更新タスクを構成すると、指定したユーザー・タスクで様々な操作を実行できます。
更新タスクを構成するには:
使用可能なオプションは次のとおりです。
使用可能な操作の詳細は、「更新タスク操作」を参照してください。
この章では、Oracle BPMで使用できる様々なサービスおよび参照コンポーネントについて説明します。これらのコンポーネントがどのようにビジネス・カタログで使用され、ビジネス・カタログ内のコンポーネントが、これらのサービスおよび参照を定義するSOAコンポジットとどのような関係があるかを説明します。また、これらのコンポーネントを、理解しやすく、ビジネス・アナリスト向けにカスタマイズする方法を説明します。
この章の内容は次のとおりです。
サービス・タスク、送信タスク、受信タスクなどの一部のフロー・オブジェクトは、実装する際にサービスまたは参照を定義する必要があります。BPMNエディタを使用してサービス・インタフェースを定義するか、ビジネス・カタログの既存のインタフェースを使用できます。
ビジネス・カタログには、SOAコンポジットで使用されるサービス、コンポーネントおよび参照が表示されます。新規コンポーネントをコンポジットの「公開されたサービス」または「外部参照」領域に追加すると、ビジネス・カタログの対応する事前定義済モジュールに自動的に表示されます。
次のSOAコンポーネントは、ビジネス・カタログでサービスまたは参照として表示されます。
注意:
サービス・タスク、メッセージ・イベントまたは送受信タスクを実装するWebサービスを定義する場合は、それに含まれる操作が、WSDLで定義されるXMLタイプの引数を定義していないことを確認します。Webサービスの操作の引数は、XSDファイルで定義されるプリミティブ・タイプである必要があります。
サービスは、BPMNプロセスで特定のアクティビティおよびイベントを実装するために使用できるコンポーネントです。
「サービス」事前定義済モジュールには、SOAコンポジットでサービス・ハンドルを表示するコンポーネントが格納されます。
サービスを使用して、次のフロー・オブジェクトを実装できます。
参照は、BPMNプロセスのインタフェースの定義に使用できるインタフェースです。
「参照」事前定義済モジュールには、SOAコンポジットで参照ハンドルを表示するコンポーネントが格納されます。
参照を使用して、次のフロー・オブジェクトを使用したプロセス・インタフェースを定義できます。
サービスが非同期サービスでコールバック・インタフェースが含まれている場合、ビジネス・カタログのコンポーネントにはコールバック内部コンポーネントが含まれています。コールバック内部コンポーネントは、サービス内のすべてのコールバック操作をグループ化したものです。
ビジネス・カタログでサービス・コンポーネントを選択した後、「構造」ウィンドウにコールバック・コンポーネントの操作のリストを表示できます。
サービスのみからのコールバックを待機するように構成されたメッセージ・イベントおよび受信タスクを実装すると、対応するサービスのコールバック内部コンポーネントからの操作を選択できるようになります。
図12-1に、ビジネス・カタログでコールバック・インタフェースを使用するサービスを示します。
図12-1 コールバック・インタフェースを使用したサービス

サービス・アダプタを使用すると、他のアプリケーションおよび外部サービスとの統合が可能になります。Oracle BPMは、サービス・アダプタの使用をサポートすることにより、BPMNプロセスを外部アプリケーション、レガシー・アプリケーションおよび外部サービス(FTPまたはデータベースなど)と統合できます。
Oracle BPMは、次のテクノロジのサービス・アダプタをサポートしています。
サービス・アダプタの詳細な説明は、次を参照してください。
SOAサービス・アダプタをBPMプロジェクトのSOAコンポジットに追加すると、サービス・アダプタが自動的にビジネス・カタログに表示されます。ビジネス・カタログは、SOAサービス・アダプタを追加したSOAコンポジットのスイムレーンにより、SOAサービス・アダプタを別々のモジュールに格納します。
サービス・アダプタの性質により、SOAコンポジットではコンポーネントを様々なスイムレーンに追加することが可能です。たとえば、読取り操作を含むファイル・アダプタは、「公開されたサービス」スイムレーニンに追加する必要がありますが、ファイル・アダプタに書込み操作が含まれる場合、「外部参照」スイムレーンに追加する必要があります。
図12-2に、読取り操作のファイル・アダプタおよび書込み操作のファイル・アダプタが含まれるSOAコンポジットを示します。書込み操作が含まれるファイル・アダプタはビジネス・カタログの「サービス」事前定義済モジュールの下に表示され、書込み操作が含まれるファイル・アダプタは「参照」事前定義済モジュールの下に表示されます。
図12-2 Oracle BPMのアダプタ・サービス

ビジネス・カタログは、サービス・アダプタを 「サービス」 または 「参照」 事前定義済モジュール内の 「外部」 モジュールの下に格納します。サービス・アダプタはノードとして表されます。「アプリケーション」ウィンドウでサービス・アダプタを選択すると、そこに含まれている操作が「構造」ウィンドウに表示されます。サービス・アダプタが非同期として構成されている場合、「構造」ウィンドウにはコールバック内部オブジェクトも表示されます。
注意:
出力引数を戻さないサービス・アダプタの操作は、出力引数として要素の構造Emptyを定義する場合があります。この要素の構造は、サービス・アダプタを使用するフロー・オブジェクトのデータ・アソシエーションに表示されます。出力データ・アソシエーションの定義はオプションで、この要素の構造のマッピングを提供する場合は必須ではありません。
Oracleメディエータは、コンポジット・アプリケーション内のコンポーネント間の通信を促進します。これらのコンポーネントにはBPMNプロセスが含まれます。
次のような状況で、BPMプロジェクトにメディエータを使用できます。
図12-3 ビジネス・カタログ内のメディエータ・コンポーネント

図12-4に、メディエータを介してBPMNプロセスを起動するBPELプロセスを示します。メディエータのサービス・ハンドルがBPELプロセスに接続し、参照ハンドルがBPMNプロセスに接続します。
図12-4 メディエータを使用してBPMNプロセスを起動するBPELプロセス

メディエータ・サービス
メディエータをSOAコンポジットに追加すると、ビジネス・カタログにより、メディエータ・サービスが生成されます。
このコンポーネントは、メディエータ・サービスを表します。メディエータと通信するために起動する操作が含まれます。このサービスで定義されている操作は、操作のタイプにより、サービス・タスク、メッセージ・イベント、または送信および受信タスクを使用して起動できます。
ビジネス・カタログは、メディエータ・サービスを、 「サービス」 事前定義済モジュール内にあるメディエータ・モジュールに格納します。各メディエータ・サービス・コンポーネントに対し、個別のモジュールが作成されます。このモジュールの名前は、コンポーネントの名前です。
図12-3のアイテム1は、SOAコンポジットに示されたメディエータ・コンポーネントの公開されたサービスMediator_epを示しています。
メディエータ・インタフェース
メディエータの作成時にSOAバインディング・オプションを選択すると、Oracle JDeveloperはサービス・インタフェースを作成します。このインタフェースは、SOAコンポジットの外側からメディエータにアクセスする際に使用できる操作の署名を定義します。BPMNプロセスがこのインタフェースを使用し、BPMNおよびメディエータが同じインタフェースを持つよう、構成できます。
ビジネス・カタログは、 「参照」 事前定義済モジュールにある 「外部」 モジュール内にサービス・インタフェースを格納します。
図12-3のアイテム1は、SOAコンポジットに示されたメディエータ・コンポーネントの公開されたサービス・インタフェース・コンポーネントMediator_epを示しています。
プロセス・インタフェースを定義するためにインタフェースを使用する方法は、「ビジネス・カタログのインタフェースを持つメッセージ・イベントを使用したプロセス・インタフェースの定義」および「ビジネス・カタログのインタフェースを持つ送信および受信タスクを使用したプロセス・インタフェースの定義」を参照してください。
参照インタフェース
SOAコンポジットは、メディエータが採用する各コンポーネントについて、インタフェースを示します。
ビジネス・カタログは、サービス・インタフェースを、 「参照」 事前定義済モジュール内にあるメディエータ・モジュールに格納します。各メディエータ・サービス・コンポーネントに対し、個別のモジュールが作成されます。このモジュールの名前は、コンポーネントの名前です。
図12-3のアイテム3は、SOAコンポジットに示されたメディエータ・コンポーネントの参照インタフェース・コンポーネントProcessServiceを示しています。
SOAメディエータの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のOracle Mediatorのサービス・コンポーネントの使用方法の部を参照してください。
BPELプロセスを使用すると、BPMNと異なる標準を使用してビジネス・プロセスをモデリングできます。プロセスの性質によっては、特定のテクノロジで実装する方が容易な場合があります。Oracle BPMを使用すると、プロジェクト内でBPELおよびBPMNプロセスを統合し、両方の標準の利点を活用できます。
図12-5に、複数のBPELプロセスが含まれているSOAコンポジットと、それがどのようにビジネス・カタログに表示されるかを示します。
図12-5 ビジネス・カタログ内のBPELプロセス・コンポーネント

BPELサービス・コンポーネント
BPELプロセスをSOAコンポジットに追加すると、BPELサービス・コンポーネントがビジネス・カタログに表示されます。
このコンポーネントは、BPELプロセス・サービスを表します。このコンポーネントを使用して、BPELプロセスが同期または非同期プロセスであるかにより、サービス・タスク、メッセージ・イベント、または送信および受信タスクを実装できます。
図12-5に、BPELプロセスおよび対応する公開されたサービス・インタフェースがビジネス・カタログにどのように表示されるかを示します。
ビジネス・カタログは、BPELプロセス・サービスを、 サービス 事前定義済モジュール内にある BPEL モジュールに表示しています。各BPELプロセス・サービス・コンポーネントに対し、個別のモジュールが作成されます。このモジュールの名前は、BPELプロセスの名前です。
Oracle BPMはBPELプロセスをサービスとして扱います。他のタイプのサービスとBPELプロセスを区別しません。
BPMNプロセスから同期および非同期サービスを起動する方法は、「他のBPMNプロセスおよびサービスとの通信の概要」を参照してください。
公開されたインタフェース
BPELプロセスの作成時にSOAバインディング・オプションを選択した場合、ビジネス・カタログに公開されたインタフェースが表示されます。
このインタフェースを使用すると、外部コンポーネントによってBPELプロセスを起動できます。BPELプロセスに置き換わるBPMNプロセスを設計している場合、このインタフェースを使用してBPMNプロセスを定義すると、確実に置換できます。
プロセス・インタフェースを定義するためにインタフェースを使用する方法は、「ビジネス・カタログのインタフェースを持つメッセージ・イベントを使用したプロセス・インタフェースの定義」および「ビジネス・カタログのインタフェースを持つ送信および受信タスクを使用したプロセス・インタフェースの定義」を参照してください。
BPELプロセスの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のBPELプロセス・サービス・コンポーネントの使用方法に関する項を参照してください。
サービス・タスク、メッセージ・イベントおよび送受信タスクでは、実装する際にサービスを定義する必要があります。
次のフロー・オブジェクトは、実装の際にサービスを定義する必要があります。
サービス・タスクは、同期サービスの起動を可能にします。サービス・タスクを実装するには、実装プロパティで同期サービスを指定する必要があります。サービス・タスクを使用して同期サービスを起動する方法は、「サービス・タスクを使用した、サービスおよびBPMNプロセスの同期操作の起動」を参照してください。
メッセージ・イベントは、非同期サービスの起動を可能にします。メッセージ・イベントを実装するには、実装プロパティで非同期サービスを指定する必要があります。メッセージ・イベントを使用して非同期サービスを起動する方法は、「メッセージ・イベントを使用した、非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」を参照してください。
送信および受信タスクは、非同期サービスの起動を可能にします。送信タスクまたは受信タスクを実装するには、実装プロパティで非同期サービスを指定する必要があります。サービス・タスクを使用して同期サービスを起動する方法は、「送信および受信タスクを使用した、非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」を参照してください。
メッセージ・イベントおよび受信タスク・フロー・オブジェクトを使用すると、ビジネス・カタログの参照コンポーネントを使用してインタフェースを定義できます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して、メッセージ・イベントを使用するプロセス・インタフェースを定義する方法は、「ビジネス・カタログのインタフェースを持つメッセージ・イベントを使用したプロセス・インタフェースの定義」を参照してください。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して、受信タスクを使用するプロセス・インタフェースを定義する方法は、「ビジネス・カタログのインタフェースを持つ送信および受信タスクを使用したプロセス・インタフェースの定義」を参照してください。
プロセスで使用される一部のサービスや参照のインタフェースは、複雑であったり、用途が明確でない名前を使用している場合があります。これらのインタフェースは、プロセス・アナリストには不向きです。これらのサービスおよび参照をカスタマイズして複雑さを隠し、ビジネス・アナリストが使いやすくすることができます。また、サービスまたは参照をカスタマイズすることにより、他のプロセス開発者にも理解しやすくすることができます。
サービスまたは参照をカスタマイズすると、次のことが可能になります。
サービスまたは参照をカスタマイズすると、格納されている事前定義済モジュールにこのサービスまたは参照が表示されなくなり、Oracle BPM Studioはその使用をカスタマイズ後のコンポーネントで置き換えます。
カスタマイズ済サービスまたは参照を削除しても、SOAコンポジットから削除しない限り、対応する事前定義済モジュールにこのサービスまたは参照がまた表示されるようになります。
注意:
元のサービスまたは参照を削除する場合、Oracle BPM Studioはカスタマイズされたサービスまたは参照を削除しません。カスタマイズしたサービスまたは参照を手動で削除するか、削除したものと同じ名前で新しいサービスまたは参照を作成する必要があります。
サービスまたは参照をカスタマイズすることにより、ビジネス・アナリストにとって使いやすくし、プロセス開発者にも理解しやすくできます。
サービスまたは参照をカスタマイズするには:
「アダプタ・サービスのカスタマイズ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
操作をカスタマイズする方法は、「操作のカスタマイズ手順」を参照してください。
この章では、Oracle BPMでビジネス・ルール・タスクを実装する方法を説明します。SOAビジネス・ルール・エディタを使用して作成された既存のビジネス・ルール・コンポーネントを使用するか、Oracle BPM Studio付属の簡易インタフェースを使用して新規のビジネス・ルールを作成できます。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Business Rulesの詳細は、『Oracle Business Process Managementによるビジネス・ルールの設計』を参照してください。
ビジネス・ルール・タスクを実装する際、ビジネス・ルールを定義する必要があります。既存のビジネス・ルールを使用するか、新しいビジネス・ルールを定義できます。
プロジェクトにビジネス・ルールが含まれている場合、ビジネス・カタログに自動的に表示されます。
新しいビジネス・ルールをビジネス・カタログに追加するには、次の方法があります。
ビジネス・カタログでは、プロジェクトのビジネス・ルールは事前定義済モジュール 「ルール」 内に表示されます。各ルールは、ビジネス・ルール・ディクショナリのパッケージの名前の付いたモジュール内に格納されます。
ビジネス・カタログでビジネス・ルール・コンポーネントをダブルクリックすると、Oracle BPM StudioによりSOAビジネス・ルール・エディタが開かれます。このエディタを使用してビジネス・ルールを編集できます。
図13-1は、営業見積サンプルのビジネス・ルール・コンポーネントを示しています。
図13-1 ビジネス・カタログ内のビジネス・ルール・コンポーネント

ビジネス・ルールを使用すると、定義したルールのグループに基づいてプロセスのフローを決定できます。
ビジネス・ルール・タスクにより、次のものを関連付けできます。
トークンがビジネス・ルール・タスクに到達すると、ビジネス・ルール・タスクのデータ・アソシエーションで定義されている入力引数を使用して、BPMNサービス・エンジンがOracle Business Rulesエンジンを起動します。ビジネス・ルール・エンジンは定義されたルールを評価し、結果が含まれている出力を返します。BPMNサービス・エンジンは、ビジネス・ルール・タスクに定義されたデータ・アソシエーションを使用して、ビジネス・ルール・エンジンからの出力をプロセスのデータ・オブジェクトにマッピングします。
ビジネス・ルール・タスクの後、ビジネス・ルール・タスクの実行結果が含まれているデータ・オブジェクト値に基づいてプロセスのフローを決定する排他ゲートウェイを追加できます。
営業見積サンプルでは、次のように、ビジネス・ルール・タスクが各営業見積の承認フローを決定します。
図13-2は、営業見積サンプルのビジネス・ルール・タスクを示しています。
図13-2 営業見積サンプル内のビジネス・ルール・タスク

既存のビジネス・ルールをビジネス・ルール・タスクに割り当てられます。ビジネス・ルール・ウィザードを使用して作成したビジネス・ルール、またはBPMプロジェクトのベースとして使用したSOAプロジェクトに存在するビジネス・ルールを使用して、ビジネス・ルール・タスクを実装できます。
プロジェクトに含まれるすべてのビジネス・ルール・コンポーネントは、ビジネス・カタログの「ルール」事前定義済モジュールに表示されます。また、SOAコンポジットにも表示されます。ビジネス・ルール・コンポーネントを使用するビジネス・ルール・タスクがBPMNプロセスに含まれる場合、SOAコンポジットでそれらの間にワイヤが表示されます。
既存のビジネス・ルールを再利用し、ビジネス・ルール・タスクをBPMNプロセスに実装できます。
既存のビジネス・ルールをビジネス・ルール・タスクに割り当てるには:
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、「ビジネス・ルール」フィールドに選択したビジネス・ルールが表示されます。
ビジネス・ルール・タスク・プロパティ・ダイアログ・ボックスが閉じ、ビジネス・ルール・タスクについて選択した実装が保存されます。
Oracle BPM Studio付属の簡易インタフェースを使用してビジネス・ルールを作成できます。このインタフェースには、ビジネス・ルール・タスクの構成ダイアログ・ボックスからアクセスできます。
簡易ビジネス・ルール作成インタフェースでは、1つのデシジョン関数を使用するビジネス・ルールを作成できます。ビジネス・ルール作成の際、次のプロパティを構成できます。
Oracle BPM Studioは、この名前を使用してビジネス・ルール・コンポーネントを作成します。
Oracle BPM Studioが自動的にビジネス・ルール・コンポーネントに追加するデフォルトのデシジョン関数の入力および出力パラメータを指定します。
Oracle BPM Studioは、これらのパラメータを使用してビジネス・ルール・タスクのデータ・アソシエーションを作成します。デシジョン関数のパラメータは、単純タイプまたはXMLスキーマに基づいて作成された複合データ・オブジェクトである必要があります。XMLスキーマは、1つの要素のみを含む必要があります。WSDLからのタイプは使用しないでください。
ルール・ディクショナリが所属するJavaパッケージを指定します。たとえば、com.exampleなどです。
Oracle BPM Studioは、作成したビジネス・ルールのデフォルト・デシジョン関数を追加する際にこの名前を使用します。
簡易インタフェースでビジネス・ルールを作成した後、Oracle SOA Suiteに含まれているエディタを使用して編集できます。
Oracle BPM Studioで、ビジネス・ルール・タスクの実装プロパティ・ダイアログ・ボックスからビジネス・ルール・コンポーネントを作成できます。
Oracle BPM Studioでビジネス・ルールを作成するには:
「ビジネス・ルールの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ビジネス・ルールの入力および出力の構成方法の詳細は、「ビジネス・ルール・コンポーネント作成時の入力および出力引数の追加手順」を参照してください。
ビジネス・ルールの拡張プロパティの構成方法の詳細は、「ビジネス・ルール・コンポーネント作成時の拡張プロパティの構成手順」を参照してください。
「ビジネス・ルールの作成」が閉じ、ビジネス・ルールが作成されます。ビジネス・ルール・タスク・プロパティ・ダイアログ・ボックスの「ビジネス・ルール」フィールドに、作成したビジネス・ルールが表示されます。
ビジネス・ルール・タスク・プロパティ・ダイアログ・ボックスが閉じ、ビジネス・ルール・タスクについて作成した実装が保存されます。
入力または出力引数として追加するデータ・オブジェクトは、タイプとして外部のタイプに基づくビジネス・オブジェクトを使用する必要があります。
ビジネス・ルール・コンポーネントの作成時に入力および出力引数を追加するには:
「データ・オブジェクト」ダイアログ・ボックスが表示されます。
入力または出力引数が表に表示されます。
データ・アソシエーションは、自動的に作成され、既存のデータ・オブジェクトを引数にマッピングします。
この章では、通知タスクを使用してビジネス・プロセスのエンド・ユーザーと通信する方法について説明します。ここでは、様々な通知タスクおよびそれらの構成方法を説明します。
この章の内容は次のとおりです。
通知タスクを使用して、アプリケーションのユーザーに異なるタイプの通知を送信できます。
次のタイプの通知がサポートされます。
このタスクでは、Oracle Notification Serviceが使用されます。
このタスクを構成するには、通知の各種フィールドに式を指定する必要があり、アイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して1人以上のユーザーを選択できる場合もあります。式を記述するときに、通知タスク・コンテキスト(プロセス・データ・オブジェクト、事前定義済データ・オブジェクトなど)からアクセス可能なすべての変数を使用できます。
通知サービスを使用すると、ビジネス・プロセスの特定ポイントにいるユーザーに電子メール・メッセージを送信できます。
アイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、1人以上のユーザーを選択できます。
電子メール通知を送信する手順は次のとおりです。
次の表を使用して、電子メール通知の「一般」プロパティを構成します。これらのプロパティの一部はオプションであることに注意してください。
表14-1 電子メール通知の「一般」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 省略可能 | 説明 |
|---|---|---|---|
送信元 | 文字列 | 不可 | 電子メール通知の送信に使用する電子メール・アドレスを指定します。 |
宛先 | 文字列 | 不可 | 電子メール通知の受信者の電子メール・アドレスを指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、これらの電子メール・アドレスを指定できます。 |
Bc | 文字列 | 可 | 電子メール通知の追加受信者の電子メール・アドレスを指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、これらの電子メール・アドレスを指定できます。 |
BCC | 文字列 | 可 | 電子メール通知の非表示の追加受信者の電子メール・アドレスを指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、これらの電子メール・アドレスを指定できます。 |
返信 | 文字列 | 可 | 電子メール通知に返信するときに使用される電子メール・アドレスを指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、この電子メール・アドレスを指定できます。 |
次の表を使用して、電子メール通知の「コンテンツ」プロパティを構成します。
表14-2 電子メール通知の「コンテンツ」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 省略可能 | 説明 |
|---|---|---|---|
件名 | 文字列 | 不可 | 電子メール通知のサブジェクトを指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。 アクション可能な電子メールを作成している場合は、件名に&を使用しないでください。それにより、Outlookのいくつかのバージョンなど一部の電子メール・クライアントで件名の行が切り捨てられることがあります。 |
本文 | 文字列 | 不可 | 電子メール通知の本文を指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。 |
次の表を使用して、電子メール通知の「添付ファイル」プロパティを構成します。これらのプロパティの一部はオプションであることに注意してください。
表14-3 電子メール通知の「添付ファイル」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 省略可能 | 説明 |
|---|---|---|---|
名前 | 文字列 | 不可 | 添付ファイルの名前を指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。デフォルト値は、"attachment"に数字を付加したものです。 |
MIMEタイプ | 文字列 | 不可 | 添付ファイルのコンテンツ・タイプを指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。デフォルト値は、「text/html」です。 |
エンコーディング | 文字列 | 可 | 電子メール通知のエンコーディングを指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。 |
値 | 任意 | 不可 | 添付ファイルを指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。 |
「ヘッダー」プロパティを構成するために、1つ以上のヘッダーを追加できます。「ヘッダー」プロパティの構成はオプションであることに注意してください。
ヘッダーを追加するには:
ヘッダーの作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
表14-4 「ヘッダー」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 説明 |
|---|---|---|
名前 | 文字列 | ヘッダーの名前を指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。 |
値 | 文字列 | ヘッダーの値を指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。 |
ユーザー通知を使用すると、プロセスの特定ポイントにいるユーザーにメッセージを送信できます。
そのユーザーに定義されている通信メディアを使用する必要があります。
電子メール通知を送信する手順は次のとおりです。
次の表を使用して、ユーザー通知の「一般」プロパティを構成します。これらのプロパティの一部はオプションであることに注意してください。
表14-5 電子メール通知の「一般」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 省略可能 | 説明 |
|---|---|---|---|
宛先 | 文字列 | 不可 | ユーザー通知の受信者の電子メール・アドレスを指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、これらの電子メール・アドレスを指定できます。 |
件名 | 文字列 | 可 | ユーザー通知のサブジェクトを指定します。これは、式を使用して指定する必要があります。 |
メッセージ | 文字列 | 可 | ユーザー通知を使用して送信するメッセージを指定します。これは、式を使用して指定する必要があります。 |
通知サービスを使用すると、ビジネス・プロセスの特定ポイントにいるユーザーにSMSメッセージを送信できます。
アイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、1人以上のユーザーを選択できます。
電子メール通知を送信する手順は次のとおりです。
次の表を使用して、SMS通知の「一般」プロパティを構成します。これらのプロパティの一部はオプションであることに注意してください。
表14-7 電子メール通知の「一般」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 省略可能 | 説明 |
|---|---|---|---|
送信元番号 | 文字列 | 不可 | SMS通知の送信に使用する携帯電話番号を指定します。 |
送信先番号 | 文字列 | 不可 | SMS通知の受信者の携帯電話番号を指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、これらの携帯電話番号を指定できます。 |
件名 | 文字列 | 可 | SMS通知のサブジェクトを指定します。これは、式を使用して指定する必要があります。 |
本文 | 文字列 | 可 | SMS通知の本文を指定します。これは、式を使用して指定する必要があります。 |
通知サービスを使用すると、ビジネス・プロセスの特定ポイントにいるユーザーに音声通知を送信できます。
アイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、1人以上のユーザーを選択できます。
ボイス通知を送信する手順は次のとおりです。
次の表を使用して、ボイス通知の「一般」プロパティを構成します。これらのプロパティの一部はオプションであることに注意してください。
表14-8 電子メール通知の「一般」プロパティ
| プロパティ | データ型 | 省略可能 | 説明 |
|---|---|---|---|
送信先番号 | 文字列 | 不可 | 音声通知の受信者の電話番号を指定します。式またはアイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、これらの電話番号を指定できます。 |
MIMEタイプ | 文字列 | 可 | コンテンツ・タイプを指定します。この値は、式を使用して指定する必要があります。デフォルト値は、「text/html」です |
本文 | 文字列 | 可 | 音声通知の本文を指定します。これは、式を使用して指定する必要があります。 |
通知サービスを使用すると、ビジネス・プロセスの特定ポイントにいるユーザーにインスタント・メッセージを送信できます。
アイデンティティ・ルックアップ・ブラウザを使用して、1人以上のユーザーを選択できます。
電子メール通知を送信する手順は次のとおりです。
この章では、SOAコンポジットを使用して、BPMNプロセスを設計し、他のSOAコンポーネントと統合する方法について説明します。SOAコンポジットは、BPMNプロセスとBPMプロジェクトの他のコンポーネント間の依存関係を示します。
この章の内容は次のとおりです。
SOAコンポジットは、相互関係を持つコンポーネントをグループ化し、異なるテクノロジを単一のアプリケーションに統合できます。コンポジットは単一のデプロイメントおよび管理モデル、エンドツーエンドのデータ・セキュリティ、およびそれに含まれるコンポーネントに統合されたメタデータ管理を提供します。
BPMプロジェクトではSOAテクノロジを使用します。それらは、SOAコンポジット・プロジェクトであり、BPMNコンポーネント・タイプおよびカレンダや組織単位などのBPMNコンポーネントに関連する構成も含まれています。プロジェクトはこのコンポジットを使用して、BPMプロジェクト内の異なるコンポーネントとそれらが公開するサービス間の関係を説明する情報を格納します。
BPMNプロセスはSOAコンポジット内のコンポーネントです。SOAコンポジット・エディタを使用して、BPMNプロセスがSOAコンポジット内の残りのコンポーネントとどのように関連しているかを表示できます。
BPMプロジェクトのSOAコンポジットは、次を示します。
SOAコンポジットに、サービスを公開するコンポーネントまたは外部参照が含まれている場合、これらはビジネス・カタログに表示されます。ビジネス・カタログの詳細は、「ビジネス・カタログの使用」を参照してください。
SOAコンポジットにコンポーネントを追加すると、BPMプロジェクトで使用できるように、ビジネス・カタログに自動的に表示されます。
再使用可能なプロセスは、SOAコンポジットに表示されません。ビジネス・プロセスを変更して再使用可能なプロセスに変換すると、SOAコンポジットに表示されなくなります。再使用可能なサブプロセスの詳細は、「コール・アクティビティを使用したプロセス起動の概要」を参照してください。
SOAコンポジットは、BPMプロジェクトをデプロイするのに使用する単位です。SOAコンポジットに表示されるコンポーネントおよび依存関係は、プロジェクトのデプロイ方法を指定します。SOAコンポジットからプロセスまたはワイヤを削除すると、これらがBPMプロジェクトにまだ表示されていても、プロジェクトのデプロイ時に無視されます。
BPMプロジェクトを実行すると、SOAエンジンはSOAコンポジット・インスタンスを作成します。SOAコンポジット・インスタンスには、SOAコンポーネントのインスタンスが含まれています。ただし、参照コンポーネントは自動的には作成されません。サービスにリンクされているインスタンスは、そのサービスが呼び出され、その結果としてコンポジットが作成されるときに作成されます。BPMNプロセスに結び付けられているヒューマン・タスクの場合、BPMNプロセス・インスタンスはそのBPMNプロセスがトリガされたときに作成されます。
SOAコンポジットでサービスとして公開されたすべてのSOAコンポーネントおよび外部参照は、ビジネス・プロジェクト内のビジネス・カタログに表示されます。
既存のSOAプロジェクトに基づいてBPMプロジェクトを作成した場合、SOAプロジェクトでサービスとして公開されたすべてのコンポーネントおよび外部参照は、ビジネス・カタログに自動的に表示されます。
実装でコンポーネントを使用するBPMNプロセスにアクティビティがある場合、SOAコンポジットは、BPMNプロセスとコンポーネント間のワイヤを示します。
ワイヤは、サービスと参照間の関係を表します。BPMNプロセスを保存すると、Oracle BPM Studioは、BPMNプロセスとそれが使用するコンポーネント間のワイヤを自動的に更新します。サービスは、コンポーネントが公開するインタフェースを表します。参照は、コンポーネントが必要とするサービス・インタフェースを表します。
BPMNプロセスのアクティビティのいくつかは、実装するにはそれらにSOAコンポーネントを割り当てることを必要とします。これらのコンポーネントの多くでは、それらをOracle BPM Studioユーザー・インタフェースから追加するのか、SOAコンポジット・エディタを使用するのかを選択できます。SOAコンポジット・エディタから、BPMプロジェクトに次のSOAコンポーネントを追加できます。
メディエータおよびBPELプロセスは、SOAコンポジット・エディタからのみ使用できます。
SOAコンポジットに追加されたSOAコンポーネントがそれ自身をサービスとして公開する場合、コンポーネントはビジネス・カタログに表示されます。BPMNプロセスにアクティビティを実装するビジネス・カタログ内のすべてのコンポーネントを使用できます。BPMNアクティビティの実装方法の詳細は、次の部にある章を参照してください。
図15-1 SOAコンポジット内のBPMNプロセス

BPMNプロセスを追加すると、SOAコンポジットに自動的に追加されます。BPMプロセスは、SOAコンポジット内のコンポーネントとして表示されます。
BPMNプロセスにタイプ・メッセージの開始イベントが含まれる場合、プロセスのインタフェースは、公開されたサービスとして表示されます。
SOAコンポジットは、BPMプロジェクトが使用する異なるコンポーネントにプロセスがどのように依存するかを示します。プロジェクトのアクティビティが、実装のためにSOAコンポーネントによって公開されたサービスを使用する場合、SOAコンポーネントは、公開されたサービスとBPMNプロセスの間に線を表示します。この線は、BPMNプロセスと公開されたサービスをリンクするワイヤを表します。
BPMプロジェクトはSOAプロジェクトの上に配置されます。SOAプロジェクトにはSOAコンポジットが含まれています。SOAコンポーネントをBPMプロジェクトに追加するには、SOAコンポジット・エディタを使用する必要があります。
SOAコンポジットに追加したSOAコンポーネントは、BPMプロジェクトのビジネス・カタログに自動的に表示されます。
BPMプロジェクトではSOAテクノロジを使用するため、BPMプロジェクトにはSOAコンポジットが含まれています。SOAコンポジット・エディタを使用して、BPMプロセスとBPMプロジェクト内の他のコンポーネントとの依存関係を表示できます。
また、新しいコンポーネントをBPMプロジェクトに追加することもできます。
新しいBPMNプロセスをSOAコンポジット・エディタから直接追加できます
「アプリケーション」ウィンドウに切り替える必要はありません。
ビジネス・アプリケーション・インフラストラクチャの分析中にBPMNプロセスの必要性を識別する場合、SOAコンポジット・エディタを開いた状態で、BPMNプロセスを直接追加できます。
SOAコンポジット・エディタからBPMNプロセスを追加するには:
BPMN 2.0プロセス・ウィザードが表示されます。
SOAコンポジット・エディタでは、プロジェクトのBPELプロセスおよびBPMNプロセスを示します。コンポジット・エディタを使用して、BPELプロセスとBPMNプロセスとの統合を設計できます。
BPELプロセスからBPMNプロセスを使用するには、BPELプロセスのパートナ・リンクとしてBPMNプロセスを追加する必要があります。BPELプロセスのパートナ・リンクとしてBPMプロセスを追加するには、SOAコンポジット・エディタを使用する必要があります。パートナ・リンクとしてBPMNプロセスを追加すると、BPELエディタを使用して、BPMNプロセスをBPELプロセスのアクティビティにリンクできます。
BPMNプロセスからBPELプロセスを使用するには、BPELプロセスをSOAコンポジットに追加する必要があります。これを行うと、BPELプロセスはビジネス・カタログに表示されます。ビジネス・カタログでBPELプロセスを使用して、BPMNプロセスにアクティビティを実装できます。
図15-2 BPELプロセスのパートナ・リンクとしてのBPMNプロセス

BPELプロセスからBPMNプロセスを使用するには、パートナ・リンクとしてBPMNプロセスを追加する必要があります。
その後、BPELエディタを使用して、BPELプロセスのアクティビティからBPMNプロセスを起動できます。
BPELプロセスからBPMNプロセスを使用するには、まずBPELプロセスのパートナ・リンクとしてBPMNプロセスを追加する必要があります。
BPELプロセスのパートナ・リンクとしてBPMNプロセスを追加するには:
BPELプロセス・コンポーネントの両側にオレンジ色の矢印が表示されます。左側の矢印では新規サービスを追加できます。右側の矢印では新規参照を追加できます。
緑色のリンクが表示され、BPMNプロセスによって公開されたサービスなど、コンポジット内のコンポーネントによって公開されたすべてのサービスが緑色になります。
BPMNプロセスでプロセス・インタフェースを定義すると、Webサービスを使用してそのプロセスに接続できます。プロセス・インタフェースが定義されたBPMNプロセスはすべて、SOAコンポジットに表示されます。
プロセス・インタフェースの定義の詳細は、「プロセス・インタフェースの定義」を参照してください。
カスタムWebサービス・クライアントを使用してBPMNプロセスに接続するには、Oracle Enterprise Managerにログインし、そのコンポジットのダッシュボード・ページから行う必要があります。このページにはWSDL URLへのリンクが含まれます。WSDLには、BPMNプロセスへの接続に必要なサービスの場所情報が含まれています。
この部では、プロセス・フローの制御に使用できる様々なBPMNフロー・オブジェクトを実装する方法を説明します。また、他のBPMNプロセスおよび外部サービスと通信する方法も説明します。
この部は、次の章で構成されています。
この章では、プロセスでフローを制御するために使用できる様々なフロー・オブジェクトを簡単に説明します。ここでは、これらのフロー・オブジェクトの詳細について説明する章へのリンクも含まれています。また、サブプロセスに定義できるマーカーについても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPMでは、プロセスのフローを制御するための様々な構造が提供されています。これらの構造によって、様々な状況に基づいてプロセス・インスタンスが使用するパスを決定できます。
プロセスのフローを制御できる構造は、次のとおりです。
ゲートウェイは、プロセスのフローをブランチ化させることができるフロー・オブジェクトです。ゲートウェイのタイプに応じて、インスタンスはゲートウェイからの1つ以上の送信シーケンス・フローに従うか、複数のコピーが作成されてこれらのブランチをパラレルに実行します。
ゲートウェイの詳細は、Oracle Business Process Composerでのビジネス・プロセスの開発のBPMNフロー・オブジェクト・リファレンスを参照してください。
タイマー・イベントを使用すると、時間の条件に基づいてプロセス・インスタンスが使用するパスを定義できます。タイマー・イベントの詳細は、「プロセスへの遅延、期限および時間ベースのサイクルの追加」を参照してください。
エラー・イベントでは、プロセスが異常な状態を処理する方法を定義できます。エラー・イベントを使用すると、ビジネス・プロセスで発生する場合がある各エラーに対して異なるプロセス・フローを定義できます。エラー・イベントの詳細は、「エラーの処理」を参照してください。
メッセージ・イベントでは、特定のイベントの発生に基づいてプロセス・フローを定義できます。一般的に、メッセージ・イベントは、BPMNプロセス(非同期プロセス間通信)またはBPELプロセスなどの外部サービスを非同期に呼び出すために使用します。メッセージ・イベントの詳細は、「他のBPMNプロセスおよびサービスとの通信」を参照してください。
メッセージ・イベントでは、特定のイベントの発生に基づいてプロセス・フローを定義できます。通常、メッセージ・イベントは、非同期で外部サービスまたは別のBPMNプロセスを起動する場合に使用します。メッセージ・イベントの詳細は、「他のBPMNプロセスおよびサービスとの通信」を参照してください。
ループ・マーカーでは、特定の状態に基づいてサブプロセスを複数回実行できます。ループ・マーカーの詳細は、「サブプロセスのループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーの概要」を参照してください。
マルチインスタンス・ループ・マーカーでは、一連のデータの各要素に対してサブプロセスを実行できます。ループ・マーカーの詳細は、「サブプロセスのループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーの概要」を参照してください
フロー・オブジェクト、サブプロセスまたはプロセスを一時停止できます。現在のプロセス・フローの一時停止の詳細は、「代替プロセス・フローを実行するための現在のプロセス・フローの一時停止」を参照してください。
ループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーを使用して複数回実行するサブプロセスを構成できます。ループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーを構成するには、サブプロセスを繰り返す方法を指定する式および条件を定義する必要があります。
ループ・マーカー
ループ・マーカーによって、条件に基づいてサブプロセスを複数回実行できます。サブプロセスの実行前または実行後に条件を評価するように、ループ・マーカーを構成できます。特定の反復回数後に停止するように、ループ・マーカーを構成することもできます。
ループ・マーカーを構成するには、BPMNサービス・エンジンがサブプロセスの繰返しを続行する必要があるかどうかを決定するループ条件を記述する必要があります。
マルチインスタンス・マーカー
マルチインスタンス・マーカーによって、データのセット上の各要素のサブプロセスを実行できます。BPMNサービス・エンジンがマルチインスタンス・ループ・マーカーを使用してサブプロセスを実行すると、インスタンスのセット、データのセット上の各要素のインスタンスが作成されます。パラレルまたは順番にこれらのインスタンスを処理するように、マルチインスタンス・マーカーを構成できます。
マルチインスタンス・ループ・マーカーの次のフィールドには、式を記述する必要があります。
この式は、サブプロセス内に作成するトークンの数を定義します。
この式は、サブプロセスの繰返しを停止する時期を決定します。BPMサービス・エンジンは、トークンがサブプロセスを完了するたびにこの条件を評価します。条件がtrueと評価されると、サブプロセスが完了したとみなされ、インスタンスはプロセス内の次のフロー・オブジェクトに移動します。
ループ・マーカーを構成して、サブプロセスを複数回実行できます。
ループ・マーカーを構成するには:
使用可能なオプションは「シンプル」または「XPath」です。
オプションで、式ビルダーを使用して条件を記述できます。式ビルダーを起動するには、テキスト領域の横にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。
マルチインスタンス・マーカーを構成して、データのセットに基づいてサブプロセスを複数回実行できます。
マルチインスタンス・マーカーを構成するには:
注意:
パラレル・モードを使用するときは、サブプロセスの実行によって生成される情報の保存にプロセス・データ・オブジェクトを使用すると、インスタンスが情報を上書きする可能性があることを考慮してください。これを避けるには、サブプロセス・データ・オブジェクトを使用してください。
使用可能なオプションは「シンプル」または「XPath」です。
オプションで、式ビルダーを使用して条件を記述できます。式ビルダーを起動するには、テキスト領域の横にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。
使用可能なオプションは「シンプル」または「XPath」です。
オプションで、式ビルダーを使用して条件を記述できます。式ビルダーを起動するには、テキスト領域の横にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。
データ・オブジェクトまたはサブプロセスに渡す複合データ・オブジェクトの属性を選択できます。通常、選択したデータ・オブジェクトはアイテムのコレクションです。
データ・オブジェクトまたはサブプロセスの結果を割り当てる複合データ・オブジェクトの属性を選択します。
プロセスを一時停止するには、サブプロセスの既存の開始イベントを構成するか、新しいものを追加する必要があります。プロセス・インスタンスが、イベント・サブプロセスの開始イベントに到達すると、メイン・プロセス・フローが一時停止され、BPMランタイムによってイベント・サブプロセスのプロセス・フローが実行されます。
フロー・オブジェクトまたはサブプロセスを一時停止するには、既存の境界イベントを構成するか、新しいものを追加する必要があります。境界イベントは、メッセージ・イベント、タイマー・イベント、またはシグナル・イベントです。プロセス・インスタンスが、境界イベントが指定されているフロー・オブジェクトに到達すると、メイン・プロセス・フローが一時停止され、BPMランタイムによってイベント・ハンドラ・シーケンス・フローである代替シーケンス・フローが実行されます。
境界イベントおよびイベント・サブプロセスを構成して、現在のプロセス・フローを一時停止できます。
フロー・オブジェクトを構成して現在のプロセス・フローを一時停止する手順は次のとおりです。
プロセス・フローを再開するには、事前定義済変数アクションの値を、次の値のうちの1つに設定する必要があります。
一時停止したプロセス・フローを再開します。
一時停止をキャッチしたプロセス・フロー内の次のフロー・オブジェクトにプロセス・インスタンスを移動します。一時停止されたスコープは取り消されます。
事前定義済変数アクションの値は、次の方法で設定できます。
詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
詳細は、「BPMスクリプトの記述」を参照してください。
代替シーケンス・フロー内のタスクを実行した後、BPMランタイムによって事前定義済変数アクションの値が確認されます。事前定義済変数アクションの値がRESUMEまたはSENDである場合、メイン・プロセス・フローが再開され、イベント・ハンドラ・シーケンス・フローが取り消されます。
この章では、タイマー・イベントを使用してBPMNプロセスに時間条件を追加する方法を説明します。様々なタイマー・イベントを使用して遅延および期限を追加し、追加アクティビティを実行する方法を説明します。
この章の内容は次のとおりです。
タイマー・イベントを使用すると、時間条件を使用してプロセスのフローを制御できます。タイマー・イベントはビジネス・カレンダ定義に基づきません。
タイマー・イベントは次の場合に使用できます。
Oracle BPMでは、次のものを使用するタイマーを構成できます。
タイマー・イベントが特定の日付に起動するように構成できます。特定の日付を指定するか、または関数を使用して日付を計算できます。
タイマー・イベントが一定時間の経過後に起動するように構成できます。経過時間を指定するか、関数を使用して時間を計算できます。タイマー・イベントが開始イベントまたは連続する境界イベントの場合、複数回起動されます。
タイマー・イベントを境界イベントとして定義した場合、連続しないイベントか連続するイベントのどちらとして構成するかを選択できます。
連続しないタイマー・イベントが発生した場合、トークンはメイン・プロセス・フローを離れて、タイマーによって定義されたフローを進みます。連続しないタイマー・イベントによって定義されたフローは、メイン・プロセス・フローを再開できます。
連続するイベントが起動した場合は、メイン・プロセス・フローで実行されているトークンのコピーがBPMNサービス・エンジンによって作成され、タイマー・イベントによって定義されたフローにコピーがルーティングされます。連続するイベントによって定義されたフローはメイン・プロセス・フローを再開できません。
注意:
カレンダの実行時の変更はサポートされないため、カレンダの変更は設計時のみ行ってください。これの技術的な理由は、カレンダのデータベースにアクセスするカレンダ・キャッシュがないためパフォーマンスの問題が生じることにあります。
中間タイマー・キャッチ・イベントを追加することにより、プロセス・フローに遅延を追加できます。トークンがタイマー・イベントに到達すると、タイマー・イベントで指定された期間待機した後、プロセス内の次のアクティビティに移行します。
たとえば、複数のデータベースを更新するプロセスの場合、プロセスを数分間遅延するタイマー・アクティビティを追加し、プロセスが続行する際にすべてのデータベースが更新されるようにします。
特定の日付まで待機するか、特定の期間待機するように中間タイマー・キャッチ・イベントを構成できます。いずれの場合も、固定値を選択するか、対応する日付または間隔を指定する式を使用できます。
タイマー中間イベントをサイクルとして構成すると、タイマー・イベントは1回だけ実行されます。指定された期間が経過するのを待ち、その後、トークンが残りのプロセス・フローを実行します。
図17-1 プロセス・フローの遅延

2つのフロー・オブジェクト間の遅延を追加できます。
プロセス・フローに特定の日付までの遅延を作成するには:
プロセスを一定期間遅延する場合、タイマー開始イベントをサイクルとして構成する必要があります。「間隔を使用するタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
特定のスケジュールを使用してタイマーを実行する場合は、スケジュールとしてタイマーを構成する必要があります。「定期的に実行されるタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
プロセスにタイマー開始イベントを追加し、時間条件に基づいてトリガーされるように構成できます。タイマー開始イベントで指定された時間条件がtrueと評価されると、BPMNサービス・エンジンがプロセスに新規インスタンスを作成します。
たとえば、労働時間を報告するプロセスの場合、プロセス内にインスタンスを1日1回作成するタイマー開始イベントを追加できます。
特定の日付に起動するか、定期的にインスタンスを作成するようにプロセスを構成できます。いずれの場合も、固定値を選択するか、対応する日付または間隔を指定する式を使用できます。
過去の日付を指定するタイマー開始イベントが含まれるプロセスをデプロイすると、BPMNサービス・エンジンは自動的にプロセスのインスタンスを作成します。
図17-2 時間条件に基づくプロセスの起動

特定の日付に達した場合、または一定期間が経過した後に定期的に起動するようにプロセスを設計できます。
時間条件に基づいて起動するようプロセスを設計するには:
プロセスで複数の開始イベントを使用する場合、コンポーネント・パレットの「開始イベント」セクションでタイマー開始イベントを選択する必要があります。タイマー開始イベントをプロセスにドロップします。タイマー開始イベントを右クリックし、「プロパティ」を選択します。
プロセスを一定期間の後に起動する場合、タイマー開始イベントをサイクルとして構成する必要があります。「間隔を使用するタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
特定のスケジュールに基づいてプロセスを開始する場合は、スケジュールとしてタイマーを構成する必要があります。「定期的に実行されるタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
アクティビティの期限を構成するには、プロセスの別の位置に移動する、連続しない境界イベントとして構成された連続しないタイマー・キャッチ・イベントを使用します。トークンが予定よりも長い期間、または特定の日付よりも後までアクティビティに残留している場合、タイマー・キャッチ・イベントがトリガーされてプロセス・フローを中断します。
期限が特定の日付に発生するように構成したり、トークンがアクティビティで一定の時間を費やした後に発生するように構成できます。いずれの場合も、固定された日付または間隔を指定するか、対応する日付または間隔を計算する式を使用できます。
たとえば、発注プロセスでは、クレジット・カードの承認を必要とするアクティビティは承認を1日待機するように構成できます。承認にそれ以上時間がかかる場合、メッセージを顧客に送信するアクティビティにトークンを移動します。
図17-3 アクティビティの期限

期限切れになった後にトークンが別のアクティビティに移動するようにアクティビティの期限を構成できます。期限切れの後、トークンがどのアクティビティに移動するかを指定できます。
アクティビティの期限を構成するには:
タイマー・イベントが境界イベントになります。境界タイマー・キャッチ・イベントから派生するシーケンス・フローが表示されます。
期限を一定期間の後に発生させる場合、境界タイマー・キャッチ・イベントをサイクルとして構成する必要があります。「間隔を使用するタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
特定のスケジュールを使用して期限を設定する場合は、スケジュールとしてタイマーを構成する必要があります。「定期的に実行されるタイマー・イベントの構成方法」を参照してください
連続しないタイマー開始イベントで開始されるイベント・サブプロセスを使用して、プロセスのプロセス期限を構成できます。一定の期間が経過するか日付に到達すると、タイマー・イベントが起動します。トークンがまだプロセス中であれば、イベントのサブプロセスに移動します。
タイマー・イベントは、トークンがプロセス中にある場合のみアクティブです。
期限が特定の日付に発生するように構成したり、トークンがアクティビティで一定の時間を費やした後に発生するように構成できます。いずれの場合も、固定された日付または間隔を指定するか、対応する日付または間隔を計算する式を使用できます。
たとえば、発注プロセスで、トークンがプロセス中に3か月以上残留している場合、自動的にプロセスが終了されるように構成できます。
イベントのサブプロセスにエラー終了イベントを使用して、プロセスの実行が成功して完了しないようにできます。
図17-4 プロセスの期限

BPMNプロセスの期限を構成できます。期限切れになった時点で、プロセス・フローを終了するか、フロー・オブジェクトのグループを実行するよう選択できます。
BPMNプロセスの期限を構成するには:
期限を一定期間の後に発生させる場合、タイマー・イベントをサイクルとして構成する必要があります。「間隔を使用するタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
特定のスケジュールを使用して期限を設定する場合は、スケジュールとしてタイマーを構成する必要があります。「定期的に実行されるタイマー・イベントの構成方法」を参照してください
アクティビティまたはプロセスの実行中に、時間条件に基づいた追加アクティビティを実行できます。追加アクティビティは、定期的にトリガーするか、特定の日付にトリガーするよう選択できます。
一般的には、現在実行中のアクティビティの完了までに長時間かかる場合に追加アクティビティを実行します。たとえば、データベースの更新に20時間かかるサービスを実行している場合、更新の進行状況を通知する電子メールを関係者に送信できます。
タイマー・イベントは、トークンがアクティビティ中にある場合のみアクティブです。
プロセスの実行中にも追加アクティビティを実行できます。これらのアクティビティは、メイン・プロセス・フローとパラレルに実行されます。
図17-5 アクティビティ実行中の追加アクティビティの実行

図17-6
アクティビティの実行中に、パラレル・プロセス・フローを実行できます。一般的には、メイン・アクティビティの完了までに長時間かかるとわかっている場合に、一定期間の後にパラレル・プロセス・フローをトリガーするように設計します。
アクティビティ実行中に追加アクティビティを実行するには:
アクティビティに接続するためのシーケンス・フローが表示されます。
連続するイベントが起動した際にトークンがまだアクティビティ中に残留している場合、BPMNサービス・エンジンによってそのトークンのコピーが作成され、タイマー・イベントが定義するフロー内をルーティングされます。メイン・プロセス・フローのアクティビティが実行中に、タイマーが複数回起動することもあります。
メイン・プロセス・フローの実行中に、追加アクティビティを実行できます。一般的には、プロセスの完了までに長時間かかるとわかっている場合に、一定期間の後にパラレル・プロセス・フローをトリガーするように設計します。
プロセス実行中に追加アクティビティを実行するには:
追加アクティビティを定期的に実行する場合、タイマー・イベントをサイクルとして構成する必要があります。「間隔を使用するタイマー・イベントの構成方法」を参照してください。
特定のスケジュールを使用して追加のアクティビティを実行する場合は、スケジュールとしてタイマーを構成する必要があります。「定期的に実行されるタイマー・イベントの構成方法」を参照してください
特定の日時に起動するか、一定の時間が経過した後に起動するようにタイマー・イベントを構成できます。いずれの場合も、固定した時間値を指定するか、時間値を計算する式を指定できます。
定期的に実行されるようにタイマー・イベントを構成することもできます。サポートされている粒度は、日次、週次および月次です。いずれの場合も、そのプロジェクトに定義されているカレンダ・ルールを使用して日付を計算し、休日と一致したイベントを再スケジュールするようにタイマー・イベントを構成できます。
タイマー・イベントが特定の日時を使用するよう構成できます。日付と時間を指定するか、計算式を使用できます。
特定の日時を使用するタイマー・イベントの構成方法は、次のとおりです。
日付の指定時に、次のオプションを選択できます。
詳細は、「プロセスへの遅延、期限および時間ベースのサイクルの追加」の「タイマー・イベントの式の記述」を参照してください。
注意:
指定する日付および時間は、BPMNサービス・エンジンが使用するタイムゾーンに対応します。
タイマー・イベントは指定された日時に起動します。日時の指定に式を使用している場合、エンジンはこの式を評価してタイマー・イベントの起動時間を決定します。
タイマー・イベントが間隔を使用するよう構成できます。間隔を指定するか、間隔を計算する式を使用できます。
間隔を使用するタイマー・イベントの構成方法は、次のとおりです。
詳細は、「タイマー・イベントでの式の記述」を参照してください
タイマー・イベントは、指定された間隔の時間を待機して、定期的に起動されます。タイマー・イベントが開始イベントまたは連続する境界イベントの場合、複数回起動されます。タイマー・イベントが中間タイマー・イベントまたは連続しない境界イベントの場合、起動まで指定された間隔待機しますが、1回だけ起動されます。
日次、週次または月次で、1つ以上の指定した時間に実行されるようにタイマー・イベントを構成することもできます。また、組織で定義されたカレンダ・ルールを使用してイベントをスケジュールし、イベントが休日や作業スケジュール外の日と重なった場合は指定したポリシーを使用してそのイベントを再スケジュールするようにタイマー・イベントを構成することもできます。
定期的に実行されるタイマー・イベントの構成方法は、次のとおりです。
使用可能なオプションは次のとおりです。
イベントが1日、1週間または1か月の間に複数回実行されるように構成することもできます。
表17-1に、選択した期間に応じた時間の指定方法を示します。
表17-1 選択した期間に応じた時間定義
| 選択した期間 | 時間定義 |
|---|---|
日次 | 時刻を定義する必要があります。 |
週次 | 曜日と時刻を定義する必要があります。 |
月次 | 月、週、日および時刻を指定する必要があります。 月の特定の日付にイベントが実行されるように構成するには、「週」列で「日付」を選択します。「日」列で月の日付を指定できます。 イベントが毎月実行されるように構成するには、「月」列で「すべて」を選択します。 |
このオプションを選択した場合は、イベントが休日や作業スケジュール外の日に実行されるようにスケジュールされた場合のイベントの再スケジュール方法を定義する必要があります。使用可能な再スケジュール・オプションは次のとおりです。
| 再スケジュール・オプション | 説明 |
|---|---|
再スケジュールなし | イベントは実行されず、再スケジュールもされません。 |
できるだけ早く | イベントは次に使用可能な作業時間に再スケジュールされます。 |
できるだけ早く、ただし同じ時間に | イベントは次に使用可能な稼働日の同じ時間に再スケジュールされます。 |
この章では、ビジネス・プロセスの実行中に発生するエラーの処理方法を説明します。Oracle BPMでは、エラーをモデリングできる例外コンポーネントや、プロセスの実行中にそれらのエラーを処理できる複数のBPMN構造が用意されています。
この章の内容は次のとおりです。
エラーには2種類あります。システム・エラーおよびプロセス・エラーです。システム・エラーは、BPMNサービス・エンジンが実行されているソフトウェアまたはハードウェア・インフラストラクチャの障害の結果発生するもので、プロセス・エラーは、プロセス・フローそのものの中の予期しない状況です。
システム・エラーには様々な原因があります。システム・エラーの原因となる問題の例として、次のものがあげられます。
プロセス・フロー内のシステム・エラーからリカバリするには、システム例外を使用できます。
プロセスでシステム例外を処理しない場合、Oracle Enterprise Managerが提供するフォルト・リカバリ・システムを使用してリカバリできます。詳細は、Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理のエラー・ホスピタルでのフォルトのリカバリを参照してください。
プロセス・エラーは、プロセスの通常の開発を妨げる問題です。たとえば、発注プロセスの場合、リクエストされたアイテムの在庫がなければ、通常のプロセス・フローを続行できません。プロセス・フロー中のこのような予期しない状況を処理できます。この例の状況を処理する1つの方法は、顧客に注文を取り消してもらうか、または注文を後のために保存してもらうことです。
プロセス内の予期しない状況には、次のような一般的な例があります。
プロセスで例外が発生すると、そのBPMNプロセスを含むSOAコンポジットの状態に影響を及ぼします。例外がSOAコンポジットの状態に与える影響の詳細は、「BPMNエラーがSOAコンポジットのステータスに与える影響」を参照してください。
アクティビティおよびイベントを構成し、それらが完了した後にBPMランタイムがチェックポイントを追加するように強制できます。これを行うには、「実行後にコミットを強制」オプションを選択する必要があります。これは、BPELにおけるデハイドレーション・アクションに似ています。このオプションを使用すると、エラーが発生した場合にトランザクションをロールバックするような、冪等でないアクティビティの再実行をリカバリ時に回避できます。
ビジネス例外は、エラーではなく、プロセス設計の標準の一環とみなされています。コンポーネントをビジネス・カタログに追加する際、コンポーネントのサービスがエラーを生成できるよう指定されている場合、これらのエラーは、「エラー」事前定義済モジュール内のビジネス・カタログでビジネス例外として表示されます。
サービスを起動すると、例外が発生する場合があります。これらの例外を処理するには、境界エラー・キャッチ・イベントまたはイベント・サブプロセスを使用します。
また、ビジネス・カタログでビジネス例外を定義できます。その後、特定の条件下でトリガーされたエラー終了イベントでこれらのビジネス例外を使用できます。エラー終了イベントにより例外が生成され、親プロセスが例外を処理できます。
システム例外は、プロセスの実行中に発生する場合がある低レベルのエラーを表します。場合によっては、プロセス内でこの低レベル・エラーを処理する必要があることがあります。プロセス・フロー内でシステム例外を処理するには、その例外を捕捉し、システム例外を使用するようにエラー・キャッチ・イベントを構成する必要があります。
サービスまたは別のBPMNプロセスの実行中に、システム例外が発生する場合があります。特定のシステム例外をスローするようにプロセスを設計します。スロー・イベントまたは終了イベントで使用できる唯一の例外は、ロールバックです。他のすべてのサポートされるシステム例外は、キャッチ・エラー・イベントの開始にのみ使用可能です。
システム例外には、タイプが「任意」であるerrorInfo属性が含まれます。どのような値でもこの属性に割り当てることができます。タイプがAnyであるため、この値は任意の型に属することができます。通常は、アプリケーションのトラブルシューティング用に、例外の原因または重要情報を格納するためにこの属性を使用します。
エラー・イベントの実装プロパティから、使用可能なシステム例外のリストのみを表示できます。
表18-1で、サポートされるシステム例外について説明します。また、システム例外が存在するモジュールおよび指定されたシステム例外を使用できるエラー・イベントも示します。
表18-1 システム例外
| システム例外 | モジュール | 説明 | エラー・イベント |
|---|---|---|---|
AssertFailure | Bpel | 指定したアサーションが失敗したことを示しています。 | キャッチ、開始 |
BindingFault | Bpel | フロー・オブジェクトで起動された操作の準備に失敗したことを示しています。たとえば、WSDのロードに失敗しました。BindingFault後は起動を再試行することはできず、通常、このエラーからのリカバリには管理者操作が必要になります。 | キャッチ、開始 |
InvalidVariables | Bpel | 使用された変数が無効であることを示しています。 | キャッチ、開始 |
RemoteFault | Bpel | フロー・オブジェクトでのサービスの起動に問題があったことを示しています。たとえば、リモート・サービスがSOAPフォルトを戻しました。 | キャッチ、開始 |
Timeout | Soap | サービスがレスポンスのタイムアウト期間を超過したことを示しています。 | キャッチ、開始 |
ConflictingReceive | Soap | 起動された操作に応答する複数の受信アクティビティが存在することを示しています。 | キャッチ、開始 |
ConflictingRequest | Soap | 起動された操作の同じパートナ・リンクに対して複数のリクエストが存在することを示しています。 | キャッチ、開始 |
CorrelationViolation | Soap | メッセージが必要な相関情報を提供していないことを示しています。 | キャッチ、開始 |
ForcedTermination | Soap | SOAPフォルトが発生したため、サービスが終了されたことを示しています。 | キャッチ、終了 |
InvalidReply | Soap | 応答に、対応する受信が必要とする相関情報が含まれていないことを示しています。 | キャッチ、開始 |
MismatchedAssignmentFailure | Soap | 割り当てられたタイプに互換性がないことを示しています。 | キャッチ、開始 |
RepeatedCompensation | Soap | 補正ハンドラが複数回起動されることを示しています。 | キャッチ、開始 |
SelectionFailure | Soap | 選択操作の実行時にエラーがあったことを示しています。 | キャッチ、開始 |
UninitializedVariable | Soap | アクセスしている変数が初期化されないことを示しています。 | キャッチ、開始 |
Rollback | Soap | 例外の受信者が、プロセス・フロー内からの現在のJTAトランザクションをロールバックできるようにします。 | スロー、終了 |
システム例外またはビジネス例外のフローは、例外が発生した場所に応じて異なります。
次のものの実行中に例外が発生する可能性があります。
例外の原因となるタスクがBPMNサービス・エンジンによって実行された場合に行われる処理を、次に説明します。
タスクに境界キャッチ・エラー・イベントが関連付けられていない場合、例外はプロセス・レベルに伝播します。
次のシーケンスで、例外の原因となるサブプロセスがBPMNサービス・エンジンによって実行された場合に行われる処理を説明します。
サブプロセスがエラー・イベントで終了するか、例外がタスクで発生して処理されない場合、例外は親プロセスに伝播されます。
親プロセスが例外を処理できない場合、その親プロセスに例外が伝播されます。親プロセスがない場合、例外はEnterprise Managerのフォルト・リカバリ・システムのログに記録されます。
次のシーケンスで、例外の原因となる再使用可能なサブプロセスを起動するコール・アクティビティが、BPMNサービス・エンジンによって実行された場合に行われる処理を説明します。
サブプロセスがエラー・イベントで終了するか、例外がタスクで発生して処理されない場合、例外は親プロセスに伝播されます。
親プロセスが例外を処理できない場合、その親プロセスに例外が伝播されます。親プロセスがない場合、例外はEnterprise Managerのフォルト・リカバリ・システムのログに記録されます。
アクティビティで発生した例外は、境界エラー・キャッチ・イベントまたはイベント・サブプロセスを使用して処理できます。境界エラー・キャッチ・イベントを使用すると、例外を処理した後にメイン・プロセス・フローを再開できます。例外処理フローをプロセス内の複数のタスクで再利用したい場合、イベント・サブプロセスの方が境界キャッチ・イベントよりも効率的です。
キャッチ・エラー・イベントはイベント・サブプロセス間に置かれるため、イベント・サブプロセスを使用する方が簡潔なプロセスを定義でき、手間もかかりません。境界キャッチ・イベントを使用して例外処理フローを再利用する場合、各タスクに対して境界キャッチ・イベントを定義し、その後、それらの協会イベントを例外処理フローに接続する必要があります。
図18-1に、境界エラー・キャッチ・イベントを使用してエラーを処理するプロセスを示します。
図18-1 境界エラー・キャッチ・イベント

また、イベント・サブプロセスを使用すると、サブプロセスが自らのデータ・オブジェクトを定義できるのと同様に、イベント・サブプロセス内からのみアクセス可能なデータ・オブジェクトを定義できます。
図18-2に、イベント・サブプロセスを使用してエラーを処理するプロセスを示します。
図18-2 開始エラー・イベントのあるイベント・サブプロセス

フロー・オブジェクトの実行によって例外が発生する可能性があることがわかっている場合、境界エラー・キャッチ・イベントを使用して例外を処理するようプロセスを設計できます。
境界エラー・キャッチ・イベントを使用して例外を処理するには:
例外を処理した後、このフローはメイン・プロセスを再開するか、またはプロセスを終了できます。
イベントは、タスクの境界のどこに置いても構いません。
エラー・イベントをドロップすると、シーケンス・フローが表示され、これを例外処理フローに接続できます。
ビジネス例外を捕捉するように実装プロパティを構成する方法については、「エラー・イベントを構成してビジネス例外を捕捉する方法」を参照してください。
システム例外を捕捉するように実装プロパティを構成する方法については、「キャッチ・イベントを構成してシステム例外を捕捉する方法」を参照してください。
境界エラー・キャッチ・イベントが付随しているタスクの実行中にBPMNサービス・エンジンがエラーに遭遇すると、境界エラー・キャッチ・イベントによって定義されたフローを使用します。境界エラー・キャッチ・イベントによって定義された例外処理フローは、メイン・プロセス・フローを再結合するか、またはプロセスを終了できます。
BPMNプロセスでフロー・オブジェクトを実行中に発生する可能性のある例外を処理する際、イベント・サブプロセスを使用できます。
イベント・サブプロセスを使用して例外を処理するには:
ビジネス例外を捕捉するように実装プロパティを構成する方法については、「エラー・イベントを構成してビジネス例外を捕捉する方法」を参照してください。
システム例外を捕捉するように実装プロパティを構成する方法については、「キャッチ・イベントを構成してシステム例外を捕捉する方法」を参照してください。
プロセス内のタスクの実行中にイベント・サブプロセスで処理された例外が発生すると、BPMNサービス・エンジンは、イベント・サブプロセスで定義された例外処理フローの実行を続けます。
エラー・イベントを構成してビジネス例外を捕捉することができます。エラー・イベントを構成してビジネス例外を捕捉するには、エラー・イベント実装プロパティを編集する必要があります。
エラー・イベントの実装プロパティを構成してビジネス例外を捕捉するには:
特定のビジネス例外を捕捉したい場合:
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
エラーからリカバリするには、値を事前定義済変数アクションに設定する必要があります。詳細は、「例外からリカバリするためのキャッチ・イベントの構成」を参照してください。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、「例外」フィールドに選択した例外が表示されます。
エラー・イベントを構成してシステム例外を捕捉することができます。エラー・イベントを構成してシステム例外を捕捉するには、エラー・イベント実装プロパティを編集する必要があります。
エラー・イベントの実装プロパティを構成してシステム例外を捕捉するには:
特定のビジネス例外を捕捉したい場合:
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ツリーは使用可能なシステム・フォルトを示しています。各種のエラー・イベントでサポートされる例外のリストについては、表18-1を参照してください。
エラーからリカバリするには、値を事前定義済変数アクションに設定する必要があります。詳細は、「例外からリカバリするためのキャッチ・イベントの構成」を参照してください。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、「例外」フィールドに選択した例外が表示されます。
プロセス・フローの実行中に例外が発生した場合、そのプロセス・フローを開始したフロー・オブジェクトの実行を再試行するか、プロセス・インスタンスをメイン・プロセス・フローの次のフロー・オブジェクトに移動するかを選択できます。
これは、特定の値を事前定義済変数アクションに設定することで定義できます。事前定義済変数アクションの値は、次の方法で設定できます。
詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
詳細は、「BPMスクリプトの記述」を参照してください。
アクション事前定義済変数に使用可能な値は次のとおりです。
これは、アクション変数のデフォルト値です。アクション変数にこの値が設定されていると、例外が発生した場合に、プロセス・インスタンスが例外処理フロー内の次のフロー・オブジェクトに移動します。例外が発生したときに実行されていたプロセス・フローは取り消されます。失敗したスコープは取り消されます。このアクションの使用は、アクティビティがtryブロック内にあり、ハンドラがcatchブロックにあるtry-catchとみなすことができます。
この値をアクション事前定義済変数に代入するには、文字列sendを使用します。
アクション変数にこの値が設定されていると、例外が発生した場合に、例外が発生したフロー・オブジェクトにプロセス・インスタンスが戻され、失敗したフロー・オブジェクトの実行が再試行されます。場合によっては、例外が発生した状況が変わり、フロー・オブジェクトの実行を再試行すると正常に実行されます。たとえば、電話をかけようとしたが回線が使用中であると、数分後に再試行します。
この値をアクション事前定義済変数に代入するには、文字列backを使用します。
アクション変数にこの値が設定されていると、例外が発生した場合に、プロセス・インスタンスがメイン・プロセス・フロー内の次のアクティビティに移動します。
この値をアクション事前定義済変数に代入するには、文字列skipを使用します。
エラー終了イベントを使用しているビジネス例外のみスローできます。これにより、親プロセスのみがこれらの例外を捕捉できます。タスクの実行中に発生する低レベルの例外をスローするかわりに、カスタマイズされた高レベルの例外をスローするようにプロセスを構成できます。
高レベルの例外をスローするには、エラーをスローする終了イベントにアクティビティ内の境界イベントを接続するか、またはサブプロセス・イベントをエラー終了イベントで完了します。
エラー終了イベントを使用して、BPMNプロセスがビジネス例外をスローするように構成できます。
例外をスローするには:
既存のビジネス例外またはシステム例外をスローすることもできます。
ビジネス例外の作成方法については、「ビジネス例外の作成方法」を参照してください。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ツリーは使用可能なシステム・フォルトを示しています。各種のエラー・イベントでサポートされる例外のリストについては、表18-1を参照してください。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、「例外」フィールドに選択した例外が表示されます。
BPMNサービス・エンジンはプロセスを中断し、例外を親プロセスにスローします。サブプロセスにエラー・キャッチ境界イベントが付随しているか、または親プロセスにエラー・イベントを処理できるイベント・サブプロセスが存在する場合、親プロセスは例外を処理できます。そうでない場合、親プロセスは例外をその親プロセスにスローします。親プロセスがない場合、例外はBPMNサービス・エンジンによってOracle Enterprise Managerのフォルト処理システムのログに記録されます。
ビジネス例外を作成し、それを使用してBPMNプロセスのエラー・イベントを実装できます。
ビジネス例外を作成するには:
「ビジネス・コンポーネント」ノードにモジュールが含まれていない場合は、1つ作成する必要があります。
ビジネス例外の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
「モジュールの参照」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ビジネス例外エディタが開きます。
キャッチ・エラー・イベントはイベント・サブプロセス間に置かれるため、イベント・サブプロセスを使用する方が簡潔なプロセスを定義でき、手間もかかりません。
サブプロセスで発生した例外は、他のBPMNアクティビティで例外を処理する場合と同様に処理できます。
プロセスが別のピア・プロセスと通信するとき、そのピア・プロセスでいずれかのフロー・オブジェクトを実行するとエラーが発生する場合があります。同期的な操作の場合、このエラーを起動元のピア・プロセスに伝播する正しい形式では、エラーとして構成されたメッセージ・イベントを使用しています。
エラーとして構成されたメッセージ・イベントは、起動元のピア・プロセスに、プロセスの実行中にエラーが発生したことを伝達します。ただし、これは予期されたエラーであるため、監査証跡ではプロセスが正常に実行されたと示されます。
起動元のピア・プロセスがこれらのオプションのいずれかを使用して例外を処理する方法を定義する必要があります。
起動元のピア・プロセスでエラー処理を行わない場合、エラーは伝播され、プロセスの実行は正常に完了しません。
注意:
エラーがない場合にインスタンスが使用するパスを必ず定義しておく必要があります。エラーがない場合のパスを定義しないと、プロジェクトが正常にビルドされません。
エラー・イベントの使用とエラー・メッセージ・イベントの使用の相違点
プロセス間通信中のエラー処理にエラー終了イベントまたはスロー・イベントを使用することは、お薦めできません。エラー・イベントは、プロセス内で処理されるか、次のレベルに伝播される可能性がある内部エラーに対してのみ使用する必要があります。これらのエラーは、このプロセスの外では意味がありません。
ピア・プロセスの実行中に発生した例外は、起動元のピア・プロセスに伝播されません。ピア・プロセスが応答を停止しため、最終的には、起動元のピア・プロセスがタイムアウト通知を受信します。
プロセス間通信に使用されるプロセスで操作を実行するとエラーが発生する可能性があるとわかっている場合は、メッセージ終了イベントまたはスロー・イベントを追加して、起動元のピア・プロセスにエラーを伝播することをお薦めします。
メッセージ・エラーを実装するには、ビジネス例外を選択する必要があります。プロジェクトでビジネス例外を定義しない場合、ビジネス例外を作成する必要があります。ビジネス例外の詳細は、「ビジネス例外の使用」を参照してください。
メッセージ・イベントを使用してピア・プロセスでエラーを処理するには:
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
選択した例外が「例外」リストに表示されます。
この章では、Oracle BPMでのSOAフォルト管理フレームワークの使用方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle SOA Suiteには、フォルトを処理するために一般的なフォルト管理フレームワークが用意されています。実行時にフォルトが発生すると、そのフォルトはフレームワークによって捕捉され、フォルト・ポリシー・ファイルに定義されているユーザー指定のアクションが実行されます。管理者操作が規定のアクションである状況でフォルトが発生した場合は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlからリカバリ・アクションを実行します。また、Oracle BPM Suiteに用意されているフォルト管理フレームワークを使用することもできます。
フォルト管理フレームワークの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のフォルト管理フレームワークによるフォルトの処理に関する項を参照してください。
Oracle BPM Suiteに対してフォルト・ポリシーを設計し、実行できます。フォルト・ポリシー・ファイルには、フォルト条件および対応するフォルト・リカバリ・アクションを定義します。
フォルト・ポリシー・バインディング・ファイルによって、フォルト・ポリシー・ファイルに定義されているポリシーが次のいずれかに関連付けられます。
Oracle BPM Suiteのフォルト・ポリシー・ファイルでサポートされているフォルト・リカバリ・アクションは、次のとおりです。
注意:
サポートされているフォルト・リカバリ・アクションの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の自動フォルト・リカバリのフォルト・ポリシー・ファイルの作成に関する項を参照してください。
図19-1は、ProcessおよびFaultThrowerという名前のBPMNプロセス・サービス・コンポーネントが含まれたコンポジットを示しています。
図19-1 ProcessおよびFaultThrower BPMNプロセス・サービス・コンポーネントを含むコンポジット

例19-1に、フォルト条件と、それに対応するfault-policies.xmlファイルに定義されているフォルト・リカバリ・アクションを示します。条件は、実行時にフォルトを捕捉して、フォルトからリカバリするためのアクションに転送します。
例19-2に、fault-policies.xmlファイルに定義されているフォルト・リカバリ・ポリシーをコンポジット全体に関連付けるフォルト・ポリシー・バインディング・ファイルを示します。
例19-1 フォルト・ポリシー・ファイル
例19-2 フォルト・ポリシー・バインディング・ファイル
図19-2は、BPMNThatFailsという名前のBPMNサービス・コンポーネントが参照バインディング・コンポーネント(この例では、ファイル・アダプタ)を呼び出すコンポジットを示します。
図19-2 BPMNプロセス・サービス・コンポーネントを含むコンポジット

例19-3に、フォルト条件と、それに対応するfault-policies.xmlファイルに定義されているフォルト・リカバリ・アクションを示します。条件は、実行時にフォルトを捕捉して、フォルトからリカバリするためのアクションに転送します。
例19-4に、fault-policies.xmlファイルに定義されているフォルト・リカバリ・ポリシーをBPMNThatFails BPMNサービス・コンポーネントに関連付けるフォルト・ポリシー・バインディング・ファイルを示します。
例19-3 フォルト・ポリシー・ファイル
例19-4 フォルト・ポリシー・バインディング・ファイル
図19-3は、Callerという名前のBPMNプロセスがProcessService1という名前の別のBPMNプロセスを参照として呼び出すコンポジットを示しています。
図19-3 Caller BPMプロセスを含むコンポジット

例19-5に、フォルト条件と、それに対応するfault-policies.xmlファイルに定義されているフォルト・リカバリ・アクションを示します。条件は、すべてのフォルトを捕捉して、フォルトからリカバリするために管理者操作を必要とするアクションに転送します。
例19-6に、fault-policies.xmlに定義されているフォルト・ポリシーを参照に関連付けるfault-bindings.xmlファイルを示します。
サービス参照を使用してプロセスを呼び出すときに、使用される参照はBPMNプロセス参照ではなく、BPMNプロセス(図19-3のProcessService1)を呼び出すために作成された、Services.Externals.ProcessService1.referenceという名前の参照です。参照名は次のように作成されます。
ProcessService1の参照名の先頭にServices.Externals.が付きます。 ProcessService1の参照名の末尾に.referenceが付きます。 fault-bindings.xmlファイルに指定する参照名は、次のいずれかのファイルから取得できます。
例19-7に示すように、process_name.componentTypeファイルのreferenceセクションから composite.xmlファイルのwireセクションから この参照は、BPMNプロセスを呼び出しますが、FTPサーバー、EJBコンポーネント、およびその他を呼び出すこともできます。
例19-5 フォルト・ポリシー・ファイル
例19-6 フォルト・ポリシー・バインディング・ファイル
例19-7 componentTypeファイル内の参照名
例19-8 composite.xmlファイル内の参照名
図19-4は、Callerという名前のBPMNプロセスがFolderListingという名前のファイル・アダプタを参照として呼び出すコンポジットを示しています。
図19-4 Caller BPMプロセスを含むコンポジット

例19-9に、フォルト条件と、それに対応するfault-policies.xmlファイルに定義されているフォルト・リカバリ・アクションを示します。条件は、すべてのフォルトを捕捉して、フォルトからリカバリするために管理者操作を必要とするアクションに転送します。
例19-10に、fault-policies.xmlに定義されているフォルト・ポリシーを参照に関連付けるfault-bindings.xmlファイルを示します。
例19-9 フォルト・ポリシー・ファイル
例19-10 フォルト・ポリシー・バインディング・ファイル
外部サービスの場合、フォルト・ポリシー・バインディング・ファイルで使用される参照名は、Oracle SOA SuiteとOracle BPM Suiteでは異なります。表19-1に詳細を示します。
表19-1 .componentTypeファイルとフォルト・ポリシー・バインディング・ファイルでの参照の命名規則
| 参照の命名規則 | .componentTypeファイル内のエントリ | フォルト・ポリシー・バインディング・ファイル内のエントリ |
|---|---|---|
Oracle BPM Suiteの場合、命名規則は次のようになります。
|
<reference name= "Services.Externals.Synch_read. reference" ui:wsdlLocation="synch_read.wsdl"> <interface.wsdl interface= "http://xmlns.oracle.com/pcbpel/ adapter/file/UpdateTaskApps/ FaultPolicyApp/synch_read# wsdl.interface(SynchRead_ptt)"/> </reference> | Oracle BPM Suiteの場合、次のように <reference faultPolicy="Policy0"> <name>Services.Externals.Synch_ read.reference</name> |
Oracle SOA Suiteの場合、参照名の先頭にも末尾にも名前は追加されません。 |
<reference name="Synch_read" ui:wsdlLocation="synch_read.wsdl"> <interface.wsdl interface= "http://xmlns.oracle.com/pcbpel/ adapter/file/UpdateTaskApps/ FaultPolicyApp/synch_read# wsdl.interface(SynchRead_ptt)"/> </reference> | Oracle SOA Suiteの場合、次のように <reference faultPolicy="Policy0"> <name>Synch_read</name> |
注意:
Oracle BPM SuiteとOracle SOA Suiteの両方からフォルトを捕捉する単一のフォルト・ポリシー・バインディング・ファイルを定義することもできます。
この章では、他のBPMNプロセスおよびサービスと通信するBPMNプロセスの開発方法を説明します。他のプロセスまたはサービスを起動し、複数のプロセスにメッセージをブロードキャストし、特定のブロードキャスト・メッセージを待機するようにプロセスを構成する方法を説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPMには、BPMNプロセスが他のプロセスやサービス(メッセージ、送信タスク、受信タスク、シグナル・イベントなど)と通信するためのいくつかの方法が用意されています。
メッセージは、非同期サービスまたは非同期BPMNプロセスの起動を可能にします。また、これらを使用して、プロセスが他のプロセスまたはサービスに公開するインタフェースを定義できます。
メッセージ・イベントの詳細は、「メッセージ・イベントを使用した他のBPMNプロセスおよびサービスとの通信」を参照してください。
これらはメッセージ・イベントと非常に類似しています。いずれを使用しても構いません。
メッセージ・イベントとの唯一の違いは、これらが境界イベントをサポートしている点です。
メッセージは、非同期サービスまたは非同期BPMNプロセスの起動を可能にします。また、これらを使用して、プロセスが他のプロセスまたはサービスに公開するインタフェースを定義できます。
送信および受信タスクの詳細は、「送信および受信タスクを使用した他のBPMNプロセスおよびサービスとの通信」を参照してください。
これらを使用して、メッセージを複数のプロセスにブロードキャストできます。その特定のメッセージを待機しているプロセスが、これに反応します。
シグナル・イベントの詳細は、「シグナル・イベントを使用したプロセス間の通信」を参照してください。
メッセージ・イベント、送信および受信タスク、およびサービス・タスクは、操作を使用して他のBPMNプロセスまたはサービスと通信します。これらの操作は同期または非同期のいずれをも使用できます。
同期操作と非同期操作の主な相違点は、サービスまたは操作の呼出し時に、サービスまたは操作を呼び出すプロセスがどのように反応するかです。
同期操作を起動する際、メッセージを送信し、レスポンスを待ってからプロセス・フローを続行します。
非同期操作を起動する際、メッセージを送信しますが、応答を待たずにプロセス・フローを続行します。非同期操作はメッセージを受信したら実行を開始します。非同期操作の応答は、コールバック操作を起動することによって取得できます。非同期操作の実行が完了する前にコールバック操作を起動した場合、応答を受信する前に非同期操作が完了するまで待機する必要があります。
メッセージ・イベントと送信および受信タスクでは、操作を対応するコールバックに関連付ける方法を指定する必要があります。会話を使用すると、1つ以上の操作をそのコールバックとともにグループ化できます。会話により、BPMNプロセスへのアクセスに使用する複数の操作を定義できます。
メッセージ・イベントを使用すると、プロジェクト内の他のBPMNプロセスおよびサービスと通信できます。
メッセージ・イベントは次の場合に使用できます。
注意:
送信タスクおよび受信タスクでは、メッセージ・スロー・イベントおよびメッセージ・キャッチ・イベントと同様の機能が実行されます。ただし、これらを1つのプロセス内で混在させないことをお薦めします。
異なるメッセージ・イベントの実装は、イベントのタイプと、会話内でのその役割によって異なります。表20-1で、メッセージ・イベントの様々な実装を説明します。
サブプロセス内でメッセージ開始イベントを構成して、メイン・プロセス・フローを一時停止できます。詳細は、「代替プロセス・フローを実行するための現在のプロセス・フローの一時停止」を参照してください。
表20-1 メッセージ・イベントの実装
| イベント | 会話の開始 | 会話の継続 |
|---|---|---|
メッセージ開始 |
| 使用不可 |
メッセージ・スロー |
| インタフェースを定義する開始イベントまたはキャッチ・イベントを継続する場合:
サービスまたはBPMNプロセスを起動するメッセージ・スローを続行する場合:
|
メッセージ・キャッチ |
| インタフェースを定義する開始イベントまたはキャッチ・イベントを継続する場合:
サービスまたはBPMNプロセスを起動するスロー・イベントを続行する場合:
|
メッセージ終了 | 使用不可 | インタフェースを定義する開始イベントまたはキャッチ・イベントを継続する場合:
サービスまたはBPMNプロセスを起動するスロー・イベントを続行する場合:
|
メッセージ・イベントを使用して、非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスを起動できます。
サービスまたはBPMNプロセスから非同期操作を起動する場合、会話を開始するよう構成された中間スロー・メッセージ・イベントを使用する必要があります。
BPMNサービス・エンジンがメッセージ・スロー・イベントを実行する際、次のものに基づいてXMLメッセージを作成します。
その後、XMLメッセージをサービスまたはBPMNプロセスに送信し、プロセス・フローの残りの実行を継続します。非同期サービスまたはBPMプロセスが応答するのを待機しません。
非同期サービスまたはBPMNプロセスはメッセージを受信し、リクエストされた操作を実行します。完了すると、起動元のBPMNプロセスに操作の結果のメッセージを送信します。このメッセージは、非同期サービスまたはBPMNプロセスのコールバック操作です。
非同期操作を起動したBPMNプロセスは、結果を取得するのに、コールバック操作を待機する必要があります。BPMNプロセスは、コールバック操作を待機するメッセージ・キャッチ・イベントを定義する必要があります。このメッセージ・キャッチ・イベントは会話を継続させ、操作を起動したメッセージ・スロー・イベントをイニシエータ・イベントとして使用します。
トークンがメッセージ・キャッチ・イベントに到達すると、非同期プロセスが完了していれば即時応答を受信できますが、そうでなければ応答を取得するのに非同期プロセスが完了するまで待機する必要があります。
図20-1 メッセージ・イベントを使用した非同期サービスまたはBPMNプロセスの起動

メッセージ・イベントを使用して非同期サービス操作を起動できます。
メッセージ・イベントを使用して非同期サービス操作を起動するには:
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
会話の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
選択したサービスは非同期サービスである必要があります。
「サービス」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
メッセージ・イベントを使用して、非同期操作とペアになるコールバック操作を受信できます。
メッセージ・イベントを使用した非同期サービスのコールバック操作を受信するには:
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「メッセージ交換」セクションが変わります。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
メッセージ・スロー・イベントを使用して非同期サービス操作を起動する際、BPMNサービス・エンジンはサービスが応答するまで待機しません。メッセージ・スロー・イベントに続くフロー・オブジェクトの実行を継続します。
BPMNプロセスは、メッセージ・キャッチ・イベントを使用してサービス・コールバック操作を起動することにより、非同期サービスのレスポンスを取得できます。
サービスの実行が完了した後も、BPMNプロセスはメッセージ・キャッチ・イベントを使用してコールバック操作を起動するまでサービス・レスポンスを受信しません。
BPMNサービス・エンジンがメッセージ・キャッチ・イベントを実行する間もサービスがまだ実行中であれば、エンジンは、トークンをプロセス中の次のフロー・オブジェクトに渡す前に、サービス操作が完了するまで待機します。
メッセージ・イベントを使用して非同期BPMNプロセスのノードを起動できます。
メッセージ・イベントを使用して非同期BPMNプロセス操作を起動するには:
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
メッセージ・イベントを使用して、BPMNプロセスの非同期ノードとペアになるコールバック操作を起動できます。
メッセージ・イベントを使用した非同期BPMNプロセスのコールバック操作を起動するには:
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「メッセージ交換」セクションが変わります。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
メッセージ・スロー・イベントを使用して非同期BPMNプロセスを起動する際、BPMNサービス・エンジンはBPMNプロセスが応答するまで待機しません。メッセージ・スロー・イベントに続くフロー・オブジェクトの実行を継続します。
起動するBPMNプロセスは、メッセージ・キャッチ・イベントを使用してサービス・コールバック操作を起動することにより、非同期BPMNプロセスのレスポンスを取得できます。
非同期BPMNプロセスの実行が完了した後も、起動するBPMNプロセスは、非同期BPMNプロセスからメッセージを受信するメッセージ・キャッチ・イベントに到達するまでレスポンスを受信しません。
BPMNサービス・エンジンがメッセージ・キャッチ・イベントを実行する間も非同期BPMNプロセスがまだ実行中であれば、エンジンは、トークンをプロセス中の次のフロー・オブジェクトに渡す前に、非同期BPMNプロセスが完了するまで待機します。
境界イベントとして構成されたメッセージ・キャッチ・イベントを使用して、アクティビティが実行している間、イベントを待機させられます。アクティビティの実行が完了した後にメッセージを受信すると、イベントはトリガーされません。
境界メッセージ・キャッチ・イベントは、連続しないイベントまたは連続するイベントとして構成できます。
連続しない境界メッセージ・キャッチ・イベントは、予期したメッセージが到着すると、アクティビティの実行を停止します。次に、エンジンにより、メッセージ・キャッチ・イベントに対して定義されたフローの実行が開始されます。連続しない境界メッセージ・キャッチ・イベントに対して定義されたフローにより、メイン・プロセス・フローを再開することが可能です。
連続する境界キャッチ・イベントは、現在のアクティビティの実行を停止しません。予期したメッセージが到着すると、現在のアクティビティとパラレルに、エンジンによってメッセージ・キャッチ・イベントに対して定義されたフローの実行が開始されます。連続する境界メッセージ・キャッチ・イベントに対して定義されたフローでは、メイン・プロセス・フローを再開できません。
境界イベントを構成して、フロー・オブジェクトまたはそれらが関連付けられているフロー・オブジェクトを一時停止できます。詳細は、「代替プロセス・フローを実行するための現在のプロセス・フローの一時停止」を参照してください。
サービス・タスクを使用して、サービスおよびBPMNプロセスで同期操作を起動できます。
BPMNサービス・エンジンがサービス・タスクを実行する際、サービス・タスクで指定された操作を起動し、レスポンスを待機します。同期サービスまたはBPMNプロセスからレスポンスを受信するまで、BPMNサービス・エンジンはトークンを次のアクティビティに移動しません。
サービス・タスクから使用できるサービスには、同期操作を公開するBPELプロセス、SOAメディエータおよびSOAアダプタが含まれます。また、サービス・タスクを使用して、同期操作を公開する他のBPMNプロセスも起動できます。
BPMNプロセスで同期操作を定義する方法は、「メッセージ・イベントを使用した、BPMNプロセス・インタフェースの同期操作の定義」または「送信および受信タスクを使用した、BPMNプロセスでの同期操作の定義」を参照してください。
図20-2 サービス・タスクを使用した同期BPMNプロセスまたはサービスの起動

同期サービス操作を起動するには、サービス・タスクを使用する必要があります。
サービス・タスクを使用して同期サービス操作を起動するには:
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
会話の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
BPMNサービス・エンジンがサービス・タスクを実行する際、サービスが応答するまで待機してからプロセス・フローを続行します。サービスの実行が完了すると、レスポンスをサービス・タスクに送信します。
サービス操作が出力データを返す場合、このデータは、サービス・タスクのデータ・アソシエーションを使用してプロジェクト内のデータ・オブジェクトにマッピングされます。
同期BPMNプロセス操作を起動するには、サービス・タスクを使用する必要があります。
サービス・タスクを使用して同期BPMNプロセス操作を起動するには:
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
会話の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
注意:
サービス・タスクは、アウトバウンドの会話のみサポートします。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
送信および受信タスクを使用すると、プロジェクト内の他のBPMNプロセスおよびサービスと通信できます。
メッセージ・イベントと送信および受信タスクとの唯一の違いは、送信および受信タスクには境界イベントを追加できる点です。非同期サービスを起動し、境界として構成されたタイマー・イベントを使用して期限を追加する場合、メッセージ・イベントではなく送信および受信タスクを使用する必要があります。
送信および受信タスクは次の場合に使用できます。
プロセスの開始操作を定義するために受信タスクを使用する場合、None開始イベントの後に置き、インスタンスを作成するよう構成する必要があります。
異なるメッセージ・イベントの実装は、イベントのタイプと、会話内でのその役割によって異なります。表20-1で、メッセージ・イベントの様々な実装を説明します。
注意:
送信タスクおよび受信タスクでは、メッセージ・スロー・イベントおよびメッセージ・キャッチ・イベントと同様の機能が実行されます。ただし、これらを1つのプロセス内で混在させないことをお薦めします。
表20-2 送信および受信タスクの実装
| タスク | 会話の開始 | 会話の継続 |
|---|---|---|
送信タスク |
| インタフェースを定義する受信タスクを続行する場合:
|
受信タスク |
| インタフェースを定義する受信タスクを続行する場合:
サービスまたはBPMNプロセスを起動する送信タスクを続行する場合:
|
送信および受信タスクを使用して、サービスおよびBPMNプロセスで非同期操作を起動できます。
サービスまたはBPMNプロセスから非同期操作を起動する場合、会話を開始するよう構成された送信タスクを使用する必要があります。
BPMNサービス・エンジンが送信タスクを実行する際、次のものに基づいてXMLメッセージを作成します。
その後、XMLメッセージをサービスまたはBPMNプロセスに送信し、プロセス・フローの残りの実行を継続します。非同期サービスまたはBPMプロセスが応答するのを待機しません。
非同期サービスまたはBPMNプロセスはメッセージを受信し、リクエストされた操作を実行します。完了すると、起動元のBPMNプロセスに操作の結果のメッセージを送信します。このメッセージは、非同期サービスまたはBPMNプロセスのコールバック操作です。
非同期操作を起動したBPMNプロセスは、結果を取得するために、コールバック操作を起動する必要があります。コールバック操作を起動すると、非同期プロセスが完了していれば即時応答を受信できますが、そうでなければ応答を取得するのに非同期プロセスが完了するまで待機する必要があります。
図20-3 送信および受信タスクを使用した非同期サービスまたはBPMNプロセスの起動

送信タスクを使用して非同期サービス操作を起動できます。
送信タスクを使用して非同期サービス操作を起動するには:
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
受信タスクを使用して、非同期サービス操作とペアになるコールバック操作を起動できます。
非同期サービスのコールバック操作を起動するには:
「プロパティ」セクションが変更され、「イニシエータ・ノード」リストが表示されます。
「プロパティ」セクションの内容が変更され、「名前」フィールドおよび「操作」リストが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、受信タスクのプロパティ・ダイアログ・ボックスに、「名前」フィールドで選択したサービスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
送信タスクを使用して非同期サービス操作を起動する際、BPMNサービス・エンジンはサービスが応答するまで待機しません。送信タスクに続くフロー・オブジェクトの実行を継続します。
BPMNプロセスは、受信タスクを使用してサービス・コールバック操作を起動することにより、非同期サービスのレスポンスを取得できます。
サービスの実行が完了した後も、BPMNプロセスは受信タスクを使用してコールバック操作を起動するまでサービス・レスポンスを受信しません。
BPMNサービス・エンジンが受信タスクを実行する間もサービスがまだ実行中であれば、エンジンは、トークンをプロセス中の次のフロー・オブジェクトに渡す前に、サービス操作が完了するまで待機します。
送信タスクを使用して非同期BPMNプロセス操作を起動できます。
非同期BPMNプロセス操作を起動するには:
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
受信タスクを使用して、非同期プロセス操作とペアになるコールバック操作を起動できます。
非同期BPMNプロセスのコールバック操作を起動するには:
「プロパティ」セクションが変更され、「イニシエータ・ノード」リストが表示されます。
「プロパティ」セクションの内容が変更され、「プロセス」フィールドおよび「ノード」リストが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、受信タスクのプロパティ・ダイアログ・ボックスに、「名前」フィールドで選択したサービスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
送信タスクを使用して非同期サービス操作を起動する際、BPMNサービス・エンジンはサービスが応答するまで待機しません。送信タスクに続くフロー・オブジェクトの実行を継続します。
BPMNプロセスは、受信タスクを使用してサービス・コールバック操作を起動することにより、非同期サービスのレスポンスを取得できます。
サービスの実行が完了した後も、BPMNプロセスは受信タスクを使用してコールバック操作を起動するまでサービス・レスポンスを受信しません。
BPMNサービス・エンジンが受信タスクを実行する間もサービスがまだ実行中であれば、エンジンは、トークンをプロセス中の次のフロー・オブジェクトに渡す前に、サービス操作が完了するまで待機します。
コール・アクティビティを使用して別のプロセスからプロセスを起動できます。起動されたプロセスは、それを起動するプロセスの子になります。
コール・アクティビティを実行すると、エンジンは再使用可能なプロセスに対して新しいトークンを作成しません。親プロセスのトークンが、この再使用可能なプロセスに渡されます。トークンが子プロセスを完了すると、親プロセスに戻されてこのコール・アクティビティの後続のアクティビティの実行が続行されます。
子プロセスは、再使用可能なプロセスである必要があります。再使用可能なプロセスは、複数のプロセスから起動できます。再使用可能なプロセスの開始は、コール・アクティビティから起動することでのみ実行できます。
再使用可能なプロセスはSOAコンポジットの一部でないため、他のSOAコンポーネントから再使用可能なプロセスにアクセスすることはできません。
再使用可能なプロセスの開始イベントのタイプは必ずnoneである必要があります。終了イベントは、エラー・イベントまたはメッセージ・イベントであることができます。
コール・アクティビティを使用すると、別のプロセスからプロセスを起動できます。子プロセスは、再使用可能なプロセスである必要があります。
BPMプロジェクト内の複数のプロセスから、再使用可能なプロセスを起動できます。
コール・アクティビティを使用して別のプロセスからプロセスを起動できます。起動されるプロセスは、再使用可能なプロセスである必要があります。
コール・アクティビティを使用してプロセスを起動するには:
再使用可能なプロセスを作成する方法は、「新しいビジネス・プロセスの作成方法」を参照してください。
データ・アソシエーションの詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
変換の詳細は、「変換の概要」を参照してください。
シグナル・イベントを使用すると、BPMプロジェクト内のすべてのプロセスにメッセージをブロードキャストできます。そのシグナルをリスニングするよう構成されたプロセスのみ、シグナルに反応します。
営業見積サンプルの場合、見積が承認されたらシグナルをトリガーし、見積の承認に依存しているすべてのプロセスをトリガーできます。
BPMNプロセスがシグナルをブロードキャストすると、メディエータおよびBPELプロセスも反応し、これらもシグナルをブロードキャストしてBPMNプロセスをトリガーできます。
Oracle BPMは、Oracle Event Delivery Network (EDN)を使用してシグナルを送信および受信します。Oracle EDNの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のビジネス・イベントおよびイベント配信ネットワークの使用方法に関する項を参照してください。
Oracle BPMでイベントにアクセスする方法の詳細は、「ビジネス・カタログの概要」を参照してください。
SOAプロジェクトによって定義されるEDNイベントは、ビジネス・カタログの「イベント」事前定義済モジュールEvents内に自動的に表示されます。シグナル・イベントを追加する際、シグナル・イベントがブロードキャストまたは反応するイベントをビジネス・カタログ内で選択できます。
シグナルは、スロー中間シグナル・イベントまたはシグナル終了イベントからブロードキャストできます。BPMNプロセスでは、別のプロセス内のシグナル開始イベントのシグナルのみ受信できます。
メッセージをブロードキャストするプロセスには、受信者に関する情報は含まれません。シグナルをブロードキャストするプロセスに影響を与えずに、シグナルに反応するプロセスを追加または削除できます。
同様に、特定のメッセージに反応するプロセスには、そのメッセージをブロードキャストするプロセスに関する情報は含まれません。メッセージをブロードキャストするプロセスをプロジェクトに追加すると、その特定のメッセージを待っているすべてのプロセスは、変更しなくてもそのメッセージに反応します。
シグナルのブロードキャストに使用するイベントにはペイロードが含まれており、これを使用して、この特定のシグナルに反応するよう構成されたすべてのプロセスに情報を送信できます。イベント内のペイロードに値を割り当てるには、シグナル・スロー・イベントのデータ・アソシエーションを構成する必要があります。このデータ・アソシエーションにより、プロセスおよびプロジェクトのデータ・オブジェクトに格納された関連するデータをイベントに渡すことができます。対応するプロセスがシグナルを受信する際、別のデータ・アソシエーションを使用してイベント内のデータを取得する必要があります。このデータ・アソシエーションは、シグナル開始イベントで受信されたイベントでどのデータ・オブジェクトがデータを格納するかを定義します。
注意:
シグナル・イベントは、他のプロセスとの通信に使用してください。シグナル・イベントをブロードキャストするプロセスのブロードキャスト・リストには、そのプロセス自体は含まれていません。
図20-4 シグナルのブロードキャスト

シグナル・イベントを使用すると、メッセージと、そのメッセージを待機するように構成されたすべてのプロセスの間で通信できます。
シグナルは、スロー中間シグナル・イベントまたはシグナル終了イベントからブロードキャストできます。BPMNプロセスでは、別のプロセス内のシグナル開始イベントのシグナルのみ受信できます。
この手順を実行する前に、ブロードキャストするイベントをSOAプロジェクトに追加する必要があります。
シグナルを複数のプロセスにブロードキャストするには:
プロセスの完了直後にシグナルをブロードキャストする場合、既存の終了イベントの実装タイプをシグナルに変更するか、タイプがシグナルの新しい終了イベントを追加します。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、「タイプ」フィールドにタイプ名が表示されます。
BPMNエンジンがスローまたは終了シグナル・イベントを実行すると、Oracle EDNにイベントを公開します。この特定のシグナルをリスニングするよう構成されているすべてのSOAコンポーネントに、Oracle EDNによってこのイベントが配信されます。
この手順を実行する前に、反応対象のイベントをSOAプロジェクトに追加する必要があります。
プロセスが特定のシグナルに反応するよう構成するには:
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、「タイプ」フィールドにタイプ名が表示されます。
この章では、他のプロセスまたはサービスによって、サービスとして起動できるように、BPMNプロセスを公開するよう構成する方法を説明します。Oracle BPMでは、BPMNプロセス内のフロー・オブジェクトをプロセス操作として公開できます。他のBPMNプロセスおよびサービスによってこれらの操作を起動できます。
この章の内容は次のとおりです。
プロセス・インタフェースとは、他のプロセスまたはサービスが使用できるようにBPMNプロセスが公開する操作のグループです。SOAコンポジットでは、BPMNプロセス・インタフェースは「公開されたサービス」セクションに表示されます。他のプロセスおよびサービスが使用できるようにするためには、BPMNプロセスのインタフェースを定義する必要があります。定義するインタフェースには、他のプロセスおよびサービスが起動できる操作が含まれます。
同期プロセス操作は、入力および出力引数を定義します。
非同期プロセス操作を定義する際、対応するコールバック操作も定義する必要があります。非同期操作によって入力引数が定義され、コールバック操作によって出力引数が定義されます。
プロセス・インタフェースを定義するには、BPMNプロセスの操作を定義するか、またはビジネス・カタログから既存のインタフェースを使用できます。これらのどのオプションでも、メッセージ・イベントまたは送信および受信タスクを使用して実装できます。
プロセス・インタフェースには、他のサービスおよびプロセスがBPMNプロセスと対話するために起動可能な操作が含まれます。これらの操作は、同期操作または非同期操作のいずれをも使用できます。
プロセス・インタフェースは、メッセージ・イベントまたは送信および受信タスクを使用して定義できます。
BPMNプロセス内の操作を公開するには、イニシエータとして構成されたメッセージ開始イベントまたはメッセージ・キャッチ・イベントを使用できます。これらのメッセージ・イベントにより、同期操作または非同期操作のいずれにするかを定義できます。また、プロセスの入力も定義できます。
プロセス・インタフェースには、BPMNプロセスの開始イベントを公開する操作が必ず含まれている必要があります。このBPMNプロセスを起動するプロセスまたはサービスは、常に、プロセス内の操作を起動する前に、開始イベントに対応する操作を起動する必要があります。
プロセスの出力を定義するには、操作を定義するイベントを続行するメッセージ・スロー・イベントまたはメッセージ終了イベントを構成する必要があります。操作が非同期の場合、これらのイベントはコールバック操作も定義します。
インタフェースに非同期操作が含まれている場合、この操作の結果を返すコールバック操作も定義する必要があります。BPMNプロセスでコールバック操作を定義する方法は、「メッセージ・イベントを使用したBPMNプロセスのコールバック・インタフェースの定義」を参照してください。
図21-1では、インタフェースでメッセージ開始メッセージ・イベントを公開するBPMNプロセスを示しています。また、SOAコンポジット・エディタによってこの操作がどのように表示されるかも示されています。
図21-1 メッセージ開始イベントを操作として公開するBPMNプロセス

さらに、プロセス・インタフェースには、プロセス中のキャッチ・メッセージ・イベントによって公開される操作を含められます。キャッチ・メッセージ・イベントに対応する操作を起動する前に、常に、メッセージ開始イベントに対応する操作を起動する必要があります。
図21-2では、メッセージ開始メッセージ・イベントに加え、インタフェースでキャッチ・メッセージ・イベントを公開するBPMNプロセスを示しています。また、SOAコンポジット・エディタによってこの操作がどのように表示されるかも示されています。
図21-2 インタフェースでメッセージ開始およびメッセージ・キャッチ・イベントを公開するBPMNプロセス

BPMNプロセスは、定義する各非同期操作に対し、コールバック操作を公開する必要があります。
コールバック操作により、非同期操作を起動したサービスまたはプロセスにレスポンスが返されます。コールバック操作によって出力引数を定義できます。出力引数を定義する場合、データ・アソシエーションを使用して、その値をプロセス内のデータ・オブジェクトにマッピングする必要があります。
メッセージ・スロー・イベントまたはメッセージ終了イベントを使用してコールバック操作を定義できます。
別のBPMNプロセスから非同期BPMNプロセスを起動する方法の詳細は、「メッセージ・イベントを使用した非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」を参照してください。
図21-3では、BPMNプロセスのコールバック操作を公開する終了イベントを示しています。また、SOAコンポジット・エディタでコールバック操作がどのように表示されるかも示されています。
注意:
操作の公開に送信タスクを使用した場合、コールバック操作の定義に受信タスクを使用する必要があります。送信イベントを使用したコールバック操作の定義方法の詳細は、「送信および受信タスクを使用した非同期プロセス操作の定義」を参照してください。
図21-3 開始操作と対応するコールバックを公開する非同期BPMNプロセス

メッセージ・イベントを使用して、BPMNプロセスの非同期操作を定義できます。非同期操作を公開する際、開始操作も公開する必要があります。非同期サービスを起動するクライアントは、まず開始操作を起動してプロセス内にインスタンスを作成する必要があります。非同期操作は作成したインスタンスで実行されます。
また、定義した各非同期操作に対し、コールバック操作を指定する必要があります。
BPMNプロセスの開始イベントを非同期操作として公開できます。
BPMNプロセスの開始操作を非同期として構成するには:
「メッセージ交換」セクションが表示されます。
プロセスの入力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
メッセージ・イベントを使用して、非同期操作とペアになるコールバック操作を公開できます。
コールバック操作を定義するには:
注意:
プロセスが完了するときに応答を返す場合、メッセージ終了イベントを追加するか、実装タイプを終了からメッセージに変更します。
プロセスの出力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
プロセスの開始イベントを起動する際、プロセス・フローを続行する前にレスポンスを待機しないでください。レスポンスを取得するには、プロセスのコールバック操作を起動する必要があります。
非同期BPMNプロセスは、メッセージ・イベントまたは送信および受信タスクを使用して起動できます。
非同期BPMNプロセスを起動する方法の詳細は、「メッセージ・イベントを使用した非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」および「送信および受信タスクを使用した非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」を参照してください。
SOAコンポジットで、非同期プロセスのインタフェースには、最低2つの操作が表示されます。プロセスを開始する操作と、そのコールバック操作です。
中間メッセージ・イベントを非同期操作として公開できます。
非同期操作をBPMNプロセス・インタフェースに追加するには:
出力引数の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
メッセージ・イベントを使用して、BPMNプロセスの同期操作を定義できます。同期操作を定義するには、メッセージ開始またはキャッチ・イベント、およびそれに続くメッセージ・スローまたはキャッチを使用します。メッセージ開始またはキャッチ・イベントはプロセスの入力を定義します。メッセージ・スローまたは終了イベントはプロセスの出力を定義します。
メッセージ・キャッチ・イベントを使用して同期操作を定義する場合、開始操作も定義する必要があります。まず開始操作を起動した後に同期操作を起動し、プロセス内にインスタンスを作成する必要があります。同期操作は作成したインスタンスで実行されます。
同期BPMNプロセスの起動方法の詳細は、「サービス・タスクを使用したサービスおよびBPMNプロセスの同期操作の起動」を参照してください。
メッセージ・イベントを使用すると、同期操作を定義する場合にエラー・メッセージを送信できます。エラー・メッセージ・イベントの詳細は、「メッセージ・イベントを使用したピア・プロセスでのエラー処理」を参照してください。
BPMNプロセスのメッセージ開始イベントを同期操作として公開できます。
メッセージ・イベントを使用したBPMNプロセスの開始操作を同期として構成するには:
「メッセージ交換」セクションが表示されます。
プロセスの入力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
注意:
同期開始イベントを追加する際、同じ会話の一部である終了またはキャッチ・メッセージ・イベントも追加する必要があります。終了またはキャッチ・メッセージ・イベントは開始イベントに続くものなので、これらも同期イベントです。
開始イベントを同期操作として公開する場合、プロセスの終了イベントを同期として構成する必要があります。
同期プロセスの終了イベントを構成するには:
「メッセージ交換」セクションが表示されます。
インタフェースを定義するサブセクションが「プロパティ」セクションに表示されます。
プロセスの出力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
データ・アソシエーションの構成方法の詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
プロセス開始イベントにより、同期操作が公開されます。プロセス開始イベントをクライアントから起動する際、プロセス・フローを続行する前に、レスポンスを待機する必要があります。同期プロセスを起動するサービス・タスクは、トークンがプロセス中の次のアクティビティに移動する前に、同期プロセスが完了するのを待ちます。
BPMNプロセスの同期操作を起動するには、サービス・タスクを使用する必要があります。
同期BPMNプロセスの起動方法の詳細は、「サービス・タスクを使用したサービスおよびBPMNプロセスの同期操作の起動」を参照してください。
SOAコンポジットでは、同期プロセスのインタフェースには、開始イベントの1つの操作のみが表示されます。
プロセスのインタフェースを定義するメッセージ・イベントを構成する際、インタフェースを定義するかわりに既存のインタフェースを使用できます。
ビジネス・カタログ内の「参照」事前定義済モジュールの任意の操作を選択して、プロセス操作のインタフェースとして使用できます。
操作のインタフェースを定義するために選択した参照の操作により、使用する操作が同期または非同期のどちらであるかが決定します。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用してメッセージ開始またはメッセージ・キャッチ・イベントを定義する場合、関連付けられたメッセージ・スローまたはメッセージ終了イベントもビジネス・カタログのインタフェースを使用する必要があります。定義する操作が非同期の場合、メッセージ・スローまたはメッセージ終了イベントはコールバック操作のみ使用できます。
一般には、プロセス・インタフェースを定義する際、コンポジットに存在するインタフェースを使用するためにビジネス・カタログのインタフェースを使用し、後にこのインタフェースからBPMNプロセスにワイヤを追加します。
同じインタフェースの実装を複数提供できます。たとえば、既存のインタフェースをBPELおよびBPMNテクノロジで実装できます。BPMNインタフェースを実装するには、ビジネス・カタログのインタフェースを使用してプロセスを定義する必要があります。
図21-4では、BPMNプロセスがどのようにしてBPELプロセスのインタフェースを再利用してBPMNでパラレルな実装を提供できるかを示しています。BPMNプロセスは、ビジネス・カタログに表示されるBPELプロセスのインタフェースを使用して操作を定義します。また、BPMNプロセスがインタフェースの定義に別のSOAコンポーネントを使用することがSOAコンポジット・エディタに表示されています。
図21-4 ビジネス・カタログのインタフェースを使用するプロセス

ビジネス・カタログのインタフェースを使用して、BPMNプロセスのインタフェースを定義できます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して操作を定義するには:
「プロパティ」セクションが変更され、「名前」および「操作」が表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションの構成方法の詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して、BPMNプロセスのインタフェースを定義できます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用するようメッセージ終了またはメッセージ・スロー・イベントを構成するには:
「プロパティ」セクションが変更され、「イニシエータ・ノード」、「名前」および「操作」が表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
定義される操作は、ビジネス・カタログ内のインタフェースの操作の署名を使用します。BPMNプロセスで操作を起動するには、ビジネス・カタログのインタフェースの操作を起動するために使用するのと同じ操作名および入力を使用する必要があります。BPMNプロセスの操作は、ビジネス・カタログのインタフェースの操作と同じ出力を返します。
SOAコンポジットには、BPMNプロセスと、その操作の定義に使用されたインタフェースとの間にワイヤが表示されます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用してすべてのプロセス操作を定義すると、BPMNプロセスWSDLを削除するかどうかJDeveloperによって尋ねられます。BPMNプロセスはインタフェースを定義せず、既存のインタフェースを使用するため、WSDLは不要になっており、削除しても構いません。
プロセス・インタフェースには、他のサービスおよびプロセスがBPMNプロセスを実行するために起動可能な操作が含まれます。これらの操作は、同期操作または非同期操作のいずれをも使用できます。
プロセス・インタフェースは、メッセージ・イベントまたは送信および受信タスクを使用して定義できます。
メッセージ・イベントを使用したプロセス・インタフェースの定義方法の詳細は、「メッセージ・イベントを使用したBPMNプロセス・インタフェースの定義」を参照してください。
BPMNプロセス内の操作を公開するために、受信タスクを使用できます。受信タスクにより、操作が同期または非同期のいずれであるかが決定されます。また、プロセスの入力も定義できます。
プロセス・インタフェースには、インスタンスを作成する受信タスクを公開する操作が必ず含まれている必要があります。このBPMNプロセスを起動するプロセスまたはサービスは、常に、プロセス内の操作を起動する前に、この操作を起動する必要があります。
プロセスの出力を定義するには、操作を定義する受信を続行する送信タスクを構成する必要があります。操作が非同期の場合、送信タスクはコールバック操作も定義します。
インタフェースに非同期操作が含まれている場合、この操作の結果を返すコールバック操作も定義する必要があります。BPMNプロセスでコールバック操作を定義する方法の詳細は、「送信タスクを使用したBPMNプロセスのコールバック・インタフェースの定義」を参照してください。
さらに、プロセス・インタフェースには、プロセス中の受信タスクによって公開される操作を含められます。受信タスクに対応する操作を起動する前に、常に、インスタンスを作成するよう構成された受信タスクに対応する操作を起動する必要があります。
図21-5では、インスタンスを作成する受信タスクに加え、インタフェースで受信タスクを公開するBPMNプロセスを示しています。また、SOAコンポジット・エディタによってこれらの操作がどのように表示されるかも示されています。
図21-5 送信および受信タスクを使用して定義された非同期操作を公開するBPMNプロセス

操作の公開に送信タスクを使用した場合、コールバック操作の定義に受信タスクを使用する必要があります。送信イベントを使用したコールバック操作の定義方法の詳細は、「送信タスクを使用したBPMNプロセスのコールバック・インタフェースの定義」を参照してください。
BPMNプロセスは、定義する各非同期操作に対し、コールバック操作を公開する必要があります。送信タスクを使用してコールバック操作を定義できます。
コールバック操作により、非同期操作を起動したサービスまたはプロセスにレスポンスが返されます。サービスまたはプロセスが応答を待機している場合、即座に受信します。サービスまたはプロセスが応答を待っていない場合、プロセスまたはコード中の応答を待機する位置に到達すると応答を受信します。
コールバック操作によって出力引数を定義できます。出力引数を定義する場合、データ・アソシエーションを使用して、その値をプロセス内のデータ・オブジェクトにマッピングする必要があります。
図21-5に、BPMNプロセスのコールバック操作を公開する受信タスクを示します。
送信および受信タスクを使用して、BPMNプロセスの非同期操作を定義できます。非同期操作を公開する際、開始操作も公開する必要があります。非同期サービスを起動するプロセスは、まず開始操作を起動してプロセス内にインスタンスを作成する必要があります。非同期操作は作成したインスタンスで実行されます。
また、定義した各非同期操作に対し、コールバック操作を指定する必要があります。
送信および受信タスクを使用して非同期プロセス操作を定義できます。
送信および受信タスクを使用して非同期プロセス操作を定義するには:
プロセスの出力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
受信タスクを非同期プロセス操作として公開できます。
受信タスクを使用して非同期プロセス操作を追加するには:
プロセスの出力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
送信タスクを、非同期プロセス操作とペアになるコールバック操作として公開できます。
送信タスクを使用して非同期プロセスのコールバック操作を定義する方法:
送信タスクは、プロセス・フロー中の受信タスクよりも後に配置する必要があります。
プロセスの出力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
非同期操作および対応するコールバック操作は、他のプロセスによって起動が可能です。
定義したプロセスの非同期操作を起動する際、プロセス・フローを続行する前にレスポンスを待機しないでください。レスポンスを取得するには、プロセスのコールバック操作を起動する必要があります。
SOAコンポジットには、BPMNプロセス・インタフェースに非同期操作およびそのコールバックが表示されます。
非同期BPMNプロセスは、メッセージ・イベントまたは送信および受信タスクを使用して起動できます。
非同期BPMNプロセスを起動する方法の詳細は、「メッセージ・イベントを使用した非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」および「送信および受信タスクを使用した非同期サービスおよび非同期BPMNプロセスの起動」を参照してください。
送信および受信タスクを使用して、BPMNプロセス内の同期操作を定義できます。同期操作は、受信タスクと、受信タスクを続行する送信タスクを使用して定義します。受信タスクはプロセスの入力を定義し、送信タスクはプロセスの出力を定義します。
送信タスクを使用して同期操作を定義する場合、開始操作も定義する必要があります。まず開始操作を起動した後に同期操作を起動し、プロセス内にインスタンスを作成する必要があります。同期操作は作成したインスタンスで実行されます。
別のBPMNプロセスからBPMNプロセス内の同期操作を起動する方法の詳細は、「サービス・タスクを使用したサービスおよびBPMNプロセスの同期操作の起動」を参照してください。
送信および受信タスクを同期プロセス操作として公開できます。
プロセス操作を同期として構成するには:
プロセスの入力の定義方法の詳細は、「プロセスの入力および出力の定義」を参照してください。
操作に指定した名前が、SOAコンポジットに表示する際に使用されます。
非同期操作および対応するコールバック操作は、他のプロセスによって起動が可能です。
BPMNプロセスの同期操作を起動するには、サービス・タスクを使用する必要があります。
同期BPMNプロセスの起動方法の詳細は、「サービス・タスクを使用したサービスおよびBPMNプロセスの同期操作の起動」を参照してください。
SOAコンポジットでは、同期プロセスのインタフェースには、受信タスクの1つの操作のみが表示されます。
プロセスのインタフェースを定義する受信タスクを構成する際、インタフェースを定義するかわりに既存のインタフェースを使用できます。
ビジネス・カタログ内のコンポーネントの任意の操作を選択して、プロセス操作のインタフェースとして使用できます。
操作のインタフェースを定義するために選択したビジネス・カタログ内のコンポーネントの操作により、使用する操作が同期または非同期のどちらであるかが決定します。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して受信タスクを定義する場合、関連付けられた送信タスクもビジネス・カタログのインタフェースを使用する必要があります。定義する操作が非同期の場合、メッセージ送信タスクはコールバック操作のみ使用できます。
図21-6では、ビジネス・カタログのBPELプロセスを使用して操作を定義するプロセスを示しています。また、BPMNプロセスがインタフェースの定義に別のSOAコンポーネントを使用することがSOAコンポジット・エディタに表示されています。
図21-6 送信および受信タスクを使用して定義されたビジネス・カタログのインタフェースを使用するBPMNプロセス

ビジネス・カタログのインタフェースを使用して、BPMNプロセスのインタフェースを定義できます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して操作を定義するには:
「プロパティ」セクションが変更され、「名前」および「操作」が表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションの構成方法の詳細は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用して、BPMNプロセスのインタフェースを定義できます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用するようメッセージ終了またはメッセージ・スロー・イベントを構成するには:
「プロパティ」セクションが変更され、「イニシエータ・ノード」、「名前」および「操作」が表示されます。
「タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
データ・アソシエーションを構成する方法は、「データ・アソシエーションの概要」を参照してください。
定義される操作は、ビジネス・カタログ内のインタフェースの操作の署名を使用します。BPMNプロセスで操作を起動するには、ビジネス・カタログのインタフェースの操作を起動するために使用するのと同じ操作名および入力を使用する必要があります。BPMNプロセスの操作は、ビジネス・カタログのインタフェースの操作と同じ出力を返します。
SOAコンポジットには、BPMNプロセスと、その操作の定義に使用されたインタフェースとの間にワイヤが表示されます。
ビジネス・カタログのインタフェースを使用してすべてのプロセス操作を定義すると、BPMNプロセスWSDLを削除するかどうかJDeveloperによって尋ねられます。BPMNプロセスはインタフェースを定義せず、既存のインタフェースを使用するため、WSDLは不要になっており、削除しても構いません。
操作をBPMNプロセスに追加するときは、他のプロセスまたはサービスとの通信に使用できるポイントをプロセス内に定義します。
通常、プロセスが他のプロセスまたはサービスと通信するときは、入力が要求され、出力が返されます。
BPMNプロセスの操作を定義するために使用するフロー・イベントでは、入力引数と出力引数を定義できます。これらの入力引数と出力引数によって、プロセスの入力と出力が定義されます。
メッセージ開始および終了イベント、または送信および受信タスクを使用して操作を公開する場合、必要な入力および出力引数を定義できます。
BPMNプロセスに入力および出力引数を追加するには:
「引数の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「参照タイプ」ダイアログ・ボックスが閉じ、選択したデータ型が「引数の作成」ダイアログの「タイプ」フィールドに表示されます。
引数が「引数の定義」表に表示されます。
この章では、相関を使用して他のBPMNプロセスおよびサービスと通信するBPMNプロセスの開発方法について説明します。相関は、ピア・プロセスでメッセージを受信するインスタンスの識別に使用されます。
この章の内容は次のとおりです。
相関を使用すると、インスタンスの状態に基づいてビジネス・プロセスが相互に通信できます。プロセス内のすべてのプロセス・データ・オブジェクトの状態によって、インスタンスの状態が定義されます。
ビジネス・プロセスの相関を定義すると、インスタンスの状態によって他のプロセス内のインスタンスを識別したり、特定のインスタンスにメッセージを送信できます。
たとえば、販売プロセスと、対応する出荷およびメール送信プロセスとの通信に相関を使用できます。顧客が注文を確認すると、出荷プロセスは、注文IDを使用して両方のプロセスのインスタンスを検索するように定義する相関を使用し、出荷およびメール送信プロセスにメッセージを送信します。
相関を初期化した後は、サービス・エンジンがインスタンスを見つけるためにこの値を使用するため、値を変更できなくなります。相関に新しい値を割り当てようとすると、相関違反エラーが発生します。
フロー・オブジェクトの複数の相関を定義および初期化できます。メッセージを送信するフロー・オブジェクトは、フロー・オブジェクト用に定義された1つのみまたはすべての相関を使用できます。すべての既存の相関を使用する場合は、メッセージとともに送信するすべての値で同一インスタンスが識別される必要があります。
サービス・タスクなどのいくつかのフロー・オブジェクトは、2つのタイプの相関(入力および出力)を定義します。このような場合、同じアクティビティで相関を初期化して使用できます。
相関のスコープは、相関が定義されているプロセスまたはサブプロセスのインスタンスです。マルチインスタンス・ループ状態のサブプロセスの場合、相関のスコープはマルチインスタンス・サブプロセスの各インスタンスです。
注意:
相関を使用して1つのフロー内のサブプロセスと通信してください。フローがパラレルの場合は、会話を使用する必要があります。会話の詳細は、「会話の定義」を参照してください。
注意:
相関ID重複のチェックはありません。そのため、Oracle BPMでは、相関IDがすでに使用されていても、初期化中にエラーはスローされません。
相関のコンポーネントには、定義、キー、プロパティおよびプロパティ・エイリアスが含まれます。
次の一覧で、相関の様々なコンポーネントについて説明します。
フロー・オブジェクト用に定義された相関キーのセットが含まれています。
相関で使用するプロパティを定義します。相関キーを定義する場合は、識別するための名前を指定します。相関キーのスコープはプロジェクトであるため、相関キーを定義した後は、プロジェクト内のフロー・オブジェクトの相関定義にそれを使用できようになります。
BPMプロジェクトにBPELプロセスが含まれる場合は、BPELプロセスで定義された相関キーがBPMプロジェクト内での再利用のために自動的に表示されます。
プロパティは、注文ID、顧客名、社会保障番号など、プロセス内の非常に典型的な属性の抽象概念です。プロパティには、属性およびデータ型を識別するための名前が含まれています。プロパティは、基本のデータ型のみをサポートします。
式を使用して相関プロパティに値を割り当てる方法を定義できます。アクティビティの引数および事前定義済変数を使用して、相関プロパティ・エイリアスに値を割り当てることができます。
このワークフローでは、相関を使用して相互に通信するビジネス・プロセスを含むプロジェクトを設計する際に実行する一般的な手順を説明します。
相関を定義する方法の詳細は、「BPMN要素の相関の定義」を参照してください。
相関を定義する方法の詳細は、「BPMN要素の相関の定義」を参照してください。
1つのフロー・オブジェクトに対して複数の相関を定義できます。メッセージを送信するフロー・オブジェクトでは、相関を1つのみ使用するかすべて使用するかを選択できます。後者の場合、相関の起動に使用する値によって、同一インスタンスが識別されます。
ビジネス・プロセスの通信に使用する次のBPMNフロー・オブジェクトの相関を定義できます。
注意:
マルチキャスト・サブスクリプションの使用は、すべてのメッセージ・ベースの相関に影響を与えます。Oracle EDNに対してマルチキャスト・サブスクリプションを定義する場合、すべてのメッセージ・ベースの相関はマルチキャストです。
フロー・オブジェクトのプロパティの定義中に、相関を定義できます。Studioには、簡易モードおよび拡張モードという、相関を定義するための2つのモードがあります。含まれるプロパティが1つのみの相関を定義する場合は、簡易モードを使用します。定義する相関に、それぞれ複数のプロパティを持つ複数の相関キーが含まれる場合は、拡張モードを使用します。
フロー・オブジェクトの相関を定義するには:
「プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「相関定義」ダイアログ・ボックスが表示されます。
簡易モードを使用すると、含まれるプロパティが1つのみの相関を定義できます。このモードでは、そのプロパティ用に定義される情報に基づいて相関部分を自動的に作成することで、相関の定義を簡略化します。
簡易モードを使用して相関を定義するには:
「プロパティ」リストが空白の場合は、次の手順で新しいプロパティを作成します。
使用可能なタイプは、「文字列」、「整数」、「倍精度浮動小数点」、「小数」、「ブール」、「時間」です。
複雑な式を定義するには、「相関プロパティ・エイリアス」テキスト・ボックスの隣にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。詳細は、「式の記述」を参照してください。
拡張モードを使用すると、複数の相関プロパティを持つ複数の相関キーを定義できます。
拡張モードを使用して相関を定義する手順は次のとおりです。
「相関キー」表が表示されます。
CorrelationKeyの作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
新しい相関キーを定義する方法の詳細は、「相関キーを構成する方法」を参照してください。
複雑な式を定義するには、プロパティ・テキスト・ボックスの隣にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。詳細は、「式の記述」を参照してください。
「相関定義」ダイアログ・ボックスが閉じて、「相関」アイコンがカラーで表示されるようになります。
プロジェクト・レベルで相関キーを定義すると、プロジェクト内の複数のプロセスで相関キーを再利用できます。また、相関キーを使用するフロー・オブジェクトを追加する前に、相関キーの作成を決定することもできます。両方の場合とも、「構造」ビューから相関キーを作成する必要があります。
注意:
ランタイム・インタフェースを使用して相関キーを更新した場合、GUIに変更が反映されていたとしても、既存のサブスクリプションは変更されていません。変更はフロー内の後続のイベントに適用可能です。
プロジェクト・レベルで相関キーを作成すると、後でフロー・オブジェクトの相関を定義する際にその相関キーを使用できます。
相関キーを作成するには:
相関キーの作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
定義する相関キーを構成するプロパティを構成できます。
相関キーを構成するには:
相関プロパティの作成ダイアログが表示されます。
使用可能なタイプは、「文字列」、「整数」、「倍精度浮動小数点」、「小数」、「ブール」、「時間」です。
選択したプロパティが、「選択済」リストに表示されます。
この章では、BPMプロジェクトで会話を作成および構成する方法およびコラボレーション・ダイアグラムを表示および使用する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
会話は、2つの参加者間のコラボレーションの状態を定義するものです。マルチインスタンスのサブプロセス内など、プロセスまたはサービスが同じでインスタンスが異なる複数のパラレルな会話がプロセスに必要な場合は、会話を使用する必要があります。複数のプロセス間のメッセージ交換は、会話によってグループ化されます。プロセス間のメッセージ交換をコラボレーションと呼びます。
プロセス・インスタンスには、他のプロセスの様々なインスタンスとの通信が必要となる場合があります。たとえば、調達プロセスは、それぞれが異なるアイテムを表す、仕入先プロセスの2つの異なるインスタンスと相互作用する必要がある場合があります。会話を使用すると、このメッセージ交換をモデリングできます。
プロセス内で複数の会話を定義して、それらをそのプロセスのフロー・オブジェクト間で再利用できます。
コラボレーションのメンバーを参加者と呼びます。コラボレーションの参加者は、次のいずれかになります。
コラボレーション・ダイアグラムを使用してプロセス・フローを表示すると、会話での他の参加者とプロセスとの相互作用も表示できます。
デフォルトでは、BPMプロジェクトに1つの会話が定義されています。複数の会話を定義しない場合は、このデフォルトの会話を使用して、プロジェクト内のプロセス間のメッセージ交換をすべて収集する必要があります。
プロジェクトごとに定義できるデフォルトの会話は1つのみです。ただし、デフォルトで使用する会話ではなく、別の会話をデフォルトとして使用するようにプロジェクトを変更できます。これを行う方法の詳細は、「会話を作成する方法」を参照してください。
様々なタイプの会話を使用すると、プロセスが他のプロセスやサービスとの間で確立できる各種の相互作用を指定できます。
次に、各タイプの会話について説明します:
他のプロセスまたはサービスと通信する方法の詳細は、次の章を参照してください。
会話を作成すると、プロセス・インスタンスと他のプロセスまたはサービス内のインスタンスとの間のメッセージ交換をモデリングできます。
会話によって、BPMプロジェクト内のプロセス間のメッセージ交換をグループ化できます。
会話を作成するには:
会話の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
使用可能なタイプは次のとおりです。
プロセスと他のプロセスまたはサービスとの通信に使用するBPMN要素では、会話を定義することが必要となります。定義した会話によって、BPMプロジェクト内のプロセスおよびサービス間でのメッセージ交換がグループ化されます。
会話を定義する必要があるBPMN要素は次のとおりです。
会話を定義する主な理由は、外部レシーバとのマルチインスタンス・アクティビティを行うプロセスを持つことです。
BPMN要素の会話を定義できます。
BPMN要素の会話を定義するには:
「プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「会話」ダイアログ・ボックスが表示されます。
会話を検索するには、「検索」フィールドに名前の一部または全体を入力します。
新しい会話を作成するには、「新規」ボタンをクリックします。新しい会話を作成する方法の詳細は、「会話の作成」を参照してください。
選択した会話のタイプに応じて、「メッセージ交換」セクションに様々なフィールドが表示されます。
コラボレーション・ダイアグラムには、プロセスのフロー、およびそのプロセスが同じダイアグラム内の他のプロセスまたはサービスとどのように相互作用するのかが表示されます。
コラボレーション・ダイアグラムを使用すると、プロセスのコラボレーションを表示できます。
コラボレーション・ダイアグラムを表示するには:
選択したプロセスのコラボレーション・ダイアグラムが表示されます。
この章では、式および条件を必要とするBPMN要素の式および条件の記述方法について説明します。Oracle BPMでは、異なるユーザーの要件に適応する2タイプの式エディタが提供されています。この章では、各式ビルダーで使用される式言語および記述する式で使用できる操作について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
BPM要素では、動作を定義する条件または式を記述する必要がある場合があります。たとえば、500ドルを超えるすべての支出がマネージャによって承認されていることを確認する条件シーケンス・フローを使用するプロセスのフローを制御することがあります。
Oracle BPMでは、次の2つの式および条件の記述方法が提供されています。
シンプルな式ビルダーではドット表記を使用し、その構文はJavaによく似ています。XPATH式ビルダーでは標準XPATH言語を使用します。
シンプルな式言語で式を記述した後にそれをXPathに変換することも、逆の変換をすることもできます。言語間で式を変換する場合、式エディタは式の意味に影響を与えない演算子とカッコを削除します。
Oracle BPMでは式を使用して、次のBPMN要素を構成します。
式の結果は、構成する要素のタイプに応じて異なります。表24-1は、各BPM要素で必要とされる式を説明しています。
表24-1 式タイプ
| BPMN要素 | 式タイプ |
|---|---|
条件シーケンス・フロー | 評価時にブール値となる条件。 |
複合ゲートウェイ | 評価時にブール値となる条件。 |
タイマー・イベント | 時間日付: 評価時に日時値となる式。 サイクル: 評価時に期間値となる式。 |
データ・アソシエーション | 評価時にデータ・アソシエーションでの引数と同じタイプの値となる式。 |
ユーザー・タスク拡張プロパティ | 評価時に文字列値となる式。 |
ループ・マーカー | 評価時にブール値となる条件。 |
マルチインスタンス・マーカー | ループ・カーディナリティ: 評価時に整数値となる式。 完了条件: 評価時にブール値となる条件。 |
式をサポートするBPM要素の構成ダイアログには、埋込みの式エディタおよび式ビルダーを起動するボタンがあります。後者は長い式を操作する場合に適しています。どちらの式ビルダーでも、使用可能な変数を参照できます。XPATH式ビルダーでは、使用可能な関数も参照できます。
条件シーケンス・フローを実装するには、条件を指定する必要があります。トークンが条件シーケンス・フローに到着すると、BPMNサーバー・エンジンが条件シーケンス・フローの条件を評価し、トークンがどのシーケンス・フローに従うかを決定します。
通常、条件はプロジェクトおよびプロセス・データ・オブジェクトの値に基づいていますが、要件には基づいていません。コンパイラが条件を評価する際に、条件はブール値となる必要があります。ブール値とならない条件を記述した場合、シンプルな式ビルダーではエラーが発生します。
条件シーケンス・フローを実装する式を定義する必要があります。
条件シーケンス・フローを実装するには:
複雑な条件を処理する場合、テキスト領域の横にある「式ビルダーの起動」ボタンをクリックして、式ビルダーを起動できます。
複合ゲートウェイを実装するには、到着したトークンをゲートウェイが解放する時期を指定する条件を提供する必要があります。新規トークンが複合ゲートウェイに到着するたびに、BPMNサービス・エンジンはこの条件を評価します。条件がtrueと評価されると、複合ゲートウェイはtrueと評価されるまでに到着したすべてのトークンを解放します。
通常、条件は、複合ゲートウェイに到着したトークンの数に基づいています。たとえば、2つのトークンがマージ・ゲートウェイに到着した後でゲートウェイがトークンを解放するようにするとします。
例24-1は、2つのトークンがマージ・ゲートウェイに到着した後でゲートウェイに到着したトークンを解放するゲートウェイを構成する条件を示しています。
例24-1 複合ゲートウェイでの条件
タイマー・イベントを実装するために、日付または間隔を指定するか、日付または間隔を計算する式を記述するかを選択できます。
通常、日付または間隔が固定しない場合に式を使用します。
次の例は、日付を表すタイマー・イベントで使用できる式を示しています。
'now' + '30m' deadline - '1day' arrivalDate.dateTime + '1h' 次の例は、間隔を表すタイマー・イベントで使用できる式を示しています。
waitToRetry.interval() period(deadline) 式を使用して、タイマー・イベントの実装における日付または間隔を計算できます。
タイマー・イベントで式を使用するには:
複雑な式を処理する場合、テキスト領域の横にある「式ビルダーの起動」ボタンをクリックして、式ビルダーを起動できます。式を記述できる式ビルダーが表示されます。
データ・アソシエーションで式を使用して、アクティビティ実装引数に関連付ける前に入出力値を変更できます。
通常、データ・オブジェクトとアクティビティ実装引数間に不一致がある場合に、式を使用します。次の例は、データ・アソシエーションで式を使用できる状況を説明しています。
たとえば、アクティビティが起動するサービスがプロセスで使用する製品IDと異なる製品IDを使用するとします。この場合、製品IDのデータ・オブジェクトの内容をサービスが必要とする値に適合させる式を使用できます。
たとえば、アクティビティが起動するサービスは文字列を使用してオーダーの状態を格納し、サービスは整数値でオーダーの状態を指定する必要があるとします。この場合、その文字列が指定する状態に対応する整数値を計算する式を使用します。
データ・アソシエーションで式を使用して、引数またはデータ・オブジェクトの値をマッピングする前に変更できます。
データ・アソシエーションで式を使用するには:
「式ビルダー」ダイアログが表示されます。
中央の列に式が表示されます。
ループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーを使用して複数回実行するサブプロセスを構成できます。ループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーを構成するには、サブプロセスを繰り返す方法を指定する式および条件を定義する必要があります。
ループ・マーカー
ループ・マーカーによって、条件に基づいてサブプロセスを複数回実行できます。サブプロセスの実行前または実行後に条件を評価するように、ループ・マーカーを構成できます。特定の反復回数後に停止するように、ループ・マーカーを構成することもできます。
ループ・マーカーを構成するには、BPMNサービス・エンジンがサブプロセスの繰返しを続行する必要があるかどうかを決定するループ条件を記述する必要があります。
マルチインスタンス・マーカー
マルチインスタンス・マーカーによって、データのセット上の各要素のサブプロセスを実行できます。BPMNサービス・エンジンがマルチインスタンス・ループ・マーカーを使用してサブプロセスを実行すると、インスタンスのセット、データのセット上の各要素のインスタンスが作成されます。パラレルまたは順番にこれらのインスタンスを処理するように、マルチインスタンス・マーカーを構成できます。
マルチインスタンス・ループ・マーカーの次のフィールドには、式を記述する必要があります。
この式は、サブプロセス内に作成するトークンの数を定義します。
この式は、サブプロセスの繰返しを停止する時期を決定します。BPMサービス・エンジンは、トークンがサブプロセスを完了するたびにこの条件を評価します。条件がtrueと評価されると、サブプロセスが完了したとみなされ、インスタンスはプロセス内の次のフロー・オブジェクトに移動します。
ループ・マーカーを構成して、サブプロセスを複数回実行できます。
ループ・マーカーを構成するには:
使用可能なオプションは「シンプル」または「XPath」です。
オプションで、式ビルダーを使用して条件を記述できます。式ビルダーを起動するには、テキスト領域の横にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。
マルチインスタンス・マーカーを構成して、データのセットに基づいてサブプロセスを複数回実行できます。
マルチインスタンス・マーカーを構成するには:
使用可能なオプションは「シンプル」または「XPath」です。
オプションで、式ビルダーを使用して条件を記述できます。式ビルダーを起動するには、テキスト領域の横にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。
使用可能なオプションは「シンプル」または「XPath」です。
オプションで、式ビルダーを使用して条件を記述できます。式ビルダーを起動するには、テキスト領域の横にある「式ビルダー」ボタンをクリックします。
データ・オブジェクトまたはサブプロセスに渡す複合データ・オブジェクトの属性を選択できます。通常、選択したデータ・オブジェクトはアイテムのコレクションです。
データ・オブジェクトまたはサブプロセスの結果を割り当てる複合データ・オブジェクトの属性を選択します。
シンプルな式ビルダーには、式を入力するテキスト領域および使用できる変数のリストが含まれています。
シンプルな式ビルダーは、次の機能をサポートしています。
シンプルな式ビルダーでは、式内の構文を強調表示して、読取りおよび理解を容易にします。異なるデータ型の値には異なる色が使用されます。
メソッドを呼び出すドットの入力後に数秒待機すると、シンプルな式ビルダーでは、そのデータ・オブジェクトで呼び出すことができる使用可能な関数のリストが表示されます。シンプルな式ビルダーに式を補完させる場合、[Ctrl]+[Space]を押すことができます。
式を記述すると、シンプルな式ビルダーで式がチェックされます。コンパイルされていない式の下に赤い波線が引かれます。エラーの原因を見つけるには、赤い波線の上にカーソルを置き、エラーの説明を示すツールチップが表示されるのを待ちます。
図24-1は、シンプルな式ビルダーのダイアログ・ボックスを示しています。
図24-1 シンプルな式ビルダー

式内のデータ・オブジェクトを使用して、データ・オブジェクトに基づいて計算を実行できます。
式内のデータ・オブジェクトを使用するには:
「式」テキスト領域に、選択したデータ・オブジェクトが表示されます。
式内の関数を使用するには、シンプルな式ビルダーの式リストから式を選択することも、「式」テキスト領域に関数名を入力することもできます。名前の一部を記述して[Ctrl]+[Space]を押すと、式ビルダーによって関数の名前が補完されます。
シンプルな式ビルダーを使用して式で関数を使用するには:
「説明」フィールドは、関数の説明を示しています。
「式」テキスト領域に、選択した関数が表示されます。
シンプルな式ビルダーでは、いくつかの演算子タイプを使用して式を作成できます。
これらの演算子を使用して式および条件を作成し、プロセス・フローを駆動できます。一般に、これらの式は、プロセス内のデータ・オブジェクトに基づいて計算を実行します。式と条件はデータ・オブジェクトの値を使用して作成できますが、値は変更できません。
次の式の例では、演算子が使用されています。
totalAmount - discount deadlineExpired and orderStatus !=complete activationCount > 3 unitsSold <= 1200 'now' + '2m' deadline - '1h' not formComplete 表24-1、表24-2、表24-3、表24-4および表24-5は、シンプルな式ビルダーでサポートされている演算子を説明しています。
表24-2 算術演算子
| 演算子 | 名前 | 説明 |
|---|---|---|
+ | 加算 | 数値データ型を加算します。 文字列どうしを連結します。 間隔値を日時値に加算します。 |
- | 減算 | 数値データ型を減算します。 日時値から間隔値を減算します。 |
* | 乗算 | 数値データ型を乗算します。 |
/ | 除算 | 数値データ型を除算します。 |
rem | 剰余 | 除数が被除数で除算しきれない場合の剰余を計算します。 |
( ) | 優先順位 | 演算式の評価の順序を指定します。 |
表24-3 単項演算子
| 演算子 | 名前 | 説明 |
|---|---|---|
+ | プラス | 数値オペランドの値には影響しません。ある値が正であることを明示的に示す場合に使用します。 |
- | マイナス | 算術式の符号をマイナスにします数字の符号を反転します。 |
NOT | NOT | 論理補数演算子。ブール式の値を否定します。 |
表24-4 等号演算子と関係演算子
| 演算子 | 名前 | 説明 |
|---|---|---|
= | 等しい | 最初のオペランドが2番目のオペランドと等しい場合にTrueを戻します。 |
!= | 等しくない | 最初のオペランドが2番目のオペランドと等しくない場合にtrueを戻します。 |
> | より大きい | 最初のオペランドが2番目のオペランドより大きい場合にTrueを戻します。 |
>= | 次以上 | 最初のオペランドが2番目のオペランド以上の場合にTrueを戻します。 |
< | より小さい | 最初のオペランドが2番目のオペランドより小さい場合にtrueを戻します。 |
<= | 次以下 | 最初のオペランドが2番目のオペランド以下の場合にTrueを戻します。 |
表24-5 条件演算子
| 演算子 | 名前 | 説明 |
|---|---|---|
and | 条件付きAND | 両方のオペランドがtrueと評価された場合にtrueを戻します。 |
or | 条件付きOR | 1つのオペランドがTrueと評価された場合にTrueを戻します。 |
シンプルな式ビルダーでは、式および条件を計算および操作するのに使用できる関数をサポートしています。
次の項では、シンプルな式ビルダーでサポートされている関数を説明しています。
次の関数によって、文字列変数およびリテラルを操作し、これらに基づいて計算を実行できます。
この文字列内の文字数を戻します。
シグネチャ:
int length(string stringToMeasure)
引数:
string - 測定する文字列。
例:
name.length()
length(name)
name.length
次の関数によって、数値のデータ型を使用した計算を実行できます。使用可能な数値のデータ型は、倍精度浮動小数点、小数および整数です。
この関数を呼び出すのに使用される数値よりも小さい値のうち最大の整数値を戻します。倍精度浮動小数点および小数のデータ型でこの関数を使用できます。
シグネチャ:
int floor(double number)
int floor(decimal number)
引数:
double / decimal - この関数のベースとして使用する数値。
例:
number.floor()
floor(number)
number.floor
floor(totalAmount/3)
temperature.floor()
この関数を呼び出すのに使用される数値よりも大きい値のうち最小の整数値を戻します。倍精度浮動小数点および小数のデータ型でこの関数を使用できます。
シグネチャ:
int ceil(double number)
int ceil(decimal number)
引数:
double / decimal - この関数のベースとして使用する数値。
例:
number.ceil()
ceil(number)
number.ceil
次の関数によって、時間変数およびリテラルを操作し、これらに基づいて計算を実行できます。使用可能な時間のデータ型は、日時および期間です。
この日時の変数の年を戻します。
シグネチャ:
int year(dateTime date)
引数:
dateTime - 年の取得元の日付。
例:
today.year()
year(today)
today.year
この日時の変数の月を戻します。
シグネチャ:
int month(dateTime date)
引数:
dateTime - 月の取得元の日付。
例:
today.month()
month(today)
today.month
この日時の変数の日を戻します。
シグネチャ:
int day(dateTime date)
引数:
dateTime - 日の取得元の日付。
例:
today.day()
day(today)
today.day
この日時の変数の時間を戻します。
シグネチャ:
int hours(dateTime date)
引数:
dateTime - 時間の取得元の日付。
例:
today.hours()
hours(today)
today.hours
この日時の変数の分を戻します。
シグネチャ:
int minutes(dateTime date)
引数:
dateTime - 分の取得元の日付。
例:
today.minutes()
minutes(today)
today.minutes
Oracle BPMでは、SOA XPath式ビルダーを使用して式を記述できます。この式ビルダーは、標準XPATH言語をサポートしています。
XPath式ビルダーでは、式で使用できる変数のリストが表示されます。また、式で使用できる関数のリストも表示されます。関数を選択すると、式に追加する前にその関数の構文および説明をプレビューできます。
XPathに対してサポートされている関数の詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のXPath拡張関数に関する項を参照してください。
さらに、Oracle BPMはBPM拡張関数のグループをサポートしています。
図24-2は、XPath式ビルダーを示しています。
図24-2 XPath式ビルダー

いくつかのサービス操作は、配列タイプの引数が必須であるか、戻す場合があります。この配列は、単純タイプまたは複合タイプのコレクションであることができます。
配列タイプのパラメータをサービス操作に提供する場合は、次のことを実行できます。
配列リテラルの定義の詳細は、「配列リテラルの使用」を参照してください。
通常、プロセス操作が配列タイプの引数を戻す場合、データ・アソシエーションを使用して、配列の要素のいずれかまたは要素のいずれかの属性をデータ・オブジェクトに割り当てます。データ・アソシエーションの詳細は、「データ・アソシエーション・エディタの概要」を参照してください。
例24-2に、配列の要素にアクセスする式を示します。この例での配列の名前はpersonsで、アクセスする要素は配列の3番目の要素です。
配列の最初の要素の索引が1であることに注意してください。たとえば、persons配列内の最初の要素にアクセスするには、persons[1]という式を記述する必要があります。
例24-2 配列の要素にアクセスする式
シンプルな式言語では、配列内の要素の属性にアクセスすることもできます。たとえば、personsの配列を戻すサービス操作を起動し、配列内の要素の名前属性にアクセスして、データ・アソシエーションを使用してプロセス・データ・オブジェクトに渡すことができます。
例24-3に、配列の要素の属性にアクセスする式を示します。この例での配列の名前はpersonsで、アクセスする要素は配列の3番目の要素、アクセスする属性はその人物の名前です。
例24-3 配列の要素の属性にアクセスする式
シンプルな式言語を使用すると、配列の長さを取得してプロセス・ロジックでそれを使用することができます。これは、マルチインスタンス・マーカーのループ・カーディナリティを定義する場合によく使用します。マルチインスタンス・マーカーの詳細は、「サブプロセス内のループ・マーカーおよびマルチインスタンス・マーカーでの条件の記述」を参照してください。
配列の長さを取得するには、length関数を呼び出す必要があります。
例24-3は、配列の長さを取得する式を示しています。この例の配列の名前はpersonsです。例では関数名の後にカッコを使用していますが、この関数にはパラメータが必要ないため、カッコを省略してもかまいません。
例24-4 配列の長さを取得する式
リテラルは、特定の値を表すことができます。リテラルは、値をデータ・オブジェクトに割り当てる場合にも、起動するメソッドにパラメータを渡す場合にも使用できます。値をデータ・オブジェクトに割り当てるには、データ・アソシエーションまたはスクリプト・タスクを使用できます。
シンプルな式言語は、次のタイプのリテラルをサポートします。
リテラルを使用して値を文字列型のデータ・オブジェクトに割り当てることができます。文字列リテラルを使用すると、文字列型のパラメータをメソッドに提供することもできます。
文字列リテラルを定義するには、単語または一連の単語を二重引用符で囲んで記述する必要があります。文字列に数値を含めることもできます。
次に、文字列リテラルの例を示します。
リテラルを使用して値を時間型のデータ・オブジェクトに割り当てることができます。時間リテラルを使用すると、時間型のパラメータをメソッドに提供することもできます。
時間リテラルは、様々なレベルの精度を使用して日付を定義できます。
次に、時間型の変数の指定に使用できる様々な時間リテラルの例を示します。
'13:30' '13:30:23' '13:30:23.001023' '13:30:23.001023Z' '13:30:23.001023-05' '13:30:23.001023-3:30' '1979-02-19' '1979-02-19 13:30' '1979-02-19 13:30:23' '1979-02-19 13:30:23.001023' '1979-02-19 13:30:23.001023Z' '1979-02-19 13:30:23.001023-05' '1979-02-19 13:30:23.001023-3:30' '1979-02-19T13:30' '1979-02-19T13:30:23' '1979-02-19T13:30:23.001023' '1979-02-19T13:30:23.001023Z' '1979-02-19T13:30:23.001023-05' '1979-02-19T13:30:23.001023-3:30' '19790219T' '19790219T133023.001023-330' 期間間隔リテラル型のデータ・オブジェクトに値を割り当てることができます。間隔リテラルを使用すると、期間型のパラメータをメソッドに提供することもできます。
期間リテラルは、様々なレベルの精度を使用して日付を定義できます。
時間リテラルを定義するには、値の組合わせを使用し、その後に時間の単位を一重引用符で囲んで続ける必要があります。
表24-6に、使用可能な時間単位フィールドを示します。
表24-6 時間単位接尾辞
| 時間単位接尾辞 | 説明 |
|---|---|
Y | 年 |
M | 月 |
dまたはD | 日 |
hまたはH | 時 |
m | 分 |
sまたはS | 秒 |
x | マイクロ秒 |
表24-7に、時間隔リテラルの例を示します。
表24-7 時間隔リテラルの例
| 例 | 説明 |
|---|---|
| 1年、1か月、3時間、2分、1.500ミリ秒 |
| 1.5時間 |
| 3か月と15日 |
BPM拡張関数では、XPathを使用して様々な要素にアクセスできます。XPathでは、これは、BPMNプロセス内に記述された要素の値にアクセスする唯一の方法です。
また、Oracle SOA Suiteに用意されているXPath拡張関数を使用することもできます。詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のXPath拡張関数に関する項を参照してください。
特定のアクティビティ・インスタンス属性の値を戻します。サポートされているアクティビティ・インスタンス属性の詳細は、「アクティビティ・インスタンス属性の概要」を参照してください。
シグネチャ:
bpmn:getActivityInstanceAttribute(activityName, attributeName)
引数:
activity name - アクティビティ・インスタンス属性を含むアクティビティの名前。
attributeName - 値を検索するアクティビティ・インスタンス属性の名前。
例:
bpmn:getActivityInstanceAttribute(userTask, priority)
bpmn:getActivityInstanceAttribute(userTask, title)
データ・アソシエーション内の特定の入力引数の値を戻します。
シグネチャ:
bpmn:getDataInput(dataInputName)
引数:
dataInputName - データ入力引数の名前を含む文字列。
特定のデータ・オブジェクトの値を戻します。
シグネチャ:
bpmn:getDataObject(dataObjectName)
引数:
dataObjectName - 値を取得するデータ・オブジェクトの名前を含む文字列。
例:
bpmn:getDataObject(discount)
bpmn:getDataObject(approveTermsOutcome)
データ・アソシエーション内の特定のデータ出力引数の値を戻します。
シグネチャ:
pmn:getDataOutput(dataOutputName)
引数:
dataOutputName - データ出力引数の名前を含む文字列。
ゲートウェイでの特定のアクティビティ・インスタンス属性の値を戻します。ゲートウェイでサポートされているアクティビティ・インスタンス属性の詳細は、「アクティビティ・インスタンス属性の概要」を参照してください。
シグネチャ:
bpmn:getGatewayInstanceAttribute(gatewayName, attributeName)
引数:
gatewayName - 値を取得する属性を含むゲートウェイの名前を含む文字列。
attributeName - 値を取得する属性の名前を含む文字列。
プロセス・アクティビティ・インスタンス属性に対応する値を戻します。サポートされているアクティビティ・インスタンス属性の詳細は、「アクティビティ・インスタンス属性の概要」を参照してください。
シグネチャ:
bpmn:getProcessInstanceAttribute(attributeName)
引数:
attributeName - 値を検索するプロセス・インスタンス属性の名前を含む文字列。
例:
bpmn:getProcessInstanceAttribute(owner)
この章では、BPMスクリプトを使用してBPMプロジェクト内のデータ・オブジェクトにアクセスし、変更する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPMは、スクリプト言語としてGroovy 2.1コンパイラおよでびランタイム(静的コンパイルを有効化)をサポートしています。
スクリプティングは次のコンテキストで使用できます。
「スクリプト・タスクの実装方法」を参照してください
「ビジネス・オブジェクト・メソッドの使用」を参照してください
スクリプト・ブロック内では、ビジネス・カタログ、Java 6 SE APIライブラリ、およびBPMプロジェクトに含まれているすべてのJARファイルからタイプを作成および使用できます。
BPMコード・エディタには、基本的な構文の強調表示、エラーと警告の強調表示、およびコードの補完の機能が備わっています。
語のカテゴリに応じて様々な色およびフォントでコードを表示します。構文の強調表示は、開発者が自身のコード内の誤りを発見するためにも役立ちます。
コードの記述中にコンパイル・エラーおよび警告を強調表示します。問題の説明も提供されます。
ユーザーが入力を終了する前に、ユーザーが入力しようとしている語または語句を予測します。
コード・エディタでは、次のタイプのコード補完がサポートされています。
このエディタには、オプションが関連性順に表示されます。関連性が同じオプションが複数ある場合は、アルファベット順に並べられます。
図25-1は、スクリプト・タスクが実装されているスクリプト・エディタを示しています。
図25-1 スクリプト・エディタ

スクリプティング・カタログには、スクリプトに使用できるすべてのライブラリが含まれています。これらのライブラリには、コンポーネントが含まれており、それらは、それらをインスタンス化してそれらのメソッドを呼び出すことでアクセスできます。これらのコンポーネントは、モジュールに格納されています。
スクリプティング・カタログには、次のコンポーネントが含まれています。
図25-2 「スクリプティング・カタログ」ウィンドウ

プロジェクトに役立つ関数が含まれている外部Javaライブラリを使用できます。これによって、様々な問題を解決し、Java開発者が使用できる膨大な数のライブラリから利益を得られます。
これらのJavaライブラリをインポートして、Groovyスクリプトから呼び出すことができます。
Javaライブラリをインポートすると、それはそのBPMプロジェクトのスクリプティング・カタログの一部になり、記述するスクリプトから使用できるようになります。
外部Javaライブラリを使用するには、最初にそれをBPMプロジェクトのスクリプティング・カタログにインポートする必要があります。
カスタム・ライブラリをインポートする手順は次のとおりです。
「ライブラリ」ダイアログ・ボックスが開きます。
「開く」ダイアログ・ボックスが開きます。
選択したライブラリが「ライブラリ」表に表示されます。
選択したライブラリが「スクリプティング・カタログ」に表示され、スクリプト内でそのクラスを使用できるようになります。orgやcomのように、いくつかのライブラリは既存のモジュールに表示されることがあります。
BPMプロジェクトの要素のいくつかの値にアクセスでき、それらの値を操作したり、それらを使用して処理を実行できます。
スクリプトからBPMプロジェクトの次の要素にアクセスできます。
プロジェクト・データ・オブジェクトおよびプロセス・データ・オブジェクトは、スクリプト内で変数として使用できます。
Javaオブジェクトの属性およびメソッドにアクセスする場合と同じ方法で、ビジネス・オブジェクトとして定義されているデータ・オブジェクトの属性およびメソッドにアクセスできます。
例: 個人をモデル化するビジネス・データ・オブジェクトを作成しました。このビジネス・オブジェクトには、名前属性と昇格メソッドが含まれています。
タイプ「個人」のプロセス・データ・オブジェクトも定義しました。
名前属性には次のコードを使用してアクセスできます。
昇格メソッドには次のコードを使用してアクセスできます。
ビジネス・オブジェクトのインスタンスを作成し、それをローカル変数に格納する手順は次のとおりです。
ビジネス・オブジェクトのインポート方法の詳細は、「ビジネス・カタログからのビジネス・オブジェクトのインポート」を参照してください。
次の例では、「個人」タイプをインポートし、タイプpersonのローカル変数を作成し、値をその属性に割り当て、ローカル・インスタンスを「個人」プロセス・データ・オブジェクトに割り当てます。
ビジネス・カタログで定義されているビジネス・オブジェクトをスクリプトで使用できます。これを行うには、最初にビジネス・オブジェクトをインポートする必要があります。
ビジネス・カタログからビジネス・オブジェクトをインポートする手順は次のとおりです。
「インポートの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「インポート」表内に新しい行が表示されます。
例: oracle.scripting.catalog.shipping.ShipOrder
自動完了リストに、オプションのリストが表示されます。
選択したインポートをコードで使用できるようになります。
変数predefは、すべてのスクリプト・タスク・メソッド・コンテキストで使用できます。この変数によって、使用可能な事前定義済変数にアクセスできます。
次の表は、サポートされている事前定義済変数と、Groovy式を使用してそれらにアクセスする方法を示しています。事前定義済変数のアクセス・タイプが読取り/書込みである場合、Groovy式を使用してその事前定義済変数の値を表示し、それを変更できます。アクセス・タイプが読取り専用である場合、その事前定義済変数の値は表示のみ可能です。
注意:
BPMNは、データに不可欠なアクションのみを実行し、データの信頼性は確認しません。事前定義の変数値は検証する必要がありますが、クライアント・アプリケーションで、正しい値を設定する必要があります。
表25-1 事前定義済変数にアクセスするためのGroovy式
| 事前定義済変数 | Groovy式 | アクセス・タイプ |
|---|---|---|
組織単位 | predef.organizationalUnit | 読取り/書込み |
タイトル | predef.title | 読取り/書込み |
作成日 | predef.creationDate | 読取り専用 |
変更日 | predef.modifyDate | 読取り専用 |
インスタンス番号 | predef.instanceNumber | 読取り専用 |
インスタンスID | predef.instanceId | 読取り専用 |
ECID | predef.ecid | 読取り専用 |
プロセスDN | predef.processDN | 読取り専用 |
対話ID | predef.conversationId | 読取り専用 |
コンポーネント・タイプ | predef.component.type | 読取り専用 |
コンポーネント名 | predef.component.name | 読取り専用 |
状態 | predef.state | 読取り専用 |
コンポジット名 | predef.composite.name | 読取り専用 |
コンポジットDN | predef.composite.dn | 読取り専用 |
コンポジット・ラベル | predef.composite.label | 読取り専用 |
コンポジット・リビジョン | predef.composite.revision | 読取り専用 |
コンポジット・インスタンスID | predef.composite.instanceId | 読取り専用 |
アクティビティ名 | predef.activity.name | 読取り専用 |
優先度 | predef.priority | 読取り/書込み |
作成者 | predef.creator | 読取り/書込み |
所有者 | predef.owner | 読取り/書込み |
所有者タイプ | predef.ownerType | 読取り/書込み |
アクション | predef.action | 読取り/書込み |
有効期限 | predef.expiration | 読取り/書込み |
レビューア | predef.reviewer | 読取り/書込み |
レビューア・タイプ | predef.reviewerType | 読取り/書込み |
期日 | predef.dueDate | 読取り/書込み |
BPMNスクリプト・タスクは、スクリプトを実行するアクティビティです。
このスクリプトは、Groovyで記述されており、BPMプロジェクトで定義されているデータ・オブジェクトの値にアクセスして変更できます。
この項では、スクリプトで使用されるXMLスキーマ・データ型および型の説明のマッピングを示します。
表25-2 XMLスキーマ・タイプに対するタイプの説明のマッピング
| XMLスキーマ・データ型 | タイプの説明 |
|---|---|
xsd:string | java.lang.String |
xsd:normalizedString | java.lang.String |
xsd:token | java.lang.String |
xsd:Name | java.lang.String |
xsd:QName | java.lang.String |
xsd:NCName | java.lang.String |
xsd:anyURI | java.lang.String |
xsd:language | java.lang.String |
xsd:ID | java.lang.String |
xsd:IDREF | java.lang.String |
xsd:ENTITY | java.lang.String |
xsd:NOTATION | java.lang.String |
xsd:NMTOKEN | java.lang.String |
xsd:uriReference | java.lang.String |
xsd:anySimpleType | java.lang.String |
xsd:IDREFS | java.lang.String |
xsd:ENTITIES | java.lang.String |
xsd:NMTOKENS | java.lang.String |
xsd:timeInstant | java.lang.String |
xsd:timeDuration | java.lang.String |
xsd:anyType | java.lang.String |
xsd:byte | java.lang.Byte |
xsd:unsignedByte | java.lang.Byte |
xsd:short | java.lang.Short |
xsd:unsignedShort | java.lang.Short |
xsd:int | java.lang.Integer |
xsd:unsignedInt | java.lang.Integer |
xsd:gDay | java.lang.Integer |
xsd:gMonth | java.lang.Integer |
xsd:gYear | java.lang.Integer |
xsd:integer | java.math.BigInteger |
xsd:positiveInteger | java.math.BigInteger |
xsd:negativeInteger | java.math.BigInteger |
xsd:nonPositiveInteger | java.math.BigInteger |
xsd:nonNegativeIntege | java.math.BigInteger |
xsd.long | java.lang.Long |
xsd:unsignedLong | java.lang.Long |
xsd:decimal | 小数 |
xsd:float | java.lang.Float |
xsd:double | java.lang.Double |
xsd:boolean | java.lang.Boolean |
xsd:dateTime | com.oracle.scripting.lib.xml.datatype.XmlCalendar |
xsd:time | com.oracle.scripting.lib.xml.datatype.XmlCalendar |
xsd:date | com.oracle.scripting.lib.xml.datatype.XmlCalendar |
xsd:gYearMonth | com.oracle.scripting.lib.xml.datatype.XmlCalendar |
xsd:gMonthDate | com.oracle.scripting.lib.xml.datatype.XmlCalendar |
xsd:duration | com.oracle.scripting.lib.xml.datatype.XmlDuration |
xsd:base64Binary | byte[] |
xsd:hexBinary | byte[] |
この章では、Oracle JDeveloperデバッガを使用して、BPMプロジェクトに含まれているBPMNプロセスをデバッグする方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle JDeveloperデバッガを使用してBPMプロジェクトに含まれているBPMNプロセスをデバッグできます。BPMNプロセスをデバッグすると、プロセスの正常な実行を妨げるワークフローまたは論理的な問題を特定し、修正できます。
デバッグ処理には、SOAコンポジットまたはBPMNプロセスへのブレークポイントの追加が含まれ、それにより、デバッガがそれらのブレークポイントの1つに到達したときに実行を停止し、次のことを実行できるようになります。
プロセスの論理スレッドは、実行されるときに様々なフレームをアクティブ化します。これらのフレームは、プロセス・フローに応じてネストできます。各フレームは、特定の宣言レベルでのデータ・オブジェクトおよびプロセス・インスタンス属性の値を表すデータ値のセットで構成されています。フレームのネストは、スタック・フレームに準拠したものになります。
プロセスがデータ宣言コンテナに入ると、新しいフレームがアクティブ化されます。BPMNプロセスを実行するときに出現できる様々な宣言コンテナは次のとおりです。
これらのプロセス・コンテナそれぞれは、データ・オブジェクト、相関キーおよび会話の宣言をサポートします。これらのプロセス・コンテナがアクティブ化されると、デバッガによって新しいフレームが作成されます。
デバッガは、これらのプロセス・コンテナのネストのされかたに従ってスタック・フレームを構築します。スタック・フレームは、データ可視性を提供し、BPMNプロセス内のデータへのアクセスを可能にするモデルです。たとえば、再利用可能なBPMNプロセスのコール・アクティビティが含まれている埋込みサブプロセスが含まれているBPMNプロセスは、3つのレベルのネストを定義します。再利用可能なサブプロセス内で実行されるデバッガ・スレッドには、3つの要素を持つ1つのスタック・フレームが含まれています。最上位のフレームは再利用可能なプロセスに対応し、最後のスタック要素はBPMNプロセスに対応します。
Oracle JDeveloperデバッガの詳細は、Oracle JDeveloperユーザーズ・ガイドのJavaプログラムの実行とデバッグに関する項を参照してください。
BPMNフロー・オブジェクトにブレークポイントを追加して、プロセス・フローがそのBPMNフロー・オブジェクトに到達したときにデバッガを停止できます。
ブレークポイントは、BPMNプロセスの実行中にどこでデバッガが停止するのかを定義します。ブレークポイントは、複数のBPMNフロー・オブジェクトに追加できます。デバッガはこれらのブレークポイントに到達すると停止し、ユーザーはプロジェクト内の様々な変数の値を監視できます。これらの値は、BPMNプロセスのワークフローまたはロジックでの問題の解決に役立ちます。
BPMNコンポーネントにブレークポイントを追加して、SOAコンポジットの実行中にデバッガがそれに到達したときにデバッガを停止できます。
ブレークポイントは、BPMNプロセスの実行中にどこでデバッガが停止するのかを定義します。ブレークポイントは、複数のBPMNフロー・オブジェクトに追加できます。デバッガはこれらのブレークポイントに到達すると停止し、ユーザーはプロジェクト内の様々な変数の値を監視できます。これらの値は、BPMNプロセスのワークフローまたはロジックでの問題の解決に役立ちます。
BPMNフロー・オブジェクトにブレークポイントを追加する手順は次のとおりです。
プロセスへの入出力メッセージを監視します。
プロセスに入るメッセージを監視します。
プロセスを終了するメッセージを監視します。
BPMNコンポーネントの右上隅に赤い点が1つまたは1組み表示され、ブレークポイントがあることが示されます。
タイプBPMブレークポイントのブレークポイントが「ブレークポイント」ビューに表示されます。
デバッグの特定の時点で、不要なブレークポイントを無効化できます。
デバッグ・セッションが進行するに従って、追加したブレークポイントのいくつかを削除し、他の場所にブレークポイントを追加する必要が生じる場合があります。
BPMプロジェクトに含まれている任意のBPMNプロセスをデバッグできます。
Oracle JDeveloperデバッガを使用して、BPMプロジェクトに含まれているプロセスをトラブルシューティングします。
デバッガにBPMプロジェクトをアタッチする手順は次のとおりです。
これは、個別に構成する必要がある固有のSOAデバッグ接続です。サーバー接続の構成方法の詳細は、Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発 のリモート・デバッグ用に構成されたプロジェクトの使用方法に関する項を参照してください。
アプリケーションのデプロイ・ダイアログ・ボックスが表示されます。
「構成のデプロイ」ページが表示されます。
「サーバーの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
コンポジット・エディタおよび「デバッグ」ウィンドウが表示されます。
デバッガがBPMNプロセス内のブレークポイントに達したときは、そのブレークポイントがあるBPMNフロー・プロジェクトが強調表示されます。
この部では、BPMプロジェクトでユーザー相互作用コンポーネントを使用する方法の概要について説明します。
この部は、次の章で構成されています。
この章では、開発者を対象として、ヒューマン・ワークフローの概念、機能およびアーキテクチャについて説明します。ヒューマン・ワークフローには、ユースケースが用意されています。ワークフロー全体を初めて設計する際の手順についても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
警告:
SOAヒューマン・タスク・データベース表を直接変更しないでください。これらの表の列名およびデータの後方互換性は保証されません。
多くのエンドツーエンドのビジネス・プロセスでは、プロセスに人的な操作が必要です。たとえば、承認や例外管理、またはビジネス・プロセスの進行に必要なアクティビティの実行には、人的な操作が必要です。
ヒューマン・ワークフロー・コンポーネントには、次の機能があります。
図27-1に、ヒューマン・ワークフローの概要を示します。
図27-1 ヒューマン・ワークフロー

図27-1では、次のアクションが発生しています。
アイデンティティ・ストアを構成して、埋込みWebLogic LDAP、Oracle Virtual Directory、サード・パーティのLDAPおよびActive Directory RDBMSを使用できます。
この項では、ヒューマン・ワークフローの主要な設計時および実行時の概念について説明します。
ヒューマン・ワークフロー設計の主要な3つのステージの概要についても説明します。
ヒューマン・タスクを設計するには、その前に、設計時および実行時の概念を理解することが重要です。タスクは通常、件名、優先度、タスク参加者、タスク・パラメータまたはデータ、期限、通知またはリマインダ、およびタスク・フォームで構成されています。この項では、主要な概念に関する概要を説明します。
注意:
ヒューマン・ワークフローの設計時タスクは、ヒューマン・タスク・エディタと呼ばれるグラフィカル・エディタで実行されます。このエディタの使用方法の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のチュートリアルを参照してください。
ヒューマン・ワークフローでは、タスクの宣言的な割当ておよびルーティングをサポートしています。最も簡単なケースでは、タスクは単一の参加者(ユーザーまたはグループ)に割り当てられます。ただし、多くの場合は、複雑なタスク割当てとルーティングが必要です(たとえば、図27-2に示すように、タスクに管理チェーンによる承認が必要な場合や、タスクを一連のユーザーがパラレルで作業したり、投票する必要がある場合です)。ヒューマン・ワークフローでは、このようなシナリオに対して宣言的なパターン・ベースのサポートを提供します。
図27-2 タスクの参加者

簡単なケースでは、参加者はユーザー、グループまたはロールにマップされます。ただし、「タスクの割当ておよびルーティング」で説明したように、ワークフローでは、管理チェーンやグループ投票などの一般的なルーティング・シナリオに対して宣言的なパターンをサポートしています。使用可能な参加者タイプは、次のとおりです。
これは、1人の参加者を単一のユーザー、グループまたはロールにマップする単純なケースです。
たとえば、休暇申請がマネージャに割り当てられているとします。マネージャは、休暇が始まる3日前までに申請タスクを操作する必要があります。マネージャが申請を正式に承認または却下すると、その決定が従業員に通知されます。マネージャがタスクを操作しない場合、申請は却下として処理されます。正式な却下の場合と同様に通知アクションが実行されます。
この参加者タイプは、一連のユーザーがパラレルで作業する必要があることを示します。このパターンは通常、投票で使用されます。
たとえば、雇用に関して複数のユーザーが応募者の採否を票決する必要がある場合です。結果が有効になるために必要な得票率(多数決や満場一致など)を指定します。
この参加者タイプは、一連のユーザーが順番に作業する必要があることを示します。ルーティング・ポリシーには、複数の参加者を順番に使用した順番による作業を指定できますが、このパターンは一連のユーザーが動的である場合に有用です。このシリアル・タイプの一般的なシナリオは、管理チェーン・エスカレーションです。このエスカレーションは、このパターンの指定内にある管理チェーンに基づいてリストを指定することで実行されます。
この参加者は、単一の承認者と同様に、単一のユーザー、グループまたはロールにマップされます。ただし、このパターンは、参加者が通知タスクを単に受信し、ビジネス・プロセスではこの参加者のレスポンスを待機しないことを示します。FYIの参加者は、タスクの結果に直接影響を与えることはできませんが、場合によっては、コメントを提供したり、添付ファイルを追加できます。
たとえば、採用候補者の採用について地域マネージャが承認し、その候補が承認または却下のために州全体の統括マネージャに渡されたことが、地域の営業所に通知される場合です。FYIはタスクの結果を直接左右できませんが、コメントを提供したり添付ファイルを追加できる場合があります。
詳細は、「タスク参加者の割当て」を参照してください。
タスクは、ユーザーによる実行が必要な作業です。タスクを作成する場合は、そのタスクに参加して操作するユーザーを割り当てます。実行時に、参加者はOracle BPM Worklistからタスクに対してアクションを実行できます。これらのアクションには、休暇申請の承認、発注の却下、ヘルプ・デスク・リクエストへのフィードバックの提供などがあります。参加者には次の3つのタイプがあります。
タスクの操作に個別のユーザーを割り当てることができます。たとえば、特定のタスクに対してユーザーjlondonやjsteinを割り当てることができます。ユーザーは、SOAインフラストラクチャで構成されたアイデンティティ・ストアに定義されます。これらのユーザーは、Oracle WebLogic Serverの組込みLDAP、Oracle Internet Directoryまたはサード・パーティのLDAPディレクトリで定義できます。
タスクの操作にグループを割り当てることができます。グループには、タスクを要求して操作できる個別のユーザーが含まれています。たとえば、ユーザーjcooperとfkafkaは、タスクの操作を割り当てたグループLoanAgentGroupのメンバーである可能性があります。
ユーザーと同様に、グループはSOAインフラストラクチャのアイデンティティ・ストアに定義されます。
タスクの要求と操作に、アプリケーション・ロールのメンバーであるユーザーを割り当てることができます。
アプリケーション・ロールは、アプリケーション・レベルで認可するように論理的にグループ化されたユーザーまたは他のロールで構成されます。これらのロールは、アプリケーション固有のもので、アプリケーションJavaポリシー・ストア(アイデンティティ・ストアではなく)で定義されます。これらのロールは、アプリケーションが直接使用するもので、Java EEコンテナによって把握されているとはかぎりません。
アプリケーション・ロールはポリシーを定義します。アプリケーション・ロールにはJava権限を付与できます。したがって、アプリケーション・ロールは、直接的または他のロールを介して間接的に付与される一連の権限を定義します。ポリシーには、エンタープライズ・グループまたはユーザーに対するアプリケーション・ロールの付与を含めることができます。ファイル・ベースのポリシー・ストアのjazn-data.xmlファイルには、これらのロールが<policy-store>の下の<app-role>要素に定義され、デプロイメント時にファーム・レベルでsystem-jazn-data.xmlに書き込まれます。これらのロールは、デプロイメント後にOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して定義することもできます。ロールが事前にデプロイされている場合は、設計時に、タスク所有者または承認者をアプリケーション・ロールに設定できます。
Oracle BPM Worklistの詳細は、「タスク・フォーム」を参照してください。
多様性に対応するプロセスでは、すべての参加者を常に決定できるわけではありません。ヒューマン・ワークフローを使用すると、参加者がタスク実行の一部として他の参加者を招待できるように指定できます。
詳細は、「全参加者による他の参加者の招待または新しい参加者の編集の許可」を参照してください。
デフォルトでは、タスクは、ルーティング・ポリシーに定義したフローに従って(図27-2に示すように)、開始参加者から最終参加者へ移行します。ただし、タスクのルーティング・フロー内の特定ステップでの特定結果によっては、次の参加者へのタスクの提示を続行することが不要になったり、望ましくない場合があります。たとえば、最初のマネージャが承認を却下した場合は、2番目のマネージャにルーティングする必要はありません。ヒューマン・ワークフローでは、特定の結果が発生した場合にタスクまたはサブタスクを完了するように指定することをサポートしています。
詳細は、「次の参加者へのタスクのルーティングの停止」を参照してください。
タスクへのユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールの割当てには様々な方法があります。
ユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールを静的に(または、アイデンティティ・サービスを参照して)割り当てることができます。値は次のいずれかです。
jstein、CentralLoanRegionまたはApproverRoleなど)。 jstein, wfaulk, cdickensなど)。 ユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールを動的に割り当てるには、次の方法があります。
たとえば、割当て先候補がユーザーjcooper、グループLoanAgentおよびアプリケーション・ロールDevelopersで構成されているとします。さらに、リクエストされたタイプがuserであるとします。このタスク割当てパターンを適用すると、単一のユーザーが、ユーザーjcooper、グループLoanAgentのすべてのメンバー、およびアプリケーション・ロールDevelopersを付与されているすべてのユーザーから選択されます。
たとえば、割当て先候補がユーザーjcooper、グループLoanAgentおよびアプリケーション・ロールDevelopersで構成されているとします。さらに、リクエストされたタイプがuserであるとします。このタスク割当てパターンを適用すると、ユーザーjcooper、グループLoanAgent内の1人のユーザー、およびアプリケーション・ロールDevelopersを付与されている1人のユーザーが選択されます。
たとえば、ペイロード変数で指定されたタスク承認者の動的リストを作成するというビジネス要件を設定できます。このXPath式は、0(ゼロ)個以上のXMLノードに解決できます。各ノードの値は次のいずれかです。
,)です。 たとえば、タスクに、タスク承認者が格納されているpoという名前のペイロード・メッセージ属性がある場合は、次のXPath式を使用できます。
/task:task/task:payload/po:purchaseOrder/po:approvers ids:getManager('jstein', 'jazn.com') この式は、jsteinのマネージャを返します。
ids:getReportees('jstein', 2, 'jazn.com') この式は、jsteinの2レベルまでの報告先すべてを返します。
ids:getUsersInGroup('LoanAgentGroup', false, 'jazn.com') この式は、グループLoanAgentGroupのすべての直接ユーザーと間接ユーザーを返します。
両方のオプションを同時に使用できます(たとえば、XPath式を使用してグループを動的に選択してから、タスク割当てパターンを適用して、そのグループからユーザーを動的に選択できます)。
複雑な式を使用してタスク参加者のリストを作成できます。ビジネス・ルールの使用結果は、XPath式の使用結果と同じです。ビジネス・ルールを使用して作成された参加者リストにタスク割当てパターンを適用することもできます。
タスクには複数のステークホルダーが含まれます。参加者は、タスク定義の割当ておよびルーティングのセクションに定義されたユーザーです。これらのユーザーは、タスクに対してアクションを実行する主要なステークホルダーです。
割当ておよびルーティング・ポリシーに指定されている参加者に加えて、ヒューマン・ワークフローでは次の追加のステークホルダーがサポートされています。
この参加者には、タスクに対するビジネス管理権限があります。この参加者は、タスク定義の一部として指定したり、起動プロセスから(および特定のインスタンスに)指定することができます。タスク所有者は、所有するタスクを操作したり、他の参加者のかわりにタスクを操作することもできます。タスク所有者は、タスクの結果と割当ての両方を変更できます。
ヒューマン・タスク・エディタで所有者を指定する場合は、「タスク所有者の指定方法」を参照し、「ヒューマン・タスク」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで所有者を指定する場合は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。
プロセスを開始するユーザーです(たとえば、イニシエータは承認用の経費レポートを提出します)。このユーザーは、開始したタスクのフィルタを使用してタスクのステータスを確認できます。また、他の参加者による情報のリクエストに関する潜在的候補者としてイニシエータを含めることは、有用な考え方です。
詳細は、Oracle SOAスイートによるSOAアプリケーションの開発を参照してください。
この参加者は、タスクのステータスを確認して、コメントおよび添付ファイルを追加できます。プロセス・インスタンスの属性レビューアおよびreviewerTypeを使用して実行時に参加者にレビューア・ロールを付与できます。レビューア・プロセス属性には、レビューアの名前が格納され、そのデフォルト値はProcessReviewerまたはヒューマン・タスク構成で割り当てられた値です。reviewerTypeプロセス属性には、レビューアのタイプが格納され、それらはユーザー、ロールまたはグループです。これらの属性を動的に設定して有効なレビューアを変更することができます。
この参加者は、すべてのタスクを表示して、テストの再割当てやエラーを処理するためのタスクの一時停止などの特定のアクションを実行できます。タスク管理者は、タスクの結果を変更できます。
タスク管理者は、タスク参加者が実行できる承認、却下などのアクション・タイプは実行できませんが、この参加者タイプは再割当て、取消しなどのアクションを実行できるため最も強力なタイプです。
エラーが発生すると、タスクはこの参加者に割り当てられます(存在しないユーザーにタスクが割り当てられた場合など)。エラーの割当て先は、Oracle BPM Worklistからタスク・リカバリ・アクションを実行できます。Oracle BPM Worklistは、実行時にタスク・アクションを実行するタスク・フォームです。
詳細は、「エラー割当て先とレビューアの構成方法」を参照してください。
ヒューマン・ワークフローでは、タスクに関連する期限の指定がサポートされています。期限には、次のアクションを関連付けることができます。
割当て後の時刻または有効期限前の時刻に基づいて、タスクのリマインダを複数回送信できます。
タスクは、管理階層にエスカレートされます。
タスクは期限切れです。
タスクは、自動的に更新されます。
詳細は、「タスクのエスカレート、期限更新または終了」を参照してください。
ヒューマン・タスクは、通知を使用するように構成できます。通知を使用すると、関連するユーザーに、タスクのライフ・サイクル期間にタスクの状態が変化したことを警告できます。たとえば、タスクの承認や取消しの際は、通知が割当て先に送信されます。
異なるアクションについて様々なタイプの参加者に通知を送信するように指定できます。たとえば、次のように指定できます。
通知メッセージのコンテンツと、メッセージの送信に使用する通知チャネルを指定できます。
アクション可能な電子メール通知メッセージを構成できます。つまり、タスク割当て先は、その電子メール内からタスクを操作できます。
たとえば、タスク割当て先がタスクを操作する前に追加の情報をリクエストした場合は、例27-1に示すようなメッセージを電子メールで送信できます。
実行時には、メッセージ送信者のアドレスをスパムとしてマークし、不正または無効なアドレス・リストを表示することもできます。これらのアドレスは、不正アドレス・リストに自動的に追加されます。
通知の詳細は、次を参照してください。
例27-1 電子メール・メッセージ
タスク・フォームは、タスクと相互作用する方法を提供します。Oracle BPM Worklistのタスク・フォームには、タスク割当て先に割り当てられたすべてのワークリスト・タスクが表示されます。特定のタスクに移動すると、タスク・フォームには、ユーザーのワークリストに対するタスクのコンテンツが表示されます。たとえば、経費承認タスクでは様々な経費の明細項目が記載されたフォームが表示され、ヘルプ・デスク・タスク・フォームでは重大度や問題の場所などの詳細が表示されます。
このため、Oracle SOA Suiteの統合開発環境には、Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)が含まれています。Oracle ADFを使用すると、SOAコンポジット・アプリケーションのヒューマン・タスクを表すタスク・フォームを設計できます。
ADFベースのタスク・フォームは自動的に生成できます。上級ユーザーは、ADFデータ・コントロールを使用して独自のタスク・フォームを設計して、ページ上にコンテンツをレイアウトし、実行時にはワークフロー・サービス・エンジンに接続して、タスク・コンテンツを取得し、タスクを操作できます。
タスク・フォームは、JSF、.NET、またはAPIを使用する他のクライアント・テクノロジで作成できます。
詳細は、次を参照してください。
注意:
BPM Composerを使用し、Webフォームを作成している場合は、Integrated WebLogicではWebフォームはサポートされていないことを覚えておいてください。Webフォームの作成中またはIntegrated WebLogic上でのWebフォームを含むBPMプロジェクトのデプロイメント中に、エラーが発生することがあります。Integrated WebLogicでは、ADFタスク・フォームのみがサポートされています。
この項では、ヒューマン・ワークフローの拡張概念について説明します。
Oracle Business Rulesを使用すると、ルーティング・フローを動的に変更できます。使用すると、参加者がそれぞれの手順を完了するたびに、関連付けられているルールが起動し、そのルールからルーティング・フローをオーバーライドできます。
詳細は、「ビジネス・ルールを使用した詳細タスク・ルーティングの指定方法」を参照してください。
Oracle Business Rulesを使用すると、参加者に関連付けるユーザー、グループおよびロールのリストを動的に作成できます。
詳細は、「タスク参加者の割当て」を参照してください。
ステージは、参加者タイプの各ブロックに対して承認プロセスを編成するための1方法です。1つ以上のステージを順番に、またはパラレルで指定できます。各ステージ内で、1つ以上の参加者タイプ・ブロックを順番に、またはパラレルで指定できます。
詳細は、「タスク参加者の割当て」を参照してください。
割当て先が表示および更新できるタスクの部分を決定するアクセス・ルールを指定できます。たとえば、割当て先が読み取るタスク・ペイロード・データを構成できます。このアクションを使用できるのは、読取り権限のある割当て先のみです。割当て先も含めて、誰にも書込み権限はありません。
詳細は、「タスク・コンテンツへのアクセス・ポリシーの指定方法」を参照してください。
ヒューマン・ワークフローでは、宣言的に指定可能な詳細な動作がサポートされていますが、一部の高度な状況では、さらに拡張可能な動作が必要になる場合があります。このような拡張性はタスク・コールバックによって可能となり、これらのコールバックは、BPELプロセスまたはJavaクラスの起動時に処理できます。
詳細は、「タスク・ステータスのコールバック・クラスの指定方法」を参照してください。
Oracle BPM Worklistには、タスク分析用の即時利用可能なレポートが複数用意されています。
ユーザーのグループまたは報告先のグループに割り当てられたタスクの中で、まだ獲得されていないタスクが分析されます。
ユーザー、報告先またはそのグループに割り当てられたタスクが優先度に基づいて分析されます。
ユーザーのグループまたは報告先のグループに基づいて、タスクの割当てから完了までの所要時間が分析されます。
ユーザー、報告先またはグループについて、特定期間中に割り当てられたタスク数と完了したタスク数が分析されます。
割当て先がタスクを実行するために要した時間が表示されます。
タスクの参加者が実行したアクションの監査証跡、およびワークフローの様々な時点におけるタスク・ペイロードと添付ファイルのスナップショットを表示できます。タスクの短い履歴には、次のタスクによって作成されたすべてのバージョンが表示されます。
詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のBPMワークリストに関する章を参照してください。
ヒューマン・ワークフロー・モデリングは、表27-1に示すように、3つのステージのモデリングで構成されています。
表27-1 ヒューマン・ワークフロー・モデリングのステージ
| ステップ | 説明 |
|---|---|
1 | ヒューマン・タスクのコンテンツは、ヒューマン・タスク・エディタで作成および定義します。これには、参加者タイプ、ルーティング・ポリシー、エスカレーションと有効期限のポリシー、通知などの定義が含まれます。 |
2 | ヒューマン・タスク定義をBPELプロセスに関連付けます。BPELプロセスは、一連のアクティビティ(ヒューマン・タスク・アクティビティを含む)とサービスをエンドツーエンドのプロセス・フローに統合します。 |
3 | タスク・フォームを作成します。このフォームでは、実行時にOracle BPM Worklistで操作するタスクの詳細が表示されます。 |
詳細は、Oracle SOAスイートによるSOAアプリケーションの開発を参照してください。
この項では、ヒューマン・ワークフローのユースケースの概要を説明します。
チュートリアルで、ヒューマン・タスクの設計手順全部を説明しています。
次の各項では、ワークフロー・サービスの複数のユースケースについて説明します。
休暇申請プロセスは、ユーザーから休暇の詳細を取得し、承認担当のマネージャにその申請をルーティングすることから開始されます。ユーザーの詳細と組織階層は、ユーザー・ディレクトリまたはアイデンティティ・ストアからルックアップできます。図27-3に、このシナリオを示します。
図27-3 ディレクトリ内のユーザーまたはロールに対するタスクの割当て

タスクは、「グループ投票」、「管理チェーン」または「承認者の順序リスト」参加者タイプの複数のユーザーを介してルーティングできます。たとえば、融資承認フローの一部として融資申請が考えられます。融資申請は、初めに融資エージェント・ロールに割り当てることができます。融資金額が$100,000を超えている場合は、特定の融資エージェントが融資を取得して承認した後で、さらに複数の管理レベルにその融資をルーティングさせることが可能です。図27-4に、このシナリオを示します。
図27-4 フロー・パターンとルーティング・ポリシー

これらのタイプをビルディング・ブロックとして使用することで、複雑なワークフローを作成できます。
カスタム・エスカレーション機能を使用すると、タスク・タイプに基づいて、優先度の高いタスクを特定のユーザーまたはロールに割り当てることができます。ただし、ユーザーが一定期間内にタスクを操作しない場合は、そのタスクを期限切れとし、追加アクションのためにマネージャにエスカレートできます。エスカレーションの一環として、電子メール、電話ボイス・メッセージまたはSMSでユーザーに通知することも可能です。同様に、マネージャは、様々なタスク割当て間で負荷を分散するために、ある報告先から別の報告先にタスクを委任できます。BPELで定義されるすべてのタスクには、関連する有効期限があります。また、図27-5に示すように、エスカレーション・ポリシーまたは期限更新ポリシーを指定する場合もあります。たとえば、ヘルプ・デスク・サービス・リクエストのプロセスの一部としてサポート・コールが考えられます。優先度の高いタスクを特定のユーザーに割り当て、そのユーザーが2日以内に対応しない場合、そのタスクは、追加アクションのためにマネージャにルーティングされます。
図27-5 エスカレーションと通知

ユーザーは、自分のかわりに他のユーザーにタスクを実行させるように決定できます。タスクは、Oracle BPM Worklistから明示的または自動的に委任することができます。たとえば、マネージャは、自分が担当する高優先度のタスクを、休暇中はすべて自動的に直属の部下の1人にルーティングするという休暇ルールを設定します。タスクをその内容に基づいて別のユーザーにルーティングできる場合もあります。自動ルーティングのもう1つの例は、グループに属する複数のユーザー間でタスクを割り当てることです。たとえば、ヘルプ・デスクの監督者は、西部地域のすべてのタスクをラウンド・ロビン方式で割り当てたり、未処理タスクの最も少ないユーザー(最もビジーでない箇所)にタスクを割り当てるように決定します。
この項では、ヒューマン・ワークフロー・アーキテクチャの概要を説明します。
次の内容について説明します。
リリース11g 以降、すべてのヒューマン・タスク・メタデータはメタデータ・サービス(MDS)リポジトリに保存されて管理されます。ワークフロー・サービスは、ビジネス・プロセスと人間の相互作用の様々な側面を処理する多数のサービスで構成されています。
図27-6は、次のワークフロー・サービス・コンポーネントを示しています。
タスク・サービスにより、タスク状態の管理およびタスクの永続性が提供されます。これらのサービスに加え、タスク・サービスでは、タスクの更新、完了、エスカレート、再割当てなどの操作が公開されます。タスク・サービスは、ユーザーに割り当てられているタスクを取得するためにOracle BPM Worklistで使用されます。また、このサービスでは、タスク状態が変化したときにユーザーやグループに通知を送信するかどうかも決定されます。タスク・サービスは、次のサービスで構成されます。
タスク・ルーティング・サービスは、タスクのルーティング、エスカレートおよび再割当てを実行するサービスを提供します。サービスでは、宣言的な指定をルーティング・スリップ形式で解析することで、これらの決定が行われます。
タスク問合せサービスでは、様々な検索基準(キーワード、カテゴリ、ステータス、ビジネス・プロセス、属性値、タスクの履歴情報など)に基づいて、ユーザーのタスクを問い合せます。
タスク・メタデータ・サービスにより、タスク関連のメタデータ情報を取得するための操作が公開されます。
アイデンティティ・サービスは、Oracle Application Server 11g のセキュリティ・インフラストラクチャまたはカスタム・ユーザー・リポジトリの上部に位置するWebサービスのシン・レイヤーです。これにより、ユーザーの認証および認可と、ユーザー・プロパティ、ロール、グループ・メンバーシップ、権限のルックアップが可能になります。
通知サービスは、電子メール、電話ボイス・メッセージ、IMおよびSMSのいずれかのチャネルを通じて、指定のユーザーに対して特定のコンテンツを含む通知を配信します。詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。
ユーザー・メタデータ・サービスにより、ワークフロー・ユーザー関連のメタデータ(ユーザー作業キュー、プリファレンス、休暇、委任ルールなど)が管理されます。
ランタイム構成サービスは、タスク・サービスのランタイム環境で使用されるメタデータの管理メソッドを提供します。主に、タスク・ペイロード・マップ済属性マッピングの管理をサポートします。
エビデンス・サービスはデジタル署名されたワークフロー・タスクの保存と否認防止をサポートします。
図27-6 ワークフロー・サービス・コンポーネント

図27-7は、サービスとビジネス・プロセス間の相互作用を示しています。
図27-7 ワークフロー・サービスとビジネス・プロセス間の相互作用

ヒューマン・タスクは、次の方法で使用できます。
ヒューマン・タスクをBPELプロセスに関連付けることができます。BPELプロセスは、一連のアクティビティ(ヒューマン・タスク・アクティビティを含む)とサービスをエンドツーエンドのプロセス・フローに統合します。
ヒューマン・タスクをBPMNプロセスに関連付けることができます。BPMNプロセスには、プロセスのフローの一部として他のタイプのBPMNフロー・オブジェクトが含まれる場合があります。ヒューマン・タスクは、BPMNユーザー・タスクの実装です。
SOAコンポジット・エディタでは、BPELプロセスに関連付けないスタンドアロン・コンポーネントとしてのヒューマン・タスクを作成することもできます。スタンドアロン・ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントは、アプリケーションで自動化されたアクティビティが必要のない環境で役に立ちます。スタンドアロンの場合、クライアントは独自にタスクを作成できます。
Oracle SOA SuiteとOracle Business Process Management (BPM) Suiteは、どちらもビジネス・ルールとヒューマン・ワークフローのサポートを提供しています。ただし、Oracle BPM Suiteには、Oracle SOA Suiteでは使用できない追加のビジネス・ルールおよびヒューマン・ワークフロー機能があります。
表27-2は、各スイートでサポートされるビジネス・ルールおよびヒューマン・ワークフロー機能を示しています。
表27-2 Oracle SOA SuiteおよびOracle BPM Suiteにおけるビジネス・ルールおよびヒューマン・ワークフロー機能
| 機能 | Oracle BPM Suiteでサポートされているか | Oracle SOA Suiteでサポートされているか |
|---|---|---|
ワークスペース、プロセス・トラッキング、標準ダッシュボード、ケース管理およびアプリケーション・メニュー | 可 | いいえ |
承認グループ(参加者リスト) | 可 | いいえ |
ヒューマン・ワークフローおよびビジネス・ルール(参加者リスト、ルーティング・ルール) | 可 | 可 |
動詞ルール | 可 | いいえ |
ルール・ビジネス・フレーズ | 可 | いいえ |
Oracle BPM Composer - デザインタイム・ルール編集 | 可 | いいえ |
Oracle BPM StudioとOracle BPM Composerとの間のソース管理のためのプロセス・アセット・カタログ(PAM) | 可 | いいえ |
拡張されたユーザビリティ機能を持つOracle JDeveloperとSOA Composerの両方でのルール・テスト | 可 | 可 |
ルール・デシジョン表に対するMicrosoft Excelのインポート/エクスポート | 可 | 可 |
Oracle BPM Suiteの詳細は、Oracle Business Process Management Studioを使用したビジネス・プロセスの開発を参照してください。
この章では、Oracle BPMで使用可能な様々なエディタを使用したヒューマン・タスクの設計方法について説明します。また、ヒューマン・タスクをBPMプロジェクト内のユーザー・タスクと関連付ける方法についても説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BPMでビジネス・カタログのヒューマン・タスクがどのように表示されるのかについては、「ヒューマン・タスクの使用」を参照してください。
ヒューマン・タスクの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドの「ヒューマン・ワークフロー・サービス・コンポーネントの使用」の部内の章を参照してください。
ヒューマン・タスクを使用すると、BPMプロセスのエンド・ユーザーとの相互作用をモデリングできます。プロセスにユーザー・タスクを実装するには、ヒューマン・タスクを使用する必要があります。
Oracle BPM Suiteには、モデリングしているヒューマン・タスクの要件に応じて使用できる様々なエディタが用意されています。
いくつかのヒューマン・タスク機能は、Oracle BPM Suiteから使用するときにのみ使用可能です。詳細については、「ヒューマン・タスク・エディタを使用したヒューマン・タスクの構成」を参照してください。
Oracle BPMでヒューマン・タスクを使用する方法は、次のとおりです。
作業方法は、作業の計画内容、チーム内の開発者間の作業の分担方法、および開発するヒューマン・タスクの複雑さを考慮して決定します。
ユーザー・タスクのプロパティ・ダイアログを使用したヒューマン・タスクの作成
詳細は、「Oracle BPM Studioによるヒューマン・タスクの作成」を参照してください。
ヒューマン・タスク・エディタを使用したヒューマン・タスクの作成:
詳細は、「SOAコンポジット・エディタによるヒューマン・タスクの作成」を参照してください。
詳細は、「既存のヒューマン・タスクを使用したユーザー・タスクの実装」を参照してください。
既存のヒューマン・タスクの使用:
詳細は、「既存のヒューマン・タスクを使用してユーザー・タスクを実装する方法」を参照してください。
Oracle BPM Studioを使用して単純なヒューマン・タスクを作成できます。Oracle BPM Studio付属の簡易インタフェースには、ビジネス・プロセスで使用されるヒューマン・タスクを構成する最も重要なフィールドのみが表示され、ヒューマン・タスク・エディタの複雑さを軽減しています。
「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスを使用してヒューマン・タスクを作成した後、必要であれば、ヒューマン・タスク・エディタを使用してヒューマン・タスクを編集できます。
図28-1に、「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスを示します。
図28-1 「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ
「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスで定義できるプロパティは次のとおりです。
Oracleプロセス・ワークスペースおよびOracle BPM Worklistアプリケーションでエンド・ユーザーに表示されるヒューマン・タスクの名前を定義します。
ヒューマン・タスクの優先度を指定します。有効値は1(優先度最高)から5(優先度最低)です。デフォルト値は3です。
ヒューマン・タスクについて可能性がある結果引数を指定します。実行時に実行できるタスクとして選択した結果は、Oracle BPM Worklistに表示されます。
ヒューマン・タスク・ペイロードを定義します。ヒューマン・タスクのデータ・アソシエーションはヒューマン・タスクのパラメータに基づきます。データ・アソシエーションは、データ・オブジェクトを入力引数としてマッピングします。
ヒューマン・タスクの結果引数を格納する文字列データ・オブジェクトを指定します。データ・オブジェクトは1つだけ選択できます。この結果の値は、「結果」プロパティで定義された値のいずれかです。
Oracle BPM Studioのユーザー・タスク・プロパティ・ダイアログ・ボックスでヒューマン・タスクを作成できます。
Oracle BPM Studioでヒューマン・タスクを作成するには:
「プロパティ - ユーザー・タスク」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図28-2に、「プロパティ - ユーザー・タスク」ダイアログ・ボックスを示します。
「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図28-1に、「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスを示します。
ヒューマン・タスク・パターンの詳細は、「承認管理の使用」を参照してください。
ヒューマン・タスクの結果の構成方法については、「ヒューマン・タスクの結果の構成方法」を参照してください。
ヒューマン・タスクの結果の構成方法については、「ヒューマン・タスクへのパラメータの追加方法」を参照してください。
ヒューマン・タスクの結果の構成方法の詳細は、「ヒューマン・タスクの結果ターゲットの構成方法」を参照してください。
「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスが閉じ、ユーザー・タスク・プロパティ・ダイアログ・ボックスの「ヒューマン・タスク」フィールドに作成したヒューマン・タスクが表示されます。
ユーザー・タスク・プロパティが閉じ、ユーザー・タスクについて構成した実装が保存されます。
Oracle BPM Studioでヒューマン・タスクを作成すると、ヒューマン・タスクの結果を構成できます。構成した結果値は、Oracle BPM Worklistでヒューマン・タスクの選択可能なアクションとして表示されます。
ヒューマン・タスクの結果を構成するには:
「結果」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「結果」ダイアログ・ボックスが閉じ、「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスの「結果」フィールドに選択した結果が表示されます。
ヒューマン・タスク・ペイロードを作成するために、ヒューマン・タスクに複数のパラメータを追加できます。Oracle BPM Studioでは、これらのパラメータを使用して、ヒューマン・タスクを使用するユーザー・タスクのデータ・アソシエーションを作成します。
ヒューマン・タスクにパラメータを追加するには:
「データ・オブジェクト」ダイアログ・ボックスが表示されます。
選択したデータ・オブジェクトが「パラメータ」表に表示されます。
ヒューマン・タスクを作成する際、結果ターゲットを定義する必要があります。結果ターゲットは、ヒューマン・タスクの結果をBPMプロジェクトの文字列データ・オブジェクトにマッピングします。排他ゲートウェイを使用すると、結果ターゲット値に基づいてプロセスのフローを構成できます。
ヒューマン・タスクの結果ターゲットを構成するには
「データ・オブジェクト」ダイアログ・ボックスが表示されます。
新しいデータ・オブジェクトを追加するには、「データ・オブジェクト」ノードを右クリックし、「追加」を選択します。
選択したデータ・オブジェクトが「結果ターゲット」フィールドに表示されます。
ユーザー・タスクのプロパティ・ダイアログ・ボックスまたはヒューマン・タスク・エディタを使用して、ヒューマン・タスクを編集できます。通常は、複雑なヒューマン・タスクにヒューマン・タスク・エディタを使用します。
図28-2に、ユーザー・タスクのプロパティ・ダイアログ・ボックスを示します。
図28-2 ユーザー・タスクのプロパティ・ダイアログ・ボックス
ユーザー・タスクのプロパティ・ダイアログ・ボックスを使用すると、プレーン・テキスト、シンプルな式およびXPATH式を使用して次のプロパティを定義できます。
Oracleプロセス・ワークスペースおよびOracle BPM Worklistアプリケーションでエンド・ユーザーに表示されるヒューマン・タスクの名前を定義します。
ヒューマン・タスクの優先度を指定します。有効値は1(優先度最高)から5(優先度最低)です。デフォルト値は3です。
承認プロセスを最初から開始します。
タスクを開始するユーザーを指定します。イニシエータは、作成したタスクをOracle BPM Worklistで参照したり、特定のタスク(タスクの取消し、一時停止など)を実行することができます。
タスク所有者のユーザーIDを指定します。
タスクのユーザー定義IDを定義します。たとえば、注文書の承認に関するタスクの場合は、タスクの識別キーとして注文書IDを設定できます。タスクは、識別キーを使用してOracle BPM Worklistで検索できます。この属性にデフォルト値はありません。
複数のレルムを使用している場合、このフィールドは必須です。同じタスクを実行している複数のレルムから割当て先を指定することはできません。
タスクで使用されるアプリケーション・ロールが含まれるアプリケーション名を指定します。これによって、アプリケーション・ロールが操作するコンテキストが指定されます。
SOAコンポジット・エディタからBPMプロジェクトにヒューマン・タスクを追加できます。
通常、BPMNプロセスのユーザー・タスクをモデリングする前にヒューマン・タスクを設計するときに追加します。
SOAコンポジット・エディタを使用してBPMプロジェクトにユーザー・タスクを追加できます。
SOAコンポジット・エディタからヒューマン・タスクを作成するには:
「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ヒューマン・タスク・コンポーネントが、SOAコンポジットの「コンポーネント」領域に表示されます。
作成したヒューマン・タスクを使用して、BPMプロジェクトにユーザー・タスクを実装できます。実装方法の詳細は、「既存のヒューマン・タスクを使用したユーザー・タスクの実装」を参照してください。
ヒューマン・タスク・エディタを使用してヒューマン・タスクを作成し、そのヒューマン・タスクをユーザー・タスクの実装に割り当てることができます。
また、BPMプロセスのデータ・オブジェクトがヒューマン・タスクの入力および出力引数にどのようにマッピングされるかを定義する必要があります。これには、データ・アソシエーションまたは変換を使用できます。データ・アソシエーションおよび変換の詳細は、「プロセス設計の情報の処理」を参照してください。
ユーザー・タスクを実装するには、別のユーザー・タスク用に作成した既存のヒューマン・タスクを使用するか、またはヒューマン・タスク・エディタを使用します。
既存のヒューマン・タスクを使用してユーザー・タスクを実装するには:
「プロパティ - ユーザー・タスク」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「ヒューマン・タスクの参照」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「ヒューマン・タスクの参照」ダイアログ・ボックスが閉じ、「ヒューマン・タスク」フィールドに選択したヒューマン・タスクが表示されます。
ユーザー・タスクの実装に、既存のヒューマン・タスクが使用されます。
SOAコンポジットは、BPMNプロセスとヒューマン・タスクの間にワイヤを追加し、その関係を表示します。
BPMNサービス・エンジンがユーザー・タスクの実装を実行する際、ユーザー・タスクのデータ・アソシエーションに定義されているパラメータを使用してヒューマン・ワークフロー・サービスを起動します。ヒューマン・ワークフロー・サービスがヒューマン・タスクの実行を完了すると、定義済のデータ・アソシエーションを使用して結果をBPMNサービス・エンジンに渡します。
プロセス・ペイロードをヒューマン・タスク・ペイロードに関連付けるには、BPMNプロセスでヒューマン・タスク、ユーザー・タスク・イベントおよび開始イベントを構成し、ペイロードXSDファイルに基づいてビジネス・オブジェクトを作成する必要があります。
プロセス・ペイロードをヒューマン・タスク・ペイロードに関連付けるには:
「タイプ・チューザ」ダイアログ・ボックスが開きます。
複雑なヒューマン・タスクの構成では、通常、編集にヒューマン・タスク・エディタを使用する必要があります。ヒューマン・タスク・エディタを使用すると、Oracle BPM付属の簡易インタフェースの使用時に表示されないプロパティを編集できます。
図28-3に、ヒューマン・タスク・エディタを示します。
図28-3 ヒューマン・タスク・エディタ

この項では、Oracle BPM Suiteからヒューマン・タスクを使用するときにのみ使用可能なプロパティの構成方法を説明します。
残りのプロパティは、Oracle SOA Suiteと共有されます。これらのプロパティの構成方法の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のヒューマン・タスクの作成に関する項を参照してください。
ヒューマン・タスク・エディタを使用して構成できるプロパティ・セットは、次のとおりです。
タイトル、説明、優先度および所有者などの基本情報を定義できます。
タイトル・フィールドの隣のリストから「変換」オプションを選択して作成および国際化されたタイトルをクリックすると、ヒューマン・タスクのタイトルをローカライズできます。リソース・バンドルの定義方法の詳細は、「多言語設定およびスタイルシートの指定」を参照してください。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「タイトル、説明、結果、優先度、カテゴリ、所有者およびアプリケーション・コンテキストの指定方法」を参照してください。
タスク・ペイロードの構造を構成するメッセージ要素を定義できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「タスク・ペイロード・データ構造の指定方法」を参照してください。
参加者をタスクに割り当て、タスクが定義済ワークフローを通過するようにルーティング・ポリシーを構成できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「タスク参加者の割当て」を参照してください。
スタイルシートおよび多言語設定を使用して、ヒューマン・タスクの表示に使用されるプレゼンテーションを構成できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「多言語設定およびスタイルシートの指定」を参照してください。
タスクの期間および有効期限を指定できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「タスクのエスカレート、期限更新または終了」を参照してください。
タスクのステータスが変更されたときにユーザーに通知する方法を構成できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「参加者通知プリファレンスの指定」を参照してください。
通知の受信者の電子メール・アドレスを指定する方法の詳細は、「通知の受信者の電子メール・アドレスを指定する方法」を参照してください。
ヒューマン・タスクのコンテンツのアクセス・ポリシーおよび制限を構成できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「タスク・コンテンツへのアクセス・ポリシーとタスク・アクションの指定」を参照してください。
BPEL callbacks.dの処理方法を指定できます。
これらのプロパティの構成方法の詳細は、「Javaコールバックまたはビジネス・イベント・コールバックの指定」を参照してください。
Oracle UCMリポジトリにタスクの添付を格納するようにヒューマン・タスクを構成できます。詳細は、「タスクの添付を格納するようにOracle UCMリポジトリを構成する方法」を参照してください。
いくつかのヒューマン・タスク機能は、Oracle BPM Suiteのインストールからヒューマン・タスクを使用するときにのみ使用できます。
Oracle BPM Suiteのインストールからヒューマン・タスクを使用する場合は、次の考慮事項に配慮する必要があります。
BPM Suiteのインストールでヒューマン・タスク・エディタを使用すると、通知の受信者の電子メール・アドレスを指定できます。
通知の受信者の電子メール・アドレスを指定するには:
「受信者」リストは編集可能なリストで、それをダブルクリックすると、テキスト・フィールドになります。
必要に応じて、「受信者」テキスト・フィールドの横にあるボタンを使用して、アプリケーション・サーバーで電子メール・アドレスを調べるか、XPathを使用して電子メール・アドレスを指定することができます。
注意:
電子メール・アドレスを使用して指定受信者に通知を送信する場合、通知サービスは割当て先のユーザー・コンテキストを使用して通知に含めるタスク情報を取得します。
注意:
ファイルを「プロセス・トラッキング」ページからアタッチすると、それはBPMリポジトリに移動しますが、UCMリポジトリには移動しません。そのため、UCMリポジトリを利用できない場合でも、「プロセス・トラッキング」ページでファイルをアップロードできます。ただし、UCMリポジトリに添付ファイルをアップロードするようにUCMリポジトリを構成してヒューマン・タスクを設計する場合、「タスク」ページでファイルをUCMリポジトリにアップロードします。ただし、「プロセス・トラッキング」ページでは、必ずファイルをBPMリポジトリにアップロードします。
タスクの添付用にOracle UCMリポジトリを構成するには:
ヒューマン・タスク・エディタが表示されます。
メタデータ・プロパティを構成するセクションが表示されます。表には、すでに必須の標準メタデータ(「セキュリティ・グループ」および「ドキュメント・タイプ」)が含まれています。
編集可能: 添付をアップロードするときにタスク・フォームで値を指定できます。
非表示: 値はタスク・フォームに表示されません。
読取り専用: 値はタスク・フォームに表示されますが、ユーザーは値を変更できません。
注意:
カスタム・メタデータはタスク・フォームに表示されないため、タスク・ペイロードに値をマッピングするか、または静的値を指定する必要があります。
画面フローを使用すると、進行中のすべてのタスクを順番に処理できます。
たとえば、ユーザーが進行中のタスクを終了し、次のタスクが同一のユーザーに割り当てられている場合、タスク・リストに戻らずに次のタスが自動的に同一のフローに表示されます。
画面フローは、画面から画面に自動的に流れるタスクを作成するように、ヒューマン・タスク・プロジェクトで作成されます。

この章では、ヒューマン・タスクの異なるプロパティを構成する方法について説明します。基本プロパティ、タスク・ペイロード・データ構造、参加者の割当て、ルーティング・ポリシー、ローカリゼーション、エスカレーション、通知プリファレンス、アクセス・ポリシーとタスク・アクション、制限、およびJavaコールバックとビジネス・イベント・コールバックについて説明します。
この章の内容は次のとおりです。
ヒューマン・ワークフロー問題のトラブルシューティングの詳細は、『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』のヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。
この項では、ヒューマン・タスク・エディタのセクションにアクセスする方法について説明します。
各セクションについて簡単に説明し、詳細の参照先を示します。
ヒューマン・タスク・エディタのセクションにアクセスする手順は、次のとおりです。
ヒューマン・タスク・エディタは、図29-1の左側に示す主要なセクションで構成されています。これらのセクションを使用すると、ヒューマン・タスクのメタデータを設計できます。
図29-1 ヒューマン・タスク・エディタ

表29-1に、ヒューマン・タスク・エディタのこれらの主要なセクションを使用してワークフロー・タスクを作成する方法を示します。
表29-1 ヒューマン・タスク・エディタ
| セクション | 説明 | 参照先 |
|---|---|---|
一般 (「タイトル」、「説明」、「結果」、「カテゴリ」、「優先度」、「所有者」および「アプリケーション・コンテキスト」) | タスクの詳細(タイトル、タスクの結果、所有者、その他の属性など)を定義できます。 | |
データ | タスク・ペイロード(タスクのデータ)の構造(メッセージ要素)を定義できます。 | |
割当て | 参加者をタスクに割り当て、そのタスクをワークフローを使用してルーティングするためのポリシーを作成できます。 | |
プレゼンテーション | 次の設定を指定できます。
| |
期限 | タスクの有効期間、カスタム・エスカレーションJavaクラスおよび期日を指定できます。 | |
通知 | ユーザーにタスクが割り当てられたとき、またはタスクのステータスが変化したときの通知を作成して送信できます。 | |
アクセス | タスク・コンテンツとタスク・アクションのアクセス・ルール、ワークフロー署名ポリシーおよび割当て制限を指定できます。 | |
イベント | コールバック・クラスおよびBPELコールバックでのタスクとルーティングの割当てを指定できます。 | |
ドキュメント | - |
このセクションでは、タスクのタイトル、説明、結果、カテゴリ、優先度、所有者などの詳細を指定できます。
この項の内容は次のとおりです。
このトピックに関連する詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のヒューマン・タスク・アクティビティのタイトル、イニシエータ、優先度およびパラメータ変数の定義方法を参照してください。
タイトル、説明、結果、優先度、カテゴリ、所有者およびアプリケーション・コンテキストを指定する手順は、次のとおりです。
タスクのタイトルを指定する手順は、次のとおりです。
タスクのタイトルを入力します(オプション)。開始したタスクにタイトルが設定されていない場合のみ、この値がタイトルにデフォルト設定されます。このタイトルによって、タスクが視覚的に識別されます。タスクのタイトルはOracle BPM Worklistに表示されます。タイトルは、Oracle BPM Worklistで検索することもできます。
承認された休暇申請など)を手動で入力します。 注文IDに必要な承認:など)を手動で入力した後、テキストの右側の空白にカーソルを置き、このフィールドの右側にあるアイコンをクリックします。この操作によって、タイトルの残りの部分を動的に作成するための式ビルダーが表示されます。名前の動的部分を完成した後は、「OK」をクリックし、このフィールドに戻ります。完全な名前が表示されます。次に例を示します。 式は、実行時にタスク・ペイロードからの正確な注文ID値を使用して解決されます。
「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスの「一般」タブで「タスクのタイトル」フィールドにタイトルを入力すると、ここで入力したタイトルはオーバーライドされます。
必要に応じて、「一般」セクションの「説明」フィールドにタスクの説明を指定できます。説明を使用すると、タスクに関する補足的な詳細を提供できます。たとえば、タスクのタイトルがコンピュータのアップグレード・リクエストの場合、このフィールドには、コンピュータのモデル、CPUの能力、RAM容量などの補足的な詳細を記載できます。この説明は、Oracle BPM Worklistには表示されません。
タスクの説明を追加する手順は次のとおりです。
プレーン・テキスト:
変換:
タスクの結果により、タスクに可能な結果が取得されます。Oracle BPM Worklistには、ここで指定した結果が実行時に実行可能なタスク・アクションとして表示されます。図29-3に詳細を示します。
図29-3 Oracle BPM Worklist内の結果

次のタイプのタスクの結果を指定できます。
タスクの結果には、ここで指定した実際の結果値とは異なる実行時の表示値を割り当てることもできます。これにより、Oracle BPM Worklistでは、結果を異なる言語で表示できます。国際化の詳細は、「多言語設定の指定方法」を参照してください。
タスクの結果を指定する手順は、次のとおりです。
表29-3 結果ダイアログ
| フィールド | 説明 |
|---|---|
1つ以上の結果の選択 | 追加するタスク結果を選択するか、デフォルトの結果を選択解除します。 |
「追加」アイコン | クリックすると、カスタム結果を追加するダイアログ・ボックスが起動されます。 ダイアログ・ボックスの「名前」フィールドにカスタム名を入力し、「OK」をクリックします。結果が「結果」フィールドに表示されます。 注意: 次のネーミング制限を考慮してください。
|
コメントが必要な結果 | クリックすると、実行時にOracle BPM Worklistで割当て先がコメントを追加する結果を選択できます。割当て先は、実行時にタスクを保存しないでコメントを追加し、アクションを実行する必要があります。 |
デフォルトの結果 | この結果に対するデフォルトの結果を選択します。 |
ここで選択したシード済結果とカスタム結果が、パラレル参加者タイプの「多数決の結果」セクションに表示され、選択できます。
タスクの優先度を指定します。優先度は、1から5までで、1が最高値です。タスクの優先度は、デフォルトで3に設定されています。この優先度値は、「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスの「一般」タブで優先度値を選択するとオーバーライドされます。優先度に基づいてタスクをフィルタ処理し、Oracle BPM Worklistで優先度のビューを作成できます。
タスク優先度を指定する手順は、次のとおりです。
タスク・カテゴリは、必要に応じて、「一般」セクションの「カテゴリ」フィールドに指定できます。この指定によって、システムで作成されるタスクのカテゴリが決まります。たとえば、ヘルプ・デスク環境では、顧客のリクエストをソフトウェア関連またはハードウェア関連として分類できます。カテゴリはOracle BPM Worklistに表示されます。カテゴリに基づいてタスクをフィルタ処理し、Oracle BPM Worklistでカテゴリのビューを作成できます。
タスク・カテゴリを指定する手順は、次のとおりです。
タスク所有者は、所有するビジネス・プロセスに属するタスクを参照し、割当て済タスクの参加者タイプのいずれかにかわって操作を実行できます。また、所有者は、タスクの再割当て、取消しまたはエスカレートも実行できます。タスク所有者は、タスクのビジネス管理者と見なすことができます。タスク所有者を「ヒューマン・タスクの作成」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで指定することもできます。ここに入力したタスク所有者は、「詳細」タブで指定したタスク所有者によって上書きされます。
タスク所有者の詳細は、「タスクのステークホルダ」を参照してください。
タスク所有者を指定する手順は、次のとおりです。
次に例を示します。
ownerが格納されているpoという名前のペイロード・メッセージ属性がある場合は、/task:task/task:payload/po:purchaseOrder/po:ownerなどのXPath式を指定できます。 ids:getManager('jstein', 'jazn.com') jsteinのマネージャがタスク所有者です。
ユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールの詳細は、「参加者の割当て」を参照してください。
タスク所有者は、Oracle SOA Suiteで使用するように構成されたユーザー・ディレクトリ(Oracle Internet Directory、Java AuthoriZatioN (JAZN)/XML、LDAPなど)またはアプリケーション・ロールのリストを参照することで選択できます。
ユーザー・ディレクトリまたはアプリケーション・ロールのリストを介してタスク所有者を静的に指定する手順は、次のとおりです。
注意:
デフォルトで、ヒューマン・タスク内のグループ名は大/小文字を区別します。したがって、Groupを選択した場合に大文字の名前(たとえば、
LOANAGENTGROUP)を入力すると、Oracle BPM Worklistの「管理タスク」タブにはタスクが表示されません。グループ名で大/小文字を不可知にする(大/小文字を区別しない)には、システムMBeanブラウザでcaseSensitiveGroupsプロパティをfalseに設定する必要があります。詳細は、Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理のヒューマン・タスクでの大/小文字が不可知のグループ名の有効化を参照してください。
図29-5 ユーザー・ディレクトリまたはアプリケーション・ロールの参照によるタスク所有者の指定

「ユーザー」または「グループ」を選択した場合は、図29-6に示す「アイデンティティ・ルックアップ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図29-6 「アイデンティティ・ルックアップ」ダイアログ

ユーザーまたはグループを選択するには、最初にアプリケーション・サーバー接続を作成する必要があります。そのためには「追加」アイコンをクリックします。次の制約に注意してください:
myhost.us.example.comなど)を使用して構成されているアプリケーション・サーバー接続を選択する必要があります。ホスト名(myhostなど)のみで構成されている接続を選択すると、使用可能なレルムが「レルム」リストに表示されない可能性があります。既存の接続にドメイン名が含まれていない場合は、次の手順を実行します。 jcooper、j*、*など)を入力して所有者を検索します。「ユーザー名」フィールドの右側にある「ルックアップ」アイコンをクリックすると、検索基準と一致するすべてのユーザーがフェッチされます。図29-7に詳細を示します。「選択」をクリックすると、1つ以上のユーザーまたはグループをハイライトして選択できます。 図29-7 レルムが選択された状態の「アイデンティティ・ルックアップ」

図29-8 「アイデンティティ・ルックアップ」ダイアログのユーザー階層

図29-9 ユーザーまたはグループの詳細

選択内容が「所有者」フィールドに表示されます。
「アプリケーション・ロール」を選択した場合は、「アプリケーション・ロールの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図29-10 アプリケーション・ロール

タスク所有者を「式ビルダー」ダイアログ・ボックスで動的に選択できます。
タスク所有者を動的に指定する手順は、次のとおりです。
選択内容が「所有者」フィールドに表示されます。
詳細は、次を参照してください。
タスクで使用するアプリケーション・ロールが含まれているアプリケーションの名前を指定できます。これによって、アプリケーション・ロールが操作するコンテキストが指定されます。タスクを明示的に作成しなくても結果的に所有した場合は、このコンテキストを設定できます。
注意:
Oracle Process WorkspaceおよびOracle BPM Worklistアプリケーションでアプリケーション・ロールにタスクを再割り当てできるようにするために、タスク定義にアプリケーション・コンテキストを設定する必要があります。
このセクションでは、XSDファイルに定義されているタスク・ペイロード(タスクのデータ)の構造(メッセージ要素)を指定できます。
図29-13に、ヒューマン・タスク・エディタの「データ」セクションを示します。
XSDファイルの要素を表すパラメータを作成します。これにより、ペイロード・データがワークフロー・タスクで使用できるようになります。次に例を示します。
タスク・ペイロード・データは、1つ以上の要素またはタイプで構成されます。選択内容に基づいてタスク・ペイロードのXMLスキーマ定義が作成されます。
図29-13 ヒューマン・タスク・エディタ - 「パラメータ」セクション

タスク・ペイロード・データ構造を指定する手順は、次のとおりです。
表29-5 「タスク・パラメータの追加」ダイアログのフィールドと値
| フィールド | 説明 |
|---|---|
パラメータ・タイプ | 「タイプ」または「要素」を選択し、「検索」アイコンをクリックすると、タスク・パラメータ選択用の「タイプ・チューザ」ダイアログ・ボックスが表示されます。 |
パラメータ名 | デフォルト名をそのまま使用するか、カスタムの名前を入力します。このフィールドが表示されるのは、パラメータ・タイプとして「タイプ」を選択した場合のみです。 |
ワークリストにより編集可能 | このチェック・ボックスを選択すると、タスク・ペイロードのこの部分をOracle BPM Worklistで編集できます。たとえば、融資承認タスクの場合、APR属性は、タスクをレビューするユーザーによる更新が必要な場合がありますが、SSNフィールドは編集できません。 参加者が表示および更新できるタスクの部分を決定するアクセス・ルールも指定できます。詳細は、「タスク・コンテンツへのアクセス・ポリシーの指定方法」を参照してください。 |
コレクションの使用 | タスクでコレクションが使用される場合、このパラメータを定義してコレクションを使用します。「追加」ボタンをクリックし、コレクション名およびコレクション・タイプのXpath式を指定します。式ビルダーを使用して、スキーマからコレクション・タイプを検索します。 |
注意:
Oracle BPM Worklistで定義できるのは、単純なXMLタイプ(文字列、整数など)または複雑なタイプ(注文書など)のペイロード・パラメータに対するペイロード・マップ済属性(以前はフレックス・フィールド・マッピングと呼ばれていました)のみです。キーワードを使用してタスクを検索する必要がある場合、またはタスク・コンテンツに基づいてビューまたは委任ルールを定義する必要がある場合は、単純なXMLタイプに基づいたペイロード・パラメータを使用する必要があります。これらの単純タイプは、Oracle BPM Worklistでフレックス列にマップできます。
選択内容が「データ」セクションに表示されます。
このセクションでは、ビジネス要件を満たす参加者タイプを選択できます。参加者タイプを構成するときは、タスクを操作するユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールのリストを作成します。
図29-16に、ヒューマン・タスク・エディタの「割当て」セクションを示します。
図29-16 ヒューマン・タスク・エディタ - 「割当て」セクション

単純または複雑なワークフロー・ルーティング・ポリシーを作成するためには、参加者タイプを簡単に組み合せて調整できます。以前に構成したヒューマン・タスクの機能を拡張して、より複雑なワークフローをモデリングすることもできます。
参加者タイプはステージの下のブロックにグループ化されます(たとえば、図29-16ではStage1という名前です)。ステージは、参加者タイプの各ブロックに対して承認プロセスを編成するための1方法です。1つ以上のステージを順番に、またはパラレルで指定できます。各ステージ内で、1つ以上の参加者タイプ・ブロックを順番に、またはパラレルで指定できます。参加者タイプ・ブロックの順序は、[↑]キーと[↓]キーを使用して再配置できます。
次に例を示します。
参加者タイプごとに、構成タスクに使用するエディタが関連付けられています。割当て先の追加順序は、実行順序を示します。
別のステージ名を指定したり、追加ステージの作成が必要なビジネス要件を指定するには、次の手順を実行します。追加ステージの作成は高度な要件で、自社の環境には必要がない場合があります。
この項の内容は次のとおりです。
参加者タイプの詳細は、「タスクの割当ておよびルーティング」を参照してください。
ステージ名を指定し、パラレルおよび順次ブロックを追加する手順は、次のとおりです。
デフォルトでは、ステージに「Stage1」という名前が指定されます。ただし、この名前は変更できます。
「編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ステージ: ステージの名前。非繰返し: コレクション内の各アイテムのステージを並行して処理しません。繰返し: コレクション内の各アイテムのステージを並行して処理します。ドロップダウン・リストから1つのコレクションを選択し、繰り返されるステージに使用するコレクション・タイプを指定します。
コンポーネント・パレットのワークフロー・エディタからタイプ「ステージ」の参加者を選択できます。
新しいステージを現在のステージの下に移動すると、現在のステージの周囲に緑色の点が4つ表示されます。現在のステージの下にある緑色の点を選択します。
第2ステージ(たとえば、図29-19ではStage1という名前です)を選択するのではなく、参加者タイプ・ブロック(たとえば、図29-19ではEdit Participantという名前です)のみを選択した場合は、「追加」アイコンの下にあるすべてのオプションが無効になります。
タスク参加者を割り当てる手順は、次のとおりです。
または
「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスでは、特定の参加者タイプを選択できます。
図29-20 「タイプ」リスト

表29-6 参加者タイプ
| 参加者タイプ | この参加者タイプの説明参照先 | この参加者タイプの構成手順参照先 |
|---|---|---|
|
タスク参加者とタスク・ステージの無効化
タスクに追加した参加者またはステージを無効化できます。タスクの一時的な変更が必要な場合、ステージまたは参加者全体を削除して再度追加するのではなく、この無効化機能を使用します。タスク参加者またはタスク・ステージを無効にするには、参加者またはステージの横にあるチェック・ボックスの選択を解除します。
変更が恒久的な場合は、タスク参加者およびステージを削除します。削除するには、参加者またはステージ・ノードを選択し、キーボードで[Delete]ボタンを押します。
図29-21に、単一参加者タイプの「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスを示します。図29-22に、展開された「詳細」セクションを示します。
図29-21 参加者タイプの編集 - 「単一」タイプ

図29-22 「参加者タイプの編集」 — 「詳細」タブ

タスクに対して動的に割り当てるために、単一参加者をグループ、アプリケーション・ロールまたは参加者リストから選択できます。
単一参加者タイプを構成する手順は、次のとおりです。
Approval Manager、Primary Reviewersなど)は、タスク定義のすべての参加者の中で一意にする必要があります。表29-7に、単一参加者タイプの「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスの各サブセクションの構成方法を示します。
表29-7 参加者タイプの編集 - 「単一」タイプ
| サブセクション | 参照先 |
|---|---|
参加者リスト | |
割当て済期間の制限の設定(「詳細」セクション) | |
この参加者による他の参加者の招待を許可(「詳細」セクション) | |
スキップ・ルールの指定(「詳細」セクション) | |
割当て制御(「詳細」セクションの下) | この参加者が特定の割当てコンテキストと関連付けられている場合、その名前をここに追加します。「追加」ボタンを使用して新しいエントリを追加します。ドロップダウン・リストを使用して、割当てコンテキストの名前を選択し、この割当てコンテキストの値を指定します。 |
参加者に手動によるタスクの要求を許可 (「一般」セクションの下) | |
単一ユーザー/グループ/アプリケーション・ロールへのタスクの自動割当て(「一般」セクションの下) |
参加者リストに割り当てられているユーザーは、タスクを操作できます。単一タスク参加者リストでは、タスクの操作に必要なユーザーは1人のみです。単一のユーザーか、このパターンのユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールのリストを指定できます。リストが指定されている場合、リスト上のすべてのユーザーがタスクに割り当てられています。このうちの1人が手動でタスクを申告して操作する必要があるか、または割当てパターンによっていずれかのユーザーがリストから自動的に選択されるようにするかを指定できます。1人のユーザーがタスクを操作する場合、このタスクは他の割当て先のタスク・リストから取り消されます。
単一ユーザー参加者やパラレル、シリアルおよびFYIユーザー参加者に対して、次のような様々なタイプのリストを作成できます。
これらのリストでは、ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールをタスク割当て先として静的または動的に選択できます。
管理チェーンは通常、管理チェーン階層内の複数のユーザーからシリアル承認を得るために使用されます。したがって、このリストは多くの場合、シリアル参加者タイプに有効です。通常は、階層内のすべてのユーザーがタスクを操作する場合に使用します。管理チェーンは単一参加者タイプでも使用できます。ただし、この場合は、階層内のすべてのユーザーにタスクが同時に割り当てられます。1人のユーザーがタスクを操作すると、そのタスクは、他のユーザーから取り消されます。
たとえば、注文書がマネージャに割り当てられているとします。マネージャが承認した注文は、上位のマネージャに割り当てられます。そのマネージャが承認すると、さらに上位のマネージャに割り当てられ、3人のマネージャが注文を承認するまで上位へと順番にルーティングされます。条件付き中途完了を指定した場合は、マネージャのいずれかがリクエストを却下するか、リクエストの期限が切れると、注文は却下されます。それ以外の場合、タスク・フローは引き続きルーティングされます。
ビジネス・ルールを使用すると、複雑な式でタスク参加者のリストを作成できます。たとえば、$5000未満の注文書リクエストは承認のためにマネージャに送信するというビジネス・ルールを作成します。一方、$5000以上の注文書リクエストは、承認のためにマネージャのマネージャに送信します。ビジネス・ルールの2つの主要な機能は、ファクトとアクション・タイプです。詳細は、「ビジネス・ルールを使用した詳細タスク・ルーティングの指定方法」を参照してください。
参加者タイプを選択すると、図29-23に示すように、ダイアログ・ボックスを使用してタスク参加者の割当て先(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)のリストを作成するためのオプションを選択できます。前述の3つの選択肢(「名前および式」、「管理チェーン」および「ルールベース」)を使用できます。
図29-23 参加者のリストの作成

オプションを選択した後は、図29-24に示すように、タスク参加者割当て先(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)およびデータ型を動的に割り当てます。
図29-24 タスク割当て先の割当て

この項では、これらの参加者リストの作成方法について説明します。
ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールをタスク参加者として静的または動的に割り当てる方法を選択します。参加者リストにユーザーが含まれている場合、グループまたはアプリケーション・ロールを選択すると、動的割当てが失敗します。
概念的な情報は、次を参照してください。
値ベースの名前と式で構成される参加者リストを作成する手順は、次のとおりです。
各割当てパターンの詳細を確認し、割当てパターンを選択して構成するには、「割当てパターン」をクリックします。「割当てパターン」ダイアログ・ボックスが表示されます。図29-25に、「割当てパターン」ダイアログ・ボックスの例を示します。
図29-25 「割当てパターン」の選択および構成

「アプリケーション・サーバー」フィールドでアプリケーション・サーバー接続を指定すると、「割当てパターン」リストに割当てパターンがロードされます。「割当てパターン」リストからいずれかのパターンを選択すると、その選択の説明がテキスト・ボックスに表示されます。
その割当てパターンですべてのタイプのタスクが考慮されるようにするには、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択します。それ以外の場合、そのパターンでは、選択ユーザーを決定するときに、このタスク・タイプのみが考慮されます。たとえば、休暇申請タスクを最もビジーでないユーザーに割り当てる場合に、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択すると、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられたすべてのタスクが考慮されます。「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択しない場合は、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられている休暇申請タスクのみが考慮されます。
特定のパターンを使用すると、パターンの評価方法を制御する入力パラメータを指定できる場合があります。たとえば、図29-25に示すように、「最も生産性の高い箇所」パターンを使用すると、生産性が計算される「時間間隔」(日数)を指定できます。入力値は静的な値とするか、またはXPath式を使用して動的に設定できます。パターンによってはパラメータを使用できない場合があります。
「参加者名」表の「識別タイプ」列に、選択したユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールが表示されます。
アプリケーション・ロールを選択する場合は、「参照」アイコンをクリックし、アプリケーション・ロールを選択するための「アプリケーション・ロールの選択」ダイアログ・ボックスを表示します。アプリケーション・ロールを検索するには、最初にアプリケーション・サーバーへの接続を作成する必要があります。検索する際は、ロール名を見つけるためにアプリケーション名を指定する必要があります。タスク定義で参照できるのは、単一のアプリケーション名のみです。割当て先またはタスク所有者は、異なるアプリケーションのアプリケーション・ロールを使用できません。
bpws:getVariableData(...)式またはids:getManager() XPath関数を使用します。 指定した値が「値」列に表示されます。
管理チェーン・パラメータをタスク参加者として静的または動的に割り当てる方法を選択します。
概念的な情報については次を参照してください。
値ベースの管理チェーンに基づいて参加者リストを作成する手順は、次のとおりです。
各割当てパターンの詳細を確認し、割当てパターンを選択して構成するには、「割当てパターン」をクリックします。「割当てパターン」ダイアログ・ボックスが表示されます。図29-25に、「割当てパターン」ダイアログ・ボックスの例を示します。
「アプリケーション・サーバー」フィールドでアプリケーション・サーバー接続を指定すると、「割当てパターン」リストに割当てパターンがロードされます。「割当てパターン」リストからいずれかのパターンを選択すると、その選択の説明がテキスト・ボックスに表示されます。
その割当てパターンですべてのタイプのタスクが考慮されるようにするには、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択します。それ以外の場合、そのパターンでは、選択ユーザーを決定するときに、このタスク・タイプのみが考慮されます。たとえば、休暇申請タスクを最もビジーでないユーザーに割り当てる場合に、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択すると、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられたすべてのタスクが考慮されます。「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択しない場合は、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられている休暇申請タスクのみが考慮されます。
特定のパターンを使用すると、パターンの評価方法を制御する入力パラメータを指定できる場合があります。たとえば、図29-25に示すように、「最も生産性の高い箇所」パターンを使用すると、生産性が計算される「時間間隔」(日数)を指定できます。入力値は静的な値とするか、またはXPath式を使用して動的に設定できます。パターンによってはパラメータを使用できない場合があります。
2を入力して、タスクが最初にユーザーjcooperに割り当てられている場合は、ユーザーjstein (jcooperのマネージャ)とユーザーwfaulk (jsteinのマネージャ)の両方がリストに(最初の割当て先であるjcooperとは別に)含まれます。 ルールセットは、ルールおよびデシジョン表の実行単位を提供します。また、ルールの共有単位でもあり、ルールはルールセットに属します。複数のルールセットを順番に実行できます。この処理は、ルール・フローと呼ばれます。順序はルールセット・スタックによって決まります。この順序は、スタック上でルールセットをプッシュおよびポップするルール・アクションによって操作できます。ルールセットでは、ルールの優先度を適用することで、ルールセット内でのルールの起動順序を指定します。また、ルールセットは、ルールセットが常にアクティブであること、またはルールセットが日時の範囲や開始日時または終了日時に基づいて制限されることを識別する、有効日指定も提供します。
ルールセットの作成方法は、そのルールセットへのアクセス方法に基づいています。これについては、次の項で説明しています。
注意:
ルール・ディクショナリが作成された後は、ファクトを更新できません。
ルールセットに基づいて参加者リストを指定する手順は、次のとおりです。
ビジネス・ルールによって、参加者リストを定義できます。ビジネス・ルールの使用については、2つのオプションがあります。
図29-28に詳細を示します。
図29-28 ルールセット

各割当てパターンの詳細を確認し、割当てパターンを選択して構成するには、「割当てパターン」をクリックします。「割当てパターン」ダイアログ・ボックスが表示されます。図29-25に、「割当てパターン」ダイアログ・ボックスの例を示します。
「アプリケーション・サーバー」フィールドでアプリケーション・サーバー接続を指定すると、「割当てパターン」リストに割当てパターンがロードされます。「割当てパターン」リストからいずれかのパターンを選択すると、その選択の説明がテキスト・ボックスに表示されます。
その割当てパターンですべてのタイプのタスクが考慮されるようにするには、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択します。それ以外の場合、そのパターンでは、選択ユーザーを決定するときに、このタスク・タイプのみが考慮されます。たとえば、休暇申請タスクを最もビジーでないユーザーに割り当てる場合に、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択すると、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられたすべてのタスクが考慮されます。「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択しない場合は、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられている休暇申請タスクのみが考慮されます。
特定のパターンを使用すると、パターンの評価方法を制御する入力パラメータを指定できる場合があります。たとえば、図29-25に示すように、「最も生産性の高い箇所」パターンを使用すると、生産性が計算される「時間間隔」(日数)を指定できます。入力値は静的な値とするか、またはXPath式を使用して動的に設定できます。パターンによってはパラメータを使用できない場合があります。
図29-29に詳細を示します。
図29-29 ルールセット

各割当てパターンの詳細を確認し、割当てパターンを選択して構成するには、「割当てパターン」をクリックします。「割当てパターン」ダイアログ・ボックスが表示されます。図29-25に、「割当てパターン」ダイアログ・ボックスの例を示します。
「アプリケーション・サーバー」フィールドでアプリケーション・サーバー接続を指定すると、「割当てパターン」リストに割当てパターンがロードされます。「割当てパターン」リストからいずれかのパターンを選択すると、その選択の説明がテキスト・ボックスに表示されます。
その割当てパターンですべてのタイプのタスクが考慮されるようにするには、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択します。それ以外の場合、そのパターンでは、選択ユーザーを決定するときに、このタスク・タイプのみが考慮されます。たとえば、休暇申請タスクを最もビジーでないユーザーに割り当てる場合に、「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択すると、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられたすべてのタスクが考慮されます。「すべてのタイプのタスクを使用してパターン条件を評価」を選択しない場合は、最もビジーでないユーザーを決定するときに、割り当てられている休暇申請タスクのみが考慮されます。
ルール・ディクショナリが未作成で、参加者リストを簡単に指定するために複数のルール関数とファクトが事前にシードされている場合は、いずれのオプションでもルール・ディクショナリが作成されます。ルール・ディクショナリには、参加者リストを作成するための次のルール関数がシードされています。
CreateResourceList CreateManagementChainList Taskファクトはタスク・サービスによってアサートされ、ルール条件のベースとなります。
ルール・ディクショナリが作成されると、Oracle Business Rulesデザイナが表示されます。
図29-30 ビジネス・ルール

ルール関数のパラメータは、Oracle JDeveloperモデリングでのパラメータに類似しています。Oracle JDeveloperでの構成に加え、Oracle Business Rulesデザイナでは、次の属性について複数の追加オプションを使用できます。
図29-31に、管理チェーンベースの参加者を指定するルールの例を示します。
図29-31 ビジネス・ルール

複数のルールが起動されると、最も高い優先度のルールに基づいて作成されたリスト・ビルダーが選択されます。
ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールには、タスクの操作に関して与えられる時間を指定できます。ユーザー、グループまたはロールが指定の時間内に操作しないと、ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクション(ルーティング・スリップ・レベル)で設定したグローバルなエスカレーションおよび期限更新ポリシーが適用されます。たとえば、タスクをエスカレートするようにグローバル・ポリシーが設定されているときに、この参加者が指定の期間内に操作しない場合、そのタスクは必要に応じてマネージャまたは他のユーザーにエスカレートされます。
タスク操作に時間制限を指定する手順は、次のとおりです。
ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクションで、グローバルなエスカレーションおよび期限更新ポリシーを設定する方法の詳細は、「タスクのエスカレート、期限更新または終了」を参照してください。
このワークフロー内の次の割当て先にタスクをルーティングする前に、他の参加者をタスク割当て先として招待できます。たとえば、承認ワークフローがJames CooperからJohn Steinbeckに進むとします。このオプションを選択すると、James Cooperは最初にIrving StoneにルーティングしてからJohn Steinbeckにルーティングするように指定できます。
これは非定型ルーティングとも呼ばれます。このオプションが選択されている場合は、実行時にOracle BPM Worklistの「アクション」リストに「非定型ルート」が追加されます。
注意:
FYI参加者の上下に非定型割当て先を追加しないでください。
他の参加者をタスクに招待する手順は、次のとおりです。
特定の条件が満たされている場合は、タスク参加者(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)をバイパスできます。たとえば、ユーザーが発行した出張旅費レポートが特定の金額を下回っている場合、マネージャによる承認は不要です。
タスクをバイパスする手順は、次のとおりです。
これにより、「式ビルダー」ダイアログ・ボックスにアクセスして条件を作成するためのアイコンが表示されます。
タスク参加者をバイパスするための式は、ブール値に評価される必要があります。たとえば、/task:task/task:payload/order:orderAmount < 1000は、参加者をスキップするための有効なXPath式です。
動的なルール条件の作成の詳細は、「ビジネス・ルールを使用した詳細タスク・ルーティングの指定方法」を参照してください。
図29-33および図29-34は、「パラレル」ダイアログ・ボックスの上部および下部のセクションを示しています。
この参加者タイプは、パラレルで作業する複数のユーザーが同時にタスクを操作する(たとえば、雇用に関するフローで複数のユーザーが応募者の採否を票決する)必要がある場合に使用します。結果が有効になるために必要な得票率(多数決や満場一致など)を指定します。
たとえば、ビジネス・プロセスでは、雇用プロセス中に面接担当者全員からフィードバックを収集し、それをとりまとめて各面接担当者に採用または不採用リクエストを割り当てます。最後に、面接担当者の大多数が不採用ではなく採用に投票すると、候補者が雇用されます。
図29-33 参加者タイプの編集 - 「パラレル」タイプ(ダイアログの上部セクション)

図29-34 参加者タイプの編集 - 「パラレル」タイプ(ダイアログの下部セクション)

参加者をパラレル参加者タイプに割り当てる手順は、次のとおりです。
Approval Manager、Primary Reviewersなど)は、タスク定義のすべての参加者の中で一意にする必要があります。表29-8に、パラレル参加者タイプの「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスの各サブセクションの構成方法を示します。
表29-8 参加者タイプの編集 - 「パラレル」タイプ
| サブセクション | 参照先 |
|---|---|
投票結果 | |
参加者リスト | |
割当て済期間の制限の設定(「詳細」セクション) | |
この参加者による他の参加者の招待を許可(「詳細」セクション) | |
スキップ・ルールの指定(「詳細」セクション) | |
割当てコンテキストの追加(「詳細」セクションの下) | この参加者が特定の割当てコンテキストと関連付けられている場合、その名前をここに追加します。「追加」ボタンを使用して新しいエントリを追加します。ドロップダウン・リストを使用して、割当てコンテキストの名前を選択し、この割当てコンテキストの値を指定します。 |
「デフォルトの結果」リストで選択したデフォルトの結果をオーバーライドする投票結果を指定できます。この結果は、必要なパーセンテージに達した場合に有効になります。結果はこの表にリストされている順序で評価されます。
グループ投票詳細を指定する手順は、次のとおりです。
「Any」結果を使用すると、実行時に結果を動的に決定できます。たとえば、「Any」を選択して、結果パーセントを60に設定した場合は、実行時に60%に到達した結果が最終投票結果になります。割当て先の60%が結果の却下に投票すると、その結果は却下されます。
51)や満場一致(100)などです。たとえば、予想される2つの結果(「ACCEPT」および「REJECT」)と、5つのサブタスクがあるとします。2つのサブタスクが承認され、3つが却下された場合に、承認に必要なパーセントが50に設定されていると、タスクの結果は却下になります。図29-35に詳細を示します。 この機能は非決定性です。たとえば、サブタスクが2つある場合に30%を選択することは無意味です。
図29-35 「投票結果」セクション

このサブセクションが選択されている場合は、完了したサブタスクの結果に基づいてタスクの結果を早期に計算でき、保留中のサブタスクの取消しが可能になります。たとえば、4人のユーザーがタスクの操作に割り当てられており、デフォルトの結果が「APPROVE」で、同意パーセントが「50」に設定されているとします。最初の2人のユーザーがタスクを承認した場合は、同意パーセント値に達しているため、第3および第4のユーザーがタスクを操作する必要はありません。
このサブセクションが選択されている場合、ワークフローはすべてのレスポンスを待機してから結果を開始します。
参加者のリストに割り当てられているユーザーは、タスクを操作できます。様々なタイプのリストを作成できます。
これらの参加者リストの作成方法の詳細は、「単一タスク参加者リストの作成」を参照してください。
ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールには、タスクの操作に関して与えられる時間を指定できます。ユーザー、グループまたはロールが指定の時間内に操作しないと、ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクション(ルーティング・スリップ・レベル)で設定したグローバルなエスカレーションおよび期限更新ポリシーが適用されます。たとえば、タスクをエスカレートするようにグローバル・ポリシーが設定されているときに、この参加者が指定の期間内に操作しない場合、そのタスクは必要に応じてマネージャまたは他のユーザーにエスカレートされます。
タスク操作に時間制限を指定する手順は、次のとおりです。
ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクションで、グローバルなエスカレーションおよび期限更新ポリシーを設定する方法の詳細は、「タスクのエスカレート、期限更新または終了」を参照してください。
このワークフロー内の次の割当て先にタスクをルーティングする前に、他の参加者をタスク割当て先として招待できます。たとえば、承認ワークフローがJames CooperからJohn Steinbeckに進むとします。このオプションを選択すると、James Cooperは最初にIrving StoneにルーティングしてからJohn Steinbeckにルーティングするように指定できます。
他の参加者をタスクに招待する手順は、次のとおりです。
特定の条件が満たされている場合は、タスク参加者(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)をバイパスできます。たとえば、ユーザーが発行した出張旅費レポートが特定の金額を下回っている場合、マネージャによる承認は不要です。
タスク参加者をバイパスする手順は、次のとおりです。
これにより、「式ビルダー」ダイアログ・ボックスにアクセスして条件を作成するためのアイコンが表示されます。式はブール値に評価される必要があります。
参加者をスキップするための有効なXPath式の詳細は、「タスク参加者のバイパス」を参照してください。
図29-36に、「シリアル」ダイアログ・ボックスを示します。図29-37に、展開された「詳細」セクションを示します。
この参加者タイプを使用すると、ワークフロー用に参加者の順序リストを作成できます。たとえば、文書をJohn、MaryおよびScottに順番にレビューさせる場合は、この参加者タイプを使用します。シリアル参加者タイプの場合、参加者はユーザーまたはグループのリストになります。
図29-36 参加者タイプの編集 - 「シリアル」タイプ

図29-37 「参加者タイプの編集」 — 「シリアル」タイプ(「詳細」タブ)

シリアル参加者タイプを構成する手順は、次のとおりです。
Approval Manager、Primary Reviewersなど)は、タスク定義のすべての参加者の中で一意にする必要があります。表29-9に、シリアル参加者タイプの「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスの各サブセクションの構成方法を示します。
表29-9 参加者タイプの編集 - 「シリアル」タイプ
| サブセクション | 参照先 |
|---|---|
参加者リスト | |
割当て済期間の制限の設定(「詳細」セクション) | シリアル参加者のレベルでタスク有効期間を指定する場合、その期間が切れたときにそのシリーズ内の次の参加者にタスクが移動しません。むしろ、そのタスク全体が期限切れになります。 |
この参加者による他の参加者の招待を許可(「詳細」セクション) | |
スキップ・ルールの指定(「詳細」セクション) | |
割当てコンテキスト(「詳細」セクションの下) | この参加者が特定の割当てコンテキストと関連付けられている場合、その名前をここに追加します。「追加」ボタンを使用して新しいエントリを追加します。ドロップダウン・リストを使用して、割当てコンテキストの名前を選択し、この割当てコンテキストの値を指定します。 |
参加者のリストに割り当てられているユーザーは、タスクを操作できます。様々なタイプのリストを作成できます。
これらの参加者リストを作成する方法は、「単一タスク参加者リストの作成」を参照してください。
ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールには、タスクの操作に関して与えられる時間を指定できます。ユーザー、グループまたはロールが指定の時間内に操作しないと、ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクション(ルーティング・スリップ・レベル)で設定したグローバルなエスカレーションおよび期限更新ポリシーが適用されます。たとえば、タスクをエスカレートするようにグローバル・ポリシーが設定されているときに、この参加者が指定の期間内に操作しない場合、そのタスクは必要に応じてマネージャまたは他のユーザーにエスカレートされます。
タスク操作に時間制限を指定する手順は、次のとおりです。
注意:
シリアル参加者のレベルでタスク有効期間を指定する場合、指定した期限に達したときにそのシリーズ内の次の参加者にタスクが移動しません。むしろ、そのタスク全体が期限切れになります。
ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクションで、グローバルなエスカレーションおよび期限更新ポリシーを設定する方法の詳細は、「タスクのエスカレート、期限更新または終了」を参照してください。
このワークフロー内の次の割当て先にタスクをルーティングする前に、他の参加者をタスク割当て先として招待できます。たとえば、承認ワークフローがJames CooperからJohn Steinbeckに進むとします。このオプションを選択すると、James Cooperは最初にIrving StoneにルーティングしてからJohn Steinbeckにルーティングするように指定できます。
他の参加者をタスクに招待する手順は、次のとおりです。
注意:
シリアル参加者タイプでは、次のようにして他の参加者を招待できます。
- 不定参加者をいつでも招待できることをグローバルに指定します。この場合、順次ワークフロー内であっても、承認者は順次ワークフローのあらゆるレベルで他の参加者を招待できます。
- ワークフローの特定の地点のみで他の参加者を臨時的に招待できることを指定します。この場合、他の不定参加者は、1つのシリーズが完了したときにのみ招待されます。
特定の条件が満たされている場合は、タスク参加者(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)をバイパスできます。たとえば、ユーザーが発行した出張旅費レポートが特定の金額を下回っている場合、マネージャによる承認は不要です。
タスク参加者をバイパスする手順は、次のとおりです。
これにより、「式ビルダー」ダイアログ・ボックスにアクセスして条件を作成するためのアイコンが表示されます。式はブール値に評価される必要があります。
参加者をスキップするための有効なXPath式の詳細は、「タスク参加者のバイパス」を参照してください。
図29-38に、「FYI」タイプの「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスを示します。このダイアログ・ボックスの下部には、「参加者除外リスト」が含まれています(図29-38には表示されていません)。
この参加者タイプは、ユーザーにタスクを送信するが、ビジネス・プロセスでユーザーのレスポンスを待機しない場合に使用します。プロセスは単に継続されます。FYIはタスクの結果を直接左右できませんが、コメントを提供したり添付ファイルを追加できる場合があります。
たとえば、雑誌の購読契約の更新期日がきているとします。ユーザーが期日までに現在の購読契約を取り消さない場合は、購読契約の期限が更新されます。リクエストが期限切れになるかユーザーが操作するまで、このユーザーに週に1回ずつリマインダが送信されます。
図29-38 参加者タイプの編集 - 「FYI」タイプ

FYI参加者タイプを構成する手順は、次のとおりです。
Approval Manager、Primary Reviewersなど)は、タスク定義のすべての参加者の中で一意にする必要があります。 参加者のリストに割り当てられているユーザーは、タスクを操作できます。様々なタイプのリストを作成できます。
これらの参加者リストを作成する方法は、「単一タスク参加者リストの作成」を参照してください。
この項では、タスクを特定の順序で参加者にルーティングし、参加者が他の人を招待できるようにする方法について説明します。
参加者タイプを構成してヒューマン・タスク・エディタに戻った後に、図29-39に示す「タスクは開始参加者から最終参加者へ移行します」アイコンをクリックします。
図29-39 ヒューマン・タスク・エディタ - 「割当て」セクション

これによって、図29-40に示す「割当ての構成」ダイアログ・ボックスが表示され、ワークフローを介してタスクをルーティングする方法を指定できます。
図29-40 割当ての構成

表29-10に、用意されているルーティング・ポリシー・メソッドを示します。
表29-10 ルーティング・ポリシー・メソッド
| ルーティング・ポリシーの選択 | このポリシーを使用する環境 | セクション |
|---|---|---|
| 参加者は、タスクを承認する際に、ユーザーまたはグループを次の割当て先(臨時)として選択できます。 | |
| タスクの参加者が、タスクを承認または却下できます。したがって、他の参加者にタスクが送信されずにワークフローが終了します。たとえば、マネージャが却下した注文書は、レビューのためにそのマネージャのマネージャに送信されません。 | |
| 注意: このオプションは、複数のステージがあり、参加者がパラレルで作業する環境を意図しています。 参加者はサブタスクをパラレルで実行し、あるグループでのサブタスクの却下または承認が、他のグループでのサブタスクの却下または承認の原因になることはありません。 | |
| 注意: このオプションは、複数のステージがあり、参加者がパラレルで作業する環境を意図しています。 参加者はサブタスクをパラレルで実行し、あるグループでのサブタスクの却下または承認が、他のグループでのサブタスクの却下または承認の原因となります。 | |
拡張ルールの使用 | タスクのルーティング先の参加者は、モデリングしたビジネス・ルール・ロジックによって判断されます。たとえば、融資申請タスクは、融資エージェント、そのマネージャおよびシニア・マネージャを経由するように設計されているとします。この場合、融資エージェントは承認したが、そのマネージャが却下すると、その融資申請タスクは融資エージェントに戻されます。 | |
外部ルーティングを使用 | タスクの参加者は動的に決定されます。たとえば、ある企業のルールでは、タスク参加者は、実行時に決定しバックエンド・データベースから取得する必要があります。 | |
「割当て」タブ | 参加者に、失敗したタスクがリカバリの目的で割り当てられます。 |
選択された参加者全員がタスクをレビューするように選択できます。これは、表示された順序で各参加者にタスクがルーティングされるデフォルト・ルーティングです。このタイプのルーティングは、ステート・マシン・ベースのルーティングとは異なります。
指定した順序でタスクを全参加者にルーティングする手順は、次のとおりです。
このチェック・ボックスは、以前の10.1.3 Oracle BPEL Process Managerリリースの非定型ワークフロー・パターンに相当します。これは、参加者が1人以上存在する場合に適用されます。この場合は、各ユーザーがタスクの承認時に次の割当て先としてユーザーまたはグループを選択します。
全参加者に対して他の参加者の招待を許可する手順は、次のとおりです。
注意:
FYI参加者の上下に非定型割当て先を追加しないでください。
「非定型ルーティング」の下で、「すべての起案者による参加者の追加を許可」チェック・ボックスを選択し、このタスクの起案者がこのワークフローの次の割当て先にルーティングする前に、他の参加者をワークフローに招待できるようにします。
ワークフローの他の参加者に関係なくタスクを早期完了させる条件を指定できます。
たとえば、経費レポートがマネージャに送信されてから取締役に送信されるとします。最初の参加者(マネージャ)がレポートを却下した場合は、次の参加者(取締役)に送信せずにワークフローを終了できます。
条件付き中途完了を設定する手順は、次のとおりです。
「中途完了の詳細」ダイアログ・ボックスが表示されます。
タスクの中途完了を指定するには、次の2つの方法があります。
結果を指定した場合は、選択したタスクの結果が発生すると、そのタスクが完了します。結果とルーティング条件の両方を指定した場合は、ワークフロー・サービスにより2つの条件の論理OR演算子が実行されます。
早期完了のXPath式は、少なくとも一人のユーザーのタスク操作が完了するまで評価されません。
「参加者が次を選択するとタスクを完了: <結果>」チェック・ボックスの右側にあるアイコンをクリックすると、この情報を編集できます。
このオプションは、次の環境で使用できます。
たとえば、それぞれが別のステージにある2つのパラレル・サブグループがあるとします。一方のグループは、注文の明細を操作します。他方のグループは、同じ注文のヘッダーを操作します。第1グループの参加者ApproveLines.Participant2が明細を却下すると、第1グループの他のすべてのタスク参加者は、タスクの操作を停止します。一方、第2パラレル・グループは注文ヘッダーの操作を続行します。このシナリオでは、タスク全体は早期完了しません。図29-43に詳細を示します。
図29-43 パラレル・サブタスクの早期完了

このオプションは、次の環境で使用できます。
たとえば、図29-43に示すように、それぞれが別のステージにある2つのパラレル・サブグループがあるとします。一方のグループは、注文の明細を操作します。他方のグループは、同じ注文のヘッダーを操作します。第1グループの参加者ApproveLines.Participant2が明細を却下すると、第1グループの他のすべてのタスク参加者は、タスクの操作を停止します。さらに、第2パラレル・グループも注文ヘッダーの操作を停止します。このシナリオでは、タスク全体が早期完了します。
複雑なワークフロー・ルーティング・シナリオを作成するには、拡張ルーティング・ルールを使用します。参加者タイプ(単一、パラレル、シリアル、FYI)は、中途完了、割当て先のスキップなどの基本条件を使用して、一連のユーザーから別のユーザーに直線的なフローを作成する際に使用されます。ただし、多くの場合、ワークフローの複数のユーザー間で、より複雑な前後へのルーティングを実行することが必要になります。1つの選択肢は、これらのタスクの調整として、BPELプロセスを使用することです。もう1つの選択肢は、ビジネス・ルールを使用して宣言的にルーティングを指定することです。この項では、ヒューマン・タスク・エディタとビジネス・ルールを使用して、これらの複雑な相互作用をモデリングする方法について説明します。
ステート・マシン・ルーティング・ルールは、Oracle Business Rulesを使用して定義できます。このアクションによって、評価されるOracle Business Rulesを作成できます。
このアクションにより、「指定した順序でタスクを全参加者にルーティングする方法」に説明されている標準的なタスク・ルーティング・スリップのメソッドをオーバーライドし、タスクに対して複雑なルーティング動作を作成できます。
Oracle Business Rulesを使用して、ビジネス・オブジェクト(ファクトと呼ばれる)に依存する一連のルール(ルールセットと呼ばれる)を定義し、実行するアクションを判断します。
ファクトとは、特定のビジネス・データを備えたオブジェクトです。ルーティング・スリップの割当て先がタスクの結果を設定するたびに、タスクを次の割当て先に自動的にルーティングするかわりに、タスク・サービスが次のステップを実行します。
ルールでは、アサートされたファクトの値をテストし、TaskActionファクト・タイプに値を設定することで、ルーティングの動作を指定できます。
表29-11は、タスク・サービスによりアサートされたファクト・タイプを示しています。
表29-11 タスク・サービスによりアサートされたファクト・タイプ
| ファクト・タイプ | 説明 |
|---|---|
| このファクトには、ワークフロー・タスク・インスタンスの現在の状態が含まれます。すべてのタスク属性がタスクに対してテストされます。タスク・ファクトには現在のタスク・ペイロードも含まれます。このファクトを使用すると、ペイロード値およびタスク属性値との照合テストを構築できます。 |
| このファクトには、前回のタスクの結果と、結果を設定した割当て先が記述されます。このファクトには、次の属性が含まれます。
|
| このファクトは、書込みルールのテストを意図したものではありません。かわりに、このファクトはルールセットによって更新され、タスクのルーティング方法を示すためにタスク・サービスに返されます。ルールで |
ワークフロー・ルーティング・ルールのみで使用できるファクト・タイプと、ワークフロー参加者ルールのみで使用できるファクト・タイプがあります。表29-12に、それぞれのタイプを使用できるルールを示します。
表29-12 ファクト・タイプの使用
| ファクト・タイプ | ルーティング・ルールでの使用 | 参加者ルールでの使用 |
|---|---|---|
| 可 | 可 |
| 可 | いいえ |
| 可 | いいえ |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
| いいえ | 可 |
タスクのルーティング方法をタスク・サービスに指示するために、ルールでは多数のタスク・アクションの1つを指定できます。この指定は、ルール・セッションにアサートされたTaskActionファクトを更新することによって実行されます。ただし、ルールでTaskActionファクトを直接更新することはできません。かわりに、アクションRL関数の1つをコールし、TaskActionファクトをパラメータとして渡す必要があります。これらの関数によって、ファクトへの実際の更新が処理されます。たとえば、先に進むアクションを指定するには、call GO_FORWARD(TaskAction)をルールのアクション部分に追加する必要があります。
ステート・マシン・ルーティング・ルールが評価されるたびに、ルールは表29-13に記載されているアクションの1つを実行します。
表29-13 ビジネス・ルールのアクション
| アクション | 説明 | パラメータ |
|---|---|---|
| ルーティング・スリップの次の参加者に進みます(デフォルト動作)。 | なし |
| ルーティング・スリップの前の参加者(直前にタスクの結果を設定した前の参加者)に戻ります。 注意: プッシュバックは、グループ投票ではなく単一承認者で機能するように設計されています。グループ投票(またはパラレル)シナリオを含むステージから別ステージへのプッシュバックは、許可されません。同様に、単一の割当て先からグループ投票(またはパラレル)シナリオにプッシュバックすることもできません。 | なし |
| ルーティング・スリップでの特定の参加者に進みます。 |
タスクをルーティングする参加者のラベルを識別する文字列です( |
| ルーティングを終了し、タスクを完了します。タスクが完了としてマークされ、ルーティングがさらに要求されることはありません。 | なし |
| タスク・エスカレーション・ポリシーに従って(通常は現在の割当て先のマネージャに)タスクをエスカレートし、再割当てします。 | なし |
この項では、簡単な例でカスタム・ルーティングの動作を実装するルールの使用方法を説明します。費用請求の承認を管理するためのヒューマン・ワークフロー・タスクが作成されます。タスクの結果には、承認と却下があります。タスク定義には、ExpenseRequestペイロードの要素が含まれます。ExpenseRequestのフィールドの1つは、費用請求の総額です。タスクのルーティング・スリップは、単一参加者3人(assignee1、assignee2、assignee3)で構成されます。
デフォルトでは、タスクは各割当て先にルーティングされ、各割当て先ではタスクの承認または却下が選択されます。
このデフォルト動作のかわりに、次のように必要なルーティング動作を指定します。
次のルールを使用して、この動作を実装します。拡張ルーティング・ルールに対してルール・ディクショナリが生成されている場合、その拡張ルーティング・ルールはデフォルトのGO_FORWARD動作を実装するテンプレート・ルールを使用して作成されます。Oracle Business Rulesデザイナで「ルールのコピー」を右クリックして選択すると、このルールを編集し、テンプレート・ルールをコピーできます。
金額が$100より大きく、前の割当て先がタスクを承認した場合は、各割当て先に順番にタスクをルーティングするルールを指定する必要はありません。これは、ルールセットのルールがトリガーされない場合の戻り先のデフォルト動作となります。
図29-44 早期承認ルール

図29-45 却下されたルールのプッシュバック

Assignee1が却下したルールの完了(図29-46): 図29-46 Assignee1が却下したルールの完了

反復設計の詳細は、Oracle SOA Suiteサンプルで使用可能なworkflow-106-IterativeDesignのサンプルを参照してください。
ヒューマン・ワークフローで、ビジネス・ルール・アーティファクトが2つのルール・ディクショナリに格納されるようになりました。これは、アプリケーションをカスタマイズする必要があるシナリオで役立ちます。たとえば、アプリケーションのバージョン1を作成して、顧客に発送するとします。顧客は、Oracle SOAコンポーザを使用してアプリケーションのルールセットをカスタマイズできます。このカスタマイズされたルールセットが、ベース・ルール・ディクショナリとは別のルール・ディクショナリに格納されるようになりました。カスタマイズされたルールセットが格納されるルール・ディクショナリは、ベース・ディクショナリのルールとリンクしています。後でアプリケーションのバージョン2を発送するときに、製品に導入された追加の変更がベース・ルール・ディクショナリに含まれている場合があります。顧客が以前に行ったルールセットのカスタマイズによる変更も保持されているため、ベース・ディクショナリの新規の変更で使用できます。ルールを使用するタスクを含む既存のアプリケーションが開かれたときに、そのルールが1つのディクショナリを使用する古い形式の場合、ルールは自動的にアップグレードされ、次の2つのルール・ディクショナリに分割されます。
カスタマイズの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のSOAコンポジット・アプリケーションのカスタマイズを参照してください。
拡張ルーティング・ルールを作成する手順は、次のとおりです。
「拡張ルールの使用」編集ボックスが表示されます。
図29-47 ルール・ディクショナリの作成

これにより、必要なすべてのファクト定義を含むリポジトリが事前にシードされたOracle Business Rules Designerが起動されます(図29-48を参照)。ディクショナリ用のデシジョン・サービス・コンポーネントが作成され、タスク・サービス・コンポーネントに関連付けられます。
図29-48 ヒューマン・タスク・ルール・ディクショナリ

これにより、ヒューマン・タスク内で完全に接続されたデシジョン・サービスと、関連するルール・リポジトリとデータ・モデルが自動的に作成されます。
ワークフローの参加者を動的に決定する外部ルーティング・サービスを構成します。このルーティング・ポリシーを指定すると、他の参加者タイプはすべて無視されます。タスクのルーティングを決定する参加者タイプ(単一承認者、シリアル承認者、パラレル承認者など)のリストを実行時に提供するのは、外部ルーティング・サービスとみなされています。
このオプションは、タスク割当て先の決定にルーティング・ルールを使用しない場合に使用します。この場合、タスク割当てのすべてのロジックは、外部ルーティング・サービスに委任されます。
注意:
「割当ての構成」ダイアログ・ボックスで「外部ルーティングを使用」を選択した場合は、Javaクラスを指定し、「OK」をクリックして終了します。次回、このダイアログ・ボックスを開くと、ドロップダウン・リストには、他の2つの選択肢(「指定した順序で全参加者へタスクをルート」および「拡張ルールの使用」)は表示されません。3つの選択肢すべてに再度アクセスするには、割当て全体を削除する必要があります。
外部ルーティングを使用する手順は、次のとおりです。
「外部ルーティングを使用」編集ボックスが表示されます。
org.mycompany.tasks.RoutingServiceクラス名など)を入力します。このクラスは、次のインタフェースを実装している必要があります。タスクは、間違った割当てなどの理由でエラーになることがあります。このようなエラーが発生すると、タスクは、修正処理を実行するエラー割当て先に割り当てられます。リカバリ可能なエラーは、次のとおりです。
次のエラーは、リカバリ可能ではありません。このような場合、タスクは終了状態ERROREDに移動します。
GOTO参加者。 ワークフローのエラー割当て先は、ワークフロー・タスクのモデリング中に指定できます。エラー割当て先が指定されている場合は、その割当て先が評価されてタスクが割り当てられます。実行時にエラー割当て先が指定されていない場合は、管理ユーザーが検索され、アラート状態のタスクが割り当てられます。エラー割当て先は、次のいずれかのアクションを実行します。
タスクを、そのタスクに実際に割り当てられているユーザーにルーティングします。非定型ルーティングを使用すると、タスクを順番に、またはパラレルなどでユーザーにルーティングできます。注意: FYI参加者の上下に非定型割当て先を追加しないでください。
タスクを、このタスクに実際に割り当てられているユーザーに再割当てします。
このタスクを修正できないことを示します。
エラー割当て先の評価中にエラーがあると、タスクはエラー発生としてマークされます。
このダイアログ・ボックスでは、割当てエラーが発生した場合にタスク割当て先となるユーザーまたはグループを指定できます。
エラー割当て先を構成する手順は、次のとおりです。
図29-50 エラー割当て詳細

「開始参加者」表の「識別タイプ」列に、選択したユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールが表示されます。
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlのSharePayloadAcrossAllParallelApproversシステムMBeanブラウザ・ブール型プロパティで、ルート・タスク内のサブタスクのペイロードを共有するかどうかを決定します。デフォルトで、このプロパティは「true」に設定されています。「true」に設定されている場合、「すべてのタスク参加者が同じペイロードを共有(パフォーマンスが向上し、記憶域のスペースが削減されます)」オプションが使用されます。このプロパティを「false」に設定すると、「各パラレル参加者がペイロードのローカル・コピーを所有」オプションが使用されます。このプロパティを変更するには、次の手順を実行します。
サブタスクのペイロードは、そのサブタスクのルート・タスクに格納されます。この状況は、ルート・タスクのペイロードが、そのサブタスクすべてで共有されることを意味します。内部的には、このオプションによってパフォーマンスが向上し、記憶域のスペース使用が削減されます。記憶域のスペース使用が削減されるのは、ルート・タスクのペイロードが、そのサブタスクすべてで共有されるためです。
各サブタスクが独自にペイロードのコピーを持ちます。内部的には、このオプションを使用すると、より大きな記憶域のスペースが使用されるため、パフォーマンスが低下し、記憶域のスペース消費が増加します。
ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールの詳細は、「参加者の割当て」を参照してください。
タスク詳細を様々な言語で表示するためのリソース・バンドルを指定できます。
図29-51に示すように、「プレゼンテーション」セクションでは、Oracle BPM Worklistで様々な言語でタスク詳細を表示するためのリソース・バンドルを指定したり、添付ファイルのWordMLおよびカスタム・スタイル・シートを指定できます。
図29-51 「プレゼンテーション」セクション

添付ファイルのWordMLスタイルシートを指定する手順は、次のとおりです。
リソース・バンドルは、Oracle BPM Worklistで様々な言語でタスク詳細を表示するように指定できます。次のタスク詳細でリソース・バンドルがサポートされます。
message(key)書式によるタスクの結果値の表示。 hwf:getTaskResourceBundleString(taskId, key, locale?)を指定して、指定したリソース・バンドルから国際化された文字列を取得します。通知受信者のロケールは、関数hwf:getNotificationProperty(propertyName)で取得できます。 リソース・バンドルは単純にプロパティ・ファイルでもあります。たとえば、タスクの結果の表示名を構成するリソース・バンドルは、次のようになります。
APPROVE=Approve REJECT=Reject 多言語設定を指定する手順は、次のとおりです。
.propertiesベースのリソース・バンドル・ファイルである必要があります。 リソース・バンドルがコンポジット・プロジェクト外部にある場合は、SCA-INF/libにローカル・コピーを格納するように求めるプロンプトが表示されます。
リソース・バンドル・ファイルがコンポジット・クラス・ローダー(SCA-INF/classesの直下またはSCA-INF/libのJARファイル内)にない場合は、そのファイルがある場所を指定する必要があります。たとえば、リソース・バンドルがコンポジット・クラス・ローダー外部の場所(たとえば、http://host:port/bundleApp/taskBundles.jarのようなHTTPの場所など)からアクセス可能な場合は、その場所をこのフィールドに指定する必要があります。
詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発の様々な言語での通知メッセージの構成方法を参照してください。
「プレゼンテーション」セクションで、worklistappのタスク詳細フォームの「ランタイム履歴」セクションにレコードを指定できます。
繰返しステージのマージ: すべての繰返しステージに対する1つの集計済エントリを表示するには、このオプションを選択します。ワークリストUIは、このオプションを設定または設定解除するオプションも提供します。
将来の参加者の表示: そのタスクのすべての将来の参加者に関する詳細を表示するには、このオプションを選択します。
ユーザーが実行したアクションのみを表示: デフォルトでは、タスク履歴詳細には、ルート・タスクの更新など管理およびシステム・アクションのレコードが含まれます。タスク詳細に、ユーザーが実行したアクションの更新のみを表示しないようにするには、このオプションを選択します。
このグローバル・ポリシー・セクション(ルーティング・スリップ・レベル)で、タスクの有効期間を指定できます。
有効期間を参加者タイプ・レベルではなくルーティング・スリップ・レベルで指定すると、この期間は全参加者のタスクの有効期間となります。ただし、参加者タイプ・レベルで(「割当て済期間の制限の設定」チェック・ボックスを介して)有効期間を指定すると、その設定は「期限」セクション(ルーティング・スリップ・レベル)で指定した設定よりも優先されます。
図29-53に、ヒューマン・タスク・エディタの「期限」セクションを示します。
指定した期間後にタスクがユーザーのマネージャにエスカレートされるように指定できます。詳細は、「タスクの操作に対する時間制限の指定」を参照してください。
図29-53 ヒューマン・タスク・エディタ - 「期限」セクション

この項では、このレベルで有効期間を指定し、その設定を参加者全員のタスクの有効期間にする方法の概要を説明します。
たとえば、図29-54に示すように、参加者LoanAgentGroupおよび参加者Supervisorの両者間でタスクを操作するための日数が3日であるとします。
図29-54 「期限切れまでの時間」ポリシー

参加者レベルまたはこのルーティング・スリップ・レベルで有効期限が指定されていない場合、そのタスクの有効期間設定はありません。
参加者のいずれかのレベルで有効期間が設定されている場合、その参加者には対応する有効期間が使用されます。ただし、参加者レベルの有効期間が設定されていない参加者には、引き続きグローバルな有効期間が使用されます。グローバルな有効期間は、常にタスクでの経過時間だけ減分されます。
参加者について参加者レベルの有効期限を解析するためのポリシーは、次のとおりです。
「管理チェーン」内の各割当ては、「シリアル」で指定されている内容と同じ有効期間を取得します。期間は、この割当てによって生じるすべての割当てに対するものではありません。タスクが管理チェーン内のいずれかの割当てで有効期限に達すると、エスカレーションおよび期限更新ポリシーが適用されます。
注意:
パラレル・タスク内で親タスクが期限切れになった場合、期限切れになっていないサブタスクや未完了のサブタスクは取り消されます。
タスクが期限切れにならないように指定できます。
「期限切れなし」ポリシーを指定する手順は、次のとおりです。
タスクに有効期限を指定できます。タスクが期限切れになると、ルーティング・スリップ・レベルのエスカレーション・ポリシーまたは期限更新ポリシーが適用されます。どちらのポリシーも指定されていない場合、タスクは期限切れになります。ルーティング・スリップ・レベルの有効期限ポリシーは、すべての参加者に共通です。
タスクに有効期限を指定する手順は、次のとおりです。
パラレル参加者に対する有効期限ポリシーは、次のように解析されます。
図29-55は、タスクが3日で期限切れになることを示しています。
図29-55 「期限切れまでの時間」ポリシー

ユーザーが割当て時間内に応答しない場合は、有効期限の期間を延長できます。このためには、期限切れの際にタスクの期限を更新できる回数(3回の追加更新など)と各期限更新期間(期限更新ごとに3日間など)を指定します。
有効期限ポリシー期間を延長する手順は、次のとおりです。
ユーザーが割当て時間内に応答しない場合は、タスクをエスカレートできます。たとえば、ユーザー・ディレクトリに構成されているエスカレーション階層を使用している場合は、ユーザーのマネージャにタスクをエスカレートできます。エスカレーション・コールバックを使用している場合は、定義したユーザーにタスクをエスカレートできます。タスクが最大回数までエスカレートされた場合、エスカレートは停止します。エスカレートされたタスクは、そのタスクの期限切れ以降もユーザーの受信ボックス内に残すことができます。
タスク・ポリシーをエスカレートする手順は、次のとおりです。
タスクをエスカレートする管理レベル数。このフィールドは必須です。
最上位承認者の役職(自分、マネージャ、取締役またはCEOなど)。これらの役職は、対応するユーザー・リポジトリのタスク割当て先の役職と比較されます。このフィールドはオプションです。
エスカレーション・ポリシーでは、タスクを期限切れ時にエスカレートできる回数と期限更新期間を指定します。図29-57では、タスクが期限切れになると、最大3回までエスカレートされます。タスクが参加者LoanAgentGroupの手元で期限切れになるか、参加者Supervisorの手元で期限切れになるかは関係ありません。
図29-57 「エスカレートまでの時間」ポリシー

このオプションを使用すると、特定のワークフローについてカスタム・エスカレーション・ルールをプラグインできます。たとえば、期限切れ時に、タスクを現在のユーザーの部門マネージャに割り当てるには、カスタム・タスク・エスカレーション関数を記述してワークフロー・サービスに登録し、その関数をタスク定義に使用できます。
デフォルトのエスカレーション・ルールでは、タスクは現在のユーザーのマネージャに割り当てられます。新規エスカレーション・ルールを追加するには、次の手順に従います。
エスカレーション・ルールを指定する手順は、次のとおりです。
この実装はサーバーのクラス・パスで使用可能である必要があります。
「ワークフロー・タスク・サービス・プロパティ」ページが表示されます。
DepartmentSupervisor oracle.bpel.services.workflow.assignment.dynamic.patterns.DepartmentSupervisor 詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のカスタム・エスカレーション関数を参照してください。
期日は、タスクを完了する必要がある日付を示すために使用されます。期日は有効期限とは異なります。期限切れタスクの場合は、期限切れとしてマークされるか、エスカレーション・ポリシーに基づいて自動的にエスカレートまたは期限更新されます。通常、期日は有効期限より早い日付で、タスクの期限切れが近いことをユーザーに示します。
図29-53に示すように、タスクの期日を入力できます。タスクは指定された期日をすぎると、期限切れとなります。この日付は有効期限ポリシーの付加項目です。期日は、有効期限ポリシーが指定されているかどうかに関係なく指定できます。期日を使用すると、Oracle BPM Worklistに期日を表示し、期限切れタスクをリストし、受信ボックス内の期限切れタスクをフィルタ処理できます。期限切れタスクは、TaskQueryService.queryTask(...) APIの述語を使用して、問合せできます。
期日を指定する手順は、次のとおりです。
次の詳細に注意してください。
.taskファイルの両方で設定できます。これにより、タスクの開始時に、タスク定義のないTo Doタスクで期日を設定できるようになります。タスク(実行時オブジェクト)に設定された期日は、.taskファイルに設定された期日をオーバーライドします。 .taskファイルの期日は無視されます。 .taskファイルの期日が評価され、タスクに設定されます。 .taskファイルのいずれにも期日がない場合、タスクには期日がありません。 注意:
To Doタスクに対してビジネス・ルールを指定することはできません。
ToDoタスクの作成方法の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。
通知は、ユーザーまたはグループにタスクが割り当てられる時期を示すか、タスクのステータスに変更があったことを通知します。通知は、電子メール、ボイス・メッセージ、インスタント・メッセージまたはSMSで送信できます。
図29-58に、ヒューマン・タスク・エディタの「通知」セクションの「一般」タブ(完全に開いた状態)を示します。
異なるアクションについて様々なタイプの参加者に通知が送信されます。デフォルトでは、通知はデフォルト・メッセージを使用して構成されます。たとえば、タスクが完了してクローズされたことを示す通知メッセージが送信されます。独自の構成を作成するか、既存の構成を変更できます。
注意:
組込みLDAPでは、グループの電子メール・アドレスがサポートされていません。したがって、タスクがグループIDに割り当てられると、電子メールはグループの電子メール・アドレスではなく、そのグループの全メンバーに送信されます。
図29-58 ヒューマン・タスク・エディタ - 「通知」セクションの「一般」タブ

参加者の通知プリファレンスを指定する手順は、次のとおりです。
表29-15に、「通知」セクションの「一般」タブの各サブセクションの構成方法を示します。
表29-15 ヒューマン・タスク・エディタ - 「通知」セクションの「一般」タブ
| サブセクション | 参照先 |
|---|---|
タスク・ステータス 受信者 | |
通知ヘッダー |
通知サービスの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の通知に関する項を参照してください。
図29-59 「通知」セクション - 「詳細」タブ

表29-16に、「通知」セクションの「詳細」タブの各サブセクションの構成方法を示します。
表29-16 ヒューマン・タスク・エディタ - 「通知」セクションの「詳細」タブ
| サブセクション | 参照先 |
|---|---|
リマインダ | |
エンコーディング | |
通知のセキュア化(詳細を除く) | |
ワークリストURLを通知に表示 | |
通知をアクション可能にする | |
電子メール通知によるタスクの添付ファイルの送信 | |
グループ通知構成 | |
通知ヘッダーの属性 |
「タスク・ステータス」列には、3つのデフォルト・ステータス・タイプ「割当て」、「完了」および「エラー」が表示されます。通知メッセージの受信用に他のステータス・タイプを選択できます。
受信者にタスク・ステータス変更を通知する手順は、次のとおりです。
タスクがアラート済の状態の場合は、受信者に通知できます。ただし、いずれの通知受信者(割当て先、承認者、所有者、イニシエータまたはレビューア)も、アラート済の状態を知らせるFYI通知の単なる受信者であり、アラート済の状態からエラー状態にタスクを移動することはできません。所有者は、タスクの再割当て、取消し、削除またはパージを実行できます。また、エラーを解決できない場合はタスクをエラー状態に移動するようにエラー割当て先に依頼できます。アラート済からエラー状態にタスクを移動できるのは、エラー割当て先のみです。
エラー割当て先は、「割当ての構成」ダイアログ・ボックスの「割当て」タブで構成します。このタブは「割当て」セクションの「タスクは開始参加者から最終参加者へ移行します」アイコンの下にあります。詳細は、「エラー割当て先とレビューアの構成方法」を参照してください。
ユーザーまたはグループにタスクが割り当てられた場合。この場合は、次のアクションが取得されます。
通知は、様々な範囲でタスクに関与するユーザーに送信できます。これには、タスクがグループに割り当てられている場合が含まれます。グループに通知エンドポイントが設定されていない場合は、グループの各ユーザーに通知が送信されます。
タスクが現在割り当てられているユーザーまたはグループ。
タスクを作成したユーザー。
この時点までにタスクを操作したユーザー。これは、複数のユーザーがタスクを承認するシリアル参加者タイプに適用され、通知はこれらのユーザー全員に送信される必要があります。
タスクの所有者
タスクにコメントおよび添付ファイルを追加できるユーザー。
詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発の通知サービスの使用を参照してください。
デフォルトの通知メッセージを、選択した受信者に配信できます。必要な場合は、デフォルト・メッセージのテキストを変更できます。
通知メッセージを編集する手順は、次のとおりです。
図29-60に示す「通知メッセージの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図29-60 「通知メッセージの編集」ダイアログ

このメッセージは、サポート対象のすべての通知チャネル(電子メール、ボイス、インスタント・メッセージおよびSMS)に適用されます。電子メール・メッセージには、このメッセージに定義したワークリスト・タスク詳細も挿入できます。メッセージの配信チャネルは、指定した通知プリファレンスに基づいています。
タスクのリマインダを送信できます。リマインダは、タスクがユーザーに割り当てられた時刻またはタスクの有効期限が切れる時刻に基づいています。リマインダの数およびリマインダ間の間隔も構成可能です。
リマインダを設定する手順は、次のとおりです。
詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のリマインダの送信方法を参照してください。
Unicodeは、任意の言語の情報を単一の文字セットを使用して格納できる全世界共通のエンコード文字セットです。Unicodeでは、プラットフォーム、プログラムまたは言語に関係なく、すべての文字に一意のコード値が指定されます。UTF-8のデフォルト設定を使用するか、Javaクラスで文字セットを指定できます。
文字セットのエンコーディングを変更する手順は、次のとおりです。
通知のセキュア化、メッセージのアクション可能化および添付ファイルの送信を設定する手順は、次のとおりです。
選択すると、デフォルトの通知メッセージが使用されます。電子メールには、HTMLのワークリスト・タスク詳細、添付ファイルまたはアクション可能なリンクはありません。メッセージにはタスク番号のみが含まれます。
詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の通知に関する項を参照してください。
電子メール通知メッセージにOracle BPM Worklist URLを表示するかどうかを構成できます。
通知にOracle BPM Worklist URLを表示する手順は、次のとおりです。
電子メール・メッセージをアクション可能にする手順は、次のとおりです。
注意:
FYIタスクはアクション可能ではないため、電子メール・メッセージから確認できません。
その他の構成詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のアクション可能メッセージの送信方法で、アクション可能メッセージに関する項を参照してください。
電子メール通知によってタスクの添付ファイルを送信できます。
電子メール通知によってタスクの添付ファイルを送信する手順は、次のとおりです。
タスクが割り当てられたグループおよびアプリケーション・ロールに電子メール通知を送信できます。
グループおよびアプリケーション・ロールに電子メール通知を送信する手順は、次のとおりです。
グループまたはアプリケーション・ロール内の各ユーザーが個別の電子メール通知を受け取ります。これはデフォルト選択です。
また、「ロケールに基づいて個別のタスク・フォームを使用」チェック・ボックスが自動的に選択されます。
グループまたはアプリケーション・ロール内の各ユーザー・ロケールに対して共有の通知電子メールが1回生成され、その結果電子メール・コンテンツの生成時間が短縮されます。電子メールは、グループまたはアプリケーション・ロール内のすべてのユーザーに送信されます。
注意:
- すべてのユーザー(またはユーザーのサブセット)が同じ電子メールを受け取るため、グループまたはアプリケーション・ロール内のユーザーは同じ権限を持つと想定されています。これにより、権限のないユーザーにタスク詳細が表示されないようにします。
- 1通の電子メールをすべてのユーザーに送信する場合、アドレス・フィールドで許容される最大文字数は2000です。制限を超過すると、最大制限内に含まれているユーザー・アドレスにのみ電子メールが送信されます。
カスタム通知ヘッダーは、名前/値ペアを指定し、通知の中でキー・フィールドを識別するために使用されます。ユーザーは、これらの入力項目を使用して、通知の配布プリファレンスを定義します。たとえば、「名前」を「ApprovalType」、「値」を「経費」に設定したり、「名前」を「優先度」、「値」を「高」に設定することができます。その後、ユーザーはOracle BPM Worklistで配信プリファレンスを指定できます。これらのプリファレンスは通知の内容に基づいています。
ルールベースの通知サービスは、使用する優先通知チャネルを特定する目的のみに使用されます。優先チャネルのアドレスは、引き続きアイデンティティ・サービスから取得されます。
通知ヘッダーをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
プリファレンスの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のカスタム通知ヘッダーの作成方法を参照してください。
タスク・コンテンツへのアクセス・ルールと、そのコンテンツに対して実行するアクションを指定できます。
これには、タスク・コンテンツに関するアクセス・ポリシーの指定や、ワークフロー・デジタル署名ポリシーの指定方法が含まれます。
参加者が表示および更新できるタスクの部分を決定するアクセス・ルールを指定できます。アクセス・ルールは、タスクの取得および更新時にタスク・オブジェクトにルールを適用するワークフロー・サービスによって規定されます。
注意:
タスク・コンテンツ・アクセス・ルールおよびタスク・アクション・アクセス・ルールは相互に独立して存在します。
アクセス・ルールは、次の詳細に基づいて算定されます。
TaskMetadataService.getVisibilityRules()が返すマップには、それぞれ1つのキーがあります。同様に、参加者にDATESの読取り権限がない場合、タスクには次のタスク属性のいずれも含まれません。 START_DATE END_DATE ASSIGNED_DATE SYSTEM_END_DATE CREATED_DATE EXPIRATION_DATE ALL_UPDATED_DATE TaskMetadataService.getVisibilityRules()が返すマップには、次の割当て先属性のそれぞれに対して1つのキーがあります。同様に、参加者にASSIGNEESの読取り権限がない場合、タスクには次のタスク属性のいずれも含まれません。 ASSIGNEES ASSIGNEE_USERS ASSIGNEE_GROUPS ACQUIRED_BY TaskMetadataService.getVisibilityRules()が返すマップ内に個別の表示はありません。 TaskMetadataService.getVisibilityRules()が返すマップにあるすべてのメッセージ属性には、ITaskMetadataService.TASK_VISIBILITY_ATTRIBUTE_PAYLOAD_MESSAGE_ATTR_PREFIX (PAYLOAD)の接頭辞が付きます。 アプリケーションでは、アクセス・ルールに基づいてタスク属性を表示するページ(または表示しないページ)も作成できます。これは、oracle.bpel.services.workflow.metadata.ITaskMetadataServiceでAPIをコールして参加者のアクセス・ルールを取得することで実行できます。例29-1に詳細を示します。
このメソッドの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suiteワークフロー・サービスJava APIリファレンスを参照してください。
例29-1 APIコール
特定のタスク・コンテンツ(ペイロードなど)の操作を特定のユーザー(タスクの作成者または所有者など)に許可する権限を指定できます。
タスク・コンテンツの操作についてユーザー権限を指定する手順は、次のとおりです。
表29-17 タスク・コンテンツに対するユーザーの最高権限レベル
| タスク・コンテンツ | 読取り権限保持者 | 書込み権限保持者 |
|---|---|---|
割当て先 | 管理者、承認者、割当て先、作成者、所有者、レビューア | -- |
添付ファイル | 管理者、承認者 | 割当て先、作成者、所有者、レビューア |
コメント | 管理者、承認者 | 割当て先、作成者、所有者、レビューア |
日付 | 管理者、承認者、割当て先、作成者、所有者、レビューア | -- |
フレックスフィールド | 管理者、承認者、レビューア | 割当て先、作成者、所有者 |
履歴 | 管理者、承認者、割当て先、作成者、所有者、レビューア | -- |
ペイロード | 管理者、承認者、レビューア | 割当て先、作成者、所有者 |
レビューア | 管理者、承認者、割当て先、作成者、所有者、レビューア | -- |
ペイロード要素 | ペイロードから継承 | ペイロードから継承 |
たとえば、PAYLOADタスク・コンテンツについて、ASSIGNEES、CREATORおよびOWNERの書込みアクセス権、ADMIN、APPROVERSおよびREVIEWERSの読取りアクセス権、およびアクセス権がないPUBLICというデフォルト設定をそのまま使用すると、ダイアログ・ボックスは図29-61に示すように表示されます。
タスク・コンテンツが総括的に表示されます(たとえば、ペイロードやレビューアが1つのみ表示されます)。
コンテンツが個別の要素として表示されます (たとえば、すべてのペイロード(p1、p2、p3など)およびこのタスクに割り当てられているすべてのレビューア(jstein、wfaulk、cdickens)が表示されます)。
注意:
システムで許可されている内容とは別に、アクセス・ルールは、常にアクションの実行者とタスクの現在の状態に基づいて適用されます。
タスク・コンテンツ(ペイロードなど)の操作について、「タスク・コンテンツ・アクセスの設定」ダイアログ・ボックスで指定した特定のユーザー(タスクの作成者または所有者など)に許可するアクション(アクセスまたはアクセスなし)を指定できます。
タスクの操作に対してアクションを指定する手順は、次のとおりです。
タスク・アクションが総括的に表示されます(たとえば、承認や却下が1つのみ表示されます)。
コンテンツに対するアクションが個別要素として表示されます (たとえば、すべての承認や却下が表示されます)。
この項では、デジタル証明書の作成方法と実装方法について説明します。
注意:
デジタル署名を使用したタスクの署名は、Google ChromeブラウザとApple Safariブラウザではサポートされていません。
デジタル証明書の作成と実装のタスク
個別のユーザー証明書を発行するデジタル認証局を作成する必要があります。
個別のユーザー証明書を発行するデジタル認証局を作成します。デジタル認証局を作成するには、ユーザーrootとしてログインし、Linuxの端末ウィンドウを開き、次の各コマンドを連続的に入力します。
例: openssl req -passout pass:welcome1 -subj "/C=AU/ST=QLD/L=Brisbane/O=Ozayr Syed Security Incorporated/OU=Oz Security Division/CN=Ozayr Syed Certificate Authority/emailAddress=ozayr.syed@oz.com" -new > OzayrSyedCA.cert.csr
例: openssl rsa -passin pass:welcome1 -in privkey.pem -out OzCertificateAuthority.ca.key
例: openssl x509 -in OzayrSyedCA.cert.csr -out OzCertificateAuthority.ca.cert -req -signkey OzCertificateAuthority.ca.key -days 365
例: openssl pkcs12 -passout pass:welcome1 -export -nokeys -cacerts -in OzCertificateAuthority.ca.cert -out OzCertificateAuthority.ca.cert.p12 -inkey OzCertificateAuthority.ca.key
認証局を使用して、ユーザーのデジタル証明書を作成します。
例: openssl req -passout pass:welcome1 -subj "/C=AU/ST=QLD/L=Brisbane/O=Oz Motor Corporation/OU=ICT Approvals/CN=approver/emailAddress=approver@oz.com" -new > approver.cert.csr
例: openssl rsa -passin pass:welcome1 -in privkey.pem -out approver.key
例: openssl x509 -req -in approver.cert.csr -out approver.cert -signkey approver.key -CA OzCertificateAuthority.ca.cert -CAkey OzCertificateAuthority.ca.key -CAcreateserial -days 365
例: openssl ca -gencrl -out OzCertificateAuthority.crl.pem.crl
次のエラーが発生した場合。
次の内容をcrlnumberに挿入して、エラーを修正します。
注意:
/etc/pki/CA/crlnumberに移動して、最初の行に01を挿入し、[Enter]キーを押して(行を分けるため)、その後でのみファイルを編集します。
デジタル署名を使用するには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlのシステムMBeanブラウザで信頼できるCAを指定する必要があります。このCAから発行された証明書のみが、ヒューマン・ワークフローで有効と見なされます。認証局を指定する手順は、次のとおりです。
これらの値は、使用前に検証する必要があります。
デジタル署名は、デジタル署名されたヒューマン・タスクの否認防止メカニズムを提供します。この機能は、タスクを操作する参加者に対し、タスクの更新前に詳細と各自のアクションに対する署名を義務付けることで、後で否認できないようにします。
注意:
タスクに対してデジタル署名が有効な場合、アクション可能な電子メールは実行時に送信されません。設計時にアクション可能な電子メールが有効化された場合も同様です。
ワークフロー・デジタル署名ポリシーを指定する手順は、次のとおりです。
参加者は、署名せずにタスクの送信と操作を実行できます。これはデフォルトのポリシーです。
参加者は、次の参加者にタスクを送信する前に、署名を指定します。参加者はタスクを操作する際に、パスワードを再入力する必要があります。パスワードは、デジタル署名の生成に使用されます。デジタル署名はメッセージ送信者または文書の署名者の本人認証を行います。これにより、送信されたメッセージの元の内容が変更されていないことが保証されます。
参加者は、デジタル署名されたヒューマン・タスクの否認防止のために、デジタル証明書を保持する必要があります。参加者の資格証明は、デジタル証明書によって証明されます。これは認証局(CA)が発行します。次の項目が含まれます。
認証局の名称とCRLおよび発行認証局のURLは、個別に構成する必要があります。
詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のエビデンス・ストアに関する項を参照してください。
コールバック・クラスを使用してタスクを再割当てまたはルーティングできるユーザーを制限できます。
通常のLDAPディレクトリにシードされているユーザー・コミュニティは会社全体や部署全体を表します。ただし、タスクに関連付けるユーザーの潜在的リストは、スコープに基づいて制限したり、タスクや関連するデータの重要性に基づいて制限することが必要な場合があります。たとえば、数千のユーザーが存在する大企業では、少数のユーザーのみが注文書を承認および作成できるようにする場合があります。特にこのようなタスクでは、非定型ルーティングおよび再割当てに対して選択できるユーザーとして、会社全体規模のユーザーを対象にしないでください。かわりに、適切または権限のある少数のユーザーのみを選択対象とする必要があります。これを実行するには、制限付き割当て機能を使用します。この機能はコールバック・クラスとして実装されます。このコールバック・クラスには、インスタンス・データを含むタスク・オブジェクトが渡されるとそのタスク・オブジェクトに基づいて適切なユーザー・セットを動的に選択するロジックを実装できます。
注意:
制限付きタスクの再割当てなどの特定の関数は、単一のタスクが選択されている場合にのみ使用できます。制限付き再割当てを使用する複数のタスクが選択されている場合、制限付き再割当てアルゴリズムは起動されません。その場合、制限付き再割当てが指定されていなかったかのようにユーザーの完全なリストが返されます。
Javaコールバックまたはビジネス・イベント・コールバックを指定できます。
注意:
コールバックを実装している場合、ユーザー・コールバック実装はその他の形式の制限付き割当てをオーバーライドします。検索を実行すると、その結果には、ユーザー・コールバックによって返されるユーザーのみが表示されます。
ワークフロー・サービスのコールバックは、タスクのライフサイクルで特定のステージに到達したときにコールするように登録できます。2つのタイプのコールバックがサポートされています。
oracle.bpel.services.workflow.task.IRoutingSlipCallbackを実装している必要があります。このコールバック・クラスをサーバーのクラスパスで使用可能にします。 タスク・ステータスのコールバック・クラスを指定する手順は、次のとおりです。
選択できる状態変更コールバックは、次のとおりです。
標準的なルーティング、再割当て、委任、エスカレーションなどを含め、割当ての変更時にコールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。タスクによって結果が更新される(つまり、チェーンのいずれかの承認者がタスクを承認または却下する)ときにコールバックする必要がある場合は、このオプションを選択する必要があります。
更新(ペイロード、コメント、添付ファイル、優先度などを含む)時にコールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。
タスクが完了し、コントロールがイニシエータ(タスクを開始するBPELプロセスなど)に渡されようとしているときに、コールバック・クラスを最終的にコールする必要がある場合に選択します。
ヒューマン・ワークフロー・タスクでビジネス・イベント・コールバックを有効化するために、コールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。イベントが発生すると、そのイベントには、完了したステージの名前、完了したステージの結果、およびコールバックが起動された時点でのタスクのスナップショットが格納されます。
サブタスク(パラレルおよびパラレル・シナリオのいずれかのタスク)の更新(ペイロード、コメント、添付ファイル、優先度などを含む)時にコールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。
Oracle JDeveloperのインストールが、BPEL拡張とBPM拡張の両方を含むように更新されている場合は、次のコンテンツのコールバックも選択できます。
WFCOMMENTS列以外のスキーマにコメントを格納するために、コールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。コールバック・クラスは、oracle.bpel.services.workflow.callback.NotesStoreインタフェースを実装している必要があります。
soa-infraスキーマのWFATTACHMENT表以外のスキーマに添付ファイルを格納するために、コールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。コールバック・クラスは、oracle.bpel.services.workflow.callback.AttachmentStoreインタフェースを実装している必要があります。
タスクまたはペイロードのいずれかを更新や承認などの前に検証するために、コールバック・クラスをコールする必要がある場合に選択します。コールバック・クラスは、oracle.bpel.services.workflow.task.ITaskValidationCallbackインタフェースを実装している必要があります。
Javaコールバックを指定する手順は、次のとおりです。
oracle.bpel.services.workflow.task.IRoutingSlipCallbackを実装するJavaクラスの完全クラス名です。図29-64に詳細を示します。ビジネス・イベント・コールバックを指定する手順は、次のとおりです。
図29-65 ビジネス・イベントが選択された状態の「コールバック詳細」ダイアログ

事前にシードされている静的イベント定義言語(EDL)ファイル(JDev_Home\jdeveloper\integration\seed\soa\shared\workflow\HumanTaskEvent.edl)によって、サブスクライブ対象として使用可能なビジネス・イベントのリストが提供されます。これらのビジネス・イベントは、「コールバック詳細」ダイアログ・ボックスで選択したコールバックに対応しています。EDLファイルを参照し、適切なビジネス・イベントをサブスクライブするOracle Mediatorサービス・コンポーネントを作成する必要があります。
注意:
EDLファイルを配置できるようにするには、ファイルベースのMDS接続が必要です。ファイルベースのMDSの場所は、
JDev_Home\jdeveloper\integration\seedです。
「SOAリソース・ブラウザ」ダイアログ。ボックスが表示されます。
これで、選択可能なEDLファイル・ビジネス・イベントが「イベント・チューザ」に移入されます。
図29-66 イベント・コールバック

イベントのサブスクライブに使用可能なヒューマン・タスクは複数あります。たとえば、次を実行したとします。
TaskAとTaskBのイベントを区別し、意図したOracle Mediatorによってイベントを確実に処理するためには、静的なルーティング・フィルタを追加できます。
これにより、送信コンポーネントがTaskAの場合にのみ、このルーティングが起動されます。
これで、Oracle Mediatorサービス・コンポーネントに、サブスクライブするビジネス・イベントが移入されます。同じEDLファイルに定義されている他のビジネス・イベントも、この時点で、または後でサブスクライブできます。
ビジネス・イベントおよびコールバックの詳細は、次の各項を参照してください。
通常、BPELプロセスはワークフロー・コンポーネントをコールしてユーザーにタスクを割り当てます。ワークフローが完了すると、ヒューマン・ワークフロー・サービスはBPELプロセスにコールバックされます。ただし、詳細なコールバック(たとえば、onTaskUpdateまたはonTaskEscalated)をBPELプロセスに送信する場合は、「BPELコールバックのタスクとルーティング・カスタマイズを許可」オプションを使用できます。
このコールバック設定については、BPELダイアグラムを必ず手動でリフレッシュしてください。
BPELコールバックのタスクとルーティングのカスタマイズを指定する手順は、次のとおりです。
これにより、タスクのscopeアクティビティ内に、BPELコールバックをカスタマイズするためのwhile、pick、およびpickアクティビティのonMessageブランチが作成されます。
タスクとルーティング・カスタマイズの指定の詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。
Oracle Enterprise Content Managementを使用して、ストア・ドキュメントを処理できます。
図29-67に、ヒューマン・タスク・エディタの「ドキュメント」セクションを示します。
図29-67 ヒューマン・タスク・エディタ - 「ドキュメント」セクション

注意:
ファイルを「プロセス・トラッキング」ページからアタッチすると、それはBPMリポジトリに移動しますが、UCMリポジトリには移動しません。そのため、UCMリポジトリを利用できない場合、「プロセス・トラッキング」ページでファイルをアップロードできます。ただし、UCMリポジトリに添付ファイルをアップロードするようにUCMリポジトリを構成してヒューマン・タスクを設計する場合、「タスク」ページでファイルをUCMリポジトリにアップロードします。ただし、「プロセス・トラッキング」ページでは、必ずファイルをBPMリポジトリにアップロードします。
タスクの添付用にOracle UCMリポジトリを構成するには:
ヒューマン・タスク・エディタが表示されます。
メタデータ・プロパティを構成するセクションが表示されます。表には、すでに必須の標準メタデータ(「セキュリティ・グループ」および「ドキュメント・タイプ」)が含まれています。
編集可能: 添付をアップロードするときにタスク・フォームで値を指定できます。
非表示: 値はタスク・フォームに表示されません。
読取り専用: 値はタスク・フォームに表示されますが、ユーザーは値を変更できません。
注意:
カスタム・メタデータはタスク・フォームに表示されないため、タスク・ペイロードに値をマッピングするか、または静的値を指定する必要があります。
この章では、ガイド付きビジネス・プロセスを使用して、プロセスのアクティビティをマイルストンに編成する方法について説明します。マイルストンを使用すると、経験の浅いユーザーにとってプロセスの実行が容易になります。ガイド付きビジネス・プロセスは、プロセスの複雑さを意識させずに、エンド・ユーザーに関連するタスクを示します。
ガイド付きビジネス・プロセスでは、BPMプロセスの相互作用アクティビティを、プロセス参加者にとって意味のある一連のマイルストンにまとめることができます。これによって、ビジネス・プロセスの複雑さを意識させず、プロセス参加者が実行する必要のあるステップの概略を示します。
ガイド付きビジネス・プロセスは、プロセス・フローのガイド付き視覚表現を提供します。エンド・ユーザーにビジネス・プロセスのカプセル化された階層ビューを提供することによって、ユーザーの操作性を向上します。
ガイド付きビジネス・プロセスを使用することによって、エンド・ユーザーがプロセスに関連付けられた一連のガイド付き手順に従ってビジネス・プロセスを完了できるように設定できます。ガイド付きビジネス・プロセスには手順の概要が示されます。この手順に従うことによって、エンド・ユーザーはより少ないトレーニングでビジネス・プロセスを完了できるようになり、プロセスの結果もより予測可能になります。
ガイド付きビジネス・プロセスは、ビジネス・プロセスに基づいたアクティビティ・ガイドとしてモデリングされます。アクティビティ・ガイドには、一連のマイルストンが含まれています。マイルストンには、エンド・ユーザーが完了する必要がある一連のタスクが含まれています。マイルストンに含まれている一連のタスクをユーザーが正常に実行すると、マイルストンが完了します。
各マイルストンは、ヒューマン・ワークフロー・タスクの特定のセットです。各ヒューマン・ワークフロー・タスクは、それ自体が、様々なロールの複数の参加者のコラボレーションを必要とするタスク・フローである場合があります。タスク・フローの内容によっては、参加者は未完了のタスク・フローをいったん保存して、後で再開することもできます。
図30-1 アクティビティ・ガイド

図30-2 ガイド付きビジネス・プロセスの例

サービス指向アーキテクチャの活用
サービス指向アーキテクチャは、ガイド付きビジネス・プロセスの基礎となります。ガイド付きビジネス・プロセスではSOAコンポジット・プロセスを使用し、次のSOAの機能を活用します。
ガイド付きビジネス・プロセスを使用する場合
ガイド付きビジネス・プロセスでは、他のチームで構築されたタスクフローを使用および再利用する、大規模および長期で複数ユーザーのプロセスを実行できます。たとえば、組織の財務および人事部門が、別のビジネス・プロセスで同じヒューマン・タスクフローにアクセスする場合があります。ガイド付きビジネス・プロセスを使用すると、大きいコンポジットで既存のワークフローを再利用し、エンド・ユーザーにとってより意味のあるビジネス・プロセスを作成できます。
注意:
適応型ケース管理プロジェクトでは、ガイド付きビジネス・プロセスは使用できません。ケース・マイルストンは、ガイド付きビジネス・プロセスと類似の構造を提供します。「適応型ケース管理の使用」を参照してください。
Oracle SOAインフラストラクチャでは、ビジネス・プロセスで使用できる再使用可能なサービスにアクセスできます。ガイド付きビジネス・プロセスは、既存のサービス、プロセスおよびタスク・フローを活用して、長期で複数ユーザーのプロセスを作成します。
ガイド付きビジネス・プロセスは、次の機能を提供します。
たとえば、100個のタスクがある長いプロセスを、10または20個のマイルストンに細分化できます。エンド・ユーザーは、100個の個別のタスクではなく、数個のマイルストンを介したステップのみを必要とします。
ガイド付きビジネス・プロセス: デザインタイムおよびランタイム
ガイド付きビジネス・プロセスは、デザインタイム・コンポーネントおよびランタイム・インタフェースの両方で構成されます。
ガイド付きビジネス・プロセスは、Oracle Business Process Managementを使用して、サービス指向アーキテクチャ内のすべてである自動化ステップおよびヒューマン・ワークフロー・ステップの両方を持つコンポジット・アプリケーション・ビジネス・プロセスを作成、デプロイおよび管理する総合的で標準ベースの使用しやすいソリューションを提供します。
ガイド付きビジネス・プロセスは、セキュリティ、スケーラビリティおよび高可用性などのOracle Fusion Middlewareの機能を活用します。次の機能によって、ガイド付きビジネス・プロセスとしてコンポジット・プロセスを公開できます。
ガイド付きビジネス・プロセスの開発には、BPMプロジェクトとともにSOAプロジェクトを含むコンポジット・アプリケーションの作成が含まれます。ガイド付きビジネス・プロセスとして公開されたBPMプロセスは、マイルストン・アクティビティを含むアクティビティ・ガイドで構成されます。別のクライアント・アプリケーションも、ガイド付きビジネス・プロセスのエンド・ユーザー・インタフェースとして開発する必要があります。
図30-3 ガイド付きビジネス・プロセスのデザインタイム・アーキテクチャ

次のいずれかを使用して、ガイド付きビジネス・プロセスのユーザー・インタフェースを開発できます。
ガイド付きビジネス・プロセスは、一連のヒューマン・タスクを編成し、共通のユーザー・インタフェースを提供してこれらのタスクを完了および追跡するBPMNプロセスです。ガイド付きビジネス・プロセスを定義するには、次のコンポーネントで構成されるアクティビティ・ガイドを作成します。
シンプルでシーケンシャルなプロセス実行を行うアクティビティ・ガイドは、すべてのマイルストンを完了する必要があります。同様に、マイルストンを完了するには、マイルストン内のすべてのヒューマン・タスク・コンポーネントを完了する必要があります。
ブランチ化および条件ロジックを含むアクティビティ・ガイドは、すべてのマイルストンを完了する必要なく実行を完了することがあります。同様に、これらのマイルストン内のヒューマン・タスク・コンポーネントもスキップされることがあります。
ガイド付きビジネス・プロセスは、Oracle Business Process Managementに依存してタスクを編成します。Oracle Business Process Management、ワークリスト・アプリケーションおよびヒューマン・タスク・フローを結合して、より大きく長期のプロセスへの異なるヒューマン・タスクにリンクします。
ランタイムには、ガイド付きビジネス・プロセスは、マイルストン内のADFタスク・フローを編成するBPMNプロセス・インスタンスとして示されます。BPMNガイド付きビジネス・プロセスのランタイム・エンジンは、BPMNサービス・エンジンです。BPMNエンジンは、すべてのヒューマン・タスク操作をヒューマン・ワークフロー・サービスに委任します。
Oracle ADF UI、Oracle WebCenter Portal UIまたはガイド付きビジネス・プロセス・アクセスAPIで開発されたカスタム・アプリケーションを使用して、アクティビティ・ガイドに編成されたプロセス・インスタンスを表示できます。Oracle BPM Worklistアプリケーションには、ガイド付きビジネス・プロセス・クライアントに表示するプロセス・インスタンスも表示されますが、これらはマイルストンに編成されません。
図30-4に示すように、ガイド付きビジネス・プロセスのランタイム・アーキテクチャは、クライアント、ビジネス・ロジックおよびデータ層から構成されます。
図30-4 ガイド付きビジネス・プロセスのランタイム・アーキテクチャ

ランタイム・サポートには、ガイド付きビジネス・プロセス問合せ、ガイド付きビジネス・プロセス・メタデータおよびガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス管理サービスが含まれています。ランタイム・コンポーネントは、Oracle Business Process Managementおよびヒューマン・ワークフロー・サービスとのインタフェースがあります。
ガイド付きビジネス・プロセス・クライアント・アプリケーションの基礎として、次のいずれかを使用できます。
ガイド付きビジネス・プロセスのランタイム・フロント・エンドまたはクライアント・アプリケーションでは、エンド・ユーザーは、デザインタイムにアクティビティ・ガイドで定義されたタスク・フローを実行できます。クライアント・アプリケーションを使用して、エンド・ユーザーは次を実行できます。
次を使用すると、ガイド付きビジネス・プロセスの管理およびアクセスを実行できます。
ランタイム・ユーザー・インタフェースの機能
ランタイム・ユーザー・インタフェースの機能は次のとおりです。
どちらのブランチを実行するかを決定する条件が設定されます。フローのブランチ化が条件によって決定される場合、マイルストンのブランチ化ノードは、アクティビティ・ガイド・ツリーに省略記号(...)で表示されます。選択したブランチに対して実行するマイルストンは、スイッチがリアルタイムで実行する場合のみ表示されます。
ShowRefreshButtonプロパティの構成方法の詳細は、「アクティビティ・ガイド・プロパティの構成」を参照してください。
ビジネス・ロジック層には次のコンポーネントがあります。
ガイド付きビジネス・プロセス・メタデータ・サービス
ガイド付きビジネス・プロセスに関連付けられたSOAコンポジットは、ランタイムにガイド付きビジネス・プロセスを駆動します。このため、ランタイム環境のデータはガイド付きビジネス・プロセス・メタデータに格納されません。ガイド付きビジネス・プロセス・メタデータ・サービスは、メタデータ・サービス(MDS)からランタイムのガイド付きビジネス・プロセスの定義を検索および取得します。
ガイド付きビジネス・プロセス問合せサービス
ガイド付きビジネス・プロセス問合せサービスは、指定した検索基準に基づいて、ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス情報を取得します。問合せサービスは、既存のワークフロー・サービスを使用して、ガイド付きビジネス・プロセス・データを問い合せます。ガイド付きビジネス・プロセス問合せサービスは、追加のワークフロー・サービスとしてワークフロー・サービス・ロケータに登録されます。
ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス管理
ガイド付きビジネス・プロセスのランタイムの状態は、独立したオブジェクトとして保持されるため、ガイド付きビジネス・プロセスは、ガイド付きビジネス・プロセスに関連付けられたSOAコンポジットから独立した状態を持つことができます。関連するSOAコンポジット・インスタンスは、SOAコンポジットのランタイム・マネージャによって管理されます。
ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス・スキーマ
スキーマは、ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスの構造を定義します。スキーマは、ランタイムにデータベースに対して持続されたガイド付きビジネス・プロセス・データを表します。
ヒューマン・ワークフロー・サービス
ワークフロー・サービスを使用すると、エンドツーエンドのプロセス・フロー内のシステムおよびサービスへの接続を使用して、ユーザーの相互作用をインターリーブできます。BPMNでは、ワークフロー・サービスは、ユーザー・タスクを使用してBPMNプロセスにリンクされています。プロセスはユーザーまたはロールにタスクを割り当て、応答を待機します。ユーザーは、Oracle BPM Worklistを使用して、タスクを処理します。ヒューマン・ワークフロー・サービスの役割は、ビジネス・プロセスに参加しているユーザーまたはグループのすべての相互作用を処理することです。これを行うために、組織内で該当するユーザーのタスクを作成および追跡します。ユーザーは通常、Oracle BPM Worklistアプリケーション、プロセス・ワークスペース、電子メール、ポータル、カスタム・アプリケーションなどの各種クライアントを通じて、タスクにアクセスします。
ヒューマン・ワークフロー・サービスの詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の「ヒューマン・ワークフローの概要」の章を参照してください。
ガイド付きビジネス・プロセスは、オンラインの公共部門のフォーム処理やオンラインのローン申込みプロシージャに使用できます。
次のユース・ケースは、ガイド付きビジネス・プロセスを使用する様々な状況を示しています。
多くの公共部門の組織では、フォームを手動で処理しており、これは大きな労働力を要し、環境面で無駄の多い手続きです。
たとえば、州の機関が入漁および狩猟の許可証を発行するための様々なフォームを提供、収集および処理する必要があるとします。州の機関は、夏および秋に外部の請負業者を追加で雇用して、情報の損失や過失がないようにしながら、増加する許可証の申込みを効率的に処理します。
許可証の申込みを手動で処理するのではなく、2つのマイルストンを持つガイド付きビジネス・プロセスとして、エンドツーエンドのフォーム処理プロシージャをモデル化できます。
次に示すガイド付きビジネス・プロセスを使用したフォーム処理の例の概略は汎用的で、類似したフォームのエンドツーエンドの処理に適応させることができます。
マイルストン1: 申込みの記入および提出
申込者は、州のWebサイト上の入漁および狩猟の部門のところで、「申込み」ボタンをクリックして、入漁または狩猟の許可証の申込みを記入および提出できます。
このマイルストンには、次のタスクが含まれます。
マイルストン2: 申込みの処理および結果の通知
狩猟許可証の申込みには、レビューし、手動で承認または却下する必要があります。
このマイルストンには、次のタスクが含まれます。
直感的なガイド付きのユーザーの体験とともに、ガイド付きビジネス・プロセスは、許可証の申込みの生産性を向上させながら、許可証の申込みプロセスの効率を最大にします。さらに、ガイド付きビジネス・プロセスは、フロントエンド・レベルおよびバックエンド・レベルの両方で、エンドツーエンドの申込みプロセスを監視できます。
ローン組成業界では、銀行は、プロセス統合、規制の順守および商品提供の高速化などのビジネス要素を考慮する必要があります。ローン商品は頻繁に変更され、ローンを提供する州や地域によって異なる場合が多くあります。
次の例は、ローン組成のサブセットに焦点を合せています。このため、図では特定のプロセスのみを示しています。
ビジネス・プロセス・フロー
この例では、オンラインのローン申込みプロシージャのビジネス・プロセス・フローは次のとおりです。
図30-5に示すように、これらのプロセスは、相互関係を持つサービスおよびプロシージャに依存しています。
図30-5 織り合わされたローン処理サービスおよびプロシージャ

これらのプロセスは簡単に表示されますが、プロセスを完了するには、多くのビジネスの課題が存在します。
次第に、ソフトウェア内で実際の人間の間の相互作用を調整する必要があります。ほとんどすべてのソフトウェア・システム、特にコラボレーション・プロセスおよびコンポジット・アプリケーションでは、人間は重要な参加者です。構造化されたワークフロー・システムと人間の相互作用が存在する場合、共通の課題が提示されます。
ローンを承諾するかどうかは、顧客のクレジット履歴、収入およびその他の要素に基づいた、大規模なルールのセットの処理を必要とします。銀行が決定したビジネス・プロセスを使用して、これらの要素を調整する必要があります。申込者の個人情報およびサード・パーティ・サービスからの外部データ・リクエストなどの要素に応じて、その申込者を承認または却下するかを引受会社に警告します。
抵当権付き住宅ローン申込みのガイド付きビジネス・プロセスには、複数のマイルストンが含まれます。次のガイド付きビジネス・プロセスの概略は、抵当権付き住宅ローン申込みのプロシージャを示しています。
マイルストン1: ローン申込み
見込み客はローン供給会社のWebサイトで登録し、一連のガイド付きタスクを介してローンを申し込みます。
マイルストン2: 申込みの処理
ローン申込みプロセスが完了すると、ローンは処理され、承認のためにレビューされます。
マイルストン3: 終了手続き
ローンが承認されると、終了手続きの準備に入ります。
このマイルストンには、次のタスクが含まれます。
ガイド付きビジネス・プロセスには、特定の標準およびガイドラインが適用されます。
この項では、ガイド付きビジネス・プロセスの開発の主なワークフローについて説明します。
ガイド付きビジネス・プロセスを使用すると、プロセスをマイルストンに編成できます。これらのマイルストンは、エンド・ユーザーにとって意味のあるもので、タスクに関連する情報のみを示すことにより、プロセスの複雑さを意識させません。
ガイド付きビジネス・プロセスを作成し、プロセス内のタスクを一連のマイルストンに編成できます。マイルストンを使用すると、プロセスを実行し、より効率的な方法でプロセスの実行を追跡できます。
次のリストでは、使用できる機能を説明します。
どちらのブランチを実行するかを決定する条件が設定されます。フローのブランチ化が条件によって決定される場合、マイルストンのブランチ化ノードは、アクティビティ・ガイド・ツリーに省略記号(...)で表示されます。選択したブランチに対して実行するマイルストンは、スイッチがリアルタイムで実行する場合のみ表示されます。
タスクを必須またはオプションとして構成すると、ランタイムの必須またはオプションのタスク・タイプでタスクをフィルタ処理できます。
前のマイルストンが完了すると、エンド・ユーザーは、任意の順序でパラレル・マイルストンを実行できます。
BPMNガイド付きビジネス・プロセスを開発するには、まずBPMNプロセスを作成する必要があります。その後、BPMNプロセスに基づくガイド付きビジネス・プロセスを開発できます。
プロジェクトごとに1つのガイド付きビジネス・プロセスのみを定義できます。ガイド付きビジネス・プロセスは、プロジェクトのBPMNプロセスに基づいています。このプロセスが、ルート・プロセスです。
BPMNプロセスに基づいて、ガイド付きビジネス・プロセスを開発できます。
BPMNガイド付きビジネス・プロセスを開発するには:
ガイド付きビジネス・プロセスのマイルストンに、BPMNプロセスのユーザー・タスクを追加できます。ガイド付きビジネス・プロセスの構築が終了すると、ガイド付きビジネス・プロセス・クライアントを使用して、BPMNプロセスにアクセスできます。
新規マイルストンを既存のガイド付きビジネス・プロセスに追加できます。
新規マイルストンをガイド付きビジネス・プロセスに追加するには:
「新規マイルストン」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ランタイムに、アクティビティ・ガイド・ツリーではこの値を使用して、進捗状況インジケータに、合計タスク中の完了タスクのパーセンテージを表示します。
ガイド付きビジネス・プロセスは新規マイルストンを表示します。ルート・プロセスのユーザー・タスクを新規マイルストンに追加できます。
ガイド付きビジネス・プロセスのマイルストンに、ユーザー・タスクを追加できます。
マイルストンにユーザー・タスクを追加するには:
「マイルストンへのユーザー・タスクの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。
マイルストンが作成されていない場合、「マイルストン」リストの横にある「追加」ボタンを使用して、マイルストンを作成できます。
ガイド付きビジネス・プロセス・クライアントから、ユーザー・タスクを実行できます。アクティビティ・ガイド・ツリーのマイルストンの下に、ユーザー・タスクが表示されます。
ガイド付きビジネス・プロセスには、少なくとも2つのマイルストンが含まれていることを確認します。マイルストンが1つのみである場合、「マイルストンに移動」オプションがグレー表示されます。
別のマイルストンにユーザー・タスクを移動するには:
「マイルストンに移動」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ガイド付きビジネス・プロセスには、少なくとも2つのマイルストンが含まれていることを確認します。マイルストンが1つのみである場合、「マイルストンに移動」オプションがグレー表示されます。
BPMNガイド付きビジネス・プロセスのマイルストンを順序付けするには:
ガイド付きビジネス・プロセスからタスクを削除できます。
ガイド付きビジネス・プロセスからタスクを削除するには:
確認メッセージが表示されます。
ガイド付きビジネス・プロセスから、そのタスクにアクセスできません。ガイド付きビジネス・プロセスを含むマイルストンには、そのタスクはリストされなくなります。
ガイド付きビジネス・プロセスから、使用しないまたは必要としないマイルストンを削除できます。
マイルストンを削除するには:
確認メッセージが表示されます。
マイルストンはガイド付きビジネス・プロセスに表示されません。マイルストンのすべてのユーザー・タスクは、ガイド付きビジネス・プロセスから削除されます。ガイド付きビジネス・プロセスから、これらのタスクにアクセスできなくなります。
ガイド付きビジネス・プロセスを完了するのに必須とならないように、タスクをオプションとして構成できます。
オプション・タスクを構成するには:
「ユーザー・タスクの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
デフォルトでは、オプションになるよう構成しない場合、すべてのタスクが必須になります。オプションとして構成するタスクにスキップ・ボタンを構成する必要があります。
ユーザーのグループに特定のタスクを割り当てると、グループの任意のユーザーがそのタスクを申告できます。タスクを申告した後に、ユーザーがそれを完了しないことにした場合、ユーザーはそのタスクをスキップできます。ユーザーがタスクをスキップすると、そのタスクはグループに再度割り当てられ、グループの他のユーザーが申告して完了できるようになります。
パラレル・タスク・フローを構成するには、BPMNプロセスでゲートウェイを使用する必要があります。ゲートウェイの使用方法の詳細は、『Oracle Business Process Composerによるビジネス・プロセスの開発』のBPMNフロー・オブジェクト・リファレンスに関する項を参照してください。
タスク・フローを分岐するには、BPMNプロセスでゲートウェイおよび条件シーケンス・フローを使用する必要があります。ゲートウェイおよび条件シーケンス・フローの使用方法の詳細は、Oracle Business Process Composerでのビジネス・プロセスの開発のBPMNフロー・オブジェクト・リファレンスに関する項を参照してください。
エンド・ユーザーがタスクを実行できない場合、ブロックされたアイコンおよびメッセージを表示するように、タスクを構成できます。
ブロックされたアイコンおよびメッセージを表示するようにタスクを構成するには:
「ユーザー・タスクの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
現在のタスクが完了し、次のタスクがインスタンス化されていない場合、アクティビティ・ガイド・ツリーに、ブロックされたアイコンが表示されます。説明のメッセージを定義した場合、ブロックされたアイコン上にカーソルを置くと、ツールチップにメッセージが表示されます。
「アクティビティ・ガイド」ノードの横に表示されるように、アクティビティ・ガイド・ツリーにカスタム・アイコンを構成できます。
ガイド付きビジネス・プロセスのアイコンを構成するには:
「参照アイコン」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「アクティビティ・ガイドの編集」ダイアログ・ボックスにアイコン・パスが表示されます。
アクティビティ・ガイド・ツリーは、このアイコンを使用して、アクティビティ・ガイド・ノードを識別します。アイコンを指定しない場合、アクティビティ・ガイド・ノードではアイコンが表示されません。
各マイルストンの横に表示されるように、アクティビティ・ガイド・ツリーにカスタム・アイコンを構成できます。
マイルストンのアイコンを構成するには:
「参照アイコン」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「マイルストンの編集」ダイアログ・ボックスにアイコン・パスが表示されます。
アクティビティ・ガイド・ツリーは、このアイコンを使用して、マイルストン・ノードを識別します。アイコンを指定しない場合、マイルストン・ノードではアイコンが表示されません。
ガイド付きビジネス・プロセスの表示モードを構成して、マイルストンおよびタスクのリンクの表示方法を指定できます。
ガイド付きビジネス・プロセスの表示モードを構成するには:
| 表示モード | 説明 |
|---|---|
常時 | このガイド付きビジネス・プロセスのすべてのマイルストンで、マイルストンおよびタスクのリンクを常に表示します。 |
インスタンス化時 | ガイド付きビジネス・プロセスのすべてのマイルストンで、マイルストンの1つ以上のユーザー・タスクがインスタンス化されているときにのみ、マイルストンおよびタスクのリンクを表示します。 |
ガイド付きビジネス・プロセス内のマイルストンおよびタスクは、この構成を使用して、マイルストンおよびタスクのリンクを表示します。マイルストンおよびタスクが別の構成を使用するように構成されている場合、ガイド付きビジネス・プロセスの構成は無視されます。
マイルストンの表示モードを構成して、マイルストンおよびタスクのリンクの表示方法を指定できます。
| 表示モード | 説明 |
|---|---|
デフォルト | ガイド付きビジネス・プロセスの構成を使用します。 |
常時 | マイルストンのリンクを常に表示します。 |
インスタンス化時 | マイルストンの1つ以上のユーザー・タスクがインスタンス化されているときにのみ、マイルストンのリンクを表示します。 BPMサービス・エンジンが条件を評価するまでアクティビティ・ガイド・ツリーにマイルストンが表示されないように、条件ゲートウェイの後に配置されたマイルストンに、このモードを使用します。 |
ユーザー・タスクの表示モードを構成して、タスクのリンクの表示方法を指定できます。
ユーザー・タスクの表示モードを構成するには:
| 表示モード | 説明 |
|---|---|
デフォルト | マイルストンの構成を使用します。 |
常時 | タスクを含むマイルストンが表示されている場合、タスクのリンクを常に表示します。ユーザー・タスクがインスタンス化されていない場合、このリンクはグレー表示されます。 |
インスタンス化時 | ユーザー・タスクがインスタンス化されているときにのみ、タスクを表示します。 BPMサービス・エンジンが条件を評価するまでアクティビティ・ガイド・ツリーにユーザー・タスクが表示されないように、条件ゲートウェイの後に配置されたユーザー・タスクに、このモードを使用します。 |
ガイド付きビジネス・プロセスの構成およびマイルストンの構成に関係なく、この構成に従って、タスクのリンクが表示されます。マイルストンが表示されているときに、タスクのリンクが表示されます。
ガイド付きビジネス・プロセスのタスク・アクセス・モードを構成して、タスクのリンクが有効になるタイミングを指定できます。
ガイド付きビジネス・プロセスのタスク・アクセス・モードを構成するには:
| タスク・アクセス・モード | 説明 |
|---|---|
アクティブのみ | タスクへのリンクは、タスクがアクティブであり、ユーザーが更新可能なときにのみ有効になります。タスクを完了すると、タスクへのリンクはグレー表示されます。 |
任意の状態 | タスクへのリンクは、タスクをインスタンス化した後は常に有効になります。タスクを完了した後でも有効なままです。 |
タスクが完了した後、ガイド付きビジネス・プロセスではこの構成を使用してリンクが表示されます。タスク・モードが「アクティブのみ」の場合は、タスクのリンクがグレー表示されます。タスク・モードが「任意の状態」の場合は、タスクのリンクは有効なままになり、タスクを実行しようとしたときにメッセージが表示されます。
クライアントが異なるロケールで表示できるように、BPMNガイド付きビジネス・プロセスをローカライズできます。
BPMNガイド付きビジネス・プロセスをローカライズするには:
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「リソース・バンドルの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスに、作成したリソース・バンドルが表示されます。
「新規キーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「新規キーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
クライアントが異なるロケールで表示できるように、マイルストンをローカライズできます。
マイルストンをローカライズするには:
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「新規キーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「新規キーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ユーザー・タスクでは、次の要素をローカライズできます。
このプロシージャは、ブロックされたテキストのローカライズ方法を示しています。ローカライズのフロー・オブジェクトの標準プロシージャに従って、ユーザー・タスクのタイトルおよび説明もローカライズできます。
ユーザー・タスクをローカライズするには:
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「新規キーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
アクティビティ・ガイドのプロパティを構成することでその動作をカスタマイズできます。これらのプロパティを構成するには、アクティビティ・ガイド・プロパティ・ファイルを編集する必要があります。
通常は、このファイルにactivityguide.propertiesという名前を付けます。別の名前を選択する場合は、パラメータAGPropsBeanNameを使用してag-tasktree-task-flowにその値を指定する必要があります。
表30-1に、このファイルで指定できるプロパティを示します。
例30-1は、典型的なアクティビティ・ガイド・プロパティ・ファイルを示しています。
表30-1 アクティビティ・ガイド・プロパティ
| プロパティ | 説明 | 可能な値 |
|---|---|---|
ServerConnectionMode | データの伝送のモードを指定します。 |
|
WorklistHttpURL | デジタル署名を使用する場合にのみ必要です。Oracle BPM WorklistアプリケーションにアクセスするためのURLを指定します。 | http://host:port/integration/worklisapp |
SelectionFilter | アクティビティ・ガイドのプロセスをフィルタ処理するのに使用するフィルタを指定します。 |
|
AGDefinitionFilter | アクティビティ・ガイドのプロセスをフィルタ処理するのに使用する定義IDを指定します。アクティビティ・ガイドは、このIDに一致するプロセスの表示のみを行います。 | アクティビティ・ガイドの定義ID |
AGInstanceOrdering | アクティビティ・ガイドのプロセスの表示に使用する順序を指定します。 例: CREATION_DATE:ASC |
デフォルト値: ASC |
AGInstanceID | アクティビティ・ガイド・ツリーの表示に使用するインスタンスIDを指定します。 例: 10001 | アクティビティ・ガイドのインスタンスID |
CustomPredicate1 | アクティビティ・ガイドのプロセスのリストをフィルタ処理するための、追加の述語を指定します。 例: CREATOR、EQ、jstein | 列名, 演算子, 値 |
CustomPredicate2 | アクティビティ・ガイドのプロセスのリストをフィルタ処理するための、別の追加の述語を指定します。この述語はCustomPredicate1で使用されます。 | 列名, 演算子, 値 |
ShowAllAGTreeNodesProperties | アクティビティ・ガイドで、アクティビティ・ガイド、マイルストンおよびタスクのプロパティを説明するセクションを、上部に表示するかどうかを指定します。 |
デフォルト値: true |
ShowRefreshButton | リージョン領域でリフレッシュ・ボタンを表示するかどうかを指定します。 |
デフォルト値: false |
AGTasksPopupTaskFlowID | タスクのポップアップに表示する内容を指定します。 | 完全修飾されたタスクフローID |
HideAGTreeRootNode | アクティビティ・ガイド・ツリーのルート・ノードでガイド付きビジネス・プロセスのタイトルを非表示にします。 |
デフォルト値: false |
ShowCustomBlockedIcon | ガイド付きビジネス・プロセスがカスタム・タスクがブロックされたアイコンを表示するかどうかを指定します。 |
デフォルト値: false |
例30-1 アクティビティ・ガイド・プロパティ・ファイル
ガイド付きビジネス・プロセスは、SOAコンポジット・プロセスと同じ方法で、アプリケーション・サーバーにデプロイされます。
ただし、ガイド付きビジネス・プロセスを、JDeveloperに含まれる埋込みのOracle WebLogic Serverではなく、Oracle WebLogic Serverのスタンドアロン・インスタンスにデプロイする必要があります。
ガイド付きビジネス・プロセスをOracle WebLogic Serverにデプロイするには、次の主なステップを実行します。
ガイド付きビジネス・プロセスをデプロイするには:
ガイド付きビジネス・プロセスのデプロイでの主なステップは次のとおりです。
JDeveloperを使用してガイド付きビジネス・プロセスをデプロイするには:
Antスクリプトを使用してガイド付きビジネス・プロセスをデプロイするには:
SOAコンポジットのアプリケーション・サーバーへのデプロイの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のEnterprise Managerを使用したSOAアプリケーションのデプロイに関する項を参照してください。
例30-2 Antスクリプトを使用したガイド付きビジネス・プロセスのデプロイ
デプロイ済のガイド付きビジネス・プロセスのインスタンスは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールで作成できます。これは、テストを行う場合に役立ちます。
ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスを作成するには:
例30-3 Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlコンソールのURL
この章では、ガイド付きビジネス・プロセスの作成時に定義したマイルストンを使用して、プロセス・インスタンスを表示するクライアント・アプリケーションの構築方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
ガイド付きビジネス・プロセスは、ガイド付きビジネス・プロセスを表示および実行するADFアプリケーションの構築に使用できる事前定義済ADFタスクフローを提供します。
提供されたADFタスクフローが要件を満たさない場合、UIクライアント・アプリケーションが表示する情報を取得するために、ガイド付きビジネス・プロセスが提供する一連のAPIを使用できます。これらのAPIを使用すると、WebサービスおよびEnterprise Java Beansを使用して、マイルストンおよびタスクに関するデータを取得できます。
ガイド付きビジネス・プロセスのクライアント・アプリケーションは、ガイド付きビジネス・プロセスのタスク・フローのユーザー・インタフェースを提供します。任意の構成で、シンプルなADF JSPXページに、クライアント・アプリケーションを開発できます。
通常、クライアント・アプリケーションには、アクティビティ・ガイド・ツリーを表示するリージョンと、ツリーから選択された特定のノードの詳細を表示する別のリージョンが含まれます。これらの2つのリージョンを表示する方法として、JSPXページの左側に動的なリージョン、右側にヒューマン・タスク・フローを配置します。ただし、構成することはできます。
ガイド付きビジネス・プロセスのクライアント・アプリケーションを開発するには:
ファイル・ブラウザ・ダイアログ・ボックスが開きます。
<JDEV_HOME>/jdeveloper/soa/modulesの下にあるoracle.bpm.activityguide-ui.jarを選択します。注意:
タスク・フローをドラッグ・アンド・ドロップすると、そのタスク・フローのリージョンが自動的に作成されます。
注意:
通常は、このファイルに
activityguide.propertiesという名前を付けます。別の名前を選択する場合は、パラメータAGPropsBeanNameを使用してag-tasktree-task-flowにその値を指定する必要があります。
アクティビティ・ガイド・プロパティの詳細は、「アクティビティ・ガイド・プロパティの構成」を参照してください。
アイデンティティ伝播を使用してアクティビティ・ガイドを保護する場合、WorkflowAdminUserプロパティおよびWorkflowAdminPasswordプロパティは必要ありません。
AGTasksPopupTaskFlowID: このパラメータを使用して、ADF動的リージョンにタスク・フロー・サマリーを表示します。関連するタスク・フローIDを入力します。
このパラメータを設定しない場合、OutputTextの値が、デフォルトのタスク・サマリーとして、ポップアップに表示されます。
無効なタスク・フローのリージョンIDを指定した場合、ガイド付きビジネス・プロセスでは、リージョンがレンダリングされず、サーバー・ログにメッセージが記録されます。
ShowRefreshButtonを追加します。この値をtrueに設定すると、リフレッシュ・ボタンの表示が有効になり、falseまたはその他の値にすると、リフレッシュ・ボタンが無効になります。 ShowRefreshButtonを追加し、その値をtrueに設定します。このタスク・フロー・パラメータは、アクティビティ・ガイド・プロパティ・ファイルに設定されたパラメータの値をオーバーライドします。 ShowRefreshButtonパラメータの値がemptyまたはnullの場合、ファイルactivityguide.propertiesのプロパティShowRefreshButtonでは、リフレッシュ・ボタンを表示するかどうかを定義します。activityguide.propertiesファイルにこのプロパティの値を指定しない場合、リフレッシュ・ボタンはクライアントに表示されません。
例31-1は、ツリー・タスク・フローへのShowRefreshButtonパラメータの追加を示しています。
activity.propertiesファイルの場所を含めるように、ファイルadfc-config.xmlを編集します。これは、activityguide.propertiesファイルへの絶対パスである必要があります。adfc-config.xmlの例を例31-2に示します。
例31-1 ツリー・タスク・フローへのShowRefreshButtonパラメータの追加
例31-2 activityguide.propertiesファイルへの参照を使用したadfc-config.xmlファイル
例31-3 ワークフロー・サービス・クライアント構成ファイル
ADF Webプロジェクトを使用したJDeveloperアプリケーションが作成されます。アプリケーションには次のものが含まれます。
activityguide.propertiesファイル。 ランタイムに、Oracle ADFアプリケーションでは、デザインタイムに開発されたガイド付きビジネス・プロセスが表示されます。共通のADFレイヤーのコンテキスト・イベント・メカニズムによって、対応するアクティビティ・ガイド・ツリーとアクティビティ・ガイド・ノード詳細の間の通信を処理します。
ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスを選択すると、アクティビティ・ガイド・ツリーにそのガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスのアクティビティ・ガイド、マイルストンおよびタスクの情報が表示されます。
または、JSFページのactivityguide.propertiesファイルのAGInstanceIDプロパティを構成して、特定のガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスの次の情報をレンダリングすることができます。
アクティビティ・ガイド・ツリーのマイルストン・ノードを選択すると、そのマイルストンの下のサブツリーが取得またはリフレッシュされます。
アクティビティ・ガイド・ツリーのタスク・ノードを選択すると、そのタスクの詳細タスク情報が表示されます。
ガイド付きビジネス・プロセスのクライアント・アプリケーションを保護するには、適切な資格証明を持つユーザーのみが、ガイド付きビジネス・プロセスで説明されたタスクを完了できることを確認します。
セキュリティ機能には、認証、認可およびポリシー施行があります。
ガイド付きビジネス・プロセス・クライアント・アプリケーションをローカライズすると、定義したすべてのサポート言語でこのクライアントを実行できます。
ガイド付きビジネス・プロセス・アプリケーションをローカライズする場合は、ガイド付きビジネス・プロセスの設計時に次のコンポーネントをローカライズする必要があります。
ガイド付きビジネス・プロセスは、ユーザー・インタフェースの一部である文字列(表示タイトル、説明など)を自動的に翻訳します。ガイド付きビジネス・プロセスは、次のロケールをサポートします。
ガイド付きビジネス・プロセスのローカライズ方法の詳細は、「ガイド付きビジネス・プロセス・クライアント・アプリケーションでサポートされるロケールの構成方法」を参照してください。
ガイド付きビジネス・プロセス・アプリケーションで他のロケールをサポートするように構成するには、ガイド付きビジネス・プロセスの開発時に、そのロケールに必要なバンドルが提供されていることを確認します。
ガイド付きビジネス・プロセス・クライアント・アプリケーションでサポートされるロケールを構成するには:
<f:view locale= #{view.locale}>
Project_Root /public_html/WEB-INFの下にあるfaces-config.xmlファイルを編集します。 例31-4は、サポートされる一連のロケールを追加した後のfaces-config.xmlファイルを示しています。
例31-4 faces-config.xmlファイル
ガイド付きビジネス・プロセスでは、使用可能なマイルストンおよびマイルストンを構成するタスクに関する詳細を取得できる一連のAPIが提供されます。
事前定義されたアクティビティ・ガイドADFタスクフローが要件を満たさない場合、これらのAPIを使用して、クライアント・アプリケーションに表示する情報を取得できます。
このAPIは、ガイド付きビジネス・プロセスを表示するアプリケーションの次のユーザー・ナビゲーション・シナリオをサポートするように設計されます。
フィルタを使用して、ガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスのリストを表示します。使用可能なフィルタは次のとおりです。
MY: ユーザーに割り当てられたアクティブなタスクを含むガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス。 REPORTEES: 現在のユーザーへの報告先に割り当てられたアクティブなタスクを含むガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス。 PREVIOUS: ユーザーに割り当てられた完了済タスクを含むガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス、および、特定のタスクを別のユーザーに再割当てするインスタンス。 ADMIN: ガイド付きビジネス・プロセス管理者に表示されるガイド付きビジネス・プロセス・インスタンス。アクティブなインスタンスは、すべてのユーザーに割り当てることができます。 注意:
BPMAGAdminロールは、管理者ロールが割り当てられたユーザーにマップされます。このロールによって、ユーザーは、完了済インスタンス、アクティブなインスタンスおよびエラーのあるインスタンスなど、サーバーで使用可能なすべてのガイド付きビジネス・プロセス・インスタンスを問合せできます。$DOMAIN_HOME/config/fmwconfig/system-jazn-data.xmlにある構成ファイルには、このロールの定義が含まれています。
注意:
ガイド付きビジネス・プロセスAPIを使用すると、タスクIDを指定して、詳細タスク情報を取得できますが、タスク情報は取得されません。これを行うには、ワークフロー・サービスAPIなど、別のAPIが必要です。
ワークフロー・サービスの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のヒューマン・ワークフロー・サービスの概要に関する項を参照してください。
表31-1 ガイド付きビジネス・プロセス問合せサービスAPI
| メソッド | 説明 |
|---|---|
|
文字列パラメータ
マイルストンおよびタスクはアクティビティ・ガイド・インスタンス・ビューに表示されないので、不要なパフォーマンスのオーバーヘッドを避けるために、 |
| アクティビティ・ガイド・インスタンスIDによって指定された 戻された 文字列パラメータ
文字列パラメータ
|
| アクティビティ・ガイド・インスタンス内のマイルストンの表示情報を戻します。 戻された 文字列パラメータ
文字列パラメータ
|
APIによって、カスタム・アプリケーション内からガイド付きビジネス・プロセス問合せおよびメタデータ・サービスにアクセスできます。
次の例は、ガイド付きビジネス・プロセスのランタイム・サービスにアクセスするためのJava APIの使用を示しています。
例31-5 EJBを使用したガイド付きビジネス・プロセスのランタイム・サービスへのアクセス
EJBおよびWebサービスAPIの詳細は、Javadocを参照してください。
ガイド付きビジネス・プロセスは、ログ・ファイルを使用して、実行する様々な操作に関する情報を格納します。このファイルには、アプリケーションの動作を追跡するログ・メッセージ、およびアプリケーションの実行中に発生する可能性のあるエラーが含まれます。
このログ・ファイルの情報を使用して、アプリケーションの予期しない動作の原因を見つけることができます。
ログ・メッセージの重要度は、メッセージのレベルに応じて異なります。デバッグ目的で使用されるメッセージのレベルは、警告またはエラーを含むメッセージのレベルと異なります。
ガイド付きビジネス・プロセスのロギングを構成して、必要に応じて、あるレベルのメッセージのみを記録できます。
ガイド付きビジネス・プロセスを構成して、クライアント側にログ・ファイルを生成できます。
クライアント側でロギングを有効化するには:
<DOMAIN_HOME>/config/fmwconfig/servers/Server Nameで、logging.xmlファイルを検索します。 logging.xmlファイルを編集のために開きます。<loggers>要素に次のエントリを追加します。 ガイド付きビジネス・プロセスを構成して、サーバー側にログを生成できます。
サーバー側でロギングを有効化するには:
<DOMAIN_HOME>/config/fmwconfig/servers/Server Nameで、logging.xmlファイルを検索します。logging.xmlファイルを編集のために開きます。<loggers>要素に次のエントリを追加します。<logger name="oracle.bpm.services.activityguide.query" level="NOTIFICATION:1" useParentHandlers='true'>
ログ・メッセージには、問題の重大度を識別するレベルが含まれています。
表28-3は、使用可能なログ・レベルを示しています。重大度の列では、ある重大度を識別するのに使用される共通の用語を説明しています。ログ・レベル値の列では、logging.xmlファイルで使用する必要がある値を指定しています。
表31-2 ログ・レベル値
| 重大度 | ログ・レベル値 | 説明 |
|---|---|---|
致命的 | INCIDENT_ERROR:1 | 原因が不明の重大な問題を示しています。ユーザーは自分で問題を解決できないため、Oracleサポートに連絡する必要があります。 |
重大 | ERROR:1 | システム管理者がすぐに対処する必要がある重大な問題を示しています。 |
警告 | WARNING:1 | 潜在的な問題を示しています。システム管理者は、これらのログ・メッセージを確認する必要があります。 |
情報 | NOTIFICATION:1 | 主要サブコンポーネントや機能のアクティブ化または非アクティブ化などの、主要なライフサイクル・イベントを示しています。 |
構成 | NOTIFICATION:16 | 下位レベルで発生した標準イベントを指定します。 |
普通 | TRACE:1 | パブリックAPIのエントリ・ポイント/終了ポイントなどの、製品のエンド・ユーザーにとって意味のあるイベントのトレースまたはデバッグ情報を示しています。 |
詳細 | TRACE:16 | Oracleサポートが特定のサブシステムでの問題を診断するのに役立つ可能性のある、詳細なトレースまたはデバッグ情報を指定します。 |
ガイド付きビジネス・プロセスのロギングを構成して、ガイド付きビジネス・プロセスのログに格納された情報の詳細のレベルを指定できます。
ログ・レベルを設定するには、logging.xmlファイルのロガー要素で、属性レベルの値を変更する必要があります。
ログ・レベルをある重大度に設定すると、それより高い重大度に対応するすべてのメッセージも格納されます。たとえば、ログ・レベルを「重大」に設定した場合、重大度が「致命的」のログ・メッセージも記録されます。
ログ・メッセージは、ファイル<DOMAIN HOME>/servers/<Server Name>/logs/Server Name-diagnostic.logに格納されています。
テキスト・エディタを使用して、ログ・メッセージを含むファイルを表示できます。
ログ・メッセージには、ガイド付きビジネス・プロセス・アプリケーションの問題を識別するのに役立つ情報が含まれています。
表28-3は、ログ・メッセージを構成する項目を説明しています。
表31-3 ログ・メッセージ項目
| ログ・メッセージ項目 | 説明 |
|---|---|
日付と時間 | このログ・メッセージが生成された日付および時間を指定します。 |
メッセージ・タイプ | メッセージの重大度を指定します。 |
実行コンテキストID (ECID) | 元のコンポーネントが実行中のスレッドに対応するグローバル一意識別子および順序番号。これを使用して、同一のスレッドに含まれる可能性がある複数のコンポーネントからのメッセージを関連付けることができます。 |
アプリケーション名 | ログ・メッセージを生成したアプリケーションの名前を指定します。 |
クラス・パッケージ名 | ログ・メッセージを生成したクラスのパッケージを指定します。 |
メッセージID | メッセージを一意に識別する短い識別子を指定します。 |
メッセージ・テキスト | イベントを説明します。このメッセージはローカライズされているため、システムのロケールに対応した言語で表示されます。 |
ログ・ファイルを読む際には、メッセージ・テキストを見つける必要があります。このテキストは、何が発生したかを説明しています。メッセージ・タイプは、問題がどの程度重大かを識別するのに役立ちます。様々なメッセージ・タイプの詳細は、表31-2を参照してください。
ログ・メッセージの日付と時間を使用して、問題の原因となるアクションを特定できます。
注意:
Oracleサポートに連絡する前に、メッセージIDおよび実行コンテキストIDをOracleサポートに提供できることを確認してください。
例31-6 ログ・メッセージの例
例28-12は、loginUserIdの変更に関する情報を含む通知ログ・メッセージを示しています。この例での各ログ・メッセージ項目は、次のとおりです。
この章では、Oracle SOA Suiteのヒューマン・ワークフロー・サービスで使用可能な承認管理の拡張機能について説明します。ヒューマン・ワークフロー・サービスの役割は、ビジネス・プロセスに参加しているユーザーまたはグループのすべての相互作用を処理することです。これを行うために、組織内で該当するユーザーのタスクを作成および追跡します。
ユーザーは通常、Oracle BPM Worklist、電子メール、ポータル、カスタム・アプリケーションなどの各種クライアントを通じてタスクにアクセスします。承認管理の拡張機能では、ビジネス・ドキュメントおよび関連するルールを考慮して作業アイテムの承認階層を決定することで、ヒューマン・ワークフローのための複雑なタスク・ルーティング・スリップを定義できます。さらに、承認管理の拡張機能では、スーパーバイザまたはポジション階層に基づいて関連付けられたリスト・ビルダーを使用して、複数ステージの承認を定義できます。Oracle JDeveloperのヒューマン・タスク・エディタで承認タスクを定義し、そのタスクをBPELプロセスに関連付けます。
ヒューマン・タスクの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドのヒューマン・ワークフロー・サービス・コンポーネントの使用内の部内の章を参照してください。
この章の内容は次のとおりです。
承認管理の拡張機能では、複雑な承認パターンでヒューマン・ワークフロー・サービスを拡張します。これは、ヒューマン・ワークフローの高度な割当てマネージャとして機能します。
主なワークフロー機能は次のとおりです。
AMXは、次の追加機能を提供します。
次の図は、主要なAMXおよびヒューマン・タスク統合コンポーネントを示しています。これらのコンポーネントは、この章の後述の項で説明します。
図32-1 アーキテクチャ全体

ヒューマン・ワークフロー・サービスによって、ユーザーは、ビジネス・プロセスの一部として、ユーザーの相互作用をモデリングできます。ヒューマン・ワークフロー・サービスは、タスクおよびルールのメタデータに基づいてリクエストを処理します。これは、次の一連のコア・サービスで構成されています。
これらのサービスは、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の「ヒューマン・タスクのタスク表示フォームの設計」の章で詳しく説明しています。AMXは、ビジネス・ルールに基づく複雑な承認パターンのモデリングを可能にし、ヒューマン・ワークフロー内の高度な割当てマネージャとして機能します。
承認管理に必要なコア・コンポーネントは、次のとおりです。
このタスク・エディタは、ヒューマン・タスクおよびルーティング・スリップのメタデータの定義に使用されます。タスク・エディタを使用すると、このようなメタデータを、タスク・パラメータ、結果、有効期限とエスカレーション、および通知の設定として定義できます。AMXによって追加された一部のコンポーネントには、次を実行するための機能が含まれています。
複雑な承認を処理するのに必要な主なサービスは、次のとおりです。
Oracle BPM Worklistは、ユーザーに割り当てられたタスクにアクセスして、承認プロセス内のロールに基づくアクションを実行できるWebベースのアプリケーションです。Oracle BPM Worklistは、次のプロファイルをサポートしています。
AMXは、複雑な承認パターンを処理する追加機能を使用して、ヒューマン・ワークフロー・サービスを拡張します。
理解している必要があるヒューマン・ワークフローの概念は、次のとおりです。
これらの概念は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドの「ヒューマン・ワークフロー・サービス・コンポーネントの使用」の部で説明されています。
後述の項では、複雑な承認を処理するために導入された新しい概念について説明します。
タスクは承認を処理します。要件によって提供されるビジネスに基づいて、各承認要件に対して異なるタスクが作成されます。たとえば、新規経費精算書の承認タスクや、新規注文書の承認タスクなどです。
タスクの標準的なメタデータは次のとおりです。
次の図は、サンプルの承認パターンでの様々なステージを示しています。
図32-2 承認リスト構造

承認パターンは、次の4つのステージで構成されています。
ヘッダー承認は、ライン承認およびレシート検証と並行して実行されます。これらのステージの実行後に、支払ステージが実行されます。
4つの各ステージに、リスト・ビルダーがあります。ステージ内の複数のリスト・ビルダーを、相互にシリアルまたはパラレルで実行できます。各リスト・ビルダー内に1つ以上の承認者を設定できます。次の図は、これらの概念について説明しています。
図32-3 ステージおよびそのリスト・ビルダー

これらの概念は、後述の項で説明しています。
ADFビジネス・コンポーネント・オブジェクトは、サービス・インタフェースを介してサービス・データ・オブジェクト(SDO)として簡単に公開できます。これにより、ビジネス・エンティティを受け入れる柔軟な方法が提供されます。その後、SDOをネイティブでサポートすると、複数のビジネス・エンティティを受け入れることができます。これは、将来のFlexfield SDOサポートへの基礎を築くことにもなります。SDOは構造化XMLであるため、タスク・ペイロードを介して静的XMLとしてSDOを渡すことができます。
コレクションは、タスクのエンティティ・パラメータに定義されます。これにより、XPATH式によって取得されたXMLフラグメントとして、ビジネス・エンティティの一部にアクセスできます。キーを使用すると、このフラグメントの主キーを識別できます。
エンティティ・パラメータは、SDOまたは静的XMLへのアクセス方法を示す定義です。エンティティ・パラメータは、SDOの次の情報を取得します。
エンティティ・パラメータは、静的XMLの次の情報を取得します。
たとえば、経費伝票は、ヘッダー、ラインおよびコスト・センターの階層グループを持つことができます。ヘッダーおよびラインが、セット承認者を決定するのに必要な唯一のコンポーネントである場合、承認ポリシーの目的で、ヘッダーおよびラインでのコレクションのみ定義できます。ルールの定義に必要ないビジネス・ドキュメントの一部は、コレクションとしてマップする必要がありません。
詳細は、Oracle Application Development FrameworkによるFusion Webアプリケーションの開発ガイドのアプリケーション・モジュールによるビジネス・サービスの実装およびサービス対応アプリケーション・モジュールの統合を参照してください。
ステージは、コレクションに関連する一連の承認です。複数の承認ステージに同じコレクションを関連付けることができます。
次の図は、ステージおよびコレクションのマッピングを示しています。
図32-4 ステージおよびコレクションのマッピング

各承認ステージは、コレクションに関連付けられます。その図では、承認に4つのステージがあります。
複合承認は、複数のステージで構成され、相互にシリアルまたはパラレルでモデリングできます。各ステージは、承認者のリストを決定するリスト・ビルダーで構成されます。
オプションで、各リスト・ビルダーを承認ポリシー、つまりルールのセットに関連付けることができます。ランタイムに、ステージ内で使用されたリスト・ビルダーおよび関連付けられたポリシーに基づいて、適切な承認のセットが戻されます。
「ステージ」で説明しているように、各承認ステージは、承認者の実際のリストを決定するリスト・ビルダーで構成されます。次のリスト・ビルダーがサポートされています。
静的な名前またはXPath式から取得された名前を使用して、リストを作成できます。
事前定義された承認者グループを、承認者リストに含めます。承認グループは、静的にも動的にもなります。
スーパーバイザ階層内を上行します。指定された承認者から開始し、十分なジョブ・レベルを持つ承認者が見つかるまで続行します。
ポジション階層内を上行します。指定された承認者のポジションから開始し、十分なジョブ・レベルを持つポジションが見つかるまで続行します。
プライマリ・スーパーバイザ階層内を上行します。リクエスタまたは指定された承認者から開始し、固定承認者数を持つチェーンを生成します。
対応するユーザー・ディレクトリ内の管理関係に基づいて、リストを作成できます。
管理チェーン最初の割当て先が単一ユーザーの場合、管理チェーン参加者タイプでサポートされるのはパラレル・ルーティングのみです。管理チェーンの最初の割当て先として、一連のユーザーまたはグループなどのパラレル参加者を指定することはできません。
様々な条件に基づいて様々なリスト・ビルダー・タイプを戻すルールをモデリングできます。たとえば、ルールを持つスーパーバイザ・リスト・ビルダーをモデリングする場合、ルールは、スーパーバイザ・リスト・ビルダーのみを戻すことができます。ルール・ベースのリスト・ビルダーをモデリングする場合、ルールは、様々なリスト・ビルダー・タイプを戻すことができます。
注意:
承認グループ、ジョブ・レベル、ポジションおよびスーパーバイザ・リスト・ビルダーはAMXに固有で、「リスト・ビルダーをモデリングおよび構成する方法」に詳細が説明されています。
名前と式、管理チェーン、およびルールベースのリスト・ビルダーの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドのタスク参加者の割当て方法の項の単一タスク参加者リストの作成を参照してください。
標準的なヒューマン・タスク操作の大部分も、AMXベースのタスクで使用できます。共通の操作は、次のとおりです。
注意:
ポジション・リスト・ビルダーでは、承認者が委任、エスカレートまたは非定型挿入の実行を行うことはできません。
アクションの完全なリストは、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発の「Oracle BPM Worklistアプリケーションの使用方法」の章のタスクの操作: 「タスクの詳細」ページに関する項を参照してください。
タスク定義のインラインで、またはタスクの実際の承認者を識別するリスト・ビルダーを指定するビジネス・ルールを使用して、タスクの承認者を定義できます。さらに、ビジネス・ルールを使用して、承認者の置換およびリストの変更を指定できます。これらのルールは、Oracle Business Rulesのヘルプを使用して定義され、組織間で変えることができます。ただし、通常、これらは顧客によって定義されます。
ビジネス・ルールは、条件とアクションの組合せです。オプションで、ビジネス・ルールに優先度および有効期間を定義できます。ヒューマン・ワークフロー・ルールでは、タスク、タスク・メッセージおよび(SDOオブジェクトのXML表現である)エンティティ属性に対応するファクト・タイプを使用して、ルール条件が定義されます。ルール・アクションは、承認者リスト・ビルダーおよびそのパラメータで構成されます。承認者リスト・ビルダーは、特定の階層に移動し、定義されたパラメータに応じて承認者リストを作成または変更します。承認者リスト・ビルダーは、XML (JAXB)ファクト・タイプとして実装されます。
これらの概念の詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドのビジネス・ルール・サービス・コンポーネントの使用の部を参照してください。
リスト作成ポリシーには、リスト・ビルダーを作成するルール条件およびアクションが含まれます。
次のルールの例は、SDOベースのファクト・タイプに基づく承認者リストを作成する、スーパーバイザ・リスト・ビルダー・パラメータの構成を示しています。
詳細は、「リストを作成する方法」を参照してください。
例32-1 ルール1
例32-2 ルール2
リスト置換を使用して、リストに表示されるユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールを置換できます。リスト置換は、ルール・デザイナから使用可能で、JDeveloperでの構成は必要ありません。
次のルールの例は、承認者の置換の使用方法を示しています。
このルールは、経費項目の金額が4000より小さい場合、承認者jcooperを承認者jstein(承認者リストに存在する場合)に置換することを示しています。
詳細は、「承認者の置換を行う方法」を参照してください。
例32-3 承認者の置換の使用方法
ジョブ・レベルおよびポジションのリストを、ルールから拡張または切り捨てることができます。リストの変更は、リストの作成後に適用されます。
次のルールの例は、リストの変更の使用方法を示しています。
このルールは、経費項目の金額が3000より大きい場合、および承認者リストの最終承認者がジョブ・レベル3の場合、承認者リストを少なくとも相対的に2レベルまで拡張することを示しています。
詳細は、「リストの変更を行う方法」を参照してください。
例32-4 リストの変更の使用方法
複数ステージの承認をモデリングする機能を提供するヒューマン・タスクを定義することで、承認管理タスクを設計し、ビジネス・オブジェクトおよび関連付けられたHR階層プロバイダの承認ポリシーに基づいて、適切な承認者を決定します。
この項では、JDeveloperで承認管理タスクをモデリングするのに使用する、モデリング・プロセス全体およびプロセスの詳細について説明します。
承認管理タスクを設計するためのモデリング・プロセスは、次のとおりです。
ヒューマン・タスク定義の作成には、次のタスクがあります。
これらの手順の一部は、後述の項で説明しています。説明されていない詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドの「ヒューマン・ワークフロー・サービス・コンポーネントの使用」の部内の章を参照してください。
承認管理タスクを設計する前に、次の前提条件を満たしている必要があります。
タスク・タイトル、結果、優先度、所有者およびカテゴリなどの一般的な情報は、AMXに固有ではありません。
これらの詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のヒューマン・タスク・アクティビティのタイトル、イニシエータ、優先度およびパラメータ変数の定義方法を参照してください。
タスク・オブジェクトのタイトル属性には、大部分は本質的にわかりやすい、ユーザーフレンドリな値が含まれています。AMXでは、ユーザーの優先言語でレンダリングするように、タスク・タイトルをグローバル化できます。
タイトルは、デザインタイム用に*.taskファイルで、ランタイム用にWorkflowTask.xsdファイルで定義されます。現在、これらのファイルの両方の要素の定義は、シンプルなxsd(文字列タイプ)です。翻訳可能でフォーマットされた文字列を提供するメカニズムに対応するために、グローバリゼーション用にこれらの要素の構造および使用方法を変更します。
これらの要素のデザインタイムのメタデータは、値要素および一連のオプション・パラメータを含めるように拡張されます。XPath式または静的として定義されたメッセージは、値要素に格納された情報を持ち、パラメータは必要ありません。リソース・バンドル内の情報に依存している定義済のメッセージには、定義されたパラメータを持つ値要素に格納されたキーがあります。
ヒューマン・タスク・エディタは、式ビルダーでのメカニズムを提供し、ユーザーはリソース・キーおよびパラメータを指定できます。同時に、taskDefinitionで、適切なデザインタイムのXMLを生成します。
次の図は、ヒューマン・タスク・エディタのグローバリゼーション・アイコンを示しています。
図32-5 タイトル・グローバリゼーション・アイコン

次の手順は、翻訳可能な文字列の追加方法を説明しています。これは、リソース・バンドルが指定されていることを前提としています。
「グローバル」アイコンが表示されます。
「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスでプラス記号(+)をクリックすると、次の「新規キーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図32-6 「新規キーの作成」ダイアログ

追加された新規キーのダイアログ・ボックスは、新規キーが追加された後の「翻訳可能文字列の編集」ダイアログ・ボックスを示しています。
図32-7 追加された新規キー

翻訳可能なテキストおよび値のダイアログ・ボックスは、完了した「翻訳可能文字列の編集」ダイアログを示しています。
図32-8 翻訳可能なテキストおよび値

注意:
タイトル値、またはタイトル値の定義は、TaskDefinition XML(
.task)ファイル、またはbpelファイルの2つの場所で設定できます。bpelファイルで設定すると、この値は、TaskDefinitionでの定義より優先されます。ただし、bpelファイル内の値は翻訳可能になりません。
タスク・パラメータの指定には、次のタスクがあります。
SDOサービスは、ワークフロー・サービスから起動して、XMLとしてSDOを取得できます。この起動は、SOA Webサービス・コールのフォームにあります。SDOサービスのWSDL URLが使用可能な場合、「Webサービスの作成」ダイアログ・ボックスを使用して、Webサービス参照を追加する必要があります。
参照を作成するには、次の図に示すように、WSDL URLを入力し、使用可能なポート・タイプからポート・タイプを選択します。
図32-9 Webサービス参照

SDOの作成の詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発の、SOAコンポジット・エディタの概要に関する項の、参照の概要に関する項を参照してください。
次の手順によって、サービス・データ・オブジェクト(SDO)を受け入れることができます。
これにより、ファブリックは、WSDLを指す特定のURLへの必要なすべてのワイヤリングを作成できます。
これにより、SDO Webサービスへの入出力を表すタスク・パラメータが作成されます。
次の手順によって、静的XMLを受け入れることができます。
コレクションは、タスク・メッセージ属性の特定の部分である静的XMLベースおよびエンティティの両方の属性への参照です。コレクションを定義すると、コレクションをステージに関連付けて、コレクションの処理時にステージを識別できます。
コレクションの定義には、コレクション名の定義およびコレクション要素へのXPathの定義があります。コレクションをエンティティ属性に定義する場合、コレクション要素のキーも指定する必要があります。各キーはコレクション要素の直接の子である必要があります。次の図は、コレクションの定義方法を示しています。
図32-10 コレクションの定義

コレクションを定義すると、JDeveloperによって、コレクションが繰返し要素であるかどうかが自動的に決定されます。この情報は、コレクションをステージに関連付けるときに使用されます。非繰返しコレクションは、単一のステージに関連付けることができます。繰返しコレクションは、ステージに関連付ける場合、ランタイムにコレクション内の各要素のステージをパラレルで繰り返します。コレクション情報のステージでの使用方法の詳細は、「ステージをモデリングおよび構成する方法」を参照してください。
ヒューマン・ワークフローは、タスクのペイロードから抽出されたデータなど、ユースケース固有のデータを格納するのに使用できるタスク・メッセージ属性を提供します。これらの属性は、フレックスフィールド属性またはマップ済フレックスフィールド属性とも呼ばれます。
マップ済フレックスフィールド属性を使用すると、ペイロード値を、タスク詳細で非表示にするのではなく、タスク・リスト内の列として表示できます。これらの値は、ヒューマン・ワークフロー・データベース・スキーマに格納され、問合せ、ビュー定義および割当てルール定義で使用できます。
メッセージ属性には次の2つのタイプがあります。
表32-1には、60個の使用可能な保護済のフレックスフィールド属性がまとめられています。
表32-1 保護済のフレックスフィールド属性
| 名前 | 説明 |
|---|---|
ProtectedTextAttribute1からProtectedTextAttribute20 | テキスト・データを2000文字まで格納します。タスク問合せサービスを介したOracle BPM Worklistでのキーワード検索中に、これらのフィールドの内容がチェックされます。 |
ProtectedFormAttribute1からProtectedFormAttribute10 | テキスト・データを2000文字まで格納します。Oracle BPM Worklistでのキーワード検索中に、これらのフィールドの内容はチェックされません。 |
ProtectedURLAttribute1からProtectedURLAttribute10 | テキスト・データを200文字まで格納します。Oracle BPM Worklistでのキーワード検索中に、これらのフィールドの内容はチェックされません。 |
ProtectedDateAttribute1からProtectedDateAttribute10 | 日付情報を格納します。 |
ProtectedNumberAttribute1からProtectedNumberAttribute10 | 数値情報を格納します。 |
属性ラベルは、意味のある文字列を、特定のフレックスフィールド属性に適用できるユーザー定義のプロパティです。ラベルは、属性に格納するデータを反映する必要があります。たとえば、CustomerNameをProtectedTextAttribute1に、OrderNumberをProtectedNumberAttribute2に、OrderDateをProtectedDateAttribute1にします。
フレックスフィールド属性は、属性に定義された複数の属性ラベルを持つことができます。たとえば、属性ProtectedTextAttribute1は、ラベルCusomerName、PartIdおよびEmployeeDepartmentを持つことがあります。
保護済の属性の属性ラベル・マッピングは、デザインタイムにヒューマン・タスク・エディタで定義されます。これらは、特定のタスク・コンポーネントと属性ラベル間のマッピングを定義し、属性の値を移入する方法を指定します。同じ属性ラベルを複数のマッピングで再利用できます。これにより、タスク・コンポーネントは、同じセマンティックな意味を持つデータを、共通のラベルで識別される共通の属性にマップできます。
たとえば、PurchaseOrder、LoanRequestおよびServiceRequestのタスクすべてがCustomerNameラベルへのマッピングを定義するとします。複数のタスク・コンポーネントで同じ属性ラベルを共有することによって、複数のタスク・タイプを問い合せ、共通の属性ラベルから値を表示またはフィルタ処理するワークリスト問合せを作成できます。たとえば、PurchaseOrder、LoanRequestおよびServiceRequestのタスクを選択し、ワークリストのタスク・リスト内の列としてCustomerNameを表示する問合せを作成できます。
次の図に示すように、ヒューマン・タスク・エディタの「マップ済属性」セクションで、属性ラベル・マッピングを定義します。
図32-11 「マップ済属性」セクション

次の手順を使用して、属性ラベル・マッピングを定義します。
図32-12 「マップ済属性の追加」ダイアログ

「属性」ドロップダウン・リストを使用して、指定したサーバーから使用可能な属性ラベルを移入します。
注意:
このリストには、このタスク・コンポーネントがマップされているフレックスフィールド属性のラベルは含まれていません。
通常、このXPath式は、タスクのペイロードから値を選択しますが、単純型(文字列、日付、数値など)と評価される有効な式を指定できます。
XPath式の指定は必須ではないことに注意してください。基礎となるフレックスフィールド属性の値を自分で設定するように選択できます。たとえば、タスクを開始するBPELプロセスにカスタム割当てアクティビティを追加したり、ワークフロー・サービスAPIを介してタスク・オブジェクトを操作できます。
ルーティングおよび承認ポリシーの指定には、次のタスクがあります。
機能のニーズに基づいて、順次ステージおよびパラレル・ステージの組合せとなる構造に、複数のステージを追加および配置できます。この項では、順次ステージおよびパラレル・ステージの作成方法について説明します。
次の手順を使用して、ステージを作成します。
図32-13 ステージの作成

順次ステージを作成するように選択した場合、割当ておよびルーティング・セクションは、次の図のようになります。
図32-14 順次ステージの追加

パラレル・ステージを作成するように選択した場合、割当ておよびルーティング・セクションは、次の図のようになります。
図32-15 パラレル・ステージの追加

次の図に示すように「編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
図32-16 「ステージの編集」ダイアログ

図32-17 「ステージの編集」ダイアログ: ステージの繰返し

次のように実行します。
各ステージ内で、デフォルトのタスク参加者を編集するか、新規タスク参加者を追加できます。ルーティング・パターンに基づいて、タスク参加者を次のいずれかに割り当てます。
ルーティング・パターンの選択後に、リスト・ビルダーを選択およびモデリングする必要もあります。このプロセスは、「リスト・ビルダーをモデリングおよび構成する方法」で詳細を説明しています。
ステージは、リスト・ビルダーの組合せを使用して、承認リストを生成します。詳細は、「ステージ」および「リスト・ビルダー」を参照してください。各タイプのリスト・ビルダーは、ステージごとに一度のみ使用できます。順次またはパラレルの順序で、これらの承認者リスト・ビルダーを配置できます。選択した順序は、リスト・ビルダーによって生成された承認者リストに含まれる承認者を承認タスクに割り当てる順序を制御します。
次のリスト・ビルダーはAMXに固有です。
表32-2は、AMX固有のリスト・ビルダーおよびそれに使用できるオプションを説明しています。
表32-2 リスト・ビルダー・オプション
| オプション名 | 説明 | リスト・ビルダー |
|---|---|---|
値ベース | 指定した値に基づいて、参加者のリストを作成するための制限を指定します。 | ポジション以外のすべて |
ルールベース | ルール・エディタで定義されたルールに基づいて、参加者のリストを作成するための制限を指定します。 | すべて |
名前 | 使用する承認グループの名前 | 承認グループ |
空のグループを許可 | メンバーのない承認グループの使用を許可します。 | 承認グループ |
ルールセットのリスト | 参加者のリストを作成するための制限を指定しているルールセットの名前。 | すべて |
開始参加者 | リスト内の最初の参加者。通常はマネージャです。 | ジョブ・レベル ポジション スーパーバイザ |
最上位の参加者 | 承認での最後の参加者。承認は、階層内でこの参加者より先には進みません。 | ジョブ・レベル ポジション スーパーバイザ |
レベル数 | スーパーバイザが移動するレベル数、またはジョブ・レベルおよびポジションのジョブ・レベル数を指定する正数。この数には、絶対値、開始点からの相対値、作成者を使用できます。 | ジョブ・レベル ポジション スーパーバイザ |
相対 | スーパーバイザが移動するレベル数、またはジョブ・レベルおよびポジションのジョブ・レベル数を指定する正数。可能な値は、開始点、作成者および絶対値です。 | ジョブ・レベル ポジション |
最後のレベルの全マネージャを含む | ジョブ・レベルがリスト内で以前に計算された最後の参加者のレベルと等しい場合は、リスト内の次のマネージャが含まれます。 | ジョブ・レベル |
使用される参加者 | 参加者の計算済リストからこのオプションで指定された参加者のみ使用します。使用可能なオプションは、全員、最初および最後のマネージャ、最後のマネージャです。 | ジョブ・レベル ポジション |
自動アクションの有効化 | リスト・ビルダーが次のオプションに基づいてタスクを自動的に実行するかどうかを指定します。 | スーパーバイザ ジョブ・レベル ポジション |
自動アクション | 設定される結果を指定します。自動アクションが有効でない場合は、nullにできます。 | スーパーバイザ ジョブ・レベル ポジション |
階層プロバイダ・プラグインを構成しない場合、ポジション・リスト・ビルダーは機能しません。
階層の拡張を定義する際に、プロパティmustUseSpecifiedProviderを定義しない場合、そのデフォルト値はtrueです。
階層プラグインに問題がある場合に例外をスローしないようにスーパーバイザおよびジョブ・レベル・リスト・ビルダーを構成できます。リスト・ビルダーを構成するには、workflow-identity-config.xml構成ファイルにmustUseSpecifiedProviderプロパティを追加し、値属性をfalseに設定する必要があります。
デフォルトでは、workflow-identity-config.xmlファイルには、mustUseSpecifiedProviderプロパティが含まれていません。このプロパティが存在し、その値がfalseの場合、階層プラグインに関する問題があると、スーパーバイザおよびジョブ・レベル・リスト・ビルダーはLDAP管理チェーンを使用します。
例32-5に、mustUseSpecifiedProviderプロパティを指定するworkflow-identity-config.xmlファイルを示します。このプロパティの値はtrueに設定されており、階層プラグインが使用可能でない場合に、スーパーバイザおよびジョブ・レベル・ビルダーが失敗するようになっています。
例32-5 workflow-identity-config.xml構成ファイル
承認グループは、静的に定義された、または動的に生成された承認者のリストです。承認グループは、通常、ワークリスト・アプリケーションを使用して、プロセス所有者によって構成されます。一般に、これらは、管理承認の前後にタスクを処理する必要がある、人事や弁護士などのトランザクションの権限の管理チェーンの外側の主題専門家をモデリングするのに使用されます。
静的な承認グループは事前定義済の承認者リストで、動的な承認グループはランタイムに承認者リストを生成します。動的な承認グループでは、次を実行する必要があります。
タスク・ペイロードに基づいて承認グループを動的に計算する必要がある場合は、動的な承認グループを使用します。具体的には、各ラインで異なる承認グループが必要になる可能性があるライン・レベルの承認の場合などです。たとえば、コスト・センターごとに異なるコスト・センター所有者の承認が必要になることがあります。各ラインには、異なるコスト・センター所有者の承認を必要とする異なるコスト・センターがある可能性があります。コスト・センターの総数が100を超える場合は、ビジネス・ルールによる管理が困難になることがあります。
承認グループ・リスト・ビルダーの2つのビューを次の図に示します。
図32-18 値ベースの承認グループ・リスト・ビルダー・ダイアログ

図32-19 ルールベースの承認グループ・リスト・ビルダー・ダイアログ

承認グループ・リスト・ビルダーをモデリングするには、まず、リスト・ビルダーの属性が値ベースまたはルールベースであるかを指定し、対応するダイアログ・ボックスでオプションを選択します。オプションの詳細は、表32-2を参照してください。
注意:
リソース・リストをグループで構成した場合、構成がシリアル・タイプであるかパラレル・タイプであるかにかかわらず、リソース・リストは単一タイプの参加者として動作します。
ジョブ・レベル・リスト・ビルダーは、スーパーバイザ階層内を上行します。指定された承認者から開始し、十分なジョブ・レベルを持つ承認者が見つかるまで続行します。
ジョブ・レベル・リスト・ビルダーの2つのビューを次の図に示します。
図32-20 値ベースのジョブ・レベル・リスト・ビルダー・ダイアログ

図32-21 ルールベースのジョブ・レベル・リスト・ビルダー・ダイアログ

ジョブ・レベル・リスト・ビルダーをモデリングするには、まず、リスト・ビルダーの属性が値ベースまたはルールベースであるかを指定し、対応するダイアログ・ボックスでオプションを選択します。オプションの詳細は、表32-2を参照してください。
ポジション・リスト・ビルダーは、ポジション階層内を上行します。リクエスタまたは指定された承認者のポジションから開始し、指定したレベル数または特定のポジションまで進みます。
次の図は、ポジション・リスト・ビルダーの表示を示しています。
図32-22 ルールベースのポジション・リスト・ビルダー・ダイアログ

ポジション・リスト・ビルダーをモデリングするには、まず、リスト・ビルダーの属性が値ベースまたはルールベースであるかを指定し、対応するダイアログ・ボックスでオプションを選択します。オプションの詳細は、表32-2を参照してください。
スーパーバイザ・リスト・ビルダーは、プライマリ・スーパーバイザ階層内を上行します。リクエスタまたは指定された承認者から開始し、固定承認者数を持つチェーンを生成します。
ポジション・リスト・ビルダーの2つのビューを次の図に示します。
図32-23 値ベースのスーパーバイザ・リスト・ビルダー・ダイアログ

図32-24 ルールベースのスーパーバイザ・リスト・ビルダー・ダイアログ

スーパーバイザ・リスト・ビルダーをモデリングするには、まず、リスト・ビルダーの属性が値ベースまたはルールベースであるかを指定し、対応するダイアログ・ボックスでオプションを選択します。オプションの詳細は、表32-2を参照してください。
タスク定義のインラインで、またはタスクの実際の承認者を識別するリスト・ビルダーを指定するビジネス・ルールを使用して、タスクの承認者を定義できます。さらに、ビジネス・ルールを使用して、承認者の置換およびリストの変更を指定できます。これらのルールは、Oracle Business Rulesのヘルプを使用して定義され、組織間で変えることができます。ただし、通常、これらは顧客によって定義されます。
ビジネス・ルールは、条件とアクションの組合せです。オプションで、ビジネス・ルールに優先度および有効期間を定義できます。ヒューマン・ワークフロー・ルールでは、タスク、タスク・メッセージおよび(SDOオブジェクトのXML表現である)エンティティ属性に対応するファクト・タイプを使用して、ルール条件が定義されます。ルール・アクションは、承認者リスト・ビルダーおよびそのパラメータで構成されます。承認者リスト・ビルダーは、特定の階層に移動し、定義されたパラメータに応じて承認者リストを作成または変更します。承認者リスト・ビルダーは、XML (JAXB)ファクト・タイプとして実装されます。
これらの概念の詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発ガイドのビジネス・ルール・サービス・コンポーネントの使用の部を参照してください。
後述の項では、Oracle Business Rulesを使用した、リストの作成、承認者の置換、リストの変更および繰返しノード属性について説明します。
ビジネス・ルールを使用して、使用するリスト・ビルダーを定義できます。ビジネス・ルールには2つのタイプがあります。
図32-25 特定のリスト・ビルダーの構成

図32-26 リスト・ビルダーおよびパラメータの構成

ルール・ディクショナリで、リスト・ビルダーの作成を容易にするために、ルール関数がシードされます。これらの関数は次のとおりです。
次の図に示すように、ルール・デザイナで、条件をモデリングし、アクション部分で、前述の関数の1つを呼び出して、リストの作成を完了します。
図32-27 ルール・デザイナでの条件のモデリング

ルール関数のパラメータは、JDeveloperモデリングでのパラメータに類似しています。JDeveloperでの構成に加えて、ルール・デザイナでは、次の属性の追加のオプションが使用可能です。
注意:
HierarchyBuilder関数の使用時にジョブ・レベル属性を未定義のままにする場合は、属性の値を負の整数に設定する必要があります。
図32-28 HierarchyBuilder関数

HierarchyBuilderには、getManager、getPrincipal、getManagerOfHierarchyPrincipalなどの多数の関数が含まれています。
HierarchyBuilder.getManagerは承認リストを作成し、次のパラメータを受け取ります。
ListbuilderType - 文字列 - "supervisory"、"joblevel"または"position"が指定可能です
ReferenceUser - 文字列 - たとえば、"Task.creator"
AssignmentID - long - デフォルト値は-1で、そうでない場合にはユーザーに設定されます
EffectiveDate - 文字列 - たとえば、"2015–07–31"
HierarchyType - 文字列 - リストが作成されたときに検索するマネージャのタイプを指定します。値の例は、"LINE_MANAGER"、"RESOURCE_MANAGER"、"CORPORATE_MANAGER"、"PROJECT_MANAGER"です
HierarchyBuild.getManagerコールの例は、HierarchyBuilder.getManager("supervisory",Task.creator,-1,"2015-07-31","LINE_MANAGER")です。
HierarchyBuilder.getPrincipalは、承認リスト・メンバーを検索し、承認リストの最上位承認者の識別などに使用できます。次のパラメータを取ります。
PrincipalName - 文字列 - "supervisory"、"joblevel"または"position"が指定可能です
AssignmentID - long - デフォルト値は-1で、そうでない場合にはユーザーに設定されます
EffectiveDate - 文字列 - たとえば、"2015–07–31"
HierarchyType - 文字列 - リストが作成されたときに検索するマネージャのタイプを指定します。デフォルトは"LINE_MANAGER"です。指定可能なその他の値は"RESOURCE_MANAGER"、"CORPORATE_MANAGER"、"PROJECT_MANAGER"です
次の図に、ルールの例を示します。
図32-29 ルールの例(1)
図32-30 ルールの例(2)
注意:
複数のルールが起動する場合、最も優先度が高いルールによって作成されたリスト・ビルダーが選択されます。
ルールが同じ優先度の場合、ランダムな順序で起動し、最初に起動したルールが選択されます。
警告:
リスト作成ルール・セット内のルール定義が不適切または不完全な場合は、実行時エラーの原因になることがあります。次の場合にエラーが発生します。
- ルール・セットにルールが定義されていない場合。
- ルールに定義された条件が1つも満たされていない場合。
すべての条件を処理するよう、ルールを正しく定義してください。
リスト置換によって、リストに表示されるユーザー、グループおよびアプリケーション・ロールを置換できます。リスト置換は、ルール・デザイナから使用可能で、JDeveloperでの構成は必要ありません。各ルール・ディクショナリに、SubstitutionRulesという名前の事前にシードされたルール・セットがあります。ルール・ディクショナリには、リスト置換を構成するためのSubstituteルール関数もシードされています。表32-3には、Substitute関数およびそのパラメータがリストされています。
表32-3 Substitute関数のパラメータ
| パラメータ | 説明 |
|---|---|
fromId | 置換元のユーザー/グループ/アプリケーション・ロールのID。 |
toId | 置換先のユーザー/グループ/アプリケーション・ロールのID。 |
ruleName | 割当て理由の作成に使用されます。ルール・セット名 + "_" + ルール名は、翻訳可能な割当ての理由のリソース・バンドルを検索するためのキーとして使用されます。このリソースは、まずプロジェクト・リソース・バンドル内で検索され、次にカスタム・リソース・バンドル内、最後にシステム・リソース・バンドル内で検索されます。 |
substitutionRules | すべての置換のホルダーとなるオブジェクトです。このオプションをクリックすると、パラメータとして使用するために、事前にアサートされたファクト、SubstitutionRulesオブジェクトが表示されます。 |
注意:
置換ルールを使用するヒューマン・タスクでは、結果の承認リストで参加者が重複する可能性があります。「将来の参加者」リストでは、重複した承認者を編集することはできません。
次の図に、承認者の置換アクションのサンプルを示します。
図32-31 承認者の置換アクションのサンプル
リストの変更によって、ジョブ・レベルおよびポジションのリスト・ビルダーを、ルールから拡張または切り捨てることができます。リストの変更は、リストの作成後に適用されます。この機能は、JDeveloperからの構成は必要ありません。各ルール・ディクショナリに、ModificationRulesという名前の事前にシードされたルール・セットがあります。ルール・セットを作成したリストに、ジョブ・レベルおよびポジションのリスト・ビルダーがアサートされる場合のみ、このルール・セットが呼び出されます。最も優先度が高い適用可能なルールのみ適用されます。
ルール・デザイナで、リストの変更を容易にするために、ルール関数がシードされます。これらの関数は次のとおりです。
これらのルール関数を、次の図に示します。
図32-32 ルール関数
表32-4および表32-5には、ExtendおよびTruncateのパラメータがリストされています。
表32-4 Extend関数のパラメータ
| パラメータ | 説明 |
|---|---|
ifFinalApproverLevel | 最終承認者が存在するレベル以下のレベル。 |
extendBy | 最終ジョブ・レベルに追加するレベル数。 |
ruleName | 割当て理由の作成に使用されます。ルール・セット名 + "_" + ルール名は、翻訳可能な割当ての理由のリソース・バンドルを検索するためのキーとして使用されます。このリソースは、まずプロジェクト・リソース・バンドル内で検索され、次にカスタム・リソース・バンドル内、最後にシステム・リソース・バンドル内で検索されます。 |
lists | 作成されるすべてのリストのホルダーとなるオブジェクトです。このオプションをクリックすると、パラメータとして使用するために、事前にアサートされたファクト、Listsオブジェクトが表示されます。 |
表32-5 Truncate関数のパラメータ
| パラメータ | 説明 |
|---|---|
afterLevel | 切り捨てた後のレベル。 |
ruleName | 割当て理由の作成に使用されます。ルール・セット名 + "_" + ルール名は、翻訳可能な割当ての理由のリソース・バンドルを検索するためのキーとして使用されます。このリソースは、まずプロジェクト・リソース・バンドル内で検索され、次にカスタム・リソース・バンドル内、最後にシステム・リソース・バンドル内で検索されます。 |
lists | 作成されるすべてのリストのホルダーとなるオブジェクトです。このオプションをクリックすると、パラメータとして使用するために、事前にアサートされたファクト、Listsオブジェクトが表示されます。 |
次の図に、リストの変更アクションのサンプルを示します。
図32-33 リストの変更アクションのサンプル
ビジネス・ルールの定義時に、繰返しノードからの属性に基づいてルール条件を指定できます。たとえば、注文書のシナリオで、各注文書ヘッダーに複数の行アイテムが存在するとします。この場合、PurchaseOrderHeaderが非繰返しノードで、PurchaseOrderLinesが繰返しノードです。
ルールを次のように定義します。
行アイテムの金額が50000より小さい場合、jcooperを2レベルまで含むスーパーバイザ・リストを作成します。
この場合、金額は行の属性、つまり繰返しノードの属性です。
次の手順を使用して、繰返しノード属性を定義します。
Humantask1RulesBaseルール・タブで、次のようにファクトのリストが表示されます。
図32-34 ファクトのリスト
図32-35 「XMLファクトの編集 -」ダイアログ
次のルール定義セクションが表示されます。
図32-36 ルール定義セクション
図32-37 詳細設定
図32-38 ROOTオプション
割当てコンテキストはタスクに存在する情報です。タスクのライフ・サイクルの間に、割当てコンテキストは様々な割当て先を介して進みます。タスク割当て先のコンテキストが変更されると、割当てコンテキストの値も変更されます。
タスクの履歴を参照すると、ライフ・サイクルの間にタスクに含まれた様々な割当てコンテキストを表示できます。Oracle BPM Worklistは、タスク履歴を表示する際に割当てコンテキストを使用します。
次のいずれかの方法で、JDeveloperの「参加者タイプの追加」ダイアログまたは「参加者タイプの編集」ダイアログ・ボックスで、割当てコンテキストを構成します。
この場合、割当てコンテキストは見えないところで暗黙的に構成されます。ルール・レイヤーは、ルールに基づいて割当て先のリストを解決します。タスクが様々な割当て先を介して進んでいくと、割当てコンテキストの値はルールに基づいて計算されます。
割当てコンテキストは、値ベースのコンテキストでも割り当てることができます。詳細は、「タスク参加者の割当て」を参照してください。
この場合、「割当てコンテキスト」フィールドに情報を入力して、割当てコンテキストをカスタマイズできます。次の図にフィールドを示します。
図32-39 「割当てコンテキスト」セクション
表32-6はフィールドの説明です。
表32-6 割当てコンテキストのフィールドの説明
| フィールド | 説明 |
|---|---|
名前 | 割当てコンテキストの名前。どの名前でも指定できます。これは文字列フィールドです。 |
値 | 割当てコンテキストの値。どの値でも指定できます。これは文字列フィールドです。 |
タイプ | 「値」値フィールドに関連付けられています。 可能な値は次のとおりです。
|
タスクのライフ・サイクルの間に、1つのユーザーにタスクを複数回割り当てることができます。ヒューマン・タスク・エディタを使用すると、ユーザーがタスクを確認する頻度を構成できます。
次の手順では、タスク承認の集計を構成する方法を説明します。
次のように「タスク・プロパティ」ウィンドウが表示されます。
図32-40 タスク・プロパティ
タスクが集計され、ユーザーに割り当てられると、タスクは、Oracle BPM Worklist内に、ユーザーが承認しているタスクのすべてのコレクションを表示するコレクション表を持っています。ユーザーがアクションを実行すると、ステージまたはタスク内で、アクションは記録され、すべてのユーザーの割当てに再実行されます。
集計されたタスクは、すべての標準割当てのプロキシ・タスクです。集計されたタスクでは、次のアクションのみ許可されています。
ユーザーは、個別のタスクでエスカレートなどの追加のアクションを実行できますが、これらのアクションは、記録されず、他のタスクに再生されません。これらのアクションは、集計されたタスクではなく個別のタスク上のアクションとして扱われます。
集計済タスクはビジネス・タスクであり、承認および却下アクションが表示されます。FYIタスクを集計できる場合は、FYIタスクには承認および却下アクションが表示されます。この場合、承認および却下アクションは確認として扱われます。
注意:
集計は、割当て先が同じセットに属する場合にのみ使用できます。たとえば、あるタスクをユーザーAに割り当てて、もう1つのタスクをユーザーAとユーザーBの両方に割り当てた場合、ユーザーAには2つの独立したタスクが表示されます。割当て先がまったく同じではないため、この2つの割当ては、集計されません。
この機能はAMXに固有ではありません。詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のタスクのエスカレート、期限更新または終了を参照してください。
注意:
エスカレーションは、管理チェーンにのみ適用可能です。
詳細設定の使用には、次のタスクがあります。
コールバックは、次を実行できるメカニズムです。
次の手順を使用して、コールバックを追加します。
次のように「コールバック詳細」ダイアログ・ボックスが開きます。
図32-41 「コールバック詳細」ダイアログ
アクセス・ルールは、デフォルトのアクションおよび権限をオーバーライドすることによって、ユーザーが実行できるアクションを制限します。ランタイムに、システムでは、承認、追加、削除などの変更を加える権限がユーザーにあるかどうかを確認する定義済のアクセス・ルールに対して、タスク内のすべての操作をチェックします。ユーザーに変更を加える権限がない場合、適切なエラー・メッセージとともに、操作エラーが出力されます。
AMXでは、グループおよびアプリケーション・ロールにアクセス・ルールを定義できます。たとえば、Operatorsというグループに対して取消アクションを制限するように、アクセス・ルールを定義する場合、このグループに属するすべてのユーザーは、タスクの取消が許可されません。同様に、SOAAuditViewerというアプリケーション・ロールに対して取消アクションを制限するように、アクセス・ルールを定義する場合、SOAAuditViewerアプリケーション・ロールが付与されているすべてのユーザーは、タスクの取消が許可されません。
セキュリティ・アクセス・ルールを定義するには:
次の図に示すように、「タスク・コンテンツ・アクセスの設定」ダイアログが表示されます。
図32-42 「タスク・コンテンツ・アクセスの設定」ダイアログ(1)
アプリケーション・グループのアクセス・ルールを定義するには、次の例外を適用して、同じ手順を使用します。
詳細は、「タスク・コンテンツへのアクセス・ポリシーとタスク・アクションの指定」の図29-62を参照してください。
詳細は、Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発のタスク・コンテンツへのアクセス・ポリシーとタスク・アクションの指定を参照してください。
エンドツーエンドの承認管理のサンプルを使用できます。
表32-7は、ORACLE_HOME\samples\soa-infra\workflow\amxディレクトリにある、エンドツーエンドのワークフローの例を示しています。
表にリストされたデモンストレーション機能以外に、すべてのサンプルは、ワークリスト・アプリケーションおよびワークフロー通知の使用を示しています。
表32-7 エンドツーエンドのサンプル
| サンプル | 説明 | 場所 |
|---|---|---|
経費ライン承認 | 承認ポリシーが定義されたライン・レベルの承認を示します。 |
|
従業員雇用 | Order投票制度の承認グループ・リスト・ビルダーおよびスーパーバイザ・リスト・ビルダーの2つのステージを持つ承認の、非定型の挿入機能を示します。 |
|
注文書承認 | ヘッダーおよびライン・レベルの承認を持つ注文書承認シナリオを示します。 |
|
従業員異動 | パラレルなジョブ・レベルの参加者の間の、あるチームから別のチームへの従業員異動シナリオを示します。 |
|
自動承認 | 自動アクション・ルールを介した自動承認の実装方法を示します。 |
|
ポジション・リスト・ビルダー | ポジション・リスト・ビルダーの使用を示します。 |
|
この章では、ケース管理定義を作成および構成する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
適応型ケース管理は、非常に柔軟性の高いデータ処理集中型のビジネス・プロセスをモデル化するための1つの方法です。
次の特性が関連する作業のパターンをモデル化する場合、適応型ケース管理を使用します。
ケース管理を使用すると、構造化されていない非定型のプロセスを処理することができます。プロセスのコンテンツと情報を利用することで、ユーザーは情報に基づくビジネス・デシジョンを行うことができるようになります。ケース管理では、ワーカーの知識に依存したり、参加者が必要となる、予期しないビジネス・プロセスに焦点を合わせます。
ケース管理には、次のものが関係します。
ケースは、情報、プロセス、タスク、ルール、サービスの集合です。ケースを進めるには、ワーカーの知識、関与および積極的なコラボレーションが必要です。
適応型ケース管理では、ワークフロー・プロセスを定義せずに目標を達成するためにユーザーが実行するアクティビティを定義できるのみです。ただし、動的ワークフロー、構造化プロセスおよびその両方の組合せがサポートされています。
ケース定義には、ケースのコンテキスト内でユーザーが実行できる様々な作業を表す各種のケース・アクティビティが含まれています。Oracle BPMでは、次のものに基づいてケース・アクティビティを定義できます。
適応型ケース管理ではエンド・ユーザーが実行時にケース・フローを定義できますが、ビジネス・プロセスでは設計時にフローを定義する必要があります。適応型ケース管理では、ドキュメントとコンテキスト情報を使用して、実行時にケースのフローが決定されます。
表33-1は、適応型ケース管理とビジネス・プロセスの違いを示しています。
表33-1 適応型ケース管理とビジネス・プロセスの違い
| 適応型ケース管理 | ビジネス・プロセス |
|---|---|
データ中心 | プロセス中心 |
ケースの作成からその終了状態までの、構造化されていない非定型の進行状況 | プロセス・インスタンスが事前定義済ワークフローに従う |
非確定的 - ケース・フローが実行時に動的に決定される | プロセス・フロー・ロジックが実行時に定義される |
ケースはプロセスおよび分離されたタスクの集合で構成される | フロー・ロジックはプロセス・モデルで表現される |
フローが目的によって決定され、ケース・ワーカーが特定の目標を満たすためにアクションを選択する | プロセスを自動化および改善して効率性が向上するようにフローが設計される |
ナレッジ・ワーク・ベース | ルーチン・ワーク・ベース |
コラボレーション環境 | コラボレーション要件は優先事項ではない |
ドキュメントに強く依存する | 構造化データを使用する |
適応型ケース管理の主要なアーティファクトは次のとおりです。
適応型ケース管理は、多種の業界およびシナリオにおけるビジネス・プロセスをモデル化する場合に適しています。
まだ1つもケースが含まれていない既存のBPMプロジェクトにケースを追加したり、ケースに新規のBPMプロジェクトを作成することもできます。
BPMプロジェクトごとに1つのケースのみを定義できます。
ケースを作成するには、BPMプロジェクトを開くか新しいBPMプロジェクトを作成してから、ケースを作成する必要があります。BPMプロジェクトの作成方法の詳細は、「プロジェクトの作成および使用」を参照してください。
ケースを作成するには:
「ケース管理の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
BPM Studioによって新しいケースが作成され、構成できるようにケース管理エディタに表示されます。
ケースを編集するには、ケース管理エディタを使用します。新しく作成したケースは、自動的にケース管理エディタに表示されます。既存のケースを編集するには、次の説明に従ってケース・ファイルを開きます。
ケースを編集する手順は次のとおりです。
ケース・ファイルには、.case拡張子が付いています。BPMプロジェクトごとに1つのケース・ファイルのみがあります。
ケースの一般プロパティを構成するには、「一般」タブを使用します。
「一般」タブには次のセクションが含まれています。
「期間」は、静的な値(「値別」を選択)またはXPath式(「式別」を選択)として表すことができます。ケース期日は、ケースの開始日時から計算されます。
「ビジネス・カレンダの使用」を選択し、組織単位を指定した場合(次を参照)、ケース期日は組織単位に関連付けられたビジネス・カレンダを使用して計算されます。それ以外の場合、通常のカレンダが使用されます。「ケース期限」を参照してください。
マイルストンは、成果物の完成または一連の関連成果物を表します。ケースの進行状況を示すチェックポイントです。ステークホルダーはマイルストンを使用してケースのステータスの概要を把握できます。
マイルストンにアクティビティまたは作業が直接関連付けられることはありません。
マイルストンが失効可能であることを示すには、「失効可能」チェック・ボックスを使用します。失効できるのは、すでに実行が完了しているマイルストンのみです。これは、ケースの他の実行済マイルストンに影響しません。
マイルストンの「期間」は、値またはXPath式を使用して設定できます。これは、マイルストンの開始日時に基づいてマイルストン期限を計算するために使用されます。「ケース期限」を参照してください。
マイルストンの追加、編集、削除および並替えは、パネル内のコントロールを使用して行います。このパネルを使用して、マイルストンの「名前」、「Can be Revoked」の値、「期間タイプ」および「期間」を構成します。「ケース・マイルストンの追加方法」を参照してください。
結果は、ケースの完了時にそのケースに割り当てられるユーザー定義の値です。たとえば、医療ケースの結果として考えられるのは、入院、退院、要再検などです。
それぞれの結果に名前および表示名が含まれます。「ケース結果の定義方法」を参照してください。
ケースでは、2つのタイプの期限(ケース期日およびマイルストン期限)がサポートされています。これらはどちらも期間として表され、値またはXPath式として指定します。期間は、ケース管理エディタの「一般」タブで構成します。
ケース期日は、ケースの開始日時に基づいて、「期限時刻」パネルの「期間」フィールドで指定された値を使用して計算されます。ケース期日に到達すると、ケース期限イベントが発生します。
「ビジネス・カレンダの使用」を選択し、組織単位を指定した場合、ケース期日は組織単位に関連付けられたビジネス・カレンダを使用して計算されます。それ以外の場合、通常のカレンダが使用されます。
マイルストン期限は、マイルストンの開始日時に基づいて、「マイルストン」パネルのマイルストンの「期間」フィールドで指定された値を使用して計算されます。マイルストン期限に到達した時点でなおマイルストンがアクティブになっている場合、マイルストン期限イベントが発生します。
ケース管理エディタの「一般」タブを使用して、ケースの一般情報を指定します。
一般プロパティを構成する手順は次のとおりです。
優先度の値は1から5まであります。最も高い優先度は1で、最も低い優先度は5です。
ケース・ワーカーは、優先度によってケースの重要度がわかるため、作業の優先順位を決定できます。
カテゴリを使用すると、類似したケースをグループ化できます。
データおよびドキュメントの格納は、ケース管理エディタの「データとドキュメント」タブで構成します。
ドキュメントがエンタープライズ・コンテンツ・マネージャに格納されるようにケースを構成できます。
ケースには1つ以上の関連ドキュメントを含めることができます。ステークホルダーは、適切な権限を持つ他のステークホルダーのみが表示または削除できるケース・ドキュメントをアップロードできます。
ドキュメントに対する操作を実行するには、Oracle Fusion Middleware Business Process Management Suite Java APIリファレンスで説明されているようにCaseStreamServiceを使用します。
権限タグを使用すると、ドキュメントの読取りと更新を行うことができるユーザーを構成できます。権限タグの詳細は、「ケース・タグ権限の定義」を参照してください。
権限タグは、次の状況で指定できます。
CaseDocumentStreamServiceクラスのメソッドuploadDocument()を使用して新しいドキュメントを作成する場合 CaseServiceクラスのメソッドsetPermissionTag()を使用して、権限タグ・パラメータに適切な値を渡して、既存のドキュメントに対する権限を変更する場合 ドキュメントに対する権限タグのサポートは、ドキュメント・ストアのタイプによって異なります。
この機能は、Oracle WebCenter Content以外のコンテンツ管理システムではサポートされていません。
BPM DBをドキュメント・ストアとして使用している場合は、何も構成せずにケース・ドキュメントに対する権限タグを設定できます。「データ格納でのBPMデータベースの使用」を参照してください。
ドキュメントの権限タグを設定すると、CaseManagementPermissionTagのメタデータ情報フィールドにその値が格納されます。ドキュメントに対する権限タグを使用する前に、CaseManagementPermissionTag情報フィールドを作成する必要があります。フィールドを作成するには、「Oracle WebCenter Contentでのケース・フィールドの作成」を参照してください。既存のドキュメントに対して権限タグを設定しようとすると、失敗します。
データ格納にBPMデータベースを使用する場合は、動作にいくつかの違いがあります。
/)。 caseroot)、ドキュメントの格納に使用されるフォルダは、ルート下のフォルダとして表示されます(例: /caseroot)。 /parentFolderName/InstanceFolderNameです。ただし、親フォルダとインスタンス・フォルダがペイロードからオーバーライドされると、そのペイロードで指定されているフォルダが表示されます。 WebCenterに格納するケース・ドキュメントには、起点となるケースの詳細を表示するためのWebブラウザ・リンクを含めることができます。
この機能を使用する前に、WebCenterでCaseManagementLinkという名前のカスタム属性を作成する必要があります。「Oracle WebCenter Contentでのケース・フィールドの作成」を参照してください。
ケース・ドキュメントがWebCenterにアップロードされると、CaseManagementLinkが移入されます。
CaseManagementLinkプロパティの値は、Enterprise Managerの「ワークフロー」プロパティ構成で変更でき、これによりカスタム・ケース管理ユーザー・インタフェースの様々な使用方法がサポートされます。
ドキュメントが格納されてCaseManagementLinkプロパティが移入されたときに置換されるライブ値に、プレースホルダを使用できます。たとえば、ホスト名を表すために$hostを使用し、ポート番号を表すために$portを使用できます。これらのプレースホルダ値は、mdm-url-resolver.xml内で定義する必要があります。
mdm-url-resolver.xmlで追加の構成を行わなくても、$caseIdと$caseNumberの値はそれぞれの値で置換されます。
Oracle WebCenterで、ケース情報をサポートするフィールドを使用前に作成する必要があります。これは、CaseManagementPermissionTagフィールドおよびCaseManagement Linkフィールドに適用されます。「ケース・ドキュメントの権限タグの指定」および「WebCenterケース・ドキュメントのケース・リンク」を参照してください。
Oracle WebCenter Contentでフィールドを作成する手順は次のとおりです。
CaseManagementPermissionTag、CaseManagementLinkなど)。新しい情報フィールドが表示されます。
データは、ケースのペイロードを表し、ケースの入力パラメータを定義します。データは、ケース内の情報の一部を表します。
注意:
- XSDまたはビジネス・オブジェクトに基づいて作成されたケース・データは、XSDまたはビジネス・オブジェクトに定義されているデフォルト値で初期化されることはありません。
- システム・スキーマ・タイプまたはシステム・タイプ(StartCaseInputMessageなど)に基づくケース・データの作成はサポートされていません。これにより、適応型ケース管理プロジェクトが破損する可能性があります。
ケース・データを構成する手順は次のとおりです。
「データの追加」ダイアログが表示されます。
名前は一意ではありません。別のケース・データに同じ名前を付けることができます。
注意:
- ケース・データでは単純データ・タイプがサポートされないため、リストに表示されません。
- ADFで作成されるプロジェクトのケースまたはケース・アクティビティ・フォームのデータのみがリストに表示されます。
- ケース・データ入力メッセージでケース・モデル内で定義されている名前およびタイプが使用されていることを確認してください。ルール・ファクトの初期化、および対応するルール実行は、ケース・データ・オブジェクト名とケース・データ・オブジェクト・タイプが一致するときのみ正しく起こります。
- スキーマでdateTime要素が選択されている場合、ケース・アクティビティおよびケース・データのフォームには日付のみが表示され、時間は表示されません。
ケース・ペイロード・データにマップするフレックス・フィールドを構成できます。ケース管理エディタの「データとドキュメント」タブの「フレックス・フィールド」セクションを使用して、フレックス・フィールド変数をケース内のデータとリンクするフレックス・フィールド・マッピングを作成および編集します。
「更新可能」チェック・ボックスの選択を解除すると、フレックス・フィールドを変更不可に設定でき、これにより作成後も変更されないデータ(シリアル番号など)をサポートできます。
ケース・データを永続化すると、フレックス・フィールド・マッピングがチェックされて、リンクされたデータも永続化されます。
ケース・ペイロード・データへのマッピングを作成するだけでなく、実行時タスク構成でフレックス・フィールドをタスク・フィールドにマップする必要があります。
ケース・フレックス・フィールド・マッピングを作成する手順は次のとおりです。
「フレックス・フィールドの作成」ダイアログが表示されます。
「タイプ」は、「文字列」、「数値」、「日付」のいずれかです。
ケース管理エディタの「データとドキュメント」タブの「ドキュメント」セクションを使用して、ドキュメントの場所を構成します。ドキュメントの場所は、エンタープライズ・コンテンツ管理システム内のフォルダです。このフォルダに、ケース・インスタンスに関連するすべてのドキュメントが格納されます。このフォルダには他のフォルダが含まれることもあります。
ケース・ドキュメントのフォルダ名は、親フォルダ名と、ユーザーが指定したケース・インスタンスのフォルダ名を連結して作成されます。ケース・インスタンス・フォルダ名を指定する必要があり、そうしない場合は実行時に例外がトリガーされます。
ドキュメントの場所を構成する手順は次のとおりです。
注意:
フォルダがすでに存在している必要があります。
一般的には、XPATH式を使用して行われます。
注意:
フォルダがすでに存在している必要があります。
注意:
確実に「ケース・インスタンス・フォルダ」および「親フォルダ」を作成して指定した後に、コンテンツ管理システムを構成します。CMSが構成されない場合、ケースは作成されません。
「名前」、「値タイプ」(「値別」または「式別」)および「値」(値またはXPath式)を指定し、「OK」をクリックします。
デフォルトでは、Oracle BPM SuiteはOracle Databaseドキュメント・ストアを使用するように構成されます。エンタープライズ・コンテンツ・マネージャにアクセスできない場合は、プロジェクトの開発時にこのデフォルト構成を使用できます。この場合は、Oracle SOA Serverでの構成は必要ありません。
ケース・ドキュメントの格納に使用できるエンタープライズ・コンテンツ・マネージャは次のとおりです。
これらのコンテンツ・マネージャを使用するには、BPMのインストール後にEMを使用してこれらを手動で構成する必要があります。
次のリストに、サポートされているエンタープライズ・コンテンツ・マネージャの構成を示します。
エンドポイントURLをidc://ucm_host:4444の形式にする必要があります。
管理者ユーザーをweblogicとすることができます。
エンドポイントURLの形式はhttp://alfresco_host:8080/alfresco/cmisatomにしてください
管理者ユーザーをweblogicとすることができます。
ケースの処理中に発生する手動アクションを表すカスタム・ユーザー・イベントを定義できます。
ケース・ワーカーはイベントを発生させて、何かが起きていることを示します。イベントが発生すると、ケース・アクティビティのアクティブ化がトリガーされるか、またはマイルストンが完了済としてマークされます。たとえば、ファクスの待機をケースの一部とする場合、ファクスの到着時に、ケース・ワーカーは、これが発生したことを示す適切なイベントを発生させることができます。
イベントを追加する手順は次のとおりです。
「ユーザー・イベントの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
新しいイベントが「イベント」セクションに表示されます。
ケース管理エンジンは、イベントをOracle EDNに公開します。これらのイベントは、ケース内のシステム・イベントおよびユーザー・イベントをキャプチャします。システム・イベントには、ケース・ライフサイクル、ケース・アクティビティ・ライフサイクル、マイルストン、ドキュメントおよびコメント関連のイベントが含まれます。
これらのイベントをリスニングして、イベントに反応するようにプロセスを設計できます。Oracle BPMでのイベントの使用方法の詳細は、「特定のシグナルに反応するプロセスの構成方法」を参照してください。
ケース・イベントを公開する手順は次のとおりです。
注意:
ケース・イベント定義は、
oramds:/soa/shared/casemgmt/CaseEvent.edlにあります。ケース・イベント・スキーマの詳細は、「CaseEvent.edl」を参照してください。
ケース管理エディタの「ステークホルダーと権限」タブを使用して、ステークホルダーおよびそれに関連する権限を作成、編集および削除します。権限モデルを使用すると、ステークホルダー権限とタグ権限の両方を定義できます。
定義するケースごとに複数のステークホルダーを定義できます。ケース・オブジェクトに対してアクションを実行できるのは、ステークホルダーのみです。ケースに組織単位を指定した場合は、指定した組織単位のメンバーのみが、このメンバーが同時にステークホルダーとして指定されていても、ケースにアクセスできます。
ステークホルダーの「メンバー・タイプ」は、「ユーザー」、「グループ」、「アプリケーション・ロール」または「プロセス・ロール」として構成できます。これらのステークホルダーの値は、「メンバー・タイプ」に適しています。たとえば、「ユーザー」ステークホルダーでは特定のユーザーIDを指定し、「グループ」ステークホルダーではLDAPディレクトリからの特定のユーザー・グループを指定します。
ステークホルダーの「値」は、特定の値を入力するか、またはXPATH式により指定できます。
注意:
weblogicステークホルダーは、BPMOrganizationAdminロールの一部であり、すべての権限があります。このロールの一部であるユーザーには管理者権限があります。weblogicステークホルダーは、ユーザーがケースに追加されない場合でも、ケースの表示やケースに対するアクションの実行が可能です。
将来のケース・プロジェクトの再デプロイにより、新しいステークホルダー・アプリケーション・ロールや新しい権限タグ・ロールが追加される可能性がありますが、その場合も既存のロールは影響を受けません。ケースをアンデプロイしても、権限付与またはアプリケーション・ロールには影響しません。
表33-2に、ケース・オブジェクト別のデフォルト権限を示します。
表33-2 ケース・オブジェクト別の権限
| 番号 | リソース(ケース・オブジェクト) | 許可されたアクション |
|---|---|---|
1 | CASE | READ、UPDATE |
2 | COMMENT | READ、UPDATE |
3 | DOCUMENT | READ、UPDATE |
4 | DATA | READ、UPDATE |
5 | EVENT | INVOKE |
6 | ACTIVITY | INVOKE |
7 | MILESTONE | READ、UPDATE |
8 | STAKEHOLDER | READ、UPDATE |
9 | HEADER | READ、UPDATE
|
ステークホルダーは、ケースの処理に関与する様々な人です。これらの人は、ケースを表示して、ケースに取り組むことができるケース・ワーカーです。
図33-3は、ケース管理エディタの「ステークホルダーと権限」タブを示しています。
ステークホルダーを追加する手順は次のとおりです。
「ステークホルダーの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「値」には、ステークホルダーとなる実際のユーザーを指定します。ケースを処理する実際のユーザー、グループまたはロールを指定します。
ケース管理エディタの「ステークホルダーと権限」タブの「権限」セクションを使用して、ケースに固有の権限を定義します。
ケース・オブジェクトに適切な権限値のタグを付けることにより、ケースを更新できるユーザーを指定します。権限のタグが付いたケース・オブジェクトの表示または更新が可能なのは、読取り/書込みOPSS権限を持つユーザーのみです。
ドキュメントやデータなどのケース・オブジェクトに権限を割り当てることができます。
ユーザー独自の権限を定義できます。UIには、デフォルト権限のPUBLICとRESTRICTEDが表示されます。これらのデフォルトの権限は変更可能です。
通常使用される権限の例としては、internal、public、press releaseなどがあります。
注意:
電子メールおよび単純ワークフローは、グローバル・ケース・アクティビティであるため、権限タグはグローバルです。
権限を追加する手順は次のとおりです。
Oracle Enterprise Managerを使用して、各ステークホルダーに割り当てられた権限を管理できます。
権限を管理する手順は次のとおりです。
「アプリケーション権限の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
注意:
Oracle Enterprise Managerでは、アクション文字列は検証されないため、正確なアクション文字列を指定する必要があります。
注意:
複数のアクションを割り当てる場合は、空白を挿入せずにカンマで区切ります。例: READ,UPDATE
ステークホルダーは、実行時にケース・オブジェクトに追加の権限を割り当てることができます。このオプションを使用できるようにするには、Oracle BPM Studioでケースを設計するときに権限タグを作成する必要があります。
たとえば、PUBLIC、RESTRICTEDおよびHIGHLY_CONFIDENTIALという権限タグを指定してケースを定義できます。
デプロイ時に、ケースに定義されている権限タグに対応するアプリケーション・ロールがOracle Business Process Managerによって作成されます。
たとえば、EURentというケースでEURent.RESTRICTED.UPDATEアクションを使用して、EURent.RESTRICTED.UPDATE.Roleロールをユーザーに付与する場合、ドキュメントにRESTRICTED権限タグを割り当てることができます。EURent.RESTRICTED.READ.Roleロールを持つユーザーのみが、そのドキュメントにアクセスできます。
注意:
タグ権限は、ステークホルダー権限と連携して動作します。たとえば、ケース・オブジェクトの読取りや更新を行うためには、ステークホルダーにREAD/UPDATE権限が付与されており、ケース・オブジェクトには自身の読取りまたは更新を許可する適切なタグが割り当てられている必要があります。
ステークホルダー権限の詳細は、「ケースのステークホルダーおよび権限の定義」を参照してください。
「アプリケーション・ロールの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。
実行時に表示されるときに様々な言語を使用するようにケースを構成できます。
ローカライズできるケース・アーティファクトは次のとおりです。
前述のアーティファクトのうち、ケース・タイトルとケース・カテゴリ以外のアーティファクトには表示名を定義できます。表示名はデフォルト・ロケールのリソース・バンドルに格納されます。
注意:
複数のアーティファクトを同じ表示名で構成できます。ただし、表示されるデータをすぐに識別できるようなわかりやすい一意の表示名を使用することをお薦めします。
図33-4は、表示名の構成が可能なマイルストンの作成ダイアログ・ボックスを示しています。
図33-4 マイルストン作成時の表示名の構成
ケース・タイトル
「プレーン・テキスト」オプションまたは「変換」オプションを使用してケース・タイトルを指定できます。「変換」オプションを選択した場合は、次のものを定義する必要があります。
図33-5は、「変換」オプションを使用して指定したタイトルを示しています。この例では、リソース・バンドルのキーはCaseTitleです。変換対象のテキスト(Car rental for %0 %1)には、2つのパラメータが含まれています。これらのパラメータ値は、「引数」表で指定されています。
図33-5 ケース・タイトルのローカライズ
ケース・カテゴリ
「プレーン・テキスト」オプションまたは「変換」オプションを使用してケース・カテゴリを指定できます。「変換」オプションでは、単純な変換文字列のみがサポートされています。
ケースで定義された各キーを指定してローカライズできます。
ローカライゼーション・キーを追加する手順は次のとおりです。
「変換」エディタが表示されます。
図33-6に、「変換」エディタを示します。
次のクラスは、クラスCaseObjectのタイプです。
クラスCaseObjectには、そのタイプと共有される次の属性が含まれています。
このリストでは、ObjectDisplayNameにはローカライズされたObjectNameの値が含まれ、UpdatedByDisplayNameにはローカライズされたUpdatedByの値が含まれています。
注意:
初期状態では、UpdateByとUpdatedByDisplayNameには、CaseObjectを作成したユーザーの名前が含まれています。ユーザーがケースを更新すると、これらのフィールドには、そのケースを最後に更新したユーザーの名前が含まれます。
ケース・アクティビティは、エンド・ユーザーがケースの一部として実行できるタスクをモデル化したものです。ケース・アクティビティは、ヒューマン・タスク、BPMNプロセスまたはカスタム・ケース・アクティビティのいずれかです。ケース・アクティビティは、ケース・ワーカーが実行する必要がある特定の作業を表します。
ケース・アクティビティはサブケースをモデル化できます。「サブケースの作成」を参照してください。
ケースは様々なケース・アクティビティで構成されます。BPMプロセスまたはヒューマン・タスクに基づいてこれらのケース・アクティビティを作成することも、カスタム・ケース・アクティビティを作成することもできます。
ケース・アクティビティは、次の方法で作成できます。
「BPMNプロセスをケース・アクティビティに昇格させる方法」を参照してください。
「ヒューマン・タスクをケース・アクティビティに昇格させる方法」を参照してください。
「カスタム・ケース・アクティビティの作成方法」を参照してください。
ケース・アクティビティおよびサブケースは、次の属性によって定義されます。
手動でアクティブ化したケース・アクティビティはケース内で使用可能になり、ユーザーが呼び出すことができます。自動でアクティブ化されたケース・アクティビティは、システムによって呼び出されます。
必須アクティビティは、ケースのクローズ前に少なくとも1回呼び出す必要があります。
繰返し可能ケース・アクティビティは、1つのケース内で複数回呼び出すことができます。繰返し不可ケース・アクティビティは、1回のみ呼び出すことができます。すでに呼び出されている手動ケース・アクティビティは、ライブラリには表示されません。
条件付きで使用可能な手動アクティビティは、ビジネス・ルールによってアクティブ化されると、ライブラリ内で使用可能になります。条件なしで使用可能な手動アクティビティは、デフォルトで、ユーザーによって呼び出されるまでライブラリ内で使用可能です。
繰返し可能アクティビティは、呼び出された後もライブラリに表示されます。条件なしの自動アクティビティは、Oracle BPMによってケースが開始された後に呼び出されます。
「権限」の値は、ケース・アクティビティへのアクセスを指定します(例: PUBLICまたはPRIVATE)。
ケース・アクティビティに入力パラメータおよび出力パラメータを指定できます。詳細は、「ケース・アクティビティの入力パラメータの追加方法」および「ケース・アクティビティの出力パラメータの追加方法」を参照してください。
サブケースではデータ・マッピングはサポートされておらず、その親ケースからのみデータが継承されます。「サブケースの作成」を参照してください
ケースには、デフォルトで次のケース・アクティビティが含まれています。
このアクティビティを使用して、単純なヒューマン・タスクを作成できます。タスクのタイトル、優先度、期日、コメント、割当てタイプおよび割当て先を構成できます。サポートされている割当てタイプは、単純、順次、パラレルおよびFYIです。
キーSimpleWFActivityPayloadを使用してペイロード入力をメソッドinitiateCaseActivityに渡す必要があります。「単純ワークフロー・ペイロード・スキーマ」に示したスキーマのペイロードを使用する必要があります。
このアクティビティを使用して、電子メール通知を送信できます。電子メール通知が適切に動作するようにワークフロー通知をEMAILに設定する必要があります。
キーEmailActivityPayloadを使用してペイロード入力をメソッドinitiateCaseActivityに渡す必要があります。「電子メール通知ペイロード・スキーマ」に示したスキーマのペイロードを使用する必要があります。
注意:
添付ファイルとして送信できるのは、グローバル・ケース・アクティビティの電子メール通知アクティビティ内のケース・ドキュメントのみです。ファイル・システム内にあるドキュメントはサポートされていません。
別のケース・アクティビティの後にケース・アクティビティを実行する場合は、2番目のアクティビティで、最初のアクティビティが完了した後にそのアクティビティを実行することを示す条件を定義する必要があります。
条件の定義の詳細は、「ケースでのビジネス・ルールの使用」を参照してください。
BPMNプロセスに基づいてケース・アクティビティを作成できます。これによって、BPMNプロセスはケース・アクティビティとして公開されます。ケース・アクティビティは、ケース・ワーカーが実行できる単一の項目です。
ケース・アクティビティを作成すると、Oracle BPM Studioによって、BPMNプロセスの複数のエンド・ポイントのすべての引数に対して出力引数が生成されます。ただし、複数のスタート・ポイントが含まれるプロセスの入力引数に対応する場合は、スタート・ポイントごとにケース・アクティビティを作成する必要があります。
BPMNプロセスがすでに存在している必要があります。同期および非同期のBPMNプロセスを使用できます。ケース・アクティビティでは、メッセージのスタート・ポイントとエンド・ポイントのみがサポートされます。
BPMNプロセスをケース・アクティビティに昇格させる手順は次のとおりです。
「ケース・アクティビティの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
BPM Studioによってケース・アクティビティが作成され、ユーザーが構成できるように「ケース・アクティビティ」エディタに表示されます。
デフォルトでは、Oracle BPM Studioによって、BPMNプロセスの入力引数と出力引数に基づいて入力パラメータと出力パラメータが作成されます。BPMNプロセスに複数のエンド・ポイントが含まれている場合は、複数のエンド・ポイントの出力引数ごとに1つの出力パラメータが作成されます。
注意:
ケース・アクティビティは基礎となるBPMNプロセスに入力パラメータを渡すことができます。BPMNプロセスの出力引数を読み取ってその値を格納するようにケース・アクティビティを構成することもできます。
詳細は、「ケース・アクティビティの入力パラメータの定義」および「ケース・アクティビティの出力パラメータの定義」を参照してください。
「拡張」タブには、ケース・アクティビティを作成するために使用されるサービス参照と操作が表示されます。
ヒューマン・タスク操作を表示する手順は次のとおりです。
図33-7は、BPMNプロセスに基づいたケース・アクティビティの「拡張」タブを示しています。
図33-7 BPMNプロセスに基づいたケース・アクティビティの「拡張」タブ
ヒューマン・タスクに基づいてケース・アクティビティを作成できます。
ヒューマン・タスクがすでに存在している必要があります。
BPMNプロセスをケース・アクティビティに昇格させる手順は次のとおりです。
「ケース・アクティビティの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
BPM Studioによってケース・アクティビティが作成され、ユーザーが構成できるように「ケース・アクティビティ」エディタに表示されます。
デフォルトでは、Oracle BPM Studioによって、ヒューマン・タスクのペイロード引数に基づいて入力パラメータと出力パラメータが作成されます。
注意:
ケース・アクティビティは基礎となるヒューマン・タスクに入力パラメータを渡すことができます。ヒューマン・タスクの出力パラメータを読み取ってその値を格納するようにケース・アクティビティを構成することもできます。
詳細は、「ケース・アクティビティの入力パラメータの定義」および「ケース・アクティビティの出力パラメータの定義」を参照してください。
「拡張」タブには、ケース・アクティビティを作成するために使用されるヒューマン・タスクが表示されます。
ヒューマン・タスク操作を表示する手順は次のとおりです。
Javaクラスに基づいてカスタム・ケース・アクティビティを作成できます。
カスタム・ケース・アクティビティを使用すると、ユーザーは独自のケース・アクティビティ(スケジューラなど)を作成できます。エンド・ユーザーにとっては、その他のタイプのケース・アクティビティと何の違いもありません。
ケース・アクティビティを作成する手順は次のとおりです。
「新規ギャラリ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「カスタム・ケース・アクティビティの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
Javaクラスは、oracle.bpm.casemgmt.caseactivity.ICaseActivityCallbackインタフェースを実装する必要があります。
コールバック・クラスはコンポジットの一部である必要があります。そうでない場合は、ワークフロー・カスタマイズ・クラスパスにコールバック・クラスを追加する必要があります。
BPM Studioによってケース・アクティビティが作成され、ユーザーが構成できるように「ケース・アクティビティ」エディタに表示されます。
注意:
入力パラメータおよび出力パラメータをカスタム・ケース・アクティビティに追加できます。入力パラメータには、ケース・データまたはユーザー入力の値を割り当てることができます。出力パラメータの値をケース・データとして格納することもできます。
サブケースを使用して、親ケースの解決に寄与するアクティビティを管理します。サブケースはケース・アクティビティと似ており、親ケースのコンテキスト内で実行時にインスタンス化されます。
たとえば、停電ケースのサブケースとしては回線修理が考えられます。親の停電ケースの進行中に、親ケースの作業で発見された必要な修理を促進するために、1つまたは複数の回線修理サブケースが開始されることがあります。
サブケースは、親ケース・プロジェクトから独立したコンポジットとしてデプロイされます。これらは、ケース・リンク・メカニズムを使用して親にリンクされます。サブケース・コンポジット・バージョンは常に、親コンポジットのアクティブ・バージョンです。
サブケースではデータ・マッピングはサポートされておらず、その親ケースからのみデータが継承されます。
サブケースが完了すると、アクティビティ完了イベントが発生します。ケース・アクティビティに適用される制約と同じ制約が、サブケース・アクティビティにも適用されます。
サブケースを作成する手順は次のとおりです。
「新規ギャラリ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
「ケース・アクティビティの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
BPM Studioによってサブケース・アクティビティが作成され、ケース・アクティビティ・エディタに表示されます。「ケース・アクティビティおよびサブケースの属性」を参照してください。
入力パラメータは、ケース・データまたはユーザー入力にすることができます。
入力パラメータは、デフォルトでケース・データから値を取り込みます。ユーザー入力からその値が取り込まれるように、これを変更できます。
また、.caseファイルにケース・データを定義する必要もあります。ケース・データを定義しないと、ケース・アクティビティを作成するときに、Oracle BPM Studioによって必須タイプの新しいケース・データが作成されます。
BPMNプロセスまたはヒューマン・タスクの入力引数と同じ順序でケース・アクティビティの入力パラメータを定義する必要があります。
入力パラメータがユーザー入力タイプである場合、この値をケース・データとして保存できます。
図33-8は、BPMNプロセスに基づいたケース・アクティビティの入力パラメータの入力引数と、BPMNプロセスの開始イベントの引数を示しています。ケース・アクティビティの入力パラメータの名前は、BPMNプロセスの引数の名前と一致する必要があります。
図33-8 BPMNプロセスに基づいたケース・アクティビティの入力パラメータ
ケース・アクティビティの入力パラメータを定義できます。
ケース・アクティビティの入力パラメータを追加する手順は次のとおりです。
注意:
ケース・アクティビティの入力パラメータを追加した後にアクティビティ・フォームを再生成すると、データ・コントロールのみが生成されます。データ・コントロールの再生成オプションでは、jspxへのカスタマイズを保護するためのjspxは生成されません。
デフォルトでは、Oracle BPM Studioによって、BPMNプロセスまたはヒューマン・タスクの引数に基づいて出力引数が作成されます。編集可能なヒューマン・ワークフロー引数のみが出力引数としてケース・アクティビティに表示されます。
出力パラメータの値をケース・データとして保存できます。これを行うには、ケース・アクティビティの出力パラメータの名前がBPMNプロセスまたはヒューマン・タスクの引数のルート要素名と一致している必要があります。ケースを作成した後、出力パラメータの名前を変更できます。
図33-9は、BPMNプロセスに基づいたケース・アクティビティの出力パラメータの出力引数と、BPMNプロセスの終了イベントの引数を示しています。ケース・アクティビティの出力パラメータの名前は、BPMNプロセスの引数の名前と一致する必要があります。
出力をケース・データとして保存できます。デフォルトでは、同じタイプのケース・データが使用可能でない場合に、ケース・アクティビティ・エディタによってケース・データ・フィールドが移入されます。それ以外の場合は、ケース・アクティビティ・エディタによって同じタイプの新しいケース・データが.caseファイル内に作成されます。
図33-9 BPMNプロセスに基づいたケース・アクティビティの出力パラメータ
ケース・アクティビティを作成した後、BPM Studioの「ケース・アクティビティ」エディタにケースが表示され、構成できるようになります。
ケース・アクティビティのプロパティを構成することにより、ケース・ワークフロー中に様々方法で動作するようにケース・アクティビティを構成できます。
ケース・アクティビティを編集する手順は次のとおりです。
ケース・ファイルには、.caseactivity拡張子が付いています。
「ケース・アクティビティ」エディタが表示されます。
作成したケース・アクティビティの次の基本プロパティを構成できます。
これらの属性の詳細は、「ケース・アクティビティおよびサブケースの属性」を参照してください。
ケース・アクティビティの入力パラメータおよび出力パラメータを追加することもできます。「ケース・アクティビティの入力パラメータの追加方法」および「ケース・アクティビティの出力パラメータの追加方法」を参照してください。
グローバル・ケース・アクティビティは、スコープ内でグローバルで、どのコンポジットの一部にもなっていないカスタム・ケース・アクティビティです。グローバル・アクティビティは、タイプに関係なくすべてのケースに適用されます。
グローバル・アクティビティはグローバル・フラグtrueによって識別されます。Oracle BPM Studioを使用してグローバル・アクティビティを設計することはできません。
グローバル・アクティビティのコールバックJavaクラスをワークフロー・カスタマイズ・クラスパスに追加する必要があります。
「グローバル・ケース・アクティビティ・メタデータ・スキーマの例」に、グローバル・アクティビティ・メタデータのメタデータの例を示します。isGlobal属性の値はtrueに設定されます。
グローバル・ケース・アクティビティを作成した後、Oracle Fusion Middleware Business Process Management Suite Java APIリファレンスのregisterCaseActivityクラスを使用して、そのグローバル・ケース・アクティビティを登録する必要があります。これを行うには、ケース・アクティビティ・ドキュメントをアンマーシャルし、CaseActivityをパラメータとして渡す必要があります。
例33-1は、グローバル・ケース・アクティビティの登録方法を示しています。
例33-1 グローバル・ケース・アクティビティの登録
ビジネス・ルールを使用して、自動開始または手動開始のためにアクティブ化するケース・アクティビティ、または取り消すケース・アクティビティを決定できます。また、ルールを使用してマイルストンを実行済または取消し済としてマークすることもできます。
ケースを作成すると、Oracle BPM Studioによって関連するビジネス・ルール・ディクショナリが自動的に生成されます。
適切なプラクティスとして、イベントに対してケース管理ルールを定義します。ケース管理ルールは、ルールのイベントで発生します。そのため、条件ではなくイベントで発生するルールを定義することをお薦めします。
Oracle BPMでは、すべてのケース・イベントに対してビジネス・ルールを適用します。ケース・イベントは、ケースの実行時に発生する論理イベントです。次のリストに、使用可能なケース・イベントを示します。
注意:次の順序でルールをモデリングします
- イベント・タイプ
- アクティビティ名
- アクティビティ状態
次のものに基づいてビジネス・ルールの条件を定義できます。
表33-3に、ビジネス・ルールを起動する可能性のある各種のイベントを示します。
ケースに構成されているケース・データは、ビジネス・ルール・ディクショナリ内のファクトとして使用できます。ルールは、ケース管理関連のファクトと組み合せたケース・データに基づいて作成できます。
表33-3 ケース・イベント
| 名前 | 説明 | 属性 |
|---|---|---|
CaseLifeCycleEvent | ライフサイクル・イベント | state、lifecycleEvent |
CaseMilestoneEvent | マイルストン・イベント | milestone、type |
CaseActivityEvent | アクティビティ・イベント | activityName、type |
CaseDataEvent | データ・イベント | dataName |
CaseDocumentEvent | ドキュメント・イベント | document、documentName、type |
CaseCommentEvent | コメント・イベント | comment |
UserDefinedEvent | ユーザー・イベント | eventName、event |
図33-10は、ケース管理システム関連のデータに基づいたビジネス・ルールの条件の定義に使用できるファクトを示しています。
図33-10 ビジネス・ルール・ファクト
ケースの作成時に作成されたビジネス・ルール・ディクショナリは、Oracle MDS内の共通ベース・ディクショナリにリンクされます。共通ベース・ディクショナリには、図33-10に示されているファクトがすべて含まれています。ベース・ディクショナリの名前は、CaseManagementBaseDictionaryです。
ケース・ビジネス・ルール・ディクショナリでは、次の操作がサポートされています。
注意:
条件なしの手動アクティビティは取り下げられません。取り下げることができるのは、条件付き手動アクティビティだけです。
これらの操作の実行に使用する関数の詳細は、表33-4を参照してください。
ケースを作成すると、Oracle BPMによって関連するビジネス・ルール・ディクショナリが自動的に生成されます。このケース・ビジネス・ルール・ディクショナリを使用すると、ケースに基づいたルール条件でビジネス・ルールを定義できます。
ケース・ビジネス・ルール・ディクショナリを生成する手順は次のとおりです。
ケースの作成方法の詳細は、「ケースの作成方法」を参照してください。
ケース・ルール・ディクショナリが表示されます。
表33-4に、ビジネス・ルール条件の作成時に使用できる各種の関数を示します。
表33-4 ルール関数
| ルール関数 | 説明 | パラメータ |
|---|---|---|
| 条件付き自動ケース・アクティビティと条件付き手動ケース・アクティビティを起動します。 | activityName: 起動するアクティビティの名前です。 |
| ケース・アクティビティを取り消します。 | activityName: 取り消すアクティビティの名前です。 |
| ケース・アクティビティを評価します(評価の理由を含む)。 | activityName: 取り消すアクティビティの名前です。 comments: 評価の理由。 relevance: ケース・アクティビティの評価(NONE、LOW、NORMALまたはHIGH)。 caseAction: 戻り時に関数により移入されます。 |
| ケース・アクティビティが繰返し可能かどうか(true、false)を設定します。 | activityName: ケース・アクティビティの名前。 value: TRUE - ケース・アクティビティは繰返し可能です。FALSE - ケース・アクティビティは繰返し不可です。 caseAction: 戻り時に関数により移入されます。 |
| ケース・アクティビティが必須かどうかを設定します。 | activityName: ケース・アクティビティの名前。 value: TRUE - 必須のケース・アクティビティです。FALSE - 必須ではありません。 caseAction: 戻り時に関数により移入されます。 |
| ケース・アクティビティが自動的に開始されるかどうかを設定します。 | activityName: ケース・アクティビティの名前。 value: TRUE - 自動的に開始されます。FALSE - 手動で開始します。 caseAction: 戻り時に関数により移入されます。 |
| マイルストンを実行済としてマークします。 | milestoneName: 実行済としてマークするマイルストンの名前です。 comments: このマイルストンを実行済としてマークする理由を示すコメントです。 |
| マイルストンを取り消します。 | milestoneName: 取り消すマイルストンの名前です。 comments: このマイルストンを取り消す理由を示すコメントです。 |
どのステークホルダーも、ケース内の必須アクティビティがすべて完了していれば、ケースをクローズできます。追加の権限を持つユーザーは、保留中の必須アクティビティがあっても、ケースを強制的にクローズできます。
ケースのクローズは、ケースのステータスをクローズ済としてマークする論理操作です。CaseInstanceServiceクラスのcloseCaseメソッドを呼び出して、ケースをクローズできます。ケースをクローズするときに、オプションの結果パラメータとコメントを指定できます。
ケースの現在の状態およびケース・アクティビティの状態に関係なく、ケースをクローズできます。
ケースをクローズすると、そのケースの状態はCLOSEDに設定されます。queryCase APIを使用して取得するユーザーのケースのリストには、クローズ済ケースが含められます。
注意:
ケースをクローズまたは一時停止した後でも、マイルストンを実行または取り消すことができます。
Oracle BPMと統合するには、BPMNプロセスからケースを呼び出すか、ケース・イベントをOracle EDNに公開します。
次に、これらのイベントに反応するプロセスを作成します。
BPMNプロセスからケースを呼び出すことができます。
BPMNプロセスからケースを呼び出す手順は次のとおりです。
使用可能な操作: abortCase、closeCase、reopenCase、suspendCase、resumeCase、attainMilestone、revokeMilestone
データ・アソシエーションの詳細は、「データ・アソシエーション・エディタの概要」を参照してください。
注意:
ケースIDは、ケースからBPMNプロセスを呼び出すときに自動的に値が割り当てられる事前定義済変数として用意されています。
特定のイベントとの相関を使用する場合は、BPMNに基づいたケース・アクティビティからBPMNプロセスをトリガーできます。プロセスを開始するメッセージにcaseIdを渡し、それを相関キーとして使用する必要があります。
ケース・イベントとの相関を使用する手順は次のとおりです。
メッセージ開始イベントでこのプロセスを開始し、メッセージ・キャッチを使用して相関イベントを受信できます。
この項では、単純ワークフロー・スキーマ、電子メール通知スキーマ、およびグローバル・ケース・アクティビティ・メタデータ・スキーマの例を示します。
このスキーマには、単純なヒューマン・タスクを作成するためにメソッドinitiateCaseActivityに渡すことができるペイロードのリストが含まれます。詳細は、「事前定義済ケース・アクティビティ」を参照してください。
このスキーマには、電子メール通知を送信するためにメソッドinitiateCaseActivityに渡すことができるペイロードのリストが含まれます。詳細は、「事前定義済ケース・アクティビティ」を参照してください。
このスキーマは、グローバル・アクティビティに対するメタデータの例です。グローバル・アクティビティの詳細は、「グローバル・ケース・アクティビティの作成」を参照してください。
このスキーマは、Oracle EDNに公開できるケース・イベントを定義します。詳細は、「ケース・ユーザー・イベントの公開方法」を参照してください。
例33-2 シンプル・ワークフロー・ペイロード・スキーマ
例33-3 電子メール通知ペイロード・スキーマ
例33-4 グローバル・ケース・アクティビティ・メタデータ・スキーマの例
例33-5 CaseEvent.edl
プロセス・スター・スキーマ・データ・オブジェクトはBAM 12cで作成されています。プロセス・スター・スキーマ・データ・オブジェクトには、Oracle SQLを使用してそれらのデータベース・ビュー・シノニムによってアクセスできます。その後、そのビューを使用してプロセス・スター・スキーマを外部ビジネス・インテリジェンス・ツールと統合できます。BAM 12cコンポーザを使用して、プロセス・スター・スキーマ・データ・オブジェクトの個々の列を参照できます。
ここでは、次の項目について説明します。
次の表は、各標準物理データ・オブジェクトとそれに対応するデータベース・ビューのシノニム名を示しています。
表A-1 標準データ・オブジェクトとDBビューのシノニム名のマッピング
| 順序番号 | 表示名 | 内部名 | DBビューのシノニム名 | スター・スキーマ・メンバー・タイプ |
|---|---|---|---|---|
1 | oracle/processanalytics/internal/physical/コンポジット定義(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_COMPOSITE_DEFINITION | BPM_PV_COMPOSITE_DEFINITION_V | ディメンション |
2 | oracle/processanalytics/internal/physical/プロセス定義(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_PROCESS_DEFINITION | M_PV_PROCESS_DEFINITION_V | ディメンション |
3 | oracle/processanalytics/internal/physical/アクティビティ定義(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_ACTIVITY_DEFINITIO | BPM_PV_ACTIVITY_DEFINITION_V | ディメンション |
4 | oracle/processanalytics/internal/physical/ロール定義(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_ROLE_DEFINITION | PM_PV_ROLE_DEFINITION_V | ディメンション |
5 | oracle/processanalytics/internal/physical/CMケース・アクティビティ定義 | ORACLE_PROCESSANALYTICS_CASE_ACTIVITY_DEF | BPM_PV_CASE_ACTIVITY_DEF_V | ディメンション |
6 | oracle/processanalytics/internal/physical/CMケース定義 | ORACLE_PROCESSANALYTICS_CASE_DEFINITION | N/A | ディメンション |
7 | oracle/processanalytics/internal/physical/HWFタスク定義 | ORACLE_PROCESSANALYTICS_TASK_DEFINITION | BPM_PV_HWF_TASK_DEFINITION_V | ディメンション |
8 | oracle/processanalytics/internal/physical/プロセス(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_PROCESS | BPM_PV_PROCESS_V | ファクト |
9 | oracle/processanalytics/internal/physical/アクティビティ(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_ACTIVITY | BPM_PV_ACTIVITY_V | ファクト |
10 | oracle/processanalytics/internal/physical/HWF割当て(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_ASSIGNMENT | BPM_PV_HWF_ASSIGNMENT_V | ファクト |
11 | oracle/processanalytics/internal/physical/HWFタスク(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_TASK | BPM_PV_HWF_TASK_V | ファクト |
12 | oracle/processanalytics/internal/physical/CMケース | ORACLE_PROCESSANALYTICS_CASE | BPM_PV_CASE_V | ファクト |
13 | Oracle/processanalytics/internal/physical/CMケース・アクティビティ | ORACLE_PROCESSANALYTICS_CASE_ACTIVITY | BPM_PV_CASE_ACTIVITY_V | ファクト |
14 | oracle/processanalytics/internal/physical/CMケース・ステークホルダー | ORACLE_PROCESSANALYTICS_CASE_STAKE_HOLDER | BPM_PV_CASE_STAKE_HOLDER_V | ファクト |
15 | oracle/processanalytics/internal/physical/CMケース・ステークホルダーのメンバー | ORACLE_PROCESSANALYTICS_CASE_STAKE_HOLDER_MEMBER | BPM_PV_CASE_STAKE_HOLDER_MEM_V | ファクト |
次の表は、各コンポジット固有物理データ・オブジェクトとそれに対応するデータベース・ビューのシノニム名を示しています。BAM 12c分析データ・ターゲットを有効化する場合、コンポジットがデプロイされるときにコンポジット固有データ・オブジェクトが作成されます。
注意:
次の表では、
<COMPOSITENAME>は、70文字に切り捨てられたコンポジット名であり、<IDENTIFIER>は、そのコンポジットに対して指定された分析ビュー識別子です。最大は10文字です。コンポジットに対して分析ビュー識別子が指定されていない場合、データベース・ビューのシノニムは作成されません。
表A-2 コンポジット固有データ・オブジェクトとDBビューのシノニムのマッピング
| 順序番号 | 表示名 | 内部名 | DBビューのシノニム名 | スター・スキーマ・メンバー・タイプ |
|---|---|---|---|---|
1 | oracle/processanalytics/internal/physical/<COMPOSITE NAME>プロセス(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_<COMPOSITENAME>_PROCESS | BPM_PV_PRCS_<IDENTIFIER>_V | ファクト |
2 | oracle/processanalytics/internal/physical/<COMPOSITE NAME>アクティビティ(物理) | ORACLE_PROCESSANALYTICS_<COMPOSITENAME>_ACTIVITY | BPM_PV_ACTV_<IDENTIFIER>_V | ファクト |
この項では、Oracle BPM Studioの様々なアクセシビリティ機能について説明します。
この項では、Oracle BPM Studioのキーボード・ナビゲーションについて説明します。
Oracle BPMのプロセスとアプリケーションを作成するキーボード・ショートカット
表B-1 Oracle BPMのプロセスとアプリケーションを作成するキーボード・ショートカット
| アクティビティ | キーボード・ショートカット |
|---|---|
新しいBPMアプリケーションの作成 |
|
Oracle BPMプロセス・エディタのキーボード・ショートカット
表B-2 Oracle BPMプロセス・エディタのキーボード・ショートカット
| アクティビティ | キーボード・ショートカット |
|---|---|
開始アクティビティに移動。 | [S] |
終了アクティビティに移動。 | [E] |
次のアクティビティまたは次のフローに移動。 | [N] 選択したノードがアクティビティの場合は、[N]を押すことでアクティビティから送信フローを選択します。フローが選択されている場合は、[N]を押すことでアクティビティに移ります。連続的な[N]コマンドにより、開始アクティビティから終了アクティビティに向けて移動します。 |
アクティビティとゲートウェイの追加。 | [N]キーを使用して移動して、アクティビティまたはゲートウェイの横のコネクタにフォーカスがあるときに、[R]キーを押してコネクタのコンテキスト・メニューを開き、挿入するアクティビティをメニューから選択します。 |
アクティビティまたはゲートウェイの編集。 | フォーカスがアクティビティまたはゲートウェイにあるときに、[Enter]キーを押すと、アクティビティまたはゲートウェイのプロパティ・ダイアログが表示され、アクティビティまたはゲートウェイを編集できます。 |
アクティビティまたはゲートウェイの削除。 | フォーカスがアクティビティまたはゲートウェイにあるときに、[Delete]キーを押すと、アクティビティまたはゲートウェイが削除されます。 |
右クリック | [R] フォーカスがフローにあるときに、このキーを押すと、挿入メニューが表示されて挿入が可能になります。 |
次のブランチに移動。 | [T] アクティビティからの送信フローが複数存在する場合に役立ちます。 |
アクティビティ選択ダイアログの表示。 | [O] フォーカスがプロセス・ダイアグラム内のアクティビティにあるときに、このキーを押すと、選択したアクティビティに接続可能なアクティビティがすべて表示されます。リストからアクティビティを選択すると、選択したアクティビティは、プロセス・ダイアグラム内でフォーカスがあったアクティビティに結合されます。 |
キャンバス上の右クリック。 | [I] キャンバスのコンテキスト・メニューが表示されます。 |
Oracle BPMタスク・エディタのキーボード・ショートカット
表B-3 Oracle BPMタスク・エディタのキーボード・ショートカット
| アクティビティ | キーボード・ショートカット |
|---|---|
割当ての第1ステージに移動。 | [G] |
シリアル・ノードの挿入。 | [S] 選択したノードがステージ・ノードの場合、現在選択されているステージ・ノードに連続するように新しいステージ・ノードが追加されます。選択したノードが参加ノードの場合、現在選択されている参加ノードに連続するように新しい参加ノードが追加されます。 |
次のノードに移動します。 | [N] 選択したノードがステージ・ノードの場合、その次のステージ・ノードが選択されます。選択したノードが参加ノードの場合、その次の参加ノードが選択されます。 |
パラレル・ノードの挿入。 | [P] 選択したノードがステージ・ノードの場合、現在選択されているステージ・ノードに並列するように新しいステージ・ノードが追加されます。選択したノードが参加ノードの場合、現在選択されている参加ノードに並列するように新しい参加ノードが追加されます。 |
空のステージへのノードの挿入 | [F] この組合せを使用して、空のステージ・ノードに参加ノードを挿入します |